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登場人物

ガユス…………………人間の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゅ

 
式
 しき

 
士
 し

 、幸薄き日々を送る

ギギナ…………………ドラッケン族の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 。ガユスの相棒である可能性がある

ジヴーニャ……………ガユスの恋人、半アルリアン人

ユーゴック……………ロワールの金庫番である攻性咒式士

ユナ……………………ユーゴックの情婦

レジーナ………………ロワールの武闘派幹部

ホラレム………………ネデル村の郷土史家兼探偵

サイルス………………オルコム村へ向かう旅行者

サイーシャ……………オルコム村へ向かう旅行者

コンロッカ……………オルコム村の行商人

ダーレト………………ネデル村の役人

ラクシュ………………プリエール高等学院の女学生

イエッガ………………連続殺人犯

イーギー………………アルリアン人の
華
 か

 
剣
 けん

 
士
 し



ジャベイラ……………女性の
光
 こう

 
幻
 げん

 
士
 し



ツザン…………………闇の女医

モルディーン…………ツェベルン
龍
 りゅう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 皇族、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 長

ヨーカーン……………モルディーン
麾
 き

 
下
 か

 の翼将、大賢者

クロプフェル…………モルディーン麾下の翼将、聖者

イェスパー……………モルディーン麾下の翼将、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し



ベルドリト……………モルディーン麾下の翼将、
虚
 きょ

 
法
 ほう

 
士
 し



キュラソー……………モルディーン麾下の翼将、忍者

キーンチイ……………チーンキイという従弟を持つ商人

チーンキイ……………キーンチイという従兄を持つ商人

テュラス………………ガユスが教える女生徒

テンゼン………………ギギナの剣技の師匠の一人

ヨシキヨ………………東方から来た剣士
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序章






　プロウス軽飯店前にある
待
 まち

 
合
 あい

 
椅
 い

 
子
 す

 に、俺は腰を下ろした。

　隣には人間の形をした
災
 さい

 
厄
 やく

 、別名ギギナが壁に背を預けていた。

「あー、気分が悪い。朝起きても気分悪い。息をしても気分悪い。一年中気分が悪い」

「貴様が貴様でいるかぎり、その気分の悪さは一生の
伴
 はん

 
侶
 りよ

 だ。大事にして、添いとげろ」

　ギギナが返してくる。俺は笑っておく。

「それは正解。だけど、おまえがおまえでいるかぎり、俺はギギナが嫌いだから、もう来世に期待するしかない」皮肉を連ねてみる。「言葉さえ話さなければ、呼吸さえしていなければ、おまえもいい人間に思えるだろうな」

　言いつつ頭を下げると、頭上で鈍い音がする。

　抜きはなたれた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が、頭があった位置の柱に食いこんでいた。頭上から降ってくる木の破片が、俺の頭に降り積もる。

「いや、もう慣れたからいいけど、刃物を出すには早すぎないか？　普段は、これから一言二言は遊ぶだろう？」

　上半身を起こしつつ横目で見る。
刃
 やいば

 を戻していく、ギギナの横顔があった。

「私も無目的に、人や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を斬っているわけではない。自分らしさを強調するために、今回は少し早めに動いてみた」

「そうか、人を真っ二つにするのも役作りには必要かって、
萌
 も

 えるか。やめて死ね」

「人の店の前で
喧
 けん

 
嘩
 か

 をするな。これでも食って元気を出せよ」

　主人のホートンが窓口から顔を出した。手には紙で包んだポロック揚げがあった。

「元気か？　これは元気の問題なのか？　そしてこれは無料か？」

「もちろん有料の押し売り。というわけで、ホートン
占
 うらな

 い開始！」

　俺とギギナの視線の先、プロウス軽飯店の持ち帰り窓口では、ホートンの真剣な表情が浮かんでいた。店主の手元には、水晶球が安置されている。

「今後のガユスは死……」

　最後まで言わせず、俺はホートンの胸元を

摑

 つか

 む。

「その先は続けるな。

噓

 うそ

 でもいいから、幸福な未来を予測しろ」

　
襟
 えり

 元を摑
 んだ手を離すと、ホートンが
咳
 せ

 きこみながらも水晶球に手を
翳
 かざ

 す。気になって、ホートンが
掌
 てのひら

 を翳している水晶を見つめる。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を起動し、
偏
 へん

 
光
 こう

 
板
 ばん

 二枚の間に
挟
 はさ

 むのと同じ基本調査
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の原理で調べてみる。

　水晶は
珪
 けい

 
素
 そ

 と酸素という二種類のイオンが、六法晶系の結晶構造を取り、
複
 ふく

 
屈
 くつ

 
折
 せつ

 性がある。しかし眼前の物体には存在しない。

　つまり、人工水晶ですらない、珪素と酸化ナトリウムと石灰から作られたガラスの
塊
 かたまり

 だ。なにかが見えたとしたら、安い未来というか幻覚だ。俺の不安を無視気味に、ホートンがガラスの球から勝手に読みとった
託
 たく

 
宣
 せん

 を
厳
 おごそ

 かに
垂
 た

 れる。

「……裏切りと
蛇
 へび

 は希望をもたらし、雨と狼は和解の兆候。黒き子供の手を取ると安らぐ。幸運の数字は九十七と百。心なき商人は富を、刃と老人は理解を呼び、
御
 お

 
告
 つ

 げはおまえを幸福にする」

「本当か？」

「いや、

噓

 うそ

 だけど」

　ホートンは平然と言った。

「噓
 を言うなよ」

「いや、だっておまえが噓
 でも言えと……」

「絶望的に察しが悪いな」

　
裾
 すそ

 を
翻
 ひるがえ

 し、俺はホートンの店から離れる。ギギナも歩きだす。

　道端には、三日前から転がっている犬の
死
 し

 
骸
 がい

 があった。隣には、不法
投
 とう

 
棄
 き

 され部品を盗まれた車が骨格を
晒
 さら

 していた。

　エリダナのいつもの風景を眺めながら事務所前まで戻る。玄関扉には、傾いた銅板があった。表面に刻まれた「アシュレイ・ブフ＆
 ソレル咒式士事務所」という文字も傾いていた。手で直すと、また即座に傾く。
唇
 くちびる

 からは
溜
 ため

 
息
 いき

 が出る。

「今日の仕事こそは、美女からの依頼で最後は幸福な結末だと願うよ」

「ドラッケンの
諺
 ことわざ

 では『
刃
 やいば

 を置いて願った瞬間、敵からの刃が
額
 ひたい

 に刺さる』とある」

　ギギナが鼻先で笑いやがった。

　横手から射しこむ光に思わず空を仰いだ。ビルの間から
覗
 のぞ

 いたエリダナの空は、クソったれた青だった。

　前に向きなおる。

　俺の右手が伸ばされ、事務所の扉を開ける。
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　俺はいつも不機嫌だ。

　不機嫌ついでに
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉の機関部から
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 
弾
 だん

 
倉
 そう

 を出し、また入れてみる。どう考えても最低のヒマつぶしだ。

　空気中の酸素と
窒
 ちつ

 
素
 そ

 のそれぞれに名前をつけようかと、理性が半減期を迎えた瞬間、悲鳴があがった。鼻先に引っかけた
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を指先で上げ、悲鳴の発生源を見つめる。

　俺の不機嫌の原因、その不動の第一位は、相棒の存在に栄冠が輝く。

　相棒とは、眼前のギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフというムダに長い名前の、つまり存在がムダな人間のことだ。

「おーい、殺すなよ」

　やる気のない俺の呼びかけに、ギギナが振りかえった。
鋼
 はがね

 色の髪と瞳に
銀
 ぎん

 
嶺
 れい

 の
鼻
 び

 
梁
 りよう

 。雪原の
額
 ひたい

 と
右
 みぎ

 

頰

 ほほ

 を、青い竜と炎の
刺
 いれ

 
青
 ずみ

 が
跨
 また

 いだ
美
 び

 
貌
 ぼう

 であった。

　雪のように白い手には、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの長い
柄
 つか

 が握られていた。柄の先につながるのは、ガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 製の一〇七一ミリメルトルの巨大な
刃
 やいば

 。切っ先の前方では、男が壁に追いつめられていた。肩口を血に染めて、男は
怯
 おび

 えた顔をして震えていた。

「私はまだ肩を少しつついただけだ。それともガユス、私に死刑執行される
栄
 えい

 
誉
 よ

 を貴様にも与えて欲しいのか？」

　ギギナは、長大な刃の切っ先を俺に向ける。刃には、冷たい殺意が宿っている。

「結婚
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 を勝手に死刑執行するな」俺の
唇
 くちびる

 は、重金属のように重い息を吐く。「依頼者はそいつを捕まえて、金を取りもどしてくれと言っただけだ」

　エリダナの
寂
 さび

 れた裏通りに、俺の声が響く。閉鎖された商店が並び、路上には
空
 あ

 き
缶
 かん

 と紙クズが散乱していた。

　脳の存在が疑わしい相棒との会話に疲れてきた。見上げた空も、今どき使われもしない電線や、文字が抜け落ちた看板で分断されて、狭く見える。

「女を食い物にする
屑
 くず

 は、
滅
 めつ

 
殺
 さつ

 しておいたほうがいいという結論しか出ないのだが」

　ギギナがその軽量級頭脳で思案をまとめた。反論しておこう。

「エリダナ中に女を作りまくっている、おまえだけは言う資格がないと思わないか？」

「私はすべての女をかわいがってやっている。しかし、結婚話など、どの女も言いださない」

「女がそう言いだすヒマすらなく、ギギナが音速で別れているからだろうが」事実はそんなものだ。「では
譲
 じよう

 
歩
 ほ

 
案
 あん

 だ。いつもの問題で勝負しよう。『こんなのあったら嫌だ』でかかってこい」

「またそれか。なぜ貴様はつまらぬことをやりたがるのか、分からぬ」

　ギギナは長大な柄を肩に
担
 かつ

 ぎ、世界の真理を
思
 し

 
索
 さく

 する哲学者の顔となっていた。やがて返答を吐いた。

「ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の死刑裁判に
陪
 ばい

 
審
 しん

 
員
 いん

 制度
導
 どう

 
入
 にゆう

 。ただし陪審員は、全員不景気な
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 
屋
 や

 」

「身振り手振りで
癌
 がん

 告知し、患者の余命日数を平方根で教える、優しいのか実は悪意なのか微妙な医者」

　俺とギギナは顔を突きあわせた。視線で相手の冗談がよりくだらないと責めあう。

　ギギナを責めていた俺は、右手の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉を掲げた。引き金を
絞
 しぼ

 ると、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が消費され、
柄
 つか

 
元
 もと

 の宝珠が位相転移を
励
 れい

 
起
 き

 し、咒式が発動した。

　化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉の咒式は、いわゆるトリニトロトルエンの
淡
 たん

 
黄
 おう

 色
柱
 ちゆう

 
状
 じよう

 結晶を合成。鉄片の配置を考え、発動。

　逃走しようとしていた
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 の進路の先に、爆薬が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。左右の壁を破砕する。退路が
瓦
 が

 
礫
 れき

 に
塞
 ふさ

 がれ、白煙をあげていた。倒れた詐欺師が顔をあげる。
怯
 おび

 えた顔に告げる。

「ちなみにおまえ、俺を除いたどちらの冗談がくだらないと思う？」

「てめえら、まさか
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士か!?
 」

　地面に倒れた詐欺師が、悲鳴のように声で叫んだ。

　現代社会を支える咒式技術。
作
 さ

 
用
 よう

 
量
 りよう

 
子
 し

 定数と波動関数に
干
 かん

 
渉
 しよう

 し、超常現象を
励
 れい

 
起
 き

 せしめる法を
使
 し

 
役
 えき

 する攻性咒式士。

　なかでも、企業や個人に雇われ、炎や雷を従え爆薬や毒薬を合成し、肉体さえも作り変える俺たちのような攻性咒式士は、一般人にとって恐怖と
畏
 い

 
怖
 ふ

 の対象だろう。

「魔杖剣を格好つけで下げている偽者とでも思っていたか？　それとも魔杖剣を見たこともないほど箱入りの
田舎
 いなか

 詐欺師か？」

　言いながら俺は歩いていく。言葉になっていない悲鳴をあげ、結婚詐欺師は逃げだした。

「殺しはしないと言ったが、逃がす気もない」魔杖剣ヨルガを掲げて、追っていく。「三─キヌクリジニルベンジラートなどの無力化ガスが適切か。ハロタンでは
過
 か

 
剰
 じよう

 摂取が危険すぎるか？」

　悩む俺の
傍
 かたわ

 らを
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 が走りぬけ、風圧で上着の
裾
 すそ

 が
翻
 ひるがえ

 る。風は疾走するギギナだった。

　逃げる詐欺師が振りかえり、今どき旧式な火薬式拳銃を引きぬく。逃げつつ乱射してきた。

　ギギナは、銃弾の軌道すら予測し跳躍で回避。生体強化系咒式第二階位〈
飛
 セ

 
迅
 エ

 
燕
 レ

 〉により、神経伝達物質アセチルコリンとそのエストラーゼ
酵
 こう

 
素
 そ

 を合成。脳神経系を改変し、反射速度を上げたギギナには、続く銃弾もまったく命中しない。

　
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 したギギナは、路地の右の壁に足を突きたてた。そのまま壁を水平に疾走。
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 は重力に逆らう加速で迫る。異常な光景に詐欺師が硬直する。

　壁を
蹴
 け

 りつけてギギナが飛翔し、一気に間合いを詰めた。非情な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを逃亡者の脳天に降ろしていく。

　俺は右手の魔杖剣〈断罪者ヨルガ〉を掲げ、引き金を絞って咒式を
紡
 つむ

 いだ。

〈
銀嶺氷凍息
 クロセール

 〉による氷点下一九五・八度の液体
窒
 ちつ

 
素
 そ

 の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が、詐欺師を殺害する寸前のギギナの背に激突。衝撃で跳躍軌道を曲げるが、相棒は空中で体を
捻
 ひね

 った。歩道へと無音で着地していく。

　悲鳴をあげて、結婚詐欺師が路上に転がる。冷気の余波を浴びて、男の足と道路が凍結していた。

　立ち上がるギギナの全身は、
蟹
 かに

 や
蠍
 さそり

 のような奇妙な
鎧
 よろい

 で
覆
 おお

 われていた。生体強化系咒式第三階位〈
衄蟹殻鎧
 ドラメルク

 〉で、強化キチン質と強化筋肉の
甲
 こう

 
殻
 かく

 鎧を瞬時に全身にまとい、
凍
 い

 てつく奔流を防御したのだ。

　筋肉や骨格の高分子を自在に支配する、生体強化系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の技だ。咒式剣士の最高峰に位置する
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 のギギナに、手加減した咒式では致命傷とならない。

「腐れ化学咒式の
錬
 れん

 
金
 きん

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 め。貴様はよほど超特急で、首と胴の間に刀を飾りたいらしいな」

　
薄
 はく

 
氷
 ひよう

 が

剝

 はく

 
落
 らく

 していく
甲
 こう

 
殻
 かく

 
兜
 かぶと

 の下から、
修
 しゆ

 
羅
 ら

 の声が響く。言いわけをしておこう。

「ギギナを止めるには、言葉ではなく実力行使しかなかっただろうが」

　しかし、相棒の銀の瞳は、制止した俺に感謝すらせず、真剣に殺意を浮かべている。大地を
蹴
 け

 りつけ、ギギナは
怒
 ど

 
涛
 とう

 の勢いで間合いを詰めてくる。下げた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の引き金を引いて、俺はただ立っていた。

　長大な
刃
 やいば

 が俺の脳天を割ろうと振り上げられ、急停止。ギギナは横へと跳躍する。着地したギギナの顔が苦痛に
歪
 ゆが

 む。

「密かに展開しておいた、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式第二階位〈
窒息圏
 チヤクス

 〉がようやく効いてきたか」

　俺が使用したのは、限定空間内の大気中の酸素に炭素を結びつけ、一酸化炭素や二酸化炭素を合成させる咒式だ。合成された気体は、酸素より強力に血液中の赤血球ヘモグロビンに結合して酸欠と中毒を起こさせる。有害物質の
含
 がん

 
有
 ゆう

 
量
 りよう

 が大気中の二〇％
 を超えると、数呼吸で死亡させることもある。

　酸欠を起こしたギギナは、生体強化系咒式第二階位〈
活息醒
 フ・ハー

 〉で合成した酸素を全身に行きわたらせた。咒式に
付
 ふ

 
随
 ずい

 するトリサミンやカンフルやカフェイン等で活性化し、すぐに回復しやがった。

「このような子供
騙
 だま

 しの低位咒式に引っかかる、とはな」

　ギギナの唇は、苦い笑みの形に歪んでいた。相棒は
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を分離。刃を背中へ、
柄
 つか

 を腰へと納めた。俺は笑っておく。

「ギギナの腕が落ちているだけだな」

「最近の仕事は、役所の下請けで小物の〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の
駆
 く

 
除
 じよ

 や、こんな小者の賞金首捜しだ」自己分析の言葉が
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 として漏れた。「本当の戦闘に立ち向かえず、退屈で
苛
 いら

 
々
 いら

 していたようだ」

　不機嫌な表情を残し、ギギナは去っていく。立ち止まって、背中越しに言葉を投げてきた。

「そうであっても、ガユスよ。死にたくないのなら、今夜は眼を開けて寝たほうがいいぞ」

「俺に言わせれば、ギギナのような平穏拒否症と組んで仕事している自分を、自殺志願かと思うこともある」

　答えを自らの胸に尋ねると、優柔不断という言葉が反響してきた。くだらない思考をしていると、ギギナの足がまた進みはじめていく。

「ついでに、おまえの咒式の効果範囲に、結婚
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 も入っていたようだが？」

　路上で酸欠と中毒の
痙
 けい

 
攣
 れん

 を始めている詐欺師が眼に入り、俺の顔から血液が急速降下しだした。

　天を仰ぐと、エリダナの空はそれでも青かった。

　
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年、エリダナは冬が終わり、エリダナ祭も近い春を迎えようとしていた。









「は～い、ガユスが愛するジヴーニャお手製の料理ですよ」

　銀の
蓋
 ふた

 を
被
 かぶ

 せた
盆
 ぼん

 を掲げて、ジヴが
厨
 ちゆう

 
房
 ぼう

 から出てくる。食卓前の
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた俺が声をあげる。

「わ～い、俺が愛する料理とおまけのついでのジヴだ～」

「そこ！　後ろではなく前の私を愛しなさい！」

　盆を下ろしつつ、ジヴの
蹴
 け

 りが飛んでくる。俺は笑みを浮かべつつ、足先を避けておく。愛しあう二人の楽しい儀式だ。

「しかし、急に二人ではなく一人で料理を作りたいというから驚いたよ。それもかなり時間をかけたみたいだけど？」

「うん、ガユスに驚いてほしかったから、全力で作ってみました」

　ジヴが食卓に料理を載せる。続いて銀の蓋を取り、湯気があがる。座っていた俺は、料理を
眺
 なが

 める。同じく食卓に座るジヴに問いかけてみる。

「……これは、なに？」

「冗談は
止
 や

 めてよ」ジヴがまた笑う。「平凡なアルリアン人の伝統料理、
野
 の

 
兎
 うさぎ

 の
苺
 いちご

 ソースかけ、
腸詰め肉
 ウインナー

 添えに決まっているでしょ」

「いや、それは分かるのだけど……」

「私は料理が
下
 へ

 
手
 た

 でガユスに教えてもらっているけど、アルリアン料理だけは自信があるのよ。意外に
上
 じよう

 
手
 ず

 で驚いたでしょう？」

「……たしかに驚いた。ある意味で」

「でしょう？」

　自信の笑みを浮かべるジヴから目を引き

剝

 は

 がし、再び食卓の大皿に載った料理を眺める。

　毛皮を

剝

 は

 いだ野兎に、白い粉をはたいて生前の様子を再現している。兎の腹部を開いて、内部から桃色の
腸詰め肉
 ウインナー

 の列が出ている。全体に、深紅の野苺のソースがかかっていた。

「なにか変？」

「俺が山道で車を運転していたとき、同じものを見たことがあるんだけど」

「どういうこと？」

「……
轢
 ひ

 き殺された野兎の死体が、これとまったく同じ姿をしていた」

「失礼ね」

　ジヴが
肉叉
 フオーク

 を握り、兎の小腸にしか見えない
腸詰め肉
 ウインナー

 に突き刺す。鮮血にしか見えない野苺のソースを引きずって、かわいらしい純白の前歯で

嚙

 か

 みつく。

「うん、我ながら
美
 う

 
味
 ま

 い」

　どう見ても、今のジヴは野兎の内臓を喰らっている
野
 や

 
蛮
 ばん

 
人
 じん

 です。

　ジヴに続いて、俺も料理に手を出す。口に入れると、たしかに野苺のソースが酸味を利かせており、
腸詰め肉
 ウインナー

 と
兎
 うさぎ

 の肉の味を引きたてており、端的に言えば
美
 う

 
味
 ま

 い。

「ね、なかなかおいしいでしょ？」

「たしかに、味だけは美味い。味だけは……」

　視線を戻すと、腹部から出た
腸詰め肉
 ウインナー

 は腸詰めの原材料を活かしていて、衝撃で飛び出た小腸に、かかった
野
 の

 
苺
 いちご

 のソースは、流れる鮮血に、果肉は肉片にしか見えない。兎ちゃんの頭部に飾りつけられていたのは、小さなトマトの目。トマトの一方が、
眼
 がん

 
窩
 か

 から
零
 こぼ

 れているのはわざとなのでしょうか。

　ハムの舌は口から力なく垂れ下がって、なぜかまた野苺のソースがかかっている。なぜか開かれた頭部には、なぜか薄桃色に着色された
花甘藍
 カリフラワー

 がみっちりと詰められており、
脳
 のう

 
味
 み

 
噌
 そ

 を表現しているようにしか見えない。

　ジヴは

頰

 ほお

 を上気させて、自慢げな表情だった。

「飾りつけには苦労したのよ」

「……だろうね」

「良かった。喜んでくれて」

　
喜
 き

 
色
 しよく

 
満
 まん

 
面
 めん

 のジヴに対し、俺は
婉
 えん

 
曲
 きよく

 な返事をしておく。

　しかし、ジヴの料理は、やはり野兎の
轢
 れき

 
死
 し

 
体
 たい

 に見えるように飾っているとしか思えない。

　俺は目を閉じて、味だけに専念することにした。味だけはたしかに美味なのだ。俺が教えたので、恋人のジヴの料理は
上
 じよう

 
手
 ず

 になってきている。

　しかし、どこまでも飾りつけの感覚が変だ。服装や室内調度は普通だが、料理の飾りつけだけ変である。アルリアン人全体がそうなのか、ジヴ個人がそうなのかは分からない。
訊
 き

 いてはいけない質問というものがこの世には存在するのだ。それもわりと多く。

　
美
 お

 
味
 い

 しいのだけど、見てはいけない食事が終わった。もちろん男の
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 として、ジヴを
褒
 ほ

 めておく。片付けを二人でして、寝室へ向かう。

　
寝台
 ベツド

 に寝転がり、ジヴは
顎
 あご

 の下に両手を当てて頭部を支える。足は頭の後ろで左右に揺れていた。
寝台
 ベツド

 に腰掛けて、俺はジヴに最近のことを話していく。

　俺が持っている家のひとつに、ジヴがいるという幸福。今夜は最高ですね。俺を
眺
 なが

 めるジヴの緑の瞳には、寂しげな
翳
 かげ

 りがあった。
唇
 くちびる

 は小さく
尖
 とが

 る。

「ガユスって、私を愛しているとはなかなか言ってくれないよね」

「いや、言っているよ。愛しすぎて困っているくらいだ」

「ほら、言っていない。冗談めかしては言うけど、心をこめて言ってもらったことがほとんどない」

「そうだったか？」

「真剣に言ってほしいときもあるの」

　ジヴの眼には不満の色。俺は
焦
 じ

 らしてみる。

「だけど、それは人にものを頼む態度かな？」

「
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に頼んでも、言うことを聞いてくれないでしょうが」

「いや、きっちりと頼んでもらえれば、いくらでも言うよ」

　俺の言葉で、ジヴの表情に
懊
 おう

 
悩
 のう

 が表出する。やがて

頰

 ほお

 を赤らめながらも口に出してみる。

「じゃあさ、愛している、って言って。『ジヴ、愛している』って言ってください」

　ジヴの懇願に、俺は
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な顔をする。

「その前に大事な話がある。この前のことだけど、手術の最中に医者と、そいつと
不
 ふ

 
倫
 りん

 している女性看護師が別れる死ぬで
大
 おお

 
喧
 げん

 
嘩
 か

 した。一度は収まりかけたのだけど、
麻
 ま

 
酔
 すい

 されていた患者が弁護士との交際を
譫
 うわ

 
言
 ごと

 で
喋
 しやべ

 ってしまって、今度は実は手術中の患者とつきあっていた医者が半狂乱になったとさ」

「いやその、なぜ今ここで

噓

 うそ

 の話をするの？」

　ジヴの頭の上に、特大の疑問符が浮かんでいた。

「ははは、今の話を踏まえて……」そこで俺は両手を伸ばし、ジヴの両頰
 に添える。「ジヴ、愛しているよ」

「噓
 話のあとで言うなっ！　このバカ男っ！」

　ジヴの右の張り手に対し、俺は頭を振って回避。もう慣れたものです。だが、ジヴは俺の想像を超えていた。ジヴの顔が追ってきて、
唇
 くちびる

 が開かれる。逃げおくれた右手を

嚙

 か

 まれた。二人で
寝台
 ベツド

 に倒れこむ。俺は、左手で嚙
 んでくるジヴの柔らかな髪を
撫
 な

 でる。

「幸せだなぁ。俺はジヴに嚙
 まれているときが一番幸せだよ、って痛い痛い、本気で痛いっ！」

　甘嚙
 みではなく、食いちぎる嚙
 みかただった。

「せいひのさはきなり」

「では、こちらは正義の手でいこう」

　左手をジヴの右脇に差しいれ、指先を動かす。俺の手を嚙
 みながら
睨
 にら

 んでくるジヴが笑いを耐える。俺の手を嚙
 むジヴか、ジヴをこそばせる俺か、どちらかが勝つまでの死闘だった。

「うひゃひひひっ！　無理っ！」

　ジヴが大口を開けて、
寝台
 ベツド

 の上を転がって逃げる。

「感じやすい、いやらしい体がおまえ自身を裏切ったのだよ」

「いやらしい言うなっ！　だいたい誰のせいで……」

「ええ、私が毎晩毎晩がんばりましたか……」

　もの
凄
 すご

 い眼をしたジヴがまた口を開き、閉じて歯を鳴らす。
威
 い

 
嚇
 かく

 に
怯
 おび

 えて、俺は続きを言うのを
止
 や

 めた。そのくらいの賢明さが、俺にもあったらしい。

「でね、一か月後のエリダナ祭のことなんだけど」

　ジヴの声を
遮
 さえぎ

 ったのは、携帯から流れる電子音だった。俺は携帯に耳をあて、
囁
 ささや

 かれる依頼を聞いていた。

「こんな時間にお仕事？」

　ジヴが責めるような疑問の声をあげた。二人で過ごす夜もあまりないのだ。だからこそ邪魔が入れば、ジヴも不機嫌になろうというものだ。

　重い息を吐きつつ、俺は携帯を
畳
 たた

 む。枕元に左手を伸ばし、戻して
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を鼻先に引っかける。

「もう夜も遅いからジヴは先に寝ていてくれ」

　俺はジヴから眼を
背
 そむ

 けた。

「いつもの
厄
 やつ

 
介
 かい

 ごとだよ」

　窓から見えたのは夜景。星々の海のように照明を
灯
 とも

 す、エリダナの夜の姿だった。









　ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の東端、エリウス郡エリダナ市。東西の文化が出会う水路と橋の街。

　春も近い冬の夕闇が落ちるエリダナの川沿いの道を、ヴァンが
疾
 しつ

 
駆
 く

 していた。
操縦環
 ハンドル

 を握りつつ、俺は車を右折させる。助手席にはギギナが座る。相棒の視線は窓の外を
眺
 なが

 めていた。

　
悠
 ゆう

 
久
 きゆう

 のオリエラル大河の向こうに、林立する高層建造物群が見えた。エリダナを龍皇国と共同統治する、ラペトデス七都市同盟系の企業ビルだった。

　大河にかかるオルテナ橋を、車が渡っていく。オリエラル大河に浮かぶ
中
 なか

 
州
 す

 の島、ゴーゼス経済特別区に入るころには、夜の
帳
 とばり

 が美しい景色を
覆
 おお

 いはじめていた。暗い川面を渡る橋から島へと入ると、景色が一変する。

　夜を昼に変えるための古風なネオン灯が、
猥
 わい

 
雑
 ざつ

 なまでに街の上空を埋めつくしていた。光の文字が
乱
 らん

 
舞
 ぶ

 し、金髪美女が服を脱ぐ動作を繰りかえす立体光学映像が
娼
 しよう

 
館
 かん

 を飾る。

　娼館の隣は
賭
 と

 
博
 ばく

 
場
 じよう

 、道向かいは酒場。街並みは、不道徳な
連
 れん

 
鎖
 さ

 を
無
 む

 
秩
 ちつ

 
序
 じよ

 に繰りかえしていた。

　街角ごとに立つのは、客引きか娼婦か賭博師か薬売りだった。歓楽の街角を進む人々の表情は、
享
 きよう

 
楽
 らく

 と刺激への欲望に輝いている。
風
 ふう

 
営
 えい

 
法
 ほう

 と郡警察による法支配も
緩
 ゆる

 い、ゴーゼス経済特別区によくある表情だろう。

　ときおり、遠く
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の爆裂音や悲鳴が聞こえ、それでも無法な歓楽街にも厳然として存在する法を、どこかの誰かに叩きこんでいる。その誰かが次に活かす機会はないが、他の住人たちが血の法の
遵
 じゆん

 
守
 しゆ

 を胸に刻んでいく。

　街を俺たちは進んでいく。一軒の
寂
 さび

 れた雑居ビルの前に車を停めた。俺とギギナは入り口へと向かう。

　妙に
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 そうな
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 の左右には、黒背広と筋肉で全身を包む男たちが立っていた。それぞれに低い温度の険しい眼を向けてきた。俺は手を挙げて敵ではないことを示す。

「上に呼ばれてきた
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士だ」

「ああ」男の一人がうなずく。「聞いている。入れ」

　鉄の扉が左右に開かれていき、通路が現れた。

　蛍光灯が
喘
 ぜん

 
息
 そく

 のように明滅し、

剝

 む

 きだしのコンクリ床の
廊
 ろう

 
下
 か

 が続く。突きあたりには、先ほどと同じような鉄扉と門番がそろっていた。

「エリダナの暗部、ゴーゼス特区の娼婦や
賭
 と

 
場
 ば

 や売人を支配する黒社会か。ご
大
 たい

 
層
 そう

 なことだ」

　俺の独白は、これも同じような姿の二人の門番により、無視された。無言のままで扉が開かれていった。俺とギギナは再び鉄扉を抜け、奥の部屋へと進む。

　広い部屋だった。打ちっ放しのコンクリ床に壁。天井には交差する配管。

　俺たちをまたも迎えたのは黒背広の男二人。奥には、
長外套
 コート

 に暗緑色の服の女が、
杖
 つえ

 を突いて立っていた。女の目が俺たちを
舐
 な

 めるように
眺
 なが

 める。

「遅かったな」

「
蛇
 へび

 女レジーナの呼びだしだから、なるべく急いだつもりだ」俺は暗く笑う。「だけど、存在しない大富豪の
叔
 お

 
父
 じ

 さんの遺産の使い道を考える、という非常に重大な用事があってね」

　言いおえると同時に、悲鳴があがった。横手にある扉を通して絶叫が続き、途切れた。大の男があんな悲鳴をあげるとは信じたくないほど、悲痛な断末魔だった。

「ああ、気にしないで。マヌケを処分する作業をしているだけだから」

　レジーナの退屈そうな言いぐさに、俺は苦い言葉を
漏
 も

 らすしかなかった。

「人間を過去形にする作業だろ」

　女は細い顔を
歪
 ゆが

 めて笑った。白い
額
 ひたい

 から整った鼻筋、赤い口唇を横断し、
喉
 のど

 まで達する蛇のような赤い
傷
 きず

 
痕
 あと

 を歪めて笑っていた。

「人間を過去形にする作業、ね。あなたは本当に
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な皮肉屋ね。おまえたちも見習ったら？」

　レジーナに言われた男二人は、戸惑った表情を浮かべていた。

「それでは私もこう言うべきか。『紳士方、優しい蛇女の巣へようこそ』とね」

「俺は油断をしない」正面からレジーナの瞳を見返す「黒社会において、もっとも強大である三大
派
 は

 
閥
 ばつ

 の一角である〈ロワール〉でも
武
 ぶ

 
闘
 とう

 派幹部のおまえが、俺たちになんの用だ？」

「歩きながら、
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な説明をしましょう」

　レジーナは、長い髪と床に付きそうな長い
外
 がい

 
套
 とう

 の
裾
 すそ

 を
翻
 ひるがえ

 した。杖を突いて奥へと歩きはじめた女の背に、俺たちと護衛が続く。

「レジーナ・ケブ・ウラガナンか」

　
傍
 かたわ

 らでギギナがつぶやく。

「〈蛇女〉〈血の
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 〉〈傷痕の
拷
 ごう

 
問
 もん

 
吏
 り

 〉と、石器時代の恐怖映画の題名みたいな異名が、主に墓の下にいる過去形の人々によって付けられている」俺は述懐をつなげた。「どの人生でも知りあいたくない
類
 たぐ

 いの女だ」

　俺たちの人物評を聞きながして、レジーナは前に進んでいく。皮肉や悪評など慣れているのだろう。扉が開かれ、奥の部屋に足を踏みいれる。

「さて、お二人さん」

　突いた杖を支点にし、レジーナが振りかえる。顔で蛇の傷痕が身を
[image: ]

 よじ

 る。

「ここは、ロワールが経営する
賭
 と

 
場
 ば

 や
娼
 しよう

 
館
 かん

 の売り上げを管理する金庫でね。セドリオという会計役が管理していて、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 のユーゴックを頭に九人の護衛がいたわけ」

　部屋の中央には、応接机と向かいあわせの合成
皮
 ひ

 
革
 かく

 の応接
椅
 い

 
子
 す

 があった。

　殺風景な部屋を、地味だと思うものもいないだろう。

　壁や床や椅子や机のすべてに、赤と黒の
斑
 まだら

 となった血泥が塗りたくられていた。

　まだ片付けられていない人間の
臓
 ぞう

 
物
 もつ

 の破片が、部屋中に点々と転がっている。鉄と潮と
糞
 ふん

 
便
 べん

 の臭いが
鼻
 び

 
孔
 こう

 を刺した。
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 現場の残り
香
 が

 だった。

　レジーナの顔に、
酸
 さん

 
鼻
 び

 な光景に対する
感
 かん

 
慨
 がい

 は存在しない。
杖
 つえ

 の先で、床に広がる血の海を突いていた。まだ
凝
 ぎよう

 
固
 こ

 していない血をつつきながらも、退屈そうな表情だ。

「四時間前にそのユーゴックが裏切って、セドリオと他の護衛七人を殺したらしくてね。偶然三階にいた生き残りの連絡で私が駆けつけたときには、金庫の三億イェンも消えていたわけ」

　奥の壁には備えつけの
頑
 がん

 
丈
 じよう

 な金庫があった。だが、今は扉が開けはなたれ、空虚な内部を
晒
 さら

 していた。杖の先の血で、レジーナが床に絵を描いていく。

「先刻の元気な悲鳴は、生き残りの無能な護衛に責任を取らせたわけ」

　描かれた絵が、
煙
 えん

 
突
 とつ

 付きの小さなかわいい家と、子猫の
串
 くし

 
刺
 ざ

 しの絵だと気づいた。精神科医なら、確実に正常ではないと診断してくれるだろう。

　しかも、自らが属する組織の非常事態のなにがおもしろいのか、レジーナは口の端に
薄
 うす

 ら笑いまで浮かべていやがる。
鉄
 てつ

 
格
 ごう

 
子
 し

 の窓の部屋から出してはいけない人物の笑みだ。

「その背信者を追って金を取りかえせ、つまり低能どもの垂れた
糞
 くそ

 の不始末を私にやらせたいというわけか？」

　ギギナが退屈そうに吐きすてる。レジーナの
傍
 かたわ

 らの部下二人が
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の表情となり、腰の
銃
 じゆう

 
把
 は

 に手を掛ける。

「
止
 や

 めておきなさい」

　杖を上げて魔女が部下の動きを制する。

「おまえたちが熱烈な
挽
 ひ

 き
肉
 にく

 志願者というなら止めないけど、相手は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でも十三
階
 かい

 
梯
 てい

 のギギナと十二階梯のガユスよ。〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉をも狩る、本物の高位
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士だ」

「ギギナ、だって!?
 」

　凶相から恐怖へと男たちの表情が変換されていく。

「マルプス社の攻性咒式士部隊三十人を一人で斬り殺した、あの
凶
 きよう

 
剣
 けん

 
士
 し

 ギギナか!?
 」

「悪名高い連続殺人咒式士ロエップスを、逃げこんだ装甲車ごと両断した、ドラッケン族の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 か！」

　黒社会の凶暴な男たちの顔は、恐怖と畏怖で塗りこめられた。先ほどから俺の
逸
 いつ

 
話
 わ

 が挙がらないのは自分が控えめだからだ、と思いたい。

「私の
残
 ざん

 
酷
 こく

 さ以上に、ギギナの武名は鳴り響いている。五百歳級の竜を狩ったこともあるエリダナ最強の咒式剣士。残念だけど、おまえたちでは相手にならない」

　レジーナの視線が、
欠伸
 あくび

 を

嚙

 か

 み殺しているギギナから俺に視線を戻した。

「話を戻すけど、いい？」と、レジーナが続ける。ギギナを交渉相手にする愚を避けただけなのだが、注目が少し
嬉
 うれ

 しい。なんだこの俺の思考の
侘
 わ

 びしさは？

「ロワールの頭首であるグセノンは、この不始末に
激
 げつ

 
昂
 こう

 してね。他の幹部や私に追撃を命じて追っ手を放たせたわけ」

　
蛇
 へび

 女が
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「だが、ユーゴックは金庫の護衛主任を任されるほどの
腕
 うで

 
利
 き

 きだ。殺しが専門であり、さらに自分の手口を秘密にしているほど用心深い男でね」レジーナが言葉を連ねた。「対策もなしに追った組織の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもが、全員仲良く死体安置所に並んでいる。私としても不本意だけど、被害を増やさないために腕利きのあなたたちを外部から雇うしかないわけ」

　重い息とともに、俺は返答する。

「俺は、おまえたちみたいな黒社会の人間が大嫌いだ。ギギナの意見と同じなのは
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 だが、おまえらの不始末を俺が手伝う理由が、この地上に存在すると思うか？」

　レジーナが
傷
 きず

 
痕
 あと

 を
歪
 ゆが

 めた。人間性がまったく
含
 がん

 
有
 ゆう

 されない、氷点下の笑いだった。

「相棒は戦闘に
飢
 う

 えていて、あなたは年中お金に困っているわけ。この瞬間にもね」

　
蛇
 へび

 の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が細くなる。

「聞いた話では、捕まえたはずの結婚
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 が実は持病もちで殺しかけ、
闇
 やみ

 
医
 い

 
者
 しや

 ツザンに治療させて法外な治療費を請求されたそうだが？」

「……どこでそれを」

「さあね。だけど、話を断るくらいなら、最初からここに来ていないはずでは？」

　俺はさらに重くなった息を吐いた。
傍
 かたわ

 らに立つ相棒のギギナを
眺
 なが

 める。

　我が事務所の基本状態が貧民たる原因は、相棒の浪費が原因だ。事務所を共同会計にしたことは
痛
 つう

 
恨
 こん

 の失敗だ。

　ギギナと、そして俺の弱味につけこむレジーナも絶対に好きにはなれない。

　俺の弱みを売った人間に、確実に心当たりがあることも嫌な気分だ。









　ゴーゼスの夜に広がる歓楽街。夜に
溢
 あふ

 れる人工の光が、
退
 たい

 
廃
 はい

 と
堕
 だ

 
落
 らく

 の都を照らす。

　俺たちを乗せた車が
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 の列に引っかかる。夜は、客引きや
街
 がい

 
娼
 しよう

 や薬売りが普段より
溢
 あふ

 れる時間だったことを失念していた。

　寄ってくる物売りの手を、車の窓で挟んで追いかえす。さらに押しよせる、医療目的ではない薬の売人を
轢
 ひ

 き殺そうとしておく。怒声をあげる男を背後に、車を進めていく。

「
眼
 め

 
鏡
 がね

 のおまけのガユスは、事態をどう見ている？」

　助手席に座るギギナが話しかけてきた。

「いいことを教えてやろうか？　おまえの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の刃先には敵が刺さっているが、その反対側にはバカが付着しているから、急いで捨てておけよ」

「私に当たるな」俺の
揶
 や

 
揄
 ゆ

 にも、ギギナは鼻先で笑うだけだ。「話を続けるが、ゴーゼス特別区から出る二つの橋といくつかの港は、ロワールどもが押さえている。まだ見つからないなら、ユーゴックはすでに島から出ているのではないか？」

「かもしれないな」渋滞を避けるために、俺は
車
 しや

 
輌
 りよう

 を左折させる。「だが、エリダナにまで封鎖線があるし、島内から出る時間がなかった。手口がどうも突発的にすぎるため、脱出路をあまり考えずに動いたか、用意していたものが使えなくなった可能性がある」

　車の列に続くと、
懐
 ふところ

 の携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 が鳴る。

「今どき携帯型か。
身体
 からだ

 に内蔵しろ」

「体内通信は常に犯されているみたいで気持ち悪い」ギギナから受話器の向こうに呼びかける。「ああヴィネルか、すまんな。隣にいるあいかわらず気の毒な子が、宇宙電波を受信して雑音を発していただけだ」

「会話だけだと分かりにくい。そちらに出る」

　携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 の画面から浮かびあがったのは、
拳
 こぶし

 
大
 だい

 ほどの
夜
 や

 
会
 かい

 用の白い仮面だった。

　アルリアン人やノルグム人にランドック人、ドラッケン族のギギナまでそろう種族の
坩
 る

 
堝
 つぼ

 たるエリダナでも、こんな顔の人間は存在しない。

　情報屋ヴィネルは、絶対に素顔を見せない秘密主義を
貫
 つらぬ

 いている。

「ようヴィネル。いつものように顔色が悪いな」

「ああ、おまけにこんなに小さくなってしまったよ。
偏
 へん

 
食
 しよく

 が原因かな？」

　まったく表情のない仮面から、電子合成された声が発せられる。

「俺の経済
困
 こん

 
窮
 きゆう

 状態の情報を、
蛇
 へび

 女に売ったことが原因だとは思わないか？」

「そんなこともあったかな？」

　
馴
 な

 
染
 じ

 みの客だろうが平気で売るからこそ、ヴィネルは絶対に姿を見せられないのだ。

「では、交換に情報を提供しよう」仮面が冷然と告げる。「レジーナがグセノンに送った通信を盗み見したが、ユーゴックの裏切りと金庫襲撃しか伝えていない。これは失策だ。このままユーゴックを逃がせば、護衛責任の
厳
 ちよう

 
罰
 ばつ

 の他に、蛇女本人にも多少の
処
 しよ

 
罰
 ばつ

 が下るよ」

「レジーナにしては
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 だな」俺は言葉を足す。「放置するか蛇女を
陥
 おとしい

 れたいが、別の追っ手に金をくれてやるほど俺の心も広くない。あと、他人の弱みで自分の借りをなしにしようとするなよ」

「純粋な善意の交換だ。では本題に入ろう」

　声とともに、空中に文字と映像が並ぶ。話が長くなりそうなので、車を路肩に停車する。

「あんたの注文通り、ユーゴックを調べた。本名はユーゴック・ナザ・ラスム。主な咒式系統は生体生成系。咒式生物を生む系統だ」映像に情報が足されていく。「
鋸
 のこぎり

 のような
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
哭
 な

 き叫ぶメレイン〉からの咒式が奥の手らしい。静かな場所で、ユーゴック単独での暗殺しか行わない。組織にも秘密にしている咒式の正体は、さすがに調査不可能だ」

　ヴィネルの仮面が傾く。

「ユーゴックが作る死体には、すべて数多くの穴が開けられている。死体の内部に残っていた凶器の分析結果を送っておこう」

　報告が届く。写真の死体には穴が
穿
 うが

 たれている。傷口には、
涙
 るい

 
滴
 てき

 状の白い物体があった。分析結果は、炭素やカルシウムなどから構成される生体骨組織だとだけあった。

「物体を弾丸のように飛ばしているのだろうが、どうやら対象は前後から同時に攻撃されて死んだようだ。原理は分からない」

「ユーゴックの居場所は？」

「短気は損だ。あんたの
愛
 いと

 しいジヴーニャも、昨夜のかわいがりかたに朝から不満を言っていただろう？　ついでにあんたの上着の後ろ、
裾
 すそ

 に穴が開いている」

　俺は上着を
捲
 めく

 った。
穿
 うが

 たれた裾の穴を確認し息を
呑
 の

 む。昨日の仕事で開けられていたらしい。

　
数
 すう

 
法
 ほう

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でも驚異の腕を持つヴィネルは、電子の海のどこへでも侵入し、情報を引きだす。つまり誰でも持っている撮影機や端末、街中の監視機がヴィネルの眼で、役所や企業の個人情報が耳という、恐るべき情報収集能力を誇るのだ。

「それで？」

「結論。現在のユーゴックの所在地はまったく不明だ」

　俺は通信を切ろうとする。

「待て、切るな。短気は損だと言っただろうが」

　ヴィネルの声で、俺の動きが止まる。

「郡警が使っている車の登録番号
識
 しき

 
別
 べつ

 
機
 き

 を不正作動させても、まだ引っかからない。港や駅の顔相識別機にも反応なし。ということは、エリダナ市内ではなく、まだ島であるゴーゼス地区にいる可能性が高い」

「それは俺も予想していた」俺はうなずく。「しかしその精度の情報に、世界よりも大事な金を払うこともないな」

「世界のほうを大事にしたほうがいいと思うが」情報屋が苦笑。「報告を続けると、組織にも隠していたが、ユーゴックは最近ユナという
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 を情婦としているらしい。ついでにそのユナの所在地も四時間前から不明だ。おそらくユーゴックとともに逃走していると思われる」

「女からたどる、か。調査の常道だな」

「ユナが所属していた店は、ナズカン通りの〈
夜
 や

 
蝶
 ちよう

 の楽園〉だ。娼婦どもに
直
 じか

 に会って話を聞くことは、あんたたち現場の仕事だ」

　俺から疑問を投げてみる。

「
噂
 うわさ

 を聞いたのだが、本当のおまえは病院の
寝台
 ベツド

 に永続的な昏睡状態で横たわり、意識だけが
電
 でん

 
網
 もう

 空間に飛んでいるらしいが？」

　立体映像の仮面の下、口の端が不自然に吊り上がる。

「その情報の
真
 しん

 
偽
 ぎ

 調査は、かなり高い料金になるが？」

「自分の命運にまで値札をつけるとはおまえらしいよ。それより、頼んでおいたギギナの弱みのほうはどうなっている？」

「ドラッケン族に
喧
 けん

 
嘩
 か

 を売るほど、愚かにも
無
 む

 
謀
 ぼう

 にもなれないね」

　そこで通信は途絶した。

　横のギギナが俺を殺そうと決心する前に、偽りの楽園へと車を急がせるに越したことはない。









「ユナは休みだよ。行き先なんか知らないね」

　ナズカン通りの娼館〈夜蝶の楽園〉の
化
 け

 
粧
 しよう

 部屋で、娼婦は言いやがった。

　俺の倍以上はありそうな体重と横幅の娼婦が成立するのだから、男女の
性
 せい

 
癖
 へき

 の世界は広大かつ深遠すぎる。

　周囲では、半裸の衣装の
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 たちが
椅
 い

 
子
 す

 に座ったり、
化
 け

 
粧
 しよう

 したりしている。半数の視線が敵意となって、俺を刺しているのが感じられた。視線に質量や熱量が存在しないことに感謝したい。

　どうやら
同
 どう

 
僚
 りよう

 のユナの逃走を助けるため、全員で知らぬ存ぜぬを通すつもりらしい。

　娼婦にとって、男と手に手をとって逃げる駆け落ちはお
伽
 とぎ

 
噺
 ばなし

 だ。実現した仲間を、夢物語を、自らに重ねてしまった以上、裏切れないのだろう。

「ギギナ、対女
懐
 かい

 
柔
 じゆう

 兵器のおまえが
交
 こう

 
渉
 しよう

 しろよ」

　振りかえると、ギギナは出入り口に背を預けている。俺を
睨
 にら

 む娼婦の残り半分はギギナの輝く
容
 よう

 
貌
 ぼう

 を見ていた。ギギナ当人は無言でそんな女たちを見下ろしていた。

　実はギギナの銀の瞳は女をまったく見ていない。女が座る椅子を見ていた。

　ギギナは女を夜のヒマつぶしの道具にしか思っていない。椅子や

簞

 たん

 
笥
 す

 などの家具にだけ愛情を示し、
蒐
 しゆう

 
集
 しゆう

 しているのだ。娼館の椅子という特殊性が蒐集家心をくすぐり、欲しくなっているのかもしれない。

　いつものように、つまり戦闘以外の全雑事担当の俺が情報を引きだすしかないようだ。

「いいか？」巨漢の娼婦に言い聞かせる。「ロワールという組織が、しかもあの
蛇
 へび

 女のレジーナがユーゴックを追っている以上、いずれ必ず捕まって殺される。ユナがともに行動しているなら、引きはなさないとユーゴックとともに殺される」

　俺の現実的な指摘に、巨体の娼婦は黙りこむ。

「ユーゴックが逃げきることができたなら、それからユナが合流すればいい。だが先に保護しないと、ユナは組織に
拷
 ごう

 
問
 もん

 されて男の
行方
 ゆくえ

 を吐かされる。事前に協力しなければ、おまえたちもただではすまない」

　細い
眉
 まゆ

 を寄せて、巨漢の娼婦は沈黙を守る。

　俺の言葉は

噓

 うそ

 だ。

　ユナがユーゴックの女であると分かったからには、強奪に無関係であっても見せしめとして殺される。それこそレジーナの異名が存分に
発
 はつ

 
揮
 き

 された、悪夢が気を悪くするほど
無
 む

 
惨
 ざん

 な拷問の果てに殺される。

　俺が
身体
 からだ

 を張ってまで黒社会の拷問を止める理由は、残念ながらまったくない。

　ギギナが「
貴
 き

 
様
 さま

 は性格が悪いな」と雄弁に語る眼で俺を見やがった。俺のようにくだらない汚れ役をやってから、そういう眼をしろ。

「ユナはいい娘なんだ」

　女は誰に聞かせるともなく言葉を
零
 こぼ

 す。

「ちいっと臆病がすぎるけど、泣いているあたしの隣に、無言で寄りそってくれるようないい娘なんだ」女の肉厚の
掌
 てのひら

 が開いたり閉じたりしている。「殺しが専門のユーゴックも、ユナといるときだけは、ただの男の顔に戻っていた。そんな娘なんだ」

　
葛
 かつ

 
藤
 とう

 を振りきるように、女は続けた。

「あたしらはどうなってもいい、でもあの娘のためというなら……」

「ああ、標的はユーゴックだけだ」

　お互いに

噓

 うそ

 だった。いくら心を許せる知りあいであっても、自分が
拷
 ごう

 
問
 もん

 されて
惨
 ざん

 
殺
 さつ

 されると分かっていてまで守ることはできない。

　ユナの夢は、どこまでも他人の夢なのだ。

　だからこその
戯
 たわ

 
言
 ごと

 。互いの罪悪感を減らすための
薄
 うす

 っぺらな噓
 の手続き。

　巨体の
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 は一度決心したことを今さら止めるわけにもいかず、
搾
 しぼ

 りだすように告げる。

「ユナの最初の男が西区の出身でね。そいつが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 とのいざこざで死んだんだけど、隠れ家を残した。困ったときのユナは、西のランカム街の角、第八
廃
 はい

 ビルに隠れていることが多い」

　俺は急いで立ち上がる。ギギナの背に続いて戸口から出ようとした俺の足が止まる。背後の巨体の女への
慰
 なぐさ

 めが口を
衝
 つ

 いた。

「あなたもいい人だよ」

　女の大きな顔に、
悔
 かい

 
恨
 こん

 の影が射した。

　生きるための哀しい噓
 に、俺は皮肉を言うつもりはなかった。

　だが、俺の安っぽい優しさの裏側は、苦い
棘
 とげ

 となっていた。

　すべての
諦
 てい

 
念
 ねん

 を受けいれる娼婦の表情に戻る姿を見たくなかった。俺は通路を進んでいった。









　闇すら届かぬビルの峡谷の底。

　建造物の
狭
 はざ

 
間
 ま

 から
洩
 も

 れる古風なネオンの光が、男の
輪
 りん

 
郭
 かく

 を浮かびあがらせる。男は自らの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
杖
 つえ

 代わりにアスファルトに突き立てて、寄りかかっていた。息があがり、肩を激しく上下させていた。

　男の足元、路地裏の冷たいアスファルトの上に四人の人間が倒れていた。

　死者たちの胸元や腹部、瞳や
喉
 のど

 には
夥
 おびただ

 しい穴が
穿
 うが

 たれていた。穴から流れた鮮血がアスファルトに溜まり、湯気をあげていた。

　男の眼が、自らを囲むように倒れる
屍
 しかばね

 たちを見つめていた。死者の
虚
 うつ

 ろな瞳は、
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 し哀れんでいた、あの眼のような気がした。

　男にはこの先の結末も分かっている。

　天を望んだ
翅
 はね

 は届かなかった。愛するものと地を歩こうとしたが、想いは夜風に吹き散らされた。

　背中の
背
 はい

 

囊

 のう

 の
帯
 おび

 
紐
 ひも

 が、堕落と背信の責め苦となって男の両肩に食いこむ。

　すべてを振りきるように男は首を振った。やがて重い足どりで歩みはじめる。

　街の谷底から見上げた夜空に月はなく、星もなかった。

　ただ、夜空に突きでた街灯の白色光に、
蛾
 が

 が
集
 つど

 い、
燐
 りん

 
粉
 ぷん

 を散らしている光景が見えた。

　街灯の先、ビルの
峰
 みね

 の向こうに死刑台のような傾斜があった。





　夜の街を切り裂き、ヴァンが疾走していた。
轢
 ひ

 かれかけた
賭
 と

 
博
 ばく

 
師
 し

 が、外れ馬券を
撒
 ま

 き散らしながら悪態をつく。
罵
 ば

 
声
 せい

 も街並みも、風とともに背後へと飛びさっていく。

「組織の殺し屋が場末の
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 に入れこんで、組織の金を奪って逃走する、か」助手席に座るギギナがつぶやいた。「くだらぬ
三
 さん

 
文
 もん

 
芝
 しば

 
居
 い

 、ありふれた話だな」

「だろうな」

　運転しながら、俺の
唇
 くちびる

 は同意の言葉を漏らしていた。隣のギギナの
刃
 やいば

 の眼差しが、俺の横顔を
眺
 なが

 めた。そしてまた眼を閉じた。
美
 び

 
姫
 き

 の唇だけが開かれる。

「先ほどの
娼
 しよう

 
館
 かん

 の名に触発されたのかもしれない。
蝶
 ちよう

 のように飛んで腐れ人生をやり直せると勘違いしたのか」

「腐れ人生か」

　情報屋ヴィネルが送ってきたユーゴックの経歴を、また見直す。

　ユーゴックの人生は、黒社会の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の典型だった。

　異端の咒式を学んだ辺境の青年が、無知で
偏
 へん

 
狭
 きよう

 な周囲に認められずに夢を抱いて都市へと出る。若き咒式使いは咒式士としての高みを目指すが、学院や師匠による裏付けや、実績のまったくない彼を受けいれる企業や事務所はどこにもない。地下に
潜
 もぐ

 って役所の仕事を受けても、
這
 は

 い上がれるとはかぎらない。

　結果、実力のみが求められる攻性咒式士の世界、さらには黒社会へと吸いよせられる。

　敵対するものを殺せば出世し、金と女が手に入るという分かりやすい力の世界に
魅
 み

 せられる。

　当然のように帰結する結果を知らずに。いや知っていてもそうなるのだろう。

「ギギナは、すべてをやり直したいと思うか？」

　車を左折させながら、俺は尋ねてみた。

「私の生は、ドラッケン族の戦士としての闘争と死を
全
 まつと

 うするだけだ」退屈そうなギギナの声だった。「生きているかぎり、いや、たとえ死してもドラッケン族以外の何者にもなれない」

「ギギナのそれは、民族帰属意識を基盤にした決定論的な人生観だ」

　しかしどこまでも自分は自分でしかないというその
堅
 けん

 
牢
 ろう

 な信念が、
曖
 あい

 
昧
 まい

 な
懐
 かい

 
疑
 ぎ

 
論
 ろん

 
者
 じや

 の俺には
眩
 まぶ

 しく、そして
苛
 いら

 
立
 だ

 たせてくる。

「
貴
 き

 
様
 さま

 こそどうだ。中退とはいえ皇立学院に
在
 ざい

 
籍
 せき

 していたのだろうが。国や企業に飼われる咒式師に戻ろうとは思わないのか？」

　視線を夜の街へ向けたままで、ギギナの言葉が投げられた。俺を攻性咒式士に引きこんだときのことでも思い出しているのだろうか。

「俺は裏切ったわけではない……」

　俺の答えは簡単なものだ。

「蝶のように飛ぶには、
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの生の利息が
翅
 はね

 の重しとなる。今さら代価を支払いきれるとも思えない」

「貴様は、蝶というより汚らしい
毒
 どく

 
蛾
 が

 だな」

　ギギナの寒々とした言葉が車中に響いた。

　車はさらに速度を上げた。俺自身に跳ねかえってくる言葉が嫌になったわけではない。

　ふと気づいた。人工的に造られたゴーゼス島には、自然に生息する花も木もない。

　道理として、この島には、
蝶
 ちよう

 がまったく生息していないのだ。









　
廃
 はい

 ビルの冷たい階段を駆け上がっていく足音。
錆
 さび

 の浮いた
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 が開けられる。

　三階の一室にユーゴックが足を踏みいれる。床に座っていた女が腰を浮かせた。

「どうしたのユーゴック？　急に仕事を抜けてこいだなんて……」

　女の眼前に
背
 はい

 

囊

 のう

 が投げられ、コンクリの冷たい床に重い音が響く。音を無視して、女は真っ直ぐに愛する男へと駆けよっていた。

「ああユーゴック、あなた、血が！」

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だユナ。これは返り血だ」

　自分の無事に
安
 あん

 
堵
 ど

 するユナに、ユーゴックは
眩
 まぶ

 しげに眼を細める。ユーゴックの全身に散る返り血を、ユナは自らの服の
袖
 そで

 で
拭
 ぬぐ

 う。女の手を引いて、男は身を
屈
 かが

 める。床に転がる背囊
 の側面に手をかけ、留め金を開いていく。

　ユナの緑色の瞳が、大きく見開かれる。

　背囊
 の内部に詰まっていたのは、金銀の輝きを帯びた
通
 つう

 
貨
 か

 
素
 そ

 
子
 し

 の山。大金に伸ばされていくユナの指先。冷たさが本物だと知らせて、手を戻す。

「前に言っていた組織の金だ。ついに奪ってやった」ユーゴックが
嬉
 き

 
々
 き

 とした声で続ける。「ユナ、この金で俺たちの夢を叶えよう。自由な東のラペトデス七都市同盟か、ユナの故郷である南のバッハルバ大光国へ逃げよう。約束どおり、おまえがやりたがっていた花屋をともに開こう」

　自らの言葉の熱に浮かされたかのように、ユーゴックが
喋
 しやべ

 りつづける。男の手が伸びる。床に手と尻をついてしまったユナの腕を

摑

 つか

 み、立ち上がらせた。

「俺はくだらない
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 から逃げる。だから二人で家庭を持とう。子供も欲しい。最初は女の子で、次は男の子がいいな。そして家族で花屋をやろう。そこでおまえは夜の蝶ではなく、本当の花園の蝶になるんだ」

　ユーゴックは腕のなかに抱えたユナを、女の瞳を
覗
 のぞ

 きこんだ。

　だが、女の瞳にあったのは喜びと希望ではなく、恐怖と絶望の深い
淵
 ふち

 だった。

「……本当に組織を裏切るだなんて」

　ユナは
双
 そう

 
眸
 ぼう

 から涙を
零
 こぼ

 しそうになりながら、首を左右に振る。

「あれは単なる寝物語だったのよユーゴック！　ロワールに反逆するなんてそんな、レジーナが追ってくる。あの
蛇
 へび

 女が！」

「レジーナなんてクソだ！　蛇女の部下に、俺の咒式に対抗できる攻性咒式士はいない！」

「……レジーナの
噂
 うわさ

 は知っている。パンハイマの同類とされるほどのあの女は、敵を捕まえたら、蛇が小鳥を飲みこむように足の指先から
硫
 りゆう

 
酸
 さん

 の池に沈める。さらに顔に
刃
 やいば

 で傷を刻むのよ」

　ユナの

頰

 ほお

 からは血の
気
 け

 が引き、
屍
 し

 

蠟

 ろう

 のように白くなっていた。

「……そしてあの女はこう言うの『これで私の
傷
 きず

 
痕
 あと

 より
綺
 き

 
麗
 れい

 な顔になった。では完全に治療して、来週また最初から』と。
拷
 ごう

 
問
 もん

 を続けて
飽
 あ

 きたあとに、やっとあの
杖
 つえ

 を目玉に突き入れて、脳を

搔

 か

 き混ぜて殺すのよ」

　
唇
 くちびる

 から歯までを震わせて、ユナは
怯
 おび

 える。ユーゴックはユナの頰
 に
無
 ぶ

 
骨
 こつ

 な手を伸ばす。安心させるように、ユナの
亜
 あ

 
麻
 ま

 色の髪を優しく
撫
 な

 でていく。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だ。脱出用の船はなんとか手配してある。いつも二人で行った、あの場所の先に来ている」

　ユナはユーゴックの手を払いのけた。

啞

 あ

 
然
 ぜん

 とする男を前に、女の唇は
嗚
 お

 
咽
 えつ

 を漏らしつづけた。ユーゴックは再び手を伸ばし、ユナの細く小さな体を強引に抱きしめる。

「大丈夫だ。さあ行こう」

　ユナは手を男の胸に押しあて、一気に突きはなす。

　女の小さな両手には、凶器が輝いていた。ユーゴックが持っていた、
鋸
 のこぎり

 にも似た
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
哭
 な

 き叫ぶメレイン〉が握られていたのだ。

「私たち、殺されるわ。絶対に逃げられない」

　ビルの外から、街路を行く車の音が響いた。

「どうしたんだユナ？　大丈夫だよ？　そんな危ないものは俺に返して。そして二人で……」

　ユーゴックは戸惑ったように手を伸ばす。ユナは震える切っ先を突きつけ、男の手が引かれる。ユーゴックが自らの指先を見つめると、血の
滴
 しずく

 があった。

「……俺を」ユナを見つめるユーゴックの声が硬化していく。「俺を裏切るのか」

「あなたを愛している。愛しているわ！」

　ユナの眼には引き裂かれる感情の色があった。

「……でも、でも、私は怖いの！」

　ユーゴックの手足の先に血液が届かなくなり、冷気が駆け登る。

「私は今までのままでよかったの。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として遠くを見ているあなたと二人でいるだけで、弱いだけの私は誇らしかった。二人で叶うはずもない未来を語りあっているだけで、とても幸せだったの」

　ユーゴックの顔に暗いなにかが広がっていく。ユナは泣きながら告げるしかなかった。

「どうしてなの？　どうして
勇
 ゆう

 
猛
 もう

 な攻性咒式士であるあなたが、私の、
身体
 からだ

 しか売るものがない小娘の、小さな夢に頼るようになったの!?
 」

　ユーゴックの眼や唇、そして胸の
裡
 うち

 が
凍
 い

 てついていった。
無
 む

 
明
 みよう

 の絶望の冷たさが全身に満ちていた。

「怖い、怖いのよ。
蛇
 へび

 女に殺されるのも、逃げだすのも！」女が足を踏みだす。「だからせめてユーゴック！」

　顔を
背
 そむ

 けたユナの
掌
 しよゆ

 
中
 ちゆう

 の魔杖剣が突きだされ、ユーゴックの胸に穴が開いた。









　アスファルトにタイヤが
擦
 こす

 られ、悲鳴のような音があがる。ランカム街の第八ビルの前に、車を急停止させた。

　無人のビルの
朽
 く

 ちかけた玄関を抜けて、コンクリ製の階段を駆け上がっていく。三回ほど曲がると、踊り場の窓から風が飛びこんでくる。

　着地した美しい人影は、ギギナだった。俺はギギナと
併
 へい

 
走
 そう

 しつつ言葉を投げておく。

「玄関という存在を知っているか？　あれは低能ドラッケン族も差別しない、高徳の聖者だ」

「
貴
 き

 
様
 さま

 ごときにこの悩みは永遠に分かるまいが、私の足は長すぎてな」

　
罠
 わな

 の警戒が面倒だったギギナは、筋力強化
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で一階から三階へと一気に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 したのだ。

　前衛役の咒式剣士は近接戦闘の専門家だ。生体強化系は、全二七四種の人体細胞を作り替え、人間の限界を
遥
 はる

 かに超えた動きを可能にする。

　二人で進む。階段の上に見えてきたのは、
錆
 さび

 が浮いた扉。
鍵
 かぎ

 は壊れていた。俺たちの歩みが停止。猫よりも静かにギギナが扉に接近。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の回転弾筒を押さえながら、無音で咒式を発動。後ろにいる俺に、手信号で「室内に物音なし」と報告してきた。

　人間の
可
 か

 
聴
 ちよう

 
域
 いき

 は、空気を一秒間に二千から二万回ほど振動させる音域しか拾えない。ただ、生体強化系第一階位〈
狗耳
 ダクス

 〉の咒式で、犬並みとなったギギナの強化聴覚は、秒間十五から三万八千ヘルツルという微細な振動でも
捉
 とら

 える。

　強化されたギギナの聴覚でも聞こえないとなると、待ち伏せはないだろう。

　ギギナの白い手が、侵入二秒前の手信号。一秒前、突撃。ギギナが
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 を
蹴
 け

 破り、俺が背中に続く。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を突きだし、部屋の全域を
威
 い

 
嚇
 かく

 する。人影はない。広がるのは、

剝

 む

 きだしのコンクリの壁に天井。

　そして床一面に咲く赤黒い花弁。金庫室とまったく同じ、血の
泥
 でい

 
濘
 ねい

 が広がる無惨な光景だった。俺は
唇
 くちびる

 を

嚙

 か

 みしめる。

「……これが」俺のつぶやきは、叫びになっていった。「こんなことがおまえの望んだことか、ユーゴックっ！」

　押し殺した叫びが、壁や床の剝
 きだしのコンクリに反響していった。

　すでに
凝
 ぎよう

 
固
 こ

 しはじめた黒い血溜まりの中心には、柱があった。柱に背を預け、足を投げだした小さな人影に近寄る。全身穴だらけの女、ユナの無惨な
屍
 しかばね

 があった。

「ユーゴック、なぜ女を巻きこんだのだ……」

　胸の奥の苦い感情を、俺は言語化して吐きすてた。なぜこんなにも気分が悪いのか、知らない女の死体が俺を
激
 げつ

 
昂
 こう

 させるのかは、よく分からない。

「気が済んだか？」

　
傍
 かたわ

 らのギギナが投げかける
鋼
 はがね

 の声。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だ」俺は息を吸って吐いた。冷静さを取りもどす。「おそらくだが、女が現実を語ってしまったのだろう。なにも変わらない現実を。だからこのような結果になった」

「永遠に冴えない日々という現実か。男には
辛
 つら

 いだろうな」

　ギギナがつぶやく。俺は床の死体に視線を戻した。

　かつてはかわいらしく、表情豊かに輝いていただろう緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 。俺の愛するジヴと同じ、優しげな瞳の色だ。

　女の瞳は、恐怖に凍りついたまま見開かれていた。死者の視線は、自分の
喉
 のど

 や胸の一面に開いた赤黒い穴を見下ろしていた。
額
 ひたい

 に開いた穴が無惨だった。

　俺は右
膝
 ひざ

 をついて、女の緑の瞳を閉じさせてやった。

　女の、しかも死者の眼を直視できるほど、俺は強くない。強くなったと勘違いできるほど、鈍感でもない。

　携帯が鳴る。

　見ると、情報屋のヴィネルからだった。ユーゴックの足取りが知らされた。









　潮風が夜気のなかで渦巻き、去っていった。

　
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八〇年代前半、ゴーゼス特別区の再開発計画として、東スビズ高架道路が建設された。しかし、相次ぐ関係者の
贈
 ぞう

 
賄
 わい

 の発覚と景気の悪化で、建設計画は
頓
 とん

 
挫
 ざ

 した。

　死産した東スビズ高架道路は、地上から天へと伸び上がっていた。俺たちの眼前でそびえる傾斜だった。横から
眺
 なが

 めると、坂から水平になったところで、巨神の剣で切断されたような突然の断面を
晒
 さら

 している。

　夜に浮かぶ高架道路は、背徳と
享
 きよう

 
楽
 らく

 の街を見下ろす異教の神殿のようだった。だとすると
野
 や

 
蛮
 ばん

 な
供
 く

 
犠
 ぎ

 でも求めているのだろうか。

　車を金網の前で止める。
卑
 ひ

 
猥
 わい

 な
悪戯
 いたずら

 書きで読めなくなった侵入禁止の看板を無視して、金網をギギナの
刃
 やいば

 が切断。開いた大穴から、高架道路の坂に足を踏みいれる。

　放置されたままの建築資材や不法
投
 とう

 
棄
 き

 された廃車の山を乗り越え、坂を進む。

　登りきった視線の先で、道路が途切れていた。廃車や道路を支える柱の向こうで、夜景が広がっている。ゴーゼス島とその先のエリダナ本土で、幾万の灯が散りばめられていた。

　輸送車や建設用の資材を積んだトラックの群れの間で、前方灯をつけたままの車があった。

車の青白い灯に向かって、小さな
蛾
 が

 が衝突を繰りかえしていた。

「いい場所だろう？」

　車のさらに先にある
断
 だん

 
崖
 がい

 の端で、ユーゴックは眼下の夜景を眺めていた。夜風に
裾
 すそ

 がはためく男の背中には、不似合いな
背
 はい

 

囊

 のう

 が重く下がっていた。

「眺めもそうだが、俺はこの静けさが好きだった」

　逃走者が右手を宙空に差しのべる。男の吐く息が、冷えてきた冬の夜気に白くたなびく。

「この大河の先にラペトデス七都市同盟が見える。よくここでユナと二人、たわいない夢やとりとめのない希望を語ったものだ」

　ユーゴックは俺とギギナへと振りむいた。

　遠く近い夜の灯が、横手から男の顔を浮かびあがらせる。少し吊り上がった眼を除けば、普通の目鼻だちの男だった。

　組織の追っ手たちの、そして愛していたユナの血に
塗
 まみ

 れた顔。感情が

剝

 はく

 
落
 らく

 して妙に落ちついた表情だった。

「巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 に
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 」淡々と続けられた。「あのギギナにガユスか。レジーナも絶対に俺を殺したいらしく、強力な
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を送ってきたな」

　ユーゴックの口調も冷静そのものだった。

「この場所を
嗅
 か

 ぎつけるとは、さすがは腕だけならエリダナで一、二を争う攻性咒式士と言うべきか」

「おまえが途中から逃げることをやめ、ロワールの追っ手を殺しはじめたからな。死体の目印をたどっていくだけで分かる。迷走した獲物を追うなど、簡単すぎた」

　高架道路に吹く夜風のなか、俺とギギナ、ユーゴックが
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。俺は最後の呼びかけをすることにした。

「ユーゴック、もう
諦
 あきら

 めろ。おまえは逃げられない」

「俺の経験だが、死にゆく咒式士の眼は、どれも皆、ただひとつの呪いを絶叫している」

　降伏を呼びかける声を拒否するように、ユーゴックが言葉を
零
 こぼ

 した。

「俺は組織の攻性咒式士として、金と女に不自由せず、なにより咒式の力を認められて満足していた」

　過去に思いを
馳
 は

 せるように、ユーゴックの
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が伏せられた。

「しかし俺は怖くなった」男の声は沈んでいた。「対立組織との抗争で俺が殺し、レジーナに見せしめに解体される攻性咒式士の眼が、おまえもいつかこうなると言っていた。次の死体も、その次の死体もだ。俺は怖くなった。自らが目指した攻性咒式士としての高みは、行きつく果ては、こんな、こんな
残
 ざん

 
酷
 こく

 で
惨
 みじ

 めなものだったのかと……」

　ユーゴックの言葉が、
反
 へ

 
吐
 ど

 のように
溢
 あふ

 れつづける。

「だが、そこから逃げる手段も、俺が
倦
 う

 んだはずの血塗れの方法だった。その先に目指すものが俺にはなかった。そしてユナの夢を自分のものだと勘違いした。女に
縋
 すが

 った結果が、ユナの裏切りとそして死体の山だ」

　俺はユーゴックの言葉に
嘔
 おう

 
吐
 と

 感すら覚えた。

「ユナの逃げ道を
断
 た

 ったのはおまえだ、ユーゴック」

　投げつけた言葉は冷たかった。

「彼女がおまえを殺してロワールに金を返却しても、すでに共犯だと見なしているレジーナが見逃す可能性は、かぎりなく無に近い」

　まだ事態が分かっていないユーゴックに、俺は告げてやる。

　ユーゴックの顔に淡い感情の波が走る。理解の光が、攻性咒式士の眼に広がっていく。

「あいつの、ユナの死を呼びよせたのは俺自身、ということか」

　哀しみと怒りと、絶望があった。

「だから、せめて俺の手にかかることを、ユナに選ばせてしまったのか」口調に実感が宿る。「バカだな、本当にバカだな……」

　言葉が途切れた。沈黙が道路に、一人の逃亡者に、二人の追跡者に静かに降り積もる。ユーゴックが
刃
 やいば

 を掲げていく。応えるように、ギギナも下げていた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を構える。

　遠い街の光を宿し、ユーゴックの切っ先が鈍く輝く。

「だが、だからこそ俺は引けない。降伏などできない」

「
糞
 くそ

 
塗
 まみ

 れの
遺
 ゆい

 
言
 ごん

 はそれで終わりか？」

　ギギナの刃がアスファルトに突き立つ。

「ならば始めよう。闘争の
宴
 うたげ

 を」

　高架道路の端、どこにも続かない道で、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちが動いた。









　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガの切っ先で、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第二階位〈
緋蛇舌
 サランダ

 〉を発動。

　アルミニウムナフテン
酸
 さん

 
塩
 えん

 、アルミニウムオレイン酸塩、アルミニウムラウリン酸塩を
粗
 そ

 
製
 せい

 ガソリンで
増
 ぞう

 
粘
 ねん

 した猛火が
撥
 は

 ねる。夜の大気を引き裂くように一条の炎が走る。

　ユーゴックは
身体
 からだ

 を
捻
 ひね

 って
躱
 かわ

 す。だが、
蛇
 へび

 のようにうねる炎が右肩を炎上させる。上着を左手に

摑

 つか

 み、一気に破りすててユーゴックが逃げた。男が装着していた
鎧
 よろい

 が
露
 あら

 わになる。胸に九つの穴が並ぶ、奇妙な鎧だった。

　しかし、注意を集める派手な炎は
囮
 おとり

 。闇を
焦
 こ

 がす
苛
 か

 
烈
 れつ

 な火炎の下を、
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 となったギギナが駆けていた。握られた
長
 ちよう

 
柄
 え

 の先、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの一〇七一ミリメルトルの刀身が、アスファルトの表面を
掠
 かす

 め、赤い火花をあげて疾走する。

　ユーゴックが体勢を整える前に、ガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の刃が跳ね上がる。

　ギギナの下からの雷の刃を、ユーゴックの魔杖剣が受ける。衝撃が男の刀身を叩き折り、鈍い音が響く。

　切りかえされたドラッケンの冷たい刃が、水平の
閃
 せん

 
光
 こう

 となる。反射的に
屈
 かが

 むユーゴックの動きに遅れた後ろ髪が切断。ギギナの刃の軌道が流れ、車の屋根の角を斬り飛ばす。

　巨刃の逆にある
柄
 え

 が反転。
石
 いし

 
突
 づ

 きが、屈んだユーゴックの側頭部へと強襲。ユーゴックは背を
反
 そ

 らして回避。背後の地面に手をつき、連動させた足が上空へと半円を描く。

　ギギナが間合いを読んで下がる。ユーゴックの
爪
 つま

 
先
 さき

 から隠していた刃が
生
 は

 え、円半径を伸ばす。

　読み間違えたギギナが
顎
 あご

 
先
 さき

 から鮮血を描きつつも、さらに背後へ下がる。ユーゴックは円を描いた足で着地。回転の反動で、後方空中へと
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。反転してきたギギナの
獰
 どう

 
猛
 もう

 な
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの追い討ちを避ける。

　空中の男の着地予想地点へ向かって、さらにギギナが間合いを詰める。飛翔するユーゴックの両手からは、十数条の
閃
 せん

 
光
 こう

 が放たれる。

　ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の側面と展開した
甲
 こう

 
殻
 かく

 
鎧
 よろい

 で、投剣の雨を弾く。

　自らが乗ってきた車の上にユーゴックが着地。ギギナの
傍
 かたわ

 らに俺も追いつく。

　折れた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と車の屋根の断片が、ようやくアスファルトに落下。不協和音が
奏
 かな

 でられる。

「さすがにロワールの金庫の護衛か」

　
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 のギギナと剣を交わし、
惨
 ざん

 
殺
 さつ

 されないというだけで一流の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の証明だ。俺なら、ギギナの最初の一撃で桃色の
内
 ない

 
臓
 ぞう

 をぶちまけているだろう。

　ギギナの指が上がる。
顎
 あご

 や

頰

 ほお

 に描かれた鮮血を、闇になお白い指でなぞる。

「これだ。この戦いだ。殺しあいは、なんて楽しいのだ！」

「楽しくなんかあるかっ！」

　戦闘狂の相棒の言葉を無視して、俺は間合いを詰めていく。

　車の屋根に立つユーゴックが、腰に手を伸ばす。
鋸
 のこぎり

 のような魔杖剣、ヴィネルに聞いていた〈
哭
 な

 き叫ぶメレイン〉を抜く。

　魔杖剣を手に下げた逃走者が右へと動き、俺とギギナが連動して同方向へと
併
 へい

 
走
 そう

 。

　ユーゴックが車から
軽
 かろ

 やかに跳躍、地面へと足裏を下ろし、さらに横移動。完全な平行ではなかった移動は交差し、俺はユーゴックの間合いに入った。

　ユーゴックの鋭い剣先が突き出され、俺は後方へと飛ぶように後退。割りこむようにギギナの屠竜刀がユーゴックの剣を
撥
 は

 ね上げ、剣士たちの間合いが再び離れる。

　
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系咒式第二階位〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を
紡
 つむ

 ぐ。魔杖剣ヨルガの先端に電子の
蛇
 へび

 が
鎌
 かま

 
首
 くび

 をもたげる。

　百万ボルトルに近い電圧の
刃
 やいば

 に対し、ユーゴックは背を
晒
 さら

 し
背
 はい

 

囊

 のう

 を見せた。俺は舌打ちしながら
雷
 いかずち

 を別方向へと放つ。闇に無意味な雷光が散る。

　ユーゴックは身体を返して、抜き打ちの短剣を
投
 とう

 
擲
 てき

 。髪を切られながらも俺は転がって回避する。

　予想以上に敵は頭が回る。強奪した三億イェンを背中に背負われては、俺の化学咒式の爆裂系や火炎のすべて、雷磁系のほとんどが、
通
 つう

 
貨
 か

 
素
 そ

 
子
 し

 を破壊してしまうため安易に使えない。

　一瞬で接近戦しかないという事態を推察し、ギギナが前方に踏みこむ。俺も毒物系の追撃咒式を組みあげ、発動。俺の咒印組成式が発動し、ユーゴックの鎧にある九つの
孔
 あな

 に
燐
 りん

 
光
 こう

 が見えた瞬間。俺は凶風の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 を遠く聞いた。

　激痛。

　俺の右腕と右肩、左腹が衣服ごと
抉
 えぐ

 られ、鮮血が噴きあがる。

　不可視の疾風が周囲で
渦
 うず

 を巻き、さらに方向を変えて殺到してくる。

　俺の足が宙に浮き、目標を誤った疾風はアスファルトに
夥
 おびただ

 しい孔を
穿
 うが

 ち、
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。ユーゴックの鎧にある九つの孔へと帰還していく。

　俺の
襟
 えり

 
首
 くび

 を引っ

摑

 つか

 んで、ギギナは死の顎から救ってくれた。だが救ったギギナの肩口からは鮮血が
零
 こぼ

 れていた。

　
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの美神の横顔に
見
 み

 
惚
 と

 れる時間もなく、ユーゴックはさらなる魔風を放つ。俺とギギナは高架道路の上を走った。それぞれ二台の廃車の間の陰に転がるように滑りこむ。

　不可視の追跡者たちが凶器を放ち、車の屋根や窓枠の金属板を削り、
穿
 うが

 つ。

　車の陰で俺とギギナは荒い息を吐く。傷は軽傷と確認。ついでにヴィネルが指摘した俺の上着にある
裾
 すそ

 の穴が、
縫
 ぬ

 えそうもない大穴になっていた。

「これが、いくらすると思っていやがるんだ」

　経済的な怒りが、痛みを倍にする。

「なかなか
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な戦闘になってきたな。だが、あれはなにを飛ばす手品だ？」

　ギギナが吐き捨てると、風が車を貫通。アスファルトに白い
涙
 るい

 
滴
 てき

 が突き刺さる。俺たちは別の車の陰に逃げる。追いすがるような
弾
 だん

 
痕
 こん

 が、高架道路のアスファルトに刻まれていく。

　ギギナが言うように、不可視のなにかが高速
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し凶器を
射
 しや

 
出
 しゆつ

 しているのだ。

「ユーゴックの胸から射出され、空中で軌道を変化させ、変幻自在の角度で攻撃してくる。単純物質や圧縮空気の
類
 たぐ

 いではないな」

　俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 で情報を検索するまでもなく、ユナや護衛の死体の穴からの推測が完成した。また、車体やアスファルトが弾ける。

「おそらくあれは〈
九
 く

 
蛇
 だ

 
狐
 きつね

 〉だ」

　車の金属板に弾痕が穿たれていく。ギギナの瞳が細くなる。

「東方の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が使うと伝え聞く、生体生成系第四階位〈
九蛇狐召砲
 クー・コーン

 〉の咒式か」

「ああ、咒式によって生体生成系咒式士の体内の血肉で飼育されているのは、九匹の小さな狐のような咒式生物だとされている」俺の耳には、車に突き立つ破砕音が続く。「
擬
 ぎ

 
似
 じ

 狐たちが飛翔し、白い涙滴のような
合
 ごう

 
金
 きん

 並みの高度の牙と爪を高速射出し、対象を攻撃する」

「九蛇狐は半透明の
身体
 からだ

 を持ち、自らの姿を周囲の風景に紛れさせる」ギギナが納得し、続けた。「完全な不可視ではないのだが、人間の視力では
捉
 とら

 えきれない速度と攻撃だな」

　恐るべき暗殺専用の咒式生物が、眼前の生成系咒式士の体内に隠されていたのだ。火炎でユーゴックの服を焼いて、射出口が見えるようにしたために、かろうじて致命傷は避けられた。

　しかし、近距離で服の下から不意に射出されていれば、どうなっていたか。偶然が俺たちを助けた。

　相棒は口の端を
歪
 ゆが

 め、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの回転筒から
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 を排出、咒弾を指で
装
 そう

 

塡

 てん

 した。

「
貴
 き

 
様
 さま

 の
無
 ぶ

 
粋
 すい

 な爆裂や炎の咒式は使えない。やはり私の装甲と屠竜刀で力押しするしかないというわけか」

　さらに九蛇狐が圧縮空気で射出する
爪
 そう

 
牙
 が

 が、廃車の金属板を貫通した。続く攻撃が速射砲のごとく撃ちこまれ、屋根が吹き飛び、ガラスが砕け割れ、前後の車の
輪
 りん

 
郭
 かく

 が
崩
 くず

 れていく。もう盾代わりの車が持たない。

「手はある。ギギナ、俺に合わせろ」

「冗談は
止
 や

 めておけ。私にガユスが合わせろ」

「話が合わないな」

「我らが会話で共感や納得したことなどあったか？」

「死ね、ドラッケン」

「黙れ、解説
眼
 め

 
鏡
 がね

 」

　俺とギギナは車の左右の陰から転がりでた。

　
九
 く

 
蛇
 だ

 
狐
 きつね

 を
鎧
 よろい

 の胸の穴に帰還させていくユーゴックが、視界に入る。俺とギギナは真正面から敵に向かっていく。

　ユーゴックの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
咒
 じゆ

 
印
 いん

 を描き、胸の穴から九匹の獣が発射される。
刹
 せつ

 
那
 な

 の間だけ早く俺の魔杖剣が火を噴き、大気を震わす
轟
 ごう

 
音
 おん

 を発した。

　化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉のトリニトロトルエン爆薬の
炸
 さく

 
裂
 れつ

 は、すでに回避しているユーゴックではなく、高架道路の上空で起こっていた。

　轟音の反響のあとには、間伸びした
静
 せい

 
謐
 ひつ

 。

　
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 がアスファルトに落ちる軽い振動。なにかが路面や廃車に激突し、周囲に落下する衝撃。俺の足裏から伝わった振動は五つ。

　残り四つは、ギギナの下げた
刃
 やいば

 の先の地面からだった。頭から尻まで両断され、空気袋らしい
内
 ない

 
臓
 ぞう

 をさらした姿で転がっていた。

　管状の牙と発達した爪を備えた生物の
死
 し

 
骸
 がい

 だった。内臓や筋肉まで半透明。形だけは小さな狐に似ていなくもない奇怪な形状。

「
亜
 あ

 
音
 おん

 
速
 そく

 で複雑な動きをする物体を、巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 で斬った、のか。どういう反射神経をしていやがる」

「正体が分かれば、それほど難しいことではない」

　ギギナが笑う。一方で、俺の足元の小さな暗殺者たちは、
鼻
 び

 
孔
 こう

 や口から半透明の体液を流し、
痙
 けい

 
攣
 れん

 しながら失神していた。頭部に不似合いなほど大きな目で、
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が散大している。

　ユーゴックが魔杖剣を掲げて呼びもどそうとするが、生き残ったはずの九蛇狐は動かない。俺の頭上を越えていく黒影。

　長大な刃の
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 を、ユーゴックが剣を掲げて受けとめる。急襲したギギナの姿だった。

　ギギナは生体強化系第五階位〈
鋼剛鬼力膂法
 バー・エルク

 〉で筋肉
繊
 せん

 
維
 い

 を強化し、筋力抑制を解除。

　魔杖剣メレインの
銘
 めい

 のとおり、
哭
 な

 き叫ぶように空気を振動させて折れたことが、肌で感じられた。銀の切っ先が、ネオンの光を反射させて飛んでいく。

　ギギナの
甲
 こう

 
殻
 かく

 
鎧
 よろい

 の背中越しに、俺とユーゴックの視線が
交
 こう

 
錯
 さく

 する。

　男の瞳は、なにも映さない虚無の色だった。

　ギギナの超剛力を乗せた刃は、ユーゴックの鎧ごと右腹部を切り裂き、左上腕を切断、左胸と肩口へと雷の速度で疾りぬける！

　
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 と内臓を噴出させながらユーゴックは後方に吹き飛び、車に激突。鮮血をブチ
撒
 ま

 け、動きが止まる。腕を無くしたため、
背
 はい

 

囊

 のう

 が高架道路のアスファルトに落ちていった。
通
 つう

 
貨
 か

 
素
 そ

 
子
 し

 が冷たい輝きを見せて散乱していた。

　生体強化系咒式第一階位〈
閉耳
 ヘイア

 〉を解除。
鼓
 こ

 
膜
 まく

 
張
 ちよう

 
筋
 きん

 と
鐙
 あぶみ

 
骨
 こつ

 
筋
 きん

 を強化し、
耳
 じ

 
小
 しよう

 
骨
 こつ

 の可動性を制限し、
中
 ちゆう

 
耳
 じ

 を狭くしていた咒式による無音の世界から戻り、自身の足音を聞く。ユーゴックは折れた剣で再度の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 ぐも、床の生物は
痙
 けい

 
攣
 れん

 するだけ。

「なぜ、なぜ動かない!?
 」

　事態を理解できず立ちつくすユーゴックに向かい、俺は歩を進める。

「こういう小動物類は、
外
 がい

 
耳
 じ

 
道
 どう

 が短く
中
 ちゆう

 
耳
 じ

 は外気のすぐ近くにある」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げつつ、さらに歩みを進める。

「聴覚が発達した小動物は衝撃波となった
轟
 ごう

 
音
 おん

 を受けると、急性音響外傷を起こしやすい。
蝸
 か

 
牛
 ぎゆう

 神経が損傷し、聴覚と
平
 へい

 
衡
 こう

 感覚が失われ、
中
 ちゆう

 
枢
 すう

 神経が失調して失神する」

　だからこそ、似たような形態の
九
 く

 
蛇
 だ

 
狐
 きつね

 にも当てはまるだろうと予測した。また、静かな場所での暗殺しか行わないユーゴックの経歴からも、九蛇狐が音に弱いとほぼ断定できた。

「これで詰みだ」

「終わるものかよっ！」

　ユーゴックの顔が
歪
 ゆが

 んだ。手に握られた魔杖剣メレインが折れたままの姿で震えている。

　弾かれたように、絶叫をあげてユーゴックは突進してくる。男の表情には混乱と絶望が満ちていた。

　おまえの咒式はたしかに強力だ。だが、手口を極度に秘密にするということは、単一技能しかないと自分で言っているようなものだ。

　おまえは学院や専門家について複数系統を学んだ
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士ではない。そして向上心を失い鍛錬も忘れた咒式士
崩
 くず

 れだ。先ほど俺が行ったような咒式応用ができず、必殺の手段が破れたときの
代
 だい

 
替
 たい

 手段を持たない。

「俺はっ！　俺はまだ終わらんっ！」

　折れた
刃
 やいば

 を手に、ユーゴックが突進してくる。

「終わり、なんだよ」

　俺の刃は
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第五階位〈
電乖鬩葬雷珠
 マーコキアズ

 〉を
射
 しや

 
出
 しゆつ

 。電子すら遊離する
眩
 まばゆ

 いプラズマ弾が夜を照らし、無防備なユーゴックの胸板を貫通。右腕と脇腹を、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 や右肺ごと削っていく。回避すらさせない、光速の一撃。

　ユーゴックの眼や鼻や耳や口から、湯気をあげる黒血が吐かれた。男は着弾で体に
穿
 うが

 たれた穴で、
均
 きん

 
衡
 こう

 を
崩
 くず

 した。後方へ一歩二歩と下がり、車の扉に背中から激突。そのまま崩れ落ちた。

　ギギナが巨刀を振って
血
 ち

 
糊
 のり

 を払った。分離した刃と
柄
 え

 を、背中と腰へと静かに納刀する。

　
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を取りもどした夜に、俺の
靴
 くつ

 音だけが寂しく響いた。

　車に寄りかかるユーゴックは、プラズマの
輻
 ふく

 
射
 しや

 
熱
 ねつ

 で
白
 はく

 
濁
 だく

 した瞳で俺を見上げた。

「……これで、いい」

　両手をなくし、胸板に大穴を
穿
 うが

 たれて即死するはずだった。だが、ユーゴックはまだ生きていた。

「これこ、そ、ユナが」右肺を無くしたため、
喘
 ぜん

 
鳴
 めい

 のような声だった。「そして俺が、望んだ、攻性咒式士の戦い、と死にざ、まだ」

　
唇
 くちびる

 から
反
 へ

 
吐
 ど

 のような言葉と鮮血を吐きながら、ユーゴックが続ける。

「よく俺、を見て、おけ」眼には
嘲
 あざけ

 りの色があった。「……おま、えら、も、いつ、かこう、やって死、ぬ……」

　ユーゴックの瞳から、急速に意志と生の光が消失していった。

　男の死から
幾
 いく

 
許
 ばく

 かの時が経過した。俺はようやく口を開く。

「だろうな」

　途中から俺は、自分とユーゴックが少しだけ似ていることに気づいていた。

　緑の瞳の女を愛し、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 である自分に嫌気がさしている。だからといって、それ以外の生き方を想像できない。そのどうしようもなさが、嫌なほど似ている。

　ユーゴックの
屍
 しかばね

 が寄りかかる車は、まだ小さな
唸
 うな

 り声をあげていた。
虚
 うつ

 ろな前方灯を投げかけている。

　青白い光の下に、灯を目指しながら、ついには命の尽きた
蛾
 が

 の
死
 し

 
骸
 がい

 が落ちていた。

　一陣の夜風が吹き、小さな屍は空に舞う。

　そして
燐
 りん

 
粉
 ぷん

 を
撒
 ま

 き、
翅
 はね

 を散らし、高架道路の断面から、
無
 む

 
明
 みよう

 の闇へと落ちていった。

　堕ちていく翅に、月と星に似せた遠い人工の街の灯が、ほんの一瞬だけ映ったような気がした。

　俺たちは
遥
 はる

 かな輝きを望むも、空高く飛べはしない。

　ただ、まやかしの灯に
惹
 ひ

 かれる迷い蛾となり、翅を散らしていくだけだ。

　俺は、それでも空へと羽ばたきたがる自らの翅を押し殺し、地を
這
 は

 いずり、マヌケさを
晒
 さら

 してでも生きていられる。

「だから、だからこそ迷い蛾よ。せめて空へと
墜
 お

 ちていけ」

　俺の
唇
 くちびる

 は、
弔
 とむら

 いとも希望ともいえない言葉を
零
 こぼ

 していた。

　視線を上げると、夜明けにはまだ遠い闇色の空が広がっていた。眼下の街の灯は、
燎
 りよう

 
原
 げん

 の火のごとく一面に広がっている。

　
蝶
 ちよう

 がいない島の幾万もの灯の下には、自らの意志で飛んでいる、と思っている幾万もの蛾が舞っているのだろう。









　
樫
 かし

 
机
 づくえ

 の上には、俺たちが回収した金が小山となって積み上げられていた。

「奪われた三億イェンのうち、回収できたのは一億八千万だけとはね」

　机の向こうに座るレジーナの目は、
通
 つう

 
貨
 か

 
素
 そ

 
子
 し

 を検分していた。俺とギギナはロワールの金庫室で依頼主に仕事の裁定を受けていた。

「逃げている四時間で使ったのか、ユーゴックがどこかに隠したのか。しかし、それはあなたたちの責任ではない」

　満足したように、レジーナがうなずく。

「とにかくこれで組織における私の評価も上がる。お二人さんには感謝する」

　レジーナは顔の
傷
 きず

 
痕
 あと

 を
歪
 ゆが

 めて微笑した。

　
傍
 かたわ

 らにいた黒背広の男が前に進み出る。俺は無言で携帯を出し、男が
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 を口座に振りこむ。用は済んだ。

　ギギナとともに無言のまま出口まで歩んでいく。俺の足が止まった。

「たしかに、ユーゴックは一億八千万イェンしか持っていなかった」

　レジーナの視線が俺の背に注がれるのが分かった。

「だが、こうも考えられる。ユーゴックは
背
 はい

 

囊

 のう

 に詰められる限界量、一億八千万イェンしか持ちだせなかったともね」

　俺は続ける。

「ユーゴックの持ち逃げに最初に駆けつけた誰かは、これを好機と考えた。ユーゴックを片づけて口封じすれば、残る一億二千万を着服でき、ユーゴックに三億イェン強奪の罪をすべて押しつけられる、とな」

　俺の背後で、レジーナは微笑しているのだろう。

「一部とはいえ金は戻るし、裏切り者を処断した誰かはロワール内での評価が上がる。なにより
懐
 ふところ

 が裏金で
潤
 うるお

 う」推測を重ねていく。「俺とギギナを使ったのは、もし着服計画が
露
 ろ

 
見
 けん

 しそうになったら、ユーゴックの金を着服したとして組織全体で殺せばいいからだ」

　背後から、レジーナの含み笑いが聞こえてきた。

「その誰かさん、とは誰なのかしら？」

「金に困っている誰か、だろうさ」

「私は組織の幹部よ？　無用な内部抗争を呼ぶほど愚かではないし、金には困っていないと思わない？」

「今は、な」

　俺は背中を向けたまま言ってやる。

「だがこれから先、頭目のグセノンを殺してロワールを乗っとるためには、資金はいくらあっても多いことがない。そしてギギナとロワール頭首グセノンが争えば、つけいる好機が生まれると思う人間は誰だ？」

　レジーナは今度こそ声に出して笑った。心から楽しそうに。
毒
 どく

 
蛇
 じや

 が笑うとしたら、レジーナのように
微
 ほほ

 
笑
 え

 むだろう。

「あなたのそういう察しのいいところは好きよ」蛇のような目は俺を見据えていた。「それを相手の前で言ってしまう、素直なかわいらしさもね。でも推測はどこまでいっても推測。証拠はなにもないわけ」

　タールのような粘液質の嫌悪感が
胸
 きよう

 
郭
 かく

 に
溢
 あふ

 れていた。いつか感じた気分の悪さだ。

「俺とギギナが呼ばれたとき、緊急事態に対して誰かは妙に楽しそうだった。そして死体をすべて見せることはしなかった。現場には、強奪から四時間も経過して乾ききった
血
 けつ

 
痕
 こん

 と、誰かが
杖
 つえ

 の先で
気
 き

 
色
 しよく

 悪い絵を描けるほどには
凝
 ぎよう

 
固
 こ

 しきっていない血痕が床にあった」

　論理の
欠片
 かけら

 を積み上げていく。

「つまり、ユーゴックは何人かを殺して金を奪ったが、全員を殺してはいない。駆けつけた誰かが、金庫に残る一億二千万イェンを持ちだした。そして、残る護衛たちを口封じに殺害しつつ俺たちを呼んだ」

　結論は簡単だ。

　横目で見ると、レジーナが
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。だが、
蛇
 へび

 のような瞳は笑みを浮かべてはいない。

「それでも誤差と推測の範囲ね」女の二つの瞳は、氷河のように
凍
 い

 てついた憎悪だけを
孕
 はら

 んでいた。「あなたはその推測を誰かに言うわけ？」

　俺は優しい笑みを返してやった。

「分からない、としておこう」暗い笑みが口の端に刻まれる。「ついでに、俺には奇妙な持病があってね。俺とギギナの隠し預金口座の額がなぜか増えていたら、なぜか記憶喪失になる病気に悩んでいるんだ」

　レジーナの燃える氷の視線と、俺の静かな雷の視線とが、空中で激しく激突した。

「おそらく、その
糞
 くそ

 ったれた『なぜか』は起こると思うわ」

　女の口から、苦々しい譲歩の応答が吐きだされた。憎悪の視線を背に受けて、俺は部屋を出た。
傍
 かたわ

 らにギギナも続いた。

　ビルの外に出た。背後で扉が閉まり、レジーナに抱いた自らの嫌悪感の正体が分かった。

　ユーゴックに、そした自らに感じたものとまったく同じだと気づき、さらに気分が悪くなっていた。









　ゴーゼスの背徳のネオン街を背後に、エリダナへと続くオルテナ橋の上。早朝の車列に、俺たちの車も混じっていた。

「ロワールの幹部を怒らせたことは、賢明な態度ではなかったな」

　助手席のギギナが、
瞑
 めい

 
目
 もく

 したままでつぶやいた。

「私としては、レジーナが送る暗殺者でしばらくは退屈しないで済むが」

「仕方ないだろう。一方的にやられたままでは、浮かばれない」

「誰が、浮かばれないのだ？」

　俺は答えに
窮
 きゅう

 した。そんなつもりの言葉ではなかったからだ。

　
操縦環
 ハンドル

 を握る俺を横目に
捉
 とら

 え、ギギナが薄く笑っていた。

「貴様は本当におもしろいほど間抜けだ。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 にはまったく向いていないな」

　俺は口を
歪
 ゆが

 めて、落ちてきた
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の位置を戻した。

「おまえやレジーナと違って、俺にはまだ心が残っているんだよ。
小
 こ

 
匙
 さじ

 に二杯分の心が、な」

　俺の言葉に、ギギナが失笑を漏らしやがった。

　内面の小匙が傾き、
零
 こぼ

 れる日も来るのだろうか。

　雑念を振りきるように、俺は
加速板
 アクセル

 を深く踏みこんだ。バルコムＭＫⅥ
 が加速し、道の車を追いぬいていく。

　不意に射しこんできた陽光に、俺の目が
灼
 や

 かれる。

　いつの間にか長く暗い夜が明けようとしていた。









　夜から朝へと変わっていくエリダナの街を歩く。

　隠れ家のひとつに向かう。まだジヴは寝ているか、出社のために自宅へ帰っているだろう。

　見ると、扉の前に女が腰を
屈
 かが

 めていた。遠くからでも、尻の曲線でジヴだと分かった。

　ジヴは右手を伸ばし、黒猫のエルヴィンの前脚と戦っていた。俺は足を進める。

　触ろうとするジヴの右手が出されると、黒猫が前脚を伸ばして引っかく動作を行う。するとジヴは右手を引っこめる。黒猫はジヴの右手を追っかける。ジヴが左手を伸ばして捕まえようとすると、黒猫が素早く逃げる。

「も～、この子はなかなか触らせてくれないわね」

　また一人と一匹の手の出しあいが再開される。

「ん～、あの人もそんな感じかな？」

　ジヴの右手が止まり、
畳
 たた

 んだ自らの
膝
 ひざ

 に置かれた。手を追っていた黒猫の動きも止まり、黄金色の瞳で見上げる。

　ジヴの瞳は、猫ではなく朝のエリダナを見つめていた。

　俺はさらに足を進める。アスファルトに響く足音に気づいて、ジヴが振りかえる。

「あ、ガユス」

　ジヴの眼が俺を
捉
 とら

 えた。緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 には、喜びの輝き。

「先に寝ていてくれと言ったのに」俺は問う。「わざわざ待っていてくれた、のか？」

「え？　いやそんなことするわけないじゃない」

　ジヴが
焦
 あせ

 るように続けた。

「そうよ、眠れなかったからこの子と遊んでいただけよ。ね～？」

　黒猫に同意を求めて手を伸ばすが、ジヴは引っかかれる。「ぎゃあ、非協力！」と叫んで、ジヴはそれでも前に出る。引っかかれつつも、ジヴの手は逃げようとした黒猫を捕まえていた。

「わ、やった！　やっと捕まえられた！」

　猫を捕まえて、ジヴが立ち上がる。猫を抱えて
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジヴを、俺が背後から捕まえる。両手を腰に回して、受けとめる。

「捕まえた」

　ジヴが
顎
 あご

 を上げて、俺を見つめる。

「捕まっちゃった」

　緑の瞳には、太陽が射しこんだような柔らかな笑み。次に俺を気遣う色が浮かんだ。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ？　お疲れ顔だけど？」

「……ああ」
唇
 くちびる

 からは疲労と、そして重い感情が
溢
 あふ

 れた。「少し疲れた」

　ジヴは俺の腕のなかで半回転し、正面から俺を抱きとめた。回された手が、俺の脇から背中を抱きしめてくれた。

　足下には黒猫のエルヴィンがいた。黄金の瞳が、俺たちを不思議そうに見上げていた。ジヴは自らの手に抱きとめた黒猫を離していたのだ。

「いいの？　せっかく捕まえたのに？」

「ええ。猫はいつかまた捕まえられるもの」

　ジヴの口元が
綻
 ほころ

 ぶ。

「でも、あなたは違うから。今抱きとめないと、どこかへ行っちゃいそうな気がしたから」

「そんなに疲れているように見えた？」

　女の肩口、柔らかい白金の髪に俺は鼻先を
埋
 うず

 めた。甘い髪の香りが、俺の鼻をくすぐった。

　ジヴは、俺になにがあったか
訊
 き

 かなかった。

　俺の体を抱いて、ジヴが笑った。

「夜は明けたのよ」

　俺はここで、エリダナで、ジヴがいる街で
足
 あ

 

搔

 が

 いていたい。

　この先になにもなくても

　救いすらなくても。
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　山道を進んでいく一団の姿があった。

　狩猟用の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や旧式の
大
 だい

 
口
 こう

 
径
 けい

 猟銃を持った男たちだった。猟犬たちが
革
 かわ

 
紐
 ひも

 に引かれて進む。
素
 そ

 
朴
 ぼく

 な猟師たちの顔に、晴れやかな表情はなかった。

「今日はあまり獲物がいなかったな」

「最近は〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉が南下してきているそうだ」

「鹿や
野
 の

 
兎
 うさぎ

 や
雉
 きじ

 も喰われているのだろうな」

　猟の成果を語らいながら、猟師たちが山道を下っていく。道は村へと続くなだらかなものに変わる。道を挟む木々には広葉樹が増えてきた。猟師の一人がつぶやく。

「ドレルモさんが参加してくれればな」

「あの人は、十年前の事件で
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を折って
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 も辞めたからなぁ。参加はしてくれないよ」

「あれはひどかった」

　猟師たちの先には、革紐でつながれた黒や灰色や茶色の猟犬たちが進んでいる。

　犬が立ち止まり、
喉
 のど

 を低く鳴らす。猟師が犬の首輪につながる革紐を引いて制止し、猟犬たちが警戒した方向を眺める。

　山道の向こうから、旅行者の一団が歩いてきていた。老人に中年に若い男女という六人だった。
威
 い

 
嚇
 かく

 する猟犬に気づき、一行の足が止まる。猟犬の無礼を謝罪しようと、猟師たちが軽く
会
 え

 
釈
 しやく

 をする。

　旅行者の長らしき老人が戸惑ったようにうなずく。害意はなさそうだと理解し、猟師は話しかける。

「旅行者かい？　ネデル村から離れた山になんか用があるのかね？」

「ああ、ただ知りあいに会いにいくだけだ」

　老人が答えると、黒い猟犬が
吠
 ほ

 える。老人は気にせず問いを投げる。

「そういえば、ドレルモ、と先ほど言っていたようだが？」

　老人の言葉に、猟師たちが顔を見合わせる。

　吠え声。茶色の猟犬が一団に向かって疾走を開始する。突然の動きに、猟師の手から革紐が抜けていく。

「あんた、危ないっ！」

　猟犬は一団に向かって一直線に走っていく。
獰
 どう

 
猛
 もう

 な牙が、老人の右手に突き立つ。悲鳴をあげて老人が手を振る。

嚙

 か

 みついていた犬が、腕から抜ける。大地に四つ足をついて、犬はまた地の底からのような
唸
 うな

 り声をあげる。他の猟犬たちも老人を囲む。

「うわ、なんてことだっ！」

　飼い主の猟師が走る。他の猟師たちも
惨
 さん

 
劇
 げき

 を止めようと進み、足が止まった。

「犬めっ！　野生を忘れた人間の
奴
 ど

 
隷
 れい

 めっ！」

　
激
 げつ

 
昂
 こう

 した老人の姿は、見る間に
変
 へん

 
貌
 ぼう

 していった。
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を剛毛が
覆
 おお

 い、体が
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 し、衣服を破っていく。大きく開いた口が、先頭の猟犬に向けられる。
怯
 おび

 えた猟犬の足が止まる。

「なんだ、なんなんだいったい!?
 」

　猟師たちは異様な光景に叫ぶしかなった。

　老人が、風よりも速く動いた。犬の頭部が老人の
大
 おお

 
顎
 あご

 に
挟
 はさ

 まれ、
砕
 くだ

 かれた。
唇
 くちびる

 からは
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と血液が
零
 こぼ

 れ、胸元の剛毛を濡らした。

　口から犬の
死
 し

 
骸
 がい

 を垂らしたまま、巨大な人影が路上に立つ。老人に
倣
 なら

 って、他の旅行者たちの姿も
変
 へん

 
貌
 ぼう

 していく。

　
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態に
陥
 おちい

 った猟師が猟銃を抜き、目標も定めずに撃った。旅行者の肩に命中し、獣毛と肉と血を散らせた。猟犬たちが恐慌状態に陥り、
変
 へん

 
貌
 ぼう

 した群れに走っていく。

　猟師たちは、猟犬が戦う光景を背後に走った。ネデル村へと逃げ帰るために走る。

　前方の道に人影が見えた。赤毛に
眼
 め

 
鏡
 がね

 、銀髪で長身という二人の男だった。









　夕暮れの大気に、白銀の光条が疾走していく。

　ギギナの振るう
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーが、毛皮に
覆
 おお

 われた左肩から右脇腹までを両断した。

　血と
内
 ない

 
臓
 ぞう

 を
撒
 ま

 きちらし、獣の影が怒号をあげる。
翻
 ひるがえ

 った巨刃が、左から襲撃してくる獣の右腕を切断する。

　苦痛の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 をあげ、影は後退した。獣の瞳と
爪
 そう

 
牙
 が

 が光る群れに並ぶ。

　影の群れは二足歩行で直立していたが、どこか違和感がある。前方に長く
迫
 せ

 りだした
口
 こう

 
腔
 こう

 には、鋭利な犬歯と
門
 もん

 
歯
 し

 が並ぶ。
尖
 とが

 った三角の両耳は頭頂に立てられていた。

　人間の
戯
 ぎ

 
画
 が

 のような造形。全身を暗灰色の剛毛に覆われたそいつらは、狼とも人間とも判別しがたい
異
 い

 
形
 ぎよう

 の群れだった。

「〈
人
 じん

 
狼
 ろう

 〉は無駄に元気だな」

　俺の
傍
 かたわ

 らで、ギギナが苦笑する。

　胴体を
薙
 な

 ぎはらわれ、腕を斬りとばされた人狼たちの傷口が蒸気を噴きあげる。傷口が
癒
 ゆ

 
着
 ちやく

 し、出血が止まっていく。

　俺とギギナが、ネデル村の外れの山道で
対
 たい

 
峙
 じ

 しているのは人狼の群れだった。

「普段は人間の姿で、戦闘時には獣の
膂
 りよ

 
力
 りよく

 と俊敏性を持つ
獣
 じゆう

 
人
 じん

 に変身できる、か」俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げる。「〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の
眷
 けん

 
属
 ぞく

 の能力は、もう驚くしかないな」

　
咆
 ほう

 
吼
 こう

 をあげて、人狼たちが突撃を開始する。迫る爪牙。ギギナが刃を振るい、血霧が舞う。同時に俺は魔杖剣で
紡
 つむ

 いでいた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を展開。
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系咒式第五階位〈
電乖閻葬雷珠
 マーコキアズ

 〉の咒式が発動。

　大気原子内の電子と原子核が極度に電離した、
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 のプラズマ弾が
射
 しや

 
出
 しゆつ

 。高熱量は、眼前に迫る最前列の人狼に着弾。

　雷球は人狼の胴体に大穴を開け、上半身と下半身に分断。貫通してさらに背後にいた人狼の上半身を丸ごと消失させた。

　最後尾にいた人狼の頭をも熱量で消し去り、
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。背後の木の幹に着弾し、爆音と破片を散らす。

　一拍置いて、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と巨大な樹木が大地へと倒れていった。

　上空からの
鋼
 はがね

 の
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 、ギギナの巨刃が振り下ろされた。逃走しようとした
人
 じん

 
狼
 ろう

 の頭頂から、
尻尾
 しつぽ

 の
生
 は

 える
股
 こ

 
間
 かん

 までもが一気に両断される。

　続いて
閃
 ひらめ

 く水平の
刃
 やいば

 。
傍
 かたわ

 らを駆けぬけようとした人狼の頭部を切断。脳が
零
 こぼ

 れる。

　左右上下に分割された
屍
 しかばね

 が、濡れた落下音を立てる。再生すら許されない致命傷を受け、人狼たちは絶命した。

「ほんの五分前までの俺とギギナは、気の
滅
 め

 
入
 い

 る出張仕事を終えて帰るだけのはずだった、よな？」

　俺は周囲を見回す。木々が並ぶだけの辺境の街道の風景は、今では人狼たちや猟犬どもの
死
 し

 
骸
 がい

 が転がっている。血臭漂う
酸
 さん

 
鼻
 び

 な戦場になっていた。

「俺たちに助けを求めた猟師たちは？　猟犬が人狼に襲いかかってどうのこうの言っていたのだが……」

「逃げたようだ。我らを逃げるための
囮
 おとり

 としか考えなかったようだな」

　ギギナが感慨もなく言った。山に続く道に立つものは、すでに俺とギギナしか存在しない。俺はなぜか不機嫌だ。

「ガユスよ、この戦闘に対して、やはり役所は支払いを渋ると思うか？」

「ギギナ、それだけは言うな。寂しくなる」

　振りかえるギギナ。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
鞘
 さや

 に戻しながら、俺が答える。

「役所のサザーランなら『勝手におまえらがやっただけだ、市民の自発的奉仕行動になぜ
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 が？』と言うだろうな。俺たちは不当に低く扱われている」

「ガユスっ！」

　ギギナの鋭い声に反射的に視線を向ける。人狼たちの死体の陰から、影が飛びだした。人狼の生き残りが、突進してくる瞬間だった。

　
怒
 ど

 
濤
 とう

 の一撃を、抜きざまの魔杖剣ヨルガで
辛
 かろ

 うじて弾く。割りこんだギギナが
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を放ち、人狼の左腕を
肘
 ひじ

 で切断する。

　片手から鮮血を噴きあげながら、人狼は人とは逆方向に
膝
 ひざ

 を曲げ、大地に着地する。獣と人の間の瞳が、殺意を持って俺を見上げる。再度の突進が開始される。

　後ろに下がって爆裂
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放とう、として俺は急速解除。別の咒式を
紡
 つむ

 いで刃に宿らせる。

　人狼が負傷を
堪
 こら

 えて動く。人狼の右手を避けながら、右肩へと刃を突きたてる。咒式を発動。苦痛の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 をあげ、人狼が俺の胸板を
蹴
 け

 って後方
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。
泥
 でい

 
土
 ど

 の
飛沫
 しぶき

 をあげて着地する。

　腕と肩の傷を修復しつつ、人狼の黄金色の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が仲間の死体を見下ろしていた。哀感を帯びた黄金の瞳だった。

　再び上げられた瞳が俺たちを見据える。視線で殺すかのような、憎悪が煮えたぎる
坩
 る

 
堝
 つぼ

 の瞳だった。

　胸板への衝撃で
咳
 せ

 きこみながらも、俺は体勢を整える。

「おまえの仲間には悪いが、今回は不幸な偶然の事故に近い」
唇
 くちびる

 は思ってもいない言葉を
紡
 つむ

 いでいく。「今後おまえが人間に害を成さないなら見逃す。人間の言葉は分かるな？」

　
傍
 かたわ

 らのギギナが俺を見る。道端の犬の
糞
 くそ

 を見るような視線だった。

　猟犬と
人
 じん

 
狼
 ろう

 が
内
 ない

 
臓
 ぞう

 と血を
撒
 ま

 きちらし、
死
 し

 
屍
 し

 
累
 るい

 
々
 るい

 と重なる夕暮れの山道。俺と人狼の視線は、時間を忘れたような
静
 せい

 
謐
 ひつ

 のなかで交差していた。

　人狼は俺から視線を
逸
 そ

 らさずに下がった。そのまま
山
 さん

 
麓
 ろく

 への一本道を峡谷まで後退した。

　
喉
 のど

 を垂直に立てて、人狼は叫びを一声あげた。悲哀を振りしぼるような声だった。

　人狼は
膝
 ひざ

 を曲げて伸ばした。獣の体は、一気に後方跳躍。続いて疾風をまとって山へと逃げ去っていった。

　追おうと足を踏みだしたギギナだが、止まる。
刃
 やいば

 と
柄
 え

 を分離させ、それぞれ
鞘
 さや

 に納めた。人狼の姿はすでに木々の間へ消えていた。

「
貴
 き

 
様
 さま

 が意味不明な間を与えるから、獲物に逃げられたではないか」

「余計な危険を求める必要もない」言葉を続ける。「それに俺の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を見ただろう？　あれが
誓
 せい

 
約
 やく

 の
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 となり、すでに問題は解決している」

　人狼に
蹴
 け

 られた胸板の痛みを
堪
 こら

 えつつ、俺は返した。ギギナの
美
 び

 
姫
 き

 の唇は、皮肉に
歪
 ゆが

 む。

「臆病
眼
 め

 
鏡
 がね

 めが」

「はいはい、それを世間では平和主義だと呼ぶ
噂
 うわさ

 を、なんとなくでも聞いたことはないか？」

　俺の皮肉混じりの言葉にも、ギギナは平然としていた。銀の瞳は人狼が消えたネデル山を見つめていた。俺はギギナの視線に
倣
 なら

 う。

「しかし、最近は〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の出現が多いな」

「そうか？　私の故郷、ドラッケン族の里では、子供たちが遊び代わりに狩猟をする程度には出たものだが」

「そんな地獄の近所には、絶対に住みたくないな」

　俺は鼻先の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を指先で押し上げる。









「死ね、死ね、ギギナよ音速で死ね、と思っている」

「そう思っても口に出すな。ついでに怒るなガユス、カルシウム不足か？」

「ぬかるんだ山道を一時間も歩けば、誰でも気が
滅
 め

 
入
 い

 る」

　山道を囲む木々の
梢
 こずえ

 の先、空は
曇
 どん

 
天
 てん

 。普段のエリダナから離れたエリウス群の辺境では、四月が暑いのか寒いのかも分からない。

「それにカルシウムが不足すれば、怒りやすくなるという俗説には異論がある。電位差で生体内の神経伝達を起こすカルシウムとナトリウムのイオン濃度が、感情に影響を及ぼすほどに変化したら、むしろ重病を疑え」

　俺の言葉に、ギギナは整った鼻先で笑う。

「化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式士の理屈臭さという、心の病気の一種を疑ったほうがいいのではないか？」

「この場合、ギギナのような生体強化系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の、その場任せの行動のほうが問題だろうが」

　言いつつ進む俺の足は重い。
靴
 くつ

 とジーンズの
裾
 すそ

 は泥にまみれている。

「後は宿泊所に帰って寝るだけだったのだが、
瞳
 どう

 
孔
 こう

 全開ぎみなおまえが山を越えたオルコム村に行くと言いだすから、こんなことになる」

「高名な
椅
 い

 
子
 す

 職人であるトールダムの資料館が近いのだ。見ておくべきだろうが」

「おまえに重要でも、俺には重要ではない。明日の朝にでもしろよ」

「半時間で到着するし、エリダナへ向かう列車はオルコム村の先からしか走っていない」

「俺の足ではなく、生体強化系咒式士のギギナの全速脚力でなら半時間、という計算をあらかじめ言ってくれ」

「何度も引きかえそうという物理的に不可能な説得を
貴
 き

 
様
 さま

 がしてこなければ、もっと早くに到着している」

　俺の
傍
 かたわ

 らでギギナは
嬉
 うれ

 しそうに歩いている。おそらく、大自然に触れて先祖返りを起こしているのだろう。

「ギギナを定義すると、なにもしないのが善行で、死ぬと偉業になる生物だな。早く死ね」

　空はさらに暗雲が垂れこめている。空気に湿気が増し、太陽は完全に落ちている。木々は闇夜に浮かびあがっていた。

「辺境の夜の山道は危険だ。戻るべきだろうな。あとやはり死ね」

「貴様の無駄話の時間を差し引いても、ここまで一時間もかかったのだ。帰りも同じくらいかかるなら、前進したほうが短時間で済むが？」

「ギギナが合理的に計算できたことに驚いているところだよ」

　瞬間、俺の鼻先に冷たいものを感じた。続いて周囲に雨粒が降りそそいだ。雨は水滴の足跡を見る間に増やしていく。

　雨が強くなる前に、歩を進めることにした。

　ギギナがこの世に生まれたことを呪いつつも、山道を進む。三方を高い
崖
 がけ

 に囲まれ、闇に林や森が点在する広めの
盆
 ぼん

 
地
 ち

 に出た。
閉
 へい

 
塞
 そく

 感を誘う
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な風景だ。

　小雨だった雨足は急速に強まり、地面を一面の
泥濘
 ぬかるみ

 に変えていた。

　水滴で視界が
不
 ふ

 
明
 めい

 
瞭
 りよう

 になった
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を外し、俺は足を止めた。荒い息を吐く。前方のギギナが振りかえる。

「どうしたガユス？　雨が重いのか？」

「
人
 じん

 
狼
 ろう

 に
蹴
 け

 られた胸板と、午前の仕事での傷が開いた。どこかで本格的に治療しないと、少し泣ける」

「貴様がそんなに
繊
 せん

 
細
 さい

 だとは思えないが」

「なんだろうこの気持ち？　ギギナ、
胃
 い

 
潰
 かい

 
瘍
 よう

 の激痛よりはおまえが好きになってきた」

「
戯
 たわ

 
言
 ごと

 を言っているうちは死にはしないだろうが、泣きごとのほうはなんとかなりそうだ」

　雨を受けながらも
秀
 しゆう

 
麗
 れい

 な
顎
 あご

 でギギナが前方を指し示す。視線を向けると、雨の
紗
 しや

 
幕
 まく

 の向こうに
灯
 とも

 る明かりが見えた。

　光源である山荘に接近してみる。山荘は石造りの
頑
 がん

 
丈
 じよう

 な二階建てだった。地下室への入り口もあり、
寂
 さび

 れた山には不似合いなほど大きかった。

　住人が手入れをしていないのか、敷地は泥の海となっていた。林から延びた下生えに侵食され、山荘の木材が腐り落ちている箇所もあった。窓からは目指していた人工の灯が漏れている。どうやら先客がいるようだ。

　俺は妙な
懸
 け

 
念
 ねん

 を感じていた。だが違和感にも似た感覚を言葉で定義する前に、ギギナが歩きだしていた。

「こういう寂れた人家には、掘りだし物の家具があることも多い。ついでに
貴
 き

 
様
 さま

 は自身の修理でもするがいい」

　ギギナは雨を振りはらうように、玄関口の石造りの階段を上る。杉材の扉の前まで忍び足で接近。仕方なく俺も後を追って、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を構える。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げたギギナの手信号で、扉を
蹴
 け

 り破る相棒の背中に続いて、室内へと突入する。

　
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の柔らかな明かりが広がる室内には、目と口で三つの丸を作った人間たちの顔が並んでいた。









　跳びこんだ山荘には、五人の先客がいた。

　俺が自己紹介のついでに
麓
 ふもと

 のネデル村で
人
 じん

 
狼
 ろう

 の襲撃があったことを話すと、全員が不安そうな表情になる。

「
山
 さん

 
麓
 ろく

 で人狼が出たとは、いやはや驚きです」

　向かいの
椅
 い

 
子
 す

 に座り、郷土史家だというホラレムが
煙草
 たばこ

 の煙を吐きだした。

「しかし、この家に住んでいるはずのドレルモ
爺
 じい

 さんが不在だからといって、勝手に入るのはどうかと……」

　窓際に立って、
風
 か

 
邪
 ぜ

 気味なのか神経質そうに小さく
咳
 せ

 きこんでいるのが、役人のダーレトという中年男だった。

「緊急避難ってやつだ。嫌ならおまえさんだけ出ていけばいい」

「そうよ、
不
 ふ

 
可
 か

 
抗
 こう

 
力
 りよく

 よ」

　応接椅子に寄りそって座る若い男女が、サイルスとサイーシャという旅行者だ。
棚
 たな

 から勝手に酒を取りだし、
手
 て

 
酌
 じやく

 で飲んでいる。酒のせいか二人とも顔が赤くなっている。

「山の天気は変わりやすいというが、この季節、こんな急な変化は珍しいわな」

　椅子に座ってこの地方特産の
蜜
 み

 
柑
 かん

 を食べているのが、山向こうのオルコム村のコンロッカ。男とも女ともとれる名前だが、行商人の中年女性だ。

　ホラレムは裏の森で昔に起きた事件で建てられた、
祠
 ほこら

 の調査をしていたそうだ。そこで急な雨に降られ、この山荘に避難してきた。

　ダーレトは役所の仕事で山越えをしていた。ついでにこの家の主人で、元自警団で
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を引退したドレルモに会いに寄ったと述べた。ダーレトは、なんとも陰気で冴えない中年男の典型的な顔をしている。

　コンロッカは、オルコム村から山を越えてきた唯一の山道が、背後で
土
 ど

 
砂
 しや

 
崩
 くず

 れになってどうにもならなくなったという。丸い顔はずっと驚いているようにも見える。

　サイルスとサイーシャは、ギギナと同じようにオルコム村の家具資料館を観光しようと山を越えようとした二人連れだ。コンロッカの逆方向から来て、唯一の帰り道が土砂崩れで
塞
 ふさ

 がっていたために引きかえしてきたと言った。

　全員が、それぞれの理由でこの山荘に留まることにしたのだ。

　
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の前で服を乾かし負傷を
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で治療しつつ、俺は五人の自己紹介と顔を一致させる。

　窓から漏れ聞こえる雨音は、さらに強さを増してきたようだ。

「急な豪雨に
人
 じん

 
狼
 ろう

 だ。唯一の山道が行き止まりにもなっているし、朝になってからネデル村へ行くしかないわな」

　商品の
蜜
 み

 
柑
 かん

 を
齧
 かじ

 りながら、コンロッカが方言混じりの言葉を漏らした。

「サイルス、人狼って怖い」サイーシャがサイルスに寄りそう。「まったく、だから
田舎
 いなか

 は嫌なんだ」しなだれかかるサイーシャに目尻を下げたサイルスが応える。

「田舎は関係ないですよ」とダーレトが小さく反論する。

　サイルスの視線がダーレトに返されると、小役人は黙りこむ。なぜか俺の隣に寄ってくる。

　不安のせいか、なんとも気まずい空気が流れる。

「人狼も残り一匹ではなにもしやしないって」コンロッカが持っている蜜柑を俺に向けた。「兄ちゃん、蜜柑を食べるかい？」

　俺は素直に礼を言って受けとる。蜜柑の皮を

剝

 む

 いて食べはじめる。

「そっちのえらく
別
 べつ

 
嬪
 ぴん

 な兄ちゃんもどう？」

「わっ、バカ……」

　コンロッカは暖炉横の壁に
凭
 もた

 れて立つギギナにも勧める。しかし、ギギナは自分の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 を女にたとえられることを大いに嫌う。

　蜜柑を飲みこみつつ
慌
 あわ

 てて
仲
 ちゆう

 
裁
 さい

 に入ろうとするが「バカってなんだね。で、一個どうかね？」とコンロッカが続ける。

　しばし沈黙していたギギナが、たいして怒る様子もなく手を伸ばし、蜜柑を受けとる。コンロッカはさらに全員に勧めていく。サイーシャは「お酒に合いませんから、これが終わりましたら」と
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に断る。

　サイルスは「そうか？　酒に合うと思うぞ」と受けとって乱暴に皮を剝
 いて齧り、
柑
 かん

 
橘
 きつ

 類の
飛沫
 しぶき

 と匂いが部屋に広がる。

「服に飛沫が飛ぶじゃない」と怒ったサイーシャが、男の
傍
 そば

 から離れる。

　ダーレトは
咳
 せき

 がひどくなり、耳にも入らないようだった。ホラレムは
煙草
 たばこ

 を吸っていることに忙しく、受けとっただけで食べなかった。

「で、付近にいるはずの人狼はどうするんだ？　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士なら専門家だろう？」

　サイルスが俺に解決を求めてくる。

「私の考えでは」俺が口を開く前に、ホラレムが会話に割ってはいる。「とにかく
人
 じん

 
狼
 ろう

 に用心するために一室で全員が固まって、朝まで交代で見張りを立てたほうがいいでしょうな」

　訳知り顔を続けるホラレムの提案に、皆の視線が集まる。

「私の趣味はこういう事件、つまり推理探偵劇の研究と批評なのです。このような推理劇で下手に居場所を分散したりすると、その人物が殺される
定
 じよう

 
石
 せき

 がありますからね」

　
唾
 つば

 を飲みこみ、サイルスが
蜜
 み

 
柑
 かん

 の皮を投げすてた。不安になったサイーシャが男の横に戻る。ダーレトの不安顔は、さらに暗幕が垂れこめたようになっていた。

　ホラレムが自分から扉の前の見張りに立つ。しかし、人狼が出たと聞いては急に眠れるわけもなく、部屋中が沈黙したままだった。

　会話がない時間の進みは、あまりに
遅
 ち

 
々
 ち

 としていた。雨音とダーレトの
咳
 せき

 だけが室内に響く。

「咳がうるさい。止めろ」

「そんなことを言われても」

「咳の音にイライラする。こっちまで頭痛が激しくなる」

　ダーレトと、赤い顔のサイルスは、
棘
 とげ

 のある言葉を投げつけあう。

「そうよ、腹が立つわ」

　不満げなサイーシャまでもが加わる。サイルスとサイーシャの顔の赤さは酒ではなく、雨に濡れたための
風
 か

 
邪
 ぜ

 なのかもしれず、不機嫌に拍車をかけている。
咳
 せ

 きこむダーレトが気に
障
 さわ

 るらしく、険悪な
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 になる。

　横目で見ていたが、このままの空気で朝まで過ごすのも気が
滅
 め

 
入
 い

 る。

「どなたか硬貨を持っていませんか？　三種類の硬貨を二枚ずつ、六枚ほど貸していただきたいのですが？」

　言い争い寸前だった三人が、俺の意味不明の提案にそろって
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をする。

「は？　硬貨ですか？」

「退屈な待ち時間に、ちょっとした
余
 よ

 
興
 きよう

 を
披
 ひ

 
露
 ろう

 しようと思いましてね」

「では私が」とホラレムが、一イェン、五イェン、十イェン硬貨を俺に渡す。

「後で返してくださいよ？」

「
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、おそらくあんまりほどほどに

噓

 うそ

 つかない」

　おどけた調子で言うホラレムに、俺も適当に調子を合わせた。新しい
煙草
 たばこ

 に火を点けるホラレムの向かい側の
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。

「では、サイーシャさんは三種類の硬貨のなかから、俺や他の人にも見えないように一枚を取ってください」

　
訝
 いぶか

 しげな表情のサイーシャが、近寄る。俺が眼を
逸
 そ

 らしているうちに、硬貨を選ぶ。

「手に握ってください。他の人には見えないようにね」

　俺は見ないままに残った二枚を
懐
 ふところ

 に入れる。次にもう一方の組、三種類の硬貨を机の上に並べる。

「ホラレムさん、三種類の硬貨から一枚を選んでください」

　向かいの
椅
 い

 
子
 す

 で
煙草
 たばこ

 の紫煙をあげつづけるホラレムが、興味を持ったらしい。体を
屈
 かが

 めて、机の上にある三枚の硬貨のうち、一イェン硬貨を指先でつまむ。

「では、捨てた硬貨以外の硬貨のどちらかを、手にとってください」

「なにをさせたいのですか？」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情のホラレムが、それでも素直に五イェン硬貨を取る。

「ホラレムさんが選んだ硬貨は、机の上の十イェン硬貨ですね」

　俺の言葉に、ホラレムや人々の視線が、机の上に集中する。残ったのは、
赤
 しやく

 
銅
 どう

 色の硬貨だった。

「それではサイーシャさん。
掌
 てのひら

 に持っている硬貨を皆さんに見せてあげてください」

　サイーシャが五指を開く。掌には机の上のものとまったく同じ、赤銅色に輝く十イェン硬貨が現れた。

　小さな
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の声が、全員の口から漏れる。

「なぜ？　どうしてホラレムさんの選択が分かったのだ？」

「なにかの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 ？　でも
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は使ってないし？　第一、本人もなんの硬貨が選ばれたのかを知らないはずでは？」

　俺を囲む人々が、驚嘆や推測で騒然とした。
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の横に
長
 ちよう

 

軀

 く

 を預けたギギナが、退屈そうな
欠伸
 あくび

 を漏らしているのが見えた。

「手品ですね。硬貨をすり替えたかなにかの仕掛けがどこかにあるんですよっ！」

　言葉と紫煙を激しく吐きだしながら、ホラレムがサイーシャに詰めよる。ホラレムの勢いに驚いた女が、身を引く。

「硬貨はホラレムさんのものですし、私はガユスさんと打ちあわせをしていませんよ？」

「そうですよ。サイーシャさんが握ってから、ガユスさんに触れられてもいないです」

　サイーシャとダーレトに指摘されて、ホラレムが言葉に詰まる。

「もちろん、ホラレムさんに予言の力があるわけではありません」俺は続ける。「これは魔術師の選択、俺の故郷では〈道化の予言〉と呼ばれている子供向けの手品でね。どうして俺が予想できたかが分かった最初の人に、この硬貨を差し上げるということにしましょうか」

「私のお金で勝手なことを言いますね」

「たかが十六イェンですよ。それとも推理自慢のあなたが、最初に解く自信もないのですか？」

「そんなことはありません！」

　憤然としたホラレムは机上の硬貨を握って、考えはじめる。サイーシャから戻された三枚の硬貨が俺の手に残る。

　サイルスやサイーシャ、ダーレトやコンロッカも、それぞれに自分の財布から硬貨を持ちだし、ああでもないこうでもないと
謎
 なぞ

 
解
 と

 きをしだした。

「くだらないことだけは、よく知っているな」

　ギギナが言葉を投げてよこした。俺は暖炉前で乾燥させていた上着を取りこむ。

「ギギナは解答が分かったのか？」

「簡単だ。解答は
貴
 き

 
様
 さま

 の人生と思考によく似ている。だから道化の予言というのだろう？」

　皮肉な微笑を浮かべたギギナに、俺の息が止まる。

　一見、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を振りまわす以外はなにも考えていないように見えるギギナだが、頭の回転は悪くはない。そもそも思考に優れていなければ、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 になれるはずもない。

　ましてやギギナは、咒式士協会が認定できる限界の十三
階
 かい

 
梯
 てい

 、咒式剣士の最高峰の一種たる
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 だ。

　だからこそ、子供
騙
 だま

 しの手品の仕掛けを一瞬で見ぬき、しかも最高に嫌な言葉まで用意してくれやがる。

　いくらか活気を取りもどしだした部屋の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 と反比例して、俺の思考は
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 に沈む。

　雨足は強まるばかり。悲嘆を訴えるように激しく窓を叩いていた。









　豪雨の山荘の内部では、
緩
 かん

 
慢
 まん

 な時間の流れが続く。サイルスやサイーシャに求められるまま、俺は何度か手品の再演をした。彼らの推理は続いていった。

「分からんわこりゃ」

　思考を投げて、コンロッカが席を立つ。携行電灯を片手に、部屋の扉へと向かう。

「こんな時間にどこへ？　全員でここにいると決めたでしょう？」

　ホラレムの
詰
 きつ

 
問
 もん

 にコンロッカが振りかえった。

「あのね、女に小用って言わせるのは
無
 ぶ

 
粋
 すい

 だよ」と言い、中年女はそのまま出ていった。

「しかし、
人
 じん

 
狼
 ろう

 とはなんなのでしょうね」

　酒杯を持ったまま、サイーシャがギギナの横へと席を移した。

「知るかよ。犬の怪物なんだろう？」

　サイルスが吐きすてる。連れのサイーシャがギギナに話しかけたのが気にいらないのだろう。手に持つ新しい
蜜
 み

 
柑
 かん

 の皮を、
苛
 いら

 
々
 いら

 とした動作で

剝

 む

 いていく。

「あのねえ、犬の怪物ではなくて狼でしょうが。いいかげんなことを言わないでよ」

　サイーシャが、怒ったようにサイルスに返す。せっかく落ちついてきた
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が、また壊れた。俺が
介
 かい

 
入
 にゆう

 したほうがよさそうだ。

「まあまあ、犬も狼も同じ食肉目犬科で、似たような性質を持っている。犬が野生化した山犬は狼と間違えられることも多いけどね」

「しかし、なぜ人を襲うんだろうな。人と同じ姿になれるのだろう？　人に
紛
 まぎ

 れて生活すればいいのにな」

　サイルスが疑問に関心を持ちだした。内心で誘導できたと思いつつ、俺が答える。

「実際、
漂
 ひよう

 
泊
 はく

 の民として距離を取りながら人類と共存する人狼も、いることはいるらしい。ただ、その場合は人狼であることを隠している。そして、大部分の人狼は人類に敵対している。それは我々の……」

　言葉を切る俺に、サイルスがうながすような表情を向ける。

「過去の
遺
 い

 
恨
 こん

 、ですよ」

　窓際のダーレトが不意に言いはなった。

「というと？」

　振りかえるサイルスの問いに、
萎
 い

 
縮
 しゆく

 したのか
咳
 せき

 まで止めてダーレトが黙りこむ。それでも言葉を投げだすわけにもいかずに、役人が続ける。

「大昔、
人
 じん

 
狼
 ろう

 は〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の一種として狩られてきましたからね。だから人間を憎むものも多いのです」

「人狼や
人
 じん

 
虎
 こ

 という
獣
 じゆう

 
人
 じん

 は、
豚鬼
 オルク

 や
大鬼
 トローレ

 ほど人類に敵対的なものでもなかったのですよ」

　ホラレムが
煙草
 たばこ

 の煙を吐きだし、補足を続ける。

「北の神聖イージェス教国は人間を神の[image: ]
 造物とし、動物を
魂
 たましい

 の無いものとしたため、二つが混じった存在である獣人をとくに嫌悪し、激しく
弾
 だん

 
圧
 あつ

 しました。
皇
 こう

 
暦
 れき

 三一一年の神聖
討
 とう

 
伐
 ばつ

 では、人狼の
老
 ろう

 
若
 にやく

 
男
 なん

 
女
 によ

 の二百五十名を
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにして殺し、
胎
 たい

 
児
 じ

 まで引きずりだしたといいます」

　思い出すように述べていく。

「皇国ではそこまで
苛
 か

 
烈
 れつ

 な弾圧はなかった。ですがやはり、ここネデル村でも十年ほど前に
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 によって人狼が退治されました」

　郷土史家らしく詳細に説明する。ダーレトの表情に暗い
翳
 かげ

 りが射した。

「ああ、十年前といえば、この家の主、ドレルモ
爺
 じい

 さんも攻性咒式士として参加していました。あれは
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 でしたね……」

「人狼が人類を
恨
 うら

 むのも仕方ないですね。いつか必ず
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 しにくるでしょう」

　ホラレムが結論を告げた。陰惨な話に気まずくなり、皆が押し黙る。

「不注意な発言だな」

「は？　史実の説明をしただけですが？」

　俺のつぶやきに、ホラレムが
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な怒りを見せた。俺が口を開こうとすると、遠くから悲鳴があがった。

　全員が声の方向を振りむく前に、すでに俺とギギナが
抜
 ばつ

 
剣
 けん

 して走りだしていた。
蹴
 け

 破るように扉を開け、悲鳴がした方向へ走る。薄暗い
廊
 ろう

 
下
 か

 を何度も左右に曲がり、奥へと向かう。

　廊下を右折すると、洗面所の前で中年女のコンロッカが腰を床に落としていた。

「どうした？」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガの切っ先に咒式を
紡
 つむ

 いで駆けよる。ギギナも巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを構え、周囲を警戒していた。

「あ、あの、水で滑っただけで……」

　コンロッカが指先で示した先には、転がった携行電灯。光は洗面所の一部を照らしていた。闇に浮かぶタイルの床には、液体が
零
 こぼ

 れていた。

「負傷もなくてよかっ……」

　そこまで言って、俺はコンロッカの
靴
 くつ

 裏を濡らす液体に気づく。

　俺は静かに洗面所に接近。タイル上に大量に
零
 こぼ

 れた水が見えた。そして水で洗い流そうとした液体に鼻先を近づける。かすかに鉄と潮のような臭いがした。

　俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を切りかえ、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式第二階位〈
索血
 ブラド

 〉を発動。

　合成されたルミノールと過酸化水素の溶液は、ある物体に含まれる
遷
 せん

 
移
 い

 金属
錯
 さく

 
塩
 えん

 等と接触すると、三─アミノフタール酸に変化。眼前で再現されるように強い青色光を発する。

　つまり、床に
零
 こぼ

 れていた液体は血液だった。

「血臭がする」

「うわ、名探偵ギギナ君誕生。嗅覚より視覚伝達が遅いのが残念無念、転生希望」

「違う。奥からも血臭がする」

　生体強化系第一階位〈
狗鼻
 アガーネ

 〉で、人間の数千倍と言われる犬並みの嗅覚を持ったギギナが、
顎
 あご

 で部屋の奥を指し示す。俺を待機させ、
廊
 ろう

 
下
 か

 の奥へと静かに歩を進める。よく見ると、廊下には床を
拭
 ふ

 いた痕跡がある。

　背後から携行電灯の光が差しこむ。ようやくホラレムが、少し遅れてサイルスとサイーシャ、ダーレトが駆けつけた。

「コンロッカさん、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですか？」

　俺が血に濡れた
靴
 くつ

 を指して呼びかけると、中年女は太い首を左右に振る。

「いや、あたしは血を流すほどのことはなにも……」

「では、どなたか流血した人はいますか!?
 」

　俺が叫ぶと、駆けつけた全員がお互いの顔色を
窺
 うかが

 う。それぞれに首を振り、否定する。

「ガユス、こちらへ来い。なかなか興味深い事態になっている」

　ギギナの声に、俺は奥へと急ぐ。廊下の奥に下りの階段があった。地下室への
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 を開けて立つ相棒の脇越しに、暗い室内の床が
覗
 のぞ

 いた。

　警戒しつつコンクリ階段を降りる。続いて部屋を覗こうとするホラレムたちの視界を、ギギナの大きな左手が
遮
 さえぎ

 る。

「女はもちろん、男どもも見ないほうがいい」

　ギギナが言いはなったため、誰も前には進まない。
塵
 じん

 
埃
 あい

 が鼻と
喉
 のど

 に絡む室内へ、ギギナと俺だけが進んでいく。

　扉から届く携行電灯の光に、地下室の
輪
 りん

 
郭
 かく

 が浮かびあがってきた。四方はコンクリ壁。天井に
嵌
 は

 めこまれ、地上の闇夜が見える窓がある。

「ガユス、見るがいい」

「生体強化系咒式士でもない俺が、この暗さで見えるかよ。誰か携行電灯を……」

　俺の発言と同時に、ギギナは右手に掲げた巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の先で咒式を
紡
 つむ

 ぐ。生体変化系咒式第一階位〈
螢明
 ネミノン

 〉による、蛍と同様の原理を使ったルシフェリン反応の優雅な光が
灯
 とも

 った。室内を淡い光が照らす。立ちこめる血臭が濃さを増す。

　部屋の中央に、奇妙なものが安置されていた。

　農機具や
椅
 い

 
子
 す

 、
薬
 や

 
缶
 かん

 や
肉叉
 フオーク

 などの物体が
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 的な複雑さで組みあわされていた。道具たちは、どこか異教の祭壇めいたものになっていた。

　祭壇の下から視線を上げていく。最上段に飾られた物体を確認し、俺は息を
呑
 の

 む。背後では悲鳴。勝手に追ってきたサイルスとホラレムが、小さな悲鳴をあげたのだ。

　祭壇を構成するすべての物体が黒血に
塗
 まみ

 れていた。そして、頂上に神像のごとく安置されている物体の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 と視線が合った。

　折れた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の先端に
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにされていたのは、年老いた男の
苦
 く

 
悶
 もん

 の顔だった。

　黒血に塗れた首から下は、なにも存在しなかった。首の断面からは、赤黒い色の筋肉や神経
繊
 せん

 
維
 い

 、黄色い
脂
 し

 
肪
 ぼう

 が
覗
 のぞ

 いており、血の
滴
 しずく

 を垂らしていた。

　
蛍
 ほたる

 の光が室内全体を照らす。コンクリの壁や床に、
棚
 たな

 や家具に、
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 の
痕
 あと

 。そして手や足、
内
 ない

 
臓
 ぞう

 などの人体の無惨な破片が不規則に転がっていた。

　室内に充満していた血と内臓と
糞
 ふん

 
便
 べん

 の臭いが、ようやく俺たちの
鼻
 び

 
孔
 こう

 を刺した。

　血の祭壇を見てしまったサイーシャが悲鳴をあげ、血と肉と内臓の海に
尻
 しり

 
餅
 もち

 をついた。血と肉の感触でさらに狂乱した絶叫をあげる。

「ドレルモっ、ここの主人のドレルモ
爺
 じい

 さんだっ！」

　死者の顔を確認したダーレトが叫び、床一面の血と肉の海に手をついた。
喉
 のど

 が
膨
 ふく

 らみ、手で口を押さえる。しかし
堪
 こら

 えきれずに盛大に
反
 へ

 
吐
 ど

 を戻す。

「なんなんだ、これはどういうことなんだ!?
 」

　
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態になるサイルスは放っておいて、俺とギギナは血の祭壇に接近していく。老人の首を検分する。首から突きでたのは、大昔に折れたのか断面が
錆
 さ

 びた魔杖剣だった。

「この山荘の主人、元
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だったドレルモか。魔杖剣が折れていては、反撃もできなかったようだな」

　俺は
嘔
 おう

 
吐
 と

 感を
堪
 こら

 えつつ、首と肉片の細部を調べる。

「首の断面は腕力だけで引き
千
 ち

 
切
 ぎ

 られている。また、肉食獣が
齧
 かじ

 ったらしき犬歯の痕があるな」

「
人
 じん

 
狼
 ろう

 、か？」

「ギギナが犯人でないなら、そうだろうな」

「私に首を齧る趣味はなく、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 で優しく
刎
 は

 ねてやるだけだ」ギギナが一連の事実をつなげていく。「どうやら、逃げていった人狼が、この場所で人類への
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 を行ったようだな。
貴
 き

 
様
 さま

 が人狼を逃がしたことが、今さらながら悔やまれる」

　俺とギギナが嫌な事実を確認しあった。山荘前で
懸
 け

 
念
 ねん

 していたまさかが、現実化してしまっていたのだ。

　人狼の逃走した先が一本道で、人家があった。住人がいて、出会って殺された。

　俺は喉の奥に苦いものを感じた。俺の
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 はここまで早い展開を予測していなかったのだ。

　さらなる最悪の展開に気づいてしまった俺は、ギギナ以外には聞こえないように
囁
 ささや

 く。

「思い出したのだが、すぐ先の山道は
土
 ど

 
砂
 しや

 
崩
 くず

 れで行き止まりになった、と何人かが証言していたな？」

「ああ」

「三方が切りたった
崖
 がけ

 に囲まれた盆地で、人狼の生き残りは俺たちの前方、山荘の方へ逃走した。しかし、道が
塞
 ふさ

 がれており、先には進めない。つまり
人
 じん

 
狼
 ろう

 は山の向こうへは抜けていない可能性が高い」

「それはつまり……、そういうことか？」

「可能性だけで言うなよ？　
恐
 きよう

 
慌
 こう

 が起きる」

　俺はギギナが続きを言うことを禁じた。

「それは、人狼は、この場にいる誰か、ということですね！」

　振りかえると、いつの間にか蒼白な顔のホラレムが立っていた。

「そうとは言っていない！」

　すぐに俺が否定するが、地下室の全員が
動
 どう

 
揺
 よう

 しはじめる。

「では、人狼はどこに行った!?
 」

「それは、そう、森のほうへ行ったかもしれないし、
迂
 う

 
回
 かい

 して山を下ったかもしれない」

「この雨で？　切り立った
崖
 がけ

 を登って？　そうでなかったら？　もしこのなかに人狼がいれば、寝ている間に俺たちは殺されるんだぞ？」

「そうだ、その可能性は否定できないわな」

「誰が人狼なの!?
 」

　サイルスが、ダーレトが、コンロッカが、サイーシャが、それぞれに悲鳴に近い叫び声をあげ、そしてお互いに距離を取りはじめる。

　沈黙する人間たちに代わって、降りしきる雨音が
哄
 こう

 
笑
 しよう

 していた。









　全員が無言のまま、重い足どりで広間に戻った。

　血に
塗
 まみ

 れた服を替える者、応接
椅
 い

 
子
 す

 に座る者、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 前に立つ者と、互いが互いに距離を取り、不信と疑惑の目を向けあう。

　暖炉の炎の音や外からの雨音、ダーレトの
咳
 せき

 すらも、居間の
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を強調するだけだった。

　出入り口に立つのは、どこか役者然とした顔のホラレム。
煙草
 たばこ

 の灰を床に落とした。

「この場にいる誰かが犯人、人狼なのです」

　視線が部屋の六人を見回していく。

「人狼を特定できれば解決できるでしょう。先に言ったように、私の専門はこういう
謎
 なぞ

 を解くことです。論理的に考えれば、六人のうちの誰かが犯人なのですよ」

　応接椅子に座る俺は、隣のギギナと同じぐらい苦々しい顔をしていただろう。

　ホラレムが言っていることは正しいようで、すでに間違っている。さりげなく自分以外の人間が犯人だと言っていることも含めて、だ。

　
傍
 かたわ

 らのギギナでも理解しているのに、名探偵気取りを含め、この部屋のほとんどの人間が分かっていない。

　推理する行為、その問題の境界条件自体が大きな間違いで、最悪の事態を呼びよせようとしているのだ。

　だがしかし、断罪の剣は、すでに振り下ろされているのだ。一度では
上
 う

 
手
 ま

 くいかずとも、二度目はない。

「それでどうするんだ？　どうやってこのなかにいる
人
 じん

 
狼
 ろう

 を探すんだ？」

　俺の苦い思考をよそに、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 前でサイルスが問いを投げつける。すでに人狼の存在が前提となってしまっている。

　サイルスに寄りそったサイーシャは、連れあいの手を

摑

 つか

 んで震えている。部屋の中央に立つホラレムが、
芝
 しば

 
居
 い

 の
台詞
 せりふ

 じみた言葉を続ける。

「簡単ですよ。そこの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちの言葉を信じるなら、人狼は左手と右肩に重傷を負っています。つまり全員の左手と右肩を調べればいいのです」

　ホラレムが左手の
袖
 そで

 と
襟
 えり

 を
捲
 めく

 り、自らの傷一つない肌を見せる。

　全員が、すぐに袖と襟をはだけて左手と右肩を見せた。俺とギギナも
呆
 あき

 れながらも左手と右肩を出す。

　誰の手と肩にも、傷はなかった。

　ホラレム探偵は口を開けたままだった。俺が解説してやる。

「異性愛者も同性愛者も軽いお色気を楽しめはしたが、残念ながら人狼という種は肉体
治
 ち

 
癒
 ゆ

 能力が高く、あの程度の負傷はすぐに傷一つなく全快させてしまう。ついでに人の姿での治癒速度も調節可能だそうだから、故意に傷を付けて回復速度で見分けるということもできない」

「……それくらいは知っています。一応、一応として確かめただけですよ」

　ホラレムは静かな
微
 ほほ

 
笑
 え

 みとともに返答したが、
苛
 いら

 
々
 いら

 としたように
煙草
 たばこ

 を床に落とした。足で踏みにじる。俺と同じか少し上くらいの年齢の外見だが、精神的には
余
 よ

 
裕
 ゆう

 がない。

　名案を思いついたように、ホラレムが顔を上げる。

「次に、攻性咒式士が使ったルミノール反応はたしか、洗ったくらいではまだ反応するはずです。だからこの中で被害者の血に汚れた人が……」

　俺は重い疲労感に耐えて説明する。

「全員だ。コンロッカさんとサイーシャさんとダーレトさんは、それぞれ洗面所と現場で
尻
 しり

 
餅
 もち

 をついて、サイルスさんはそのサイーシャさんを抱えおこしたときに血に汚れている。俺とギギナはここに来る前に、そしてあなたは現場検証をしたときに血に触れた。被害者か人狼自身の血かを判別できる精密測定咒式は、さすがに持っていない」

　ホラレムは
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 とした表情で黙る。しかし、気を取りなおして続ける。

「では次に、そう、時間列を明らかにしましょう。まず、人狼たちがそこの攻性咒式士たちにやられたのが一時間半ほど前。生き残りの人狼が山荘に逃げ、八つ当たりでドレルモを殺してから洗面所で血を洗った。そこに我ら人間がやって来た。つまり……」

「そうか」

　サイルスが賛同した。

「
土
 ど

 
砂
 しや

 
崩
 くず

 れの前で途方に暮れるコンロッカに、俺とサイーシャが出会い、雨に降られて山荘に戻った。少し経ってホラレムが来た。だから最初に山荘にいた人間は……」

　サイルスに犯人とされたダーレトが、
咳
 せ

 きこみながら手を振って否定する。ホラレムが彼に詰めよることを無視できず、俺は再度の指摘をしてやる。

「
人
 じん

 
狼
 ろう

 の脚力を計算に入れるなら、いくらでも成立する。山荘の殺人のあとに再び人間に戻って外に出て、山道を抜けようとしたら、
土
 ど

 
砂
 しや

 
崩
 くず

 れが見えた。待ち伏せしようとしたのか、この豪雨のなかを下山するのは不自然なため人間に
紛
 まぎ

 れようとしたのか、とにかく山荘に戻った。これなら誰が人狼でも構わない」

　俺の論理にホラレムが苦しい顔で黙りこむ。子犬のようにその場を回りながら、ようやく足が止まる。表情に明るいものが
閃
 ひらめ

 き、右手が掲げられた。

「分かりました。犯人はあなただ、コンロッカさん！」

　ホラレムの指の先にあった中年女の丸顔に、驚きの表情が広がる。

「え？　あたしかい!?
 」

「こんな夜遅くに、女性のあなたが一人で
夜
 よ

 
更
 ふ

 けの山道を行くのは奇妙ではないですか？」

「あの、それはその、行商中にネデル村の私の
親
 しん

 
戚
 せき

 、セテバ
婆
 ばあ

 さんが急に亡くなったと聞いたもんで……」

　混乱するコンロッカは言い訳ができない。俺が助けるしかない。

「推理が急に雑になっていますよ。たとえば、ダーレトさん。ネデル村にセテバ婆さんは実在しますか？」

　俺の問いに、ダーレトが
慌
 あわ

 てて長い顔を上下させる。

「説明としてはそれで充分だろう。それに、死体発見のきっかけを作ったのはコンロッカさんだ。人狼にそこまでの
暴
 ばく

 
露
 ろ

 趣味があるとは思えない」

「……おまえたち
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が、人狼かもしれないな。通りすがりを装って

噓

 うそ

 を言っているとすれば、すべての
謎
 なぞ

 が解ける」

　ホラレムが憎々しげに言いはなつ。自説を次々に否定されたためか、紳士的な物言いや態度が消しとんでいる。俺は
杜
 ず

 
撰
 さん

 な論理に
反
 はん

 
駁
 ばく

 することが苦痛になってきた。

「俺たちの言葉を疑えば、そもそもの時間の推理が成りたたないよ。第一、先の理論と同様に俺とギギナが人狼なら、山荘に来た最初に自分から人狼出現の話題を振ると思うか？」

　ホラレムが顔を
蒼
 そう

 
白
 はく

 にして
唇
 くちびる

 を

嚙

 か

 みしめる。

「あの、それに誰もこんなことが起こると思っていなかったから、誰がいつどうしたのか正確な時間なんて分からないわ」

　体調が悪そうなサイルスの陰に隠れるようにして、同様に疲れた顔のサイーシャが投げやりに言いはなつ。ホラレムは神経質な表情になる。俺に向かってダーレトが
囁
 ささや

 きかけてくる。

「あの、ガユスさん。私たちのなかではあなたが一番事態を理解しているようです。あなたの推理を聞かせてもらえないでしょうか？」

　俺は座ったまま沈黙を守る。そして重い口を開く。

「なにもありませんね。やはり人狼は森へと逃げたか、山を下りたというおもしろくもない答えが正しいのかもしれません」

「そんな！」「でも、そうかも」「この中にいるという可能性も消えていないわな」「そうだ、
人
 じん

 
狼
 ろう

 は必ず行動を起こすはず！」

　サイルスとサイーシャが、コンロッカが、ダーレトが、それぞれに納得する。

「そうだ、今すぐにでも山を下りよう。警察に行って全員を精密に遺伝子検査すれば！」

　ホラレムの言葉に俺は苦い顔する。

「残念ながらこの雨だ。下りる途中、たとえば視界が
利
 き

 かない森では、人狼に背後から奇襲を受ける可能性がある。動物並みの感覚のギギナが反応するまでに、俺を含め最低でもここにいる半数は死ぬ」

　俺の投げやりな分析に全員の顔が曇る。

「俺とギギナが見張っているから、他の人は休んでください。小用のほうは俺かギギナがついていくことにしましょう」

　背後を取られないように部屋の隅へ
椅
 い

 
子
 す

 を運び、俺は腰を下ろす。ギギナは俺の
傍
 かたわ

 らへと椅子を運び、二人で死角を
失
 な

 くす。

　それぞれに文句を言いながら、それでも全員が応接室に散らばる。









　窓を通して外を見ると、雨は少し小降りになってきているようだ。

　だが、時間は
遅
 ち

 
々
 ち

 として進まない。

　ドレルモ老人の
惨
 ざん

 
殺
 さつ

 死体を目にし、しかも犯人がこの部屋にいるかもしれないと思っていては、さすがに眠れる者もいない。

　それでも
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の横の壁に寄りかかっていたサイーシャは、
風
 か

 
邪
 ぜ

 が悪化したような苦しげな寝息を立てていた。連れの傍らで、サイルスは連れ以上に高熱を出しているのか、視線を床に落としたまま動かない。

　椅子に座るダーレトは、眠りそうになるたびに自分の
咳
 せき

 の音で起きる。周囲に人狼がいないかと
怯
 おび

 えた顔で見回し、また椅子の背に深く身を沈める。

　コンロッカは机に突っ伏し、
鼾
 いびき

 をかいて熟睡していた。ホラレムはまだ推理を続行しているのか、椅子に座ったまま紫煙を吐きだしつづけていた。

　間延びした
静
 せい

 
寂
 じやく

 。

「ヒマだな。ガユス」

　ギギナが
可
 か

 
聴
 ちよう

 
域
 いき

 の下限まで声を落とし、小声で俺に語りかけてくる。

「景気づけに自分で鼻と口を押さえて死んで、私を楽しませろ」

「できるか。おまえこそ捨てた女に呪われて、全身緑と紫の
斑
 まだら

 になって溶解し破裂しろ」

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士にあるまじき非科学的な言葉を投げかえしておく。ギギナは
欠伸
 あくび

 をしやがった。

「この家の主人、ドレルモは
典
 てん

 
雅
 が

 な趣味がないらしく、家具はたいしたものがないし、退屈なのだ」

「この状況で、よく退屈になれるな」

「状況と言えば、だ」ギギナの目は天井を見上げたままだった。「
人
 じん

 
狼
 ろう

 は、この山荘にいる誰かなのか？」

　直接的なギギナの問いに、俺は思考を言葉にしていくことにした。

「探偵劇みたいにすべての手掛かりが発見できるわけでもないし、証人たちの記憶は
曖
 あい

 
昧
 まい

 だ。だから安全策を選んだ。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「前の話の続きだよ。そもそも、人狼とはなんだろうかと思っていた」

　俺は続けてみる。

「他の〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉のほとんどは、明確な人類の天敵と言えるだろう。だが、人でもなく獣でもない彼らは、そもそも何者なのだろう」

　ギギナの応答はない。俺の独白だけが室内に
虚
 うつ

 ろに響いていく。

「人狼が我々を、人間を
恨
 うら

 むのは分かる。一般人はあまり知らないことだが、生体
咒
 じゆ

 
式
 しき

 、特に強化系や変化系は人狼ら
獣
 じゆう

 
人
 じん

 の生体実験を通して発展してきた暗い歴史がある。だからこそ山荘のドレルモや、俺たちのような
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士を相手にしても立ちむかってきたのだろう」

　黙って聞いていたギギナが、
紅
 あか

 い
唇
 くちびる

 の両端を半月状に吊り上げる。

「まさかガユス、ホラレムの腐れ歴史講義や、午前の出張仕事が原因で、安っぽい同情を人狼に向けたとでも？」

「そういうわけじゃない。ただ……」

　
治
 ち

 
癒
 ゆ

 したはずの脇腹が痛む。今思いかえしても、午前の仕事は最悪だった。

　
緩
 かん

 
衝
 しよう

 地帯の観測隊による危機の報告で俺たちが
派
 は

 
遣
 けん

 され、
豚鬼
 オルク

 の小集団を
討
 とう

 
伐
 ばつ

 した。しかし、〈異貌のものども〉の中でも強大ではない彼らが、地上の覇者である人間の
生
 せい

 
息
 そく

 
圏
 けん

 を目指した。北方の
旱
 かん

 
魃
 ばつ

 による
飢
 き

 
餓
 が

 のためだった。

　爆裂咒式に生き残り、震える幼い豚鬼の扱いに俺が
逡
 しゆん

 
巡
 じゆん

 した瞬間、小さな手が握る小刀で腹を
抉
 えぐ

 られた。一瞬のあと、ギギナの
刃
 やいば

 の下で
死
 し

 
骸
 がい

 となった幼い豚鬼を見下ろした時、俺は疑問を感じてしまった。攻性咒式士であることに、そして人類の刃であることに。

「人狼の迫害など大昔の話だ」ギギナの
鋼
 はがね

 の言葉が思考を断ち切る。「一部の穏健派は、今では人類諸族のひとつとして認知されようと歩みよっている。特異体質を企業や軍に売りこみ、高給を得るものもいる」

　ギギナの
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な言葉が続く。

「過去を忘れろと人類側が言うのは
傲
 ごう

 
慢
 まん

 だ。しかし、陰惨な過去に無関係である現代の人類に敵対するのは、やはり筋違いだろう」

　俺は疲労した声で答える。

「どちらが過去を清算すべきなのかが問題だ。
譲
 じよう

 
歩
 ほ

 を人狼にのみ求めるというのか？」

「我々ドラッケン族も、古い時代には似たような扱いだった。
貴
 き

 
様
 さま

 が言うように我々は
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの戦闘民族で、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 と泥沼の戦争をしたこともある。だが、我々はそれでも他の人類と歩く人の道を選んだのだ」

　ギギナの言葉が、床に
零
 こぼ

 れていく。

「
人
 じん

 
狼
 ろう

 の大部分はそれすら拒否し、人類全体との敵対を望んだ。ならば人の憎悪と獣の孤高が混じる道と、その先で永遠に続く
名
 めい

 
誉
 よ

 なき戦いを引きうけるしかない」

　そこでギギナは
鋼
 はがね

 の瞳を俺に向けた。なんの意味があるのかは読みとれなかった。

　思考を振りはらうように、俺は問いを続ける。

「争った過去があって、なぜドラッケンは皇国と人と
融
 ゆう

 
和
 わ

 できた？」

「別に融和してなどいない。
勇
 ゆう

 
猛
 もう

 な我が祖先は、人類相手の戦闘がドラッケン族にとっては物足りないと気づいたのだろうな。
貴
 き

 
様
 さま

 のような
脆
 ぜい

 
弱
 じやく

 な人間を
援
 えん

 
護
 ご

 に使う程度の
妥
 だ

 
協
 きよう

 をしているだけだ」

　だが、別の事実に俺は気づいた。

　人狼が獣の姿でいるのは、もともとそれが自然であるからだろう。人類に敵対する人狼にとっては、自己の唯一の
拠
 よ

 り所になるはずだ。

　一方で、過去の迫害の
元
 げん

 
凶
 きよう

 は、我々が抱いている、人間の姿ではない存在への恐れなのだ。

　人類が望む融和とは、無意識に人狼が人狼でなくなることを条件としているのだ。

　人狼の存在を
捻
 ね

 じ曲げようとした、俺のあの選択はさらなる
愚
 おろ

 かさを含んでいた。

「情緒
過
 か

 
剰
 じよう

 の低能相手の相談室はここまでだ」俺の思考をよそに、ギギナが続けた。「それにしても、なんともくだらない状況だな。全員を殺せば簡単なのだが」

「おまえが死ね。自分の安全のためだけにそんなことができるか」

「我らドラッケン族なら、いや
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 ならば最悪の選択も考える。そもそも貴様の非情さが足りぬ判断が招いた事態だ」

　ギギナの正確な指摘は
刃
 やいば

 となって、俺の口を閉じさせた。ドレルモに死を呼びよせた原因が、俺の判断に一因があることは認めざるをえないだろう。

「分かった……」

　俺は、自らの愚かさの支払いを受けとろうと決心した。

　そこで「あの、すいません」とダーレトが
咳
 せき

 まじりの声をかけてきた。小用に行きたいというので、俺かギギナが付いていかなければならない。

「どちらが行く？」

「私は急用ができたから、貴様が行け」

「急用だと？」

「突然だが、人類と家具の間にある真理について考察がしたくなった」

　俺がギギナを好きになれる物理的条件が存在しない。そして思いついて、ギギナの耳に気をつけるべきことを
囁
 ささや

 いた。ギギナの
顎
 あご

 が
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうにうなずく。

　雑事を済ませてから、俺を急がせるダーレトの小用について
廊
 ろう

 
下
 か

 を進む。

　洗面所の前で、中年男のやたらと長い生理現象の排出を待つムダな時間が過ぎる。

　俺の目は、廊下の窓の外を
眺
 なが

 めていた。銀の斜線が
緩
 ゆる

 やかになっているから、雨はもうすぐ
止
 や

 むだろう。

　ああ、俺にはすべてが分かった。

　小用を足してから、ダーレトが
咳
 せ

 きこみながら出てきた。俺は深く呼吸をして、それから声をかけた。

「ダーレトさん。
人
 じん

 
狼
 ろう

 はあなたですね？」









　
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔色のダーレトの肩を抱えながら、
廊
 ろう

 
下
 か

 を戻る。応接室の扉の前で、
苛
 いら

 
々
 いら

 と
煙草
 たばこ

 を
喫
 す

 っているホラレムと、離れて立つサイーシャが待っていた。

「ダーレトさんはどうしたんですか？　顔色が蒼白ですが」

「いや、彼はちょっと過労になったらしい」

　ダーレトの返事を
遮
 さえぎ

 って俺が答える。扉を抜け、
魂
 こん

 
魄
 ぱく

 が抜けたかのように、ダーレトは
椅
 い

 
子
 す

 に
崩
 くず

 れ落ちる。俺がそちらはなにをしていたのかと尋ねかえすと、中年男のことなど
忘
 ぼう

 
却
 きやく

 して同時に
喋
 しやべ

 りだす。

「あの、私とサイルスの熱がひどいので、薬でも探そうと思いまして。あとお酒のお代わりを」

「私は眠気覚ましに顔を洗いたい」

　酒杯を掲げるサイーシャと、眠たげなホラレムが
捲
 まく

 したてる。俺はしばらく考えて決断する。

「二人同時には見張りができない。では、サイーシャさんから」

「なぜだ？」

「
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 優先、だよ」

　憤然とするホラレムの横を抜けるときに、肩がぶつかる。ホラレムが
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な顔をするが、無視してサイーシャとともに戻る。俺はサイーシャと連れだって廊下を戻っていく。携行電灯で闇を照らしながら長い廊下を歩く。

「人狼は誰だと思いますか？」

「え？　さあ？　私に
訊
 き

 かれましても……」

　二人で廊下を進み、暗い台所に到着した。体調の悪さが進展したのか、
気
 け

 だるげな表情のサイーシャが食卓に酒杯を置いた。続いて
棚
 たな

 を開け、薬を探す。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 に手を当てて、引き金を
絞
 しぼ

 る。

　俺は息を大きく吸い、宣告する。

「サイーシャさん、人狼はあなたですね」

「え？」

　調理棚から、薬の
小
 こ

 
瓶
 びん

 を出そうとしていたサイーシャの手が止まる。

「あの、その、私にもその可能性があるのは当然ですが、違いますと言っておきます。本物の人狼もそう言うと思いますけど、違いますよ」

　サイーシャは困惑した表情でなおも続ける。

「私はサイルスと旅行しているんですよ？　人狼は単独行動をしているのですから、まず私は容疑者から外れるはずでは？」

「そう、名前が似ているため、我々は二人が同族か同郷なのかと思いました。しかし、それは本名でしょうか？　そして二人の旅行とは、いつからなのでしょうか？」

　俺は声に意地悪な疑念を帯びさせていく。

「それはこの数時間の関係、たとえば山荘の手前で、帰り道用の偽装の同行者を探したのかもしれない。または、
土
 ど

 
砂
 しや

 
崩
 くず

 れの行き止まりで逃げ場を失ったことに気づき、急ぎ引きかえしてからかもしれない。今ごろは俺の指示に従い、ギギナがサイルスさんに対して確認をしているでしょう」

　黙りこむサイーシャ。俺は
食
 しよつ

 
器
 き

 
棚
 だな

 に手を伸ばす。二つの酒杯を取りだしながら言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「この推測も、結局は
訊
 き

 かれなかったから言わなかっただけ、と言われればそれまでです。現実には、正解へと向かう都合のよい手掛かりなど落ちていないし、証言も
曖
 あい

 
昧
 まい

 な記憶の産物です。そのようなホラレム流の推理は、役に立ちません」

　俺はそこで言葉を切り、並べた二つの
陶
 とう

 
杯
 はい

 に酒を注ぐ。

「この事件の解答方程式は、単純な生物学と化学だけでした」

　サイーシャの表情はさらに困惑の色を強めるが、続ける。

「
人
 じん

 
狼
 ろう

 が
食
 しよく

 
肉
 にく

 
目
 もく

 犬科の生物の特徴を持つ、そう仮定して事実と物証を検証する科学的手法のみが、この問題の正解を
導
 みちび

 く方程式だと気づくことが大事だったのです。つまり、狼や犬の特徴を持つ人物を特定すれば、答えは出るのです」

　二人の間、食卓の上に二つの酒杯が
佇
 たたず

 んでいた。

「人間に対して狼や犬が苦手なものは多くありますが、まず、ソルビットという香料成分が苦手です。これは
山葵
 わさび

 などに
含
 がん

 
有
 ゆう

 される成分で、犬類には刺激が強すぎるから苦手だそうです」俺は残念そうに続ける。「残念ながらここにはありませんでした。次に、イソパールという成分も犬類は大変嫌います。これは
蜜
 み

 
柑
 かん

 等に含まれる苦み成分で、犬類には耐えがたい」

　理解できないサイーシャに、俺は背後から取りだした
橙
 だいだい

 色の
塊
 かたまり

 、蜜柑を突きつける。

「これはコンロッカさんからいただいた蜜柑ですが、コンロッカさん自身とサイルスさんは食べたので容疑から外れます。あなたは酒に合わないとして、ついには蜜柑を食べなかった」

　俺が掲げた蜜柑を、サイーシャの目が不思議そうに
眺
 なが

 めている。

「絵としてはマヌケですが、これはあなたを試す踏み絵です。自分が人狼ではないと主張するのなら、この蜜柑を食べてみてください」

　
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られていたサイーシャだったが、
咳
 せ

 きこむように笑いだす。

「あの、それは他の人も食べていませんよ。ダーレトさん、ホラレムさんと三人がそうです。それに私は蜜柑の
免
 めん

 
疫
 えき

 
過
 か

 
敏
 びん

 
症
 しよう

 で食べられないから、コンロッカさんを傷つけないように、酒に合わないと

噓

 うそ

 を言っただけです。まさかそれが証拠になるとでも？」

「それこそ、まさかですね」

　俺は蜜柑を食卓の上に置いて、逆に
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかえしてやる。

「他にもあなたは小さな失敗をしているが、まずは言葉です。あなたは狼を犬にたとえられることに対し不快感を示し、そして会話の中で人狼がこの場にいる、人狼を倒そうなどの発言をまったくしていません。無意識にしたのでしょうが、一度くらいは
人
 じん

 
狼
 ろう

 を非難すべきだった」

「なんだかバカげていますね。私は単に他人に無関心な性格で平和主義なだけですよ」

　サイーシャは
呆
 あき

 れだしている。だが、俺は奥の手を出す。文字通りの俺の手には、ホラレムにぶつかったときに盗みとった一本の
煙草
 たばこ

 が握られていた。

「本題だ。科学に戻ると、狼や犬は嗅覚が敏感なため、煙草の煙を極端に嫌う。つまり喫煙者のホラレム氏は外れる」

　俺は台所を見回しながら続けてやる。

「それとも
玉
 たま

 
葱
 ねぎ

 や葱でも食べますか？　それらに含まれる有機チオ
硫
 りゆう

 
酸
 さん

 化合物は、人間には無害ですが犬類の動物に対しては有害です。赤血球内に
還
 かん

 
元
 げん

 型のグルタチオンを持っているため、ハインツ小体を持つ赤血球は
過
 か

 
剰
 じよう

 な酸化を起こし、異物として体内
免
 めん

 
疫
 えき

 
体
 たい

 に破壊されて
溶
 よう

 
血
 けつ

 性貧血、場合によっては死にいたる」

　遊ぶように言葉が
陳
 ちん

 
列
 れつ

 されていく。

「それとも、俺や誰かの血液をあなたに輸血しますか？　人間と犬類は、
血
 けつ

 
漿
 しよう

 中の抗体が違うために、輸血すれば間違いなく死にます。狼と人のどちらの体組織かは知らないが、都合よくすべてに免疫
過
 か

 
敏
 びん

 
症
 しよう

 とでも言いますか？」

　すでに、サイーシャは言葉を投げかえすことをしなかった。説明口調もここまでだ。

「落ち着いてお酒でも飲んではいかが？」

　食卓の上の酒杯を勧めてやる。だが、サイーシャの指先が動かない。

「さあ、どうぞ。先ほどまで飲んでいたように、
美
 お

 
味
 い

 しいお酒ですよ」

　俺は
陶
 とう

 
杯
 はい

 を掲げて飲み干す。サイーシャも陶杯を手にとる。

　サイーシャは
諦
 あきら

 めたように長い吐息。そしておずおずと小さな口を開き、伸ばした舌を杯に近づける。

　女の赤い舌先が酒に触れようとした
刹
 せつ

 
那
 な

 、俺の
身体
 からだ

 に
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの力が衝突した。衝撃のままに吹きとばされて、背中から棚へと衝突する。食器棚のガラスや食器類が割れ、耳
障
 ざわ

 りな多重奏を
奏
 かな

 でて床へと落下し、破片を散らす。

　転がる俺が見上げると、迫ってくるサイーシャの姿があった。

　俺の眼前で、
可
 か

 
憐
 れん

 な口唇が

頰

 ほお

 まで裂け、そのまま前方へと伸びていく。
口
 こう

 
腔
 こう

 内に凶悪な
牙
 きば

 が跳ね上がっていった。

　さざ波が広がるように、白い肌に長い暗灰色の剛毛が
生
 は

 えていく。
隆
 りゆう

 
起
 き

 していく全身の筋肉が、服の布地を裂いていった。

　人狼の正体はサイーシャだった。

　人間の
名
 な

 
残
 ごり

 を留めていた瞳が、どこか出来そこないの悪夢めいていた。

　筋肉の束が
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 よ

 りあわされた人狼の剛腕が振り下ろされた。五指の爪を
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉で受けとめる。

　俺と人狼は衝突
慣
 かん

 
性
 せい

 のまま床に倒れ、転がる。次の瞬間、視界一面に猛獣の口腔内の赤が広がる。上下の
顎
 あご

 の牙が俺の顔面を狙う。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を強引に差しこみ、刀身で犬歯を押さえる。同時に化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。トルエンにニトロ
基
 き

 が結びついたトリニトロトルエン爆薬を合成し
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させた。

　
炸
 さく

 
裂
 れつ

 した秒速約六九〇〇メルトルの衝撃波と
轟
 ごう

 
音
 おん

 を、
人
 じん

 
狼
 ろう

 は高速反射で顔面を
逸
 そ

 らすが、爆風が胸元を
掠
 かす

 める。

　衝撃波の
刃
 やいば

 は、人狼の体を吹きとばし、勝手口へと衝突させる。運動慣性のまま扉を破砕して戸外へと強制排出させる。近距離爆裂で、俺の頭が揺れる。意識を保つ。

　人狼の後を追って、俺は屋外へと飛びだす。

　いつの間にか雨は
止
 や

 んでおり、荒れはてた敷地に月光が静かに降りそそいでいた。

　
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な月の光が、濡れた雑草と
泥濘
 ぬかるみ

 となった敷地を照らしていた。

　大地には人狼が四つ足で
這
 は

 っている。爆裂で
口
 こう

 
腔
 こう

 が
爛
 ただ

 れていたが、瞬時に修復していく。

　腕を骨まで切断されても、完全修復するような〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉に、手加減した咒式では致命傷にならない。

「変化を禁じた
誓
 せい

 
約
 やく

 は、無意味になったな」

　俺のつぶやきに対し、人狼の目に
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 の色が浮かぶ。

「ナにヲ言ウ、人狼と人ニなんノ
約
 やく

 
定
 じよう

 ガあろウ。誇リ高キこノ姿はヤはリ
爽
 そう

 
快
 かい

 ダ。コれコそガ本来ノ我々ナのダ」

　

嚙

 か

 みあわない会話に、
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。俺は続ける。

「おまえには、酒が飲めなかった。俺の化学錬成系咒式第一階位〈
而狆
 コルニ

 〉で合成されたニコチン入りの酒はね。人間には分からないが、犬類の鋭敏な嗅覚では猛毒のニコチンの臭いが分かってしまう量だ」

　俺はさらに時間稼ぎを続ける。

「ダーレト氏も容疑の
圏
 けん

 
内
 ない

 だったが、魔杖剣を突きつけ無理やり脅したら、人狼判定薬と偽り、タンパク質で包んだニコチンを飲もうとした。もちろん、全員に試していくつもりだったが」

　俺は
嘲笑
 あざわら

 う。

「命が
危
 あや

 うくても、嗅覚を無視して気づかない演技でおまえは飲むべきだった。俺とギギナがついていれば、すぐに治療できるし、治療するしかない。つまりおまえは怖がりのマヌケだ」

　怒号。二本の後ろ脚から泥濘を
撥
 は

 ね上げ、人狼が俺に向かって全力疾走する。

　俺が再度発動した〈
爆炸吼
 アイニ

 〉の炸裂と轟音が
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 を迎え撃つ。

　人狼は爆発に高速反応し、影を残す高速
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 で直撃を回避。右前方、敷地にある木の
幹
 みき

 に爪をめり込ませて着地。

　人狼の
強
 きよう
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 じん

 な筋肉組織から生みだされる速度は、常人に
捉
 とら

 えられるものではない。俺が魔杖剣を構えなおすよりも早く、人狼は木の幹を
蹴
 け

 りつけて再跳躍。間合いを一瞬で無にし、重い
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの腕の一振り。

　剛腕で俺の魔杖剣が弾かれた。人狼は体当たりで俺を大地に叩きつけ、組み伏せてくる。

「低位咒式は効かない、遅い咒式では捕捉できない。だが、それは最初から計算している」

　俺の独白を聞くはずもなく、
人
 じん

 
狼
 ろう

 の
顎
 あご

 が俺の
喉
 のど

 へと強襲する。喉に凶器が突きたてられ、鮮血が
迸
 ほとばし

 る。

　人狼の血が跳ねた。

　自らの喉から
生
 は

 えた冷たい白刃を、人狼は困惑した瞳で見下ろす。

　人狼が視線を上げていく。自らの喉には、肩幅ほどもある刃先の角が刺さっていた。切っ先から緩く
湾
 わん

 
曲
 きよく

 した刀身が続き、根元で再び湾曲していた。

　人狼の視線は、
刃
 やいば

 に続く
長
 なが

 
柄
 え

 を握る手、そしてギギナの
鋼
 はがね

 の瞳に出会った。

　
異
 い

 
形
 ぎよう

 の者が後方へ
身体
 からだ

 を退くよりも早く、ギギナが喉に刺さった
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを天空へと跳ね上げる。

　喉から下顎、上顎まで切断されながらも、人狼は脳への致命傷を避けた。地面を
蹴
 け

 りつけて後方
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。

　ギギナが手を貸してくれるはずもない。俺は腹筋の反動を利用し、立ち上がる。

「
椅
 い

 
子
 す

 にでも愛を語っていたのか、腐れドラッケン族！」

「もう少し遅く登場したほうが、低能が自然
淘
 とう

 
汰
 た

 されていたのだが、残念だ」

　ギギナに投げつけられた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を、俺の右手が握る。

　
冴
 さ

 え
冴
 ざ

 えと
零
 こぼ

 れる月光の下、荒れはてた敷地に俺とギギナが並ぶ。二人で顔面を黒血に濡らした人狼のサイーシャと
対
 たい

 
峙
 じ

 する。

「わっ、なに、あれ人狼!?
 」

「では、サイーシャさんが人狼!?
 」

　山荘から出てきたホラレムやダーレト、コンロッカやサイルスが悲鳴と叫び声をあげる。

　人狼は外野へは視線を向けない。俺のみを見据えて低い
唸
 うな

 り声をあげる。

「爆裂
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を連発した目的は、おまえを倒すことではない。最初から、音で俺の正確な位置をギギナに知らせること、そしてもうひとつの目的のためのものだ」

　俺の
傍
 かたわ

 らに立つギギナは、退屈そうに屠竜刀ネレトーの巨刃を肩に
担
 かつ

 いでいる。

「すでに
大
 たい

 
勢
 せい

 は決した」

「降伏しろ。超接近戦だからこそ後手に回った。しかしこれだけ距離が離れたなら、最初に
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したときのように、咒式の連続発動で人狼の群れすら圧倒できる」俺はそれでも可能性を探った。「接近戦の専門家たるギギナは、人狼が十人いようと鼻唄まじりで
殲
 せん

 
滅
 めつ

 可能な戦闘力を持つ、到達者級の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 だ」

　人狼の喉の奥で低い
唸
 うな

 り声が響く。俺は説得を続ける。

「さらに前衛のギギナがいることで、俺は強力な咒式をいくらでも発動できる。前衛と後衛を組みあわせた戦闘力は、単純に二倍ではない。三倍、四倍の力を発揮できる」

　人狼もすでに
山
 さん

 
麓
 ろく

 で厳格な実力差を体験しており、理解しているだろう。人狼はすでに詰んでいた。

　突然、人狼は
蒼
 あお

 い月へと喉を垂直に立てた。

〝あオるるるるルるるううっっ！〟

　長い長い
遠
 とお

 
吠
 ぼ

 えをあげる。

　それはいつまでも続く
無
 む

 
明
 みよう

 の
慟
 どう

 
哭
 こく

 にも、痛切な
哀
 あい

 
歌
 か

 にも聞こえ、耳に残った。

　サイーシャだった
人
 じん

 
狼
 ろう

 は顔を前方に戻す。

　そして俺へと一直線の突進。

　ギギナが無言で歩き、人狼の疾走を迎える。二条の風が月下で交差する。

　白銀の光が
疾
 はし

 り、
肘
 ひじ

 から切断された人狼の右腕が宙に舞う。
翻
 ひるがえ

 った
斬
 ざん

 
光
 こう

 は空いた右脇腹へと吸いこまれ、背面へと抜ける。

　ギギナの交差剣術。傷口から黒血と
内
 ない

 
臓
 ぞう

 を散らし、致命傷によろめきながら、それでも人狼は俺への突進を止めない。

　ギギナが背面からの死の雷刃を振り下ろそうとした。しかし、俺の強い視線に気づき、
呆
 あき

 れ顔で巨刃を急停止させる。

　俺は
刃
 やいば

 を掲げる。人狼に残る左手の一撃を、
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第一階位〈
灼剣
 ソーン

 〉による電熱効果で高温を帯びた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 で斬りはらう。肉の
焦
 こ

 げる臭気を
撒
 ま

 き散らし、左腕が宙に舞う。

　両腕を失った人狼は前進して口を伸ばす。
柄
 つか

 を握る俺の右手首に、上下の犬歯を突き立てる。

　
静
 せい

 
謐
 ひつ

 に
凍
 こご

 える大気。

　しかし、人狼は
顎
 あご

 を閉じることができなかった。
口
 こう

 
腔
 こう

 からは
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 を
溢
 あふ

 れさせた。

「ナ、んだコ、れは？」

「最初におまえと
対
 たい

 
峙
 じ

 したときに俺が刃に宿らせた
罠
 わな

 だよ」

　俺は哀しみをこめて答えた。

「化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 第二階位〈
癌促
 ハリツチヤ

 〉だ。咒式により、フェノバルビタールからシトクロムＰ四五〇の遺伝子発現を誘導。アフラトキシンＢ１が
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 の
代
 たい

 
謝
 しや

 
酵
 こう

 
素
 そ

 シトクロムＰ四五〇によって活性化され、デオキシリボ
核
 かく

 
酸
 さん

 と結合して付加体を形成する」俺の腕に人狼の吐いた血が降りかかる。「付加体が遺伝子の変異や複製阻害を起こして
癌
 がん

 細胞を発生、増大させる。通常は相手を
緩
 かん

 
慢
 まん

 に苦しめる咒式だ」

　人狼は理解できずにいた。全身に広がった癌細胞の苦痛で、理性が保てないのだろう。俺は静かに死刑宣告を果たす。

「爆裂咒式のもうひとつの目的は、おまえに傷の超回復をさせることだ。つまり、変身や超高速細胞分裂は、若年者の癌進行が速いのと同じ理屈で癌細胞をも爆発的に
増
 ぞう

 
殖
 しよく

 させてしまう」

　俺と人狼のサイーシャの視線が
交
 こう

 
錯
 さく

 する。

「傷の回復程度では発動しない。だが、ドレルモを殺した時点での全身の変形で、癌は発芽していた。おまえを
戒
 いまし

 めるための咒式だった。だがおまえは二度目の変身を行った……」

「私ハ……」　

　俺の腕に犬歯を突きたてたまま、人狼が牙と血泡の間から小さな言葉を
零
 こぼ

 す。

「私ハ、人ト獣の、どチらノ地獄ニ行ク、ノだ、ロウ……？」

　俺はなにも聞こえない表情を装った。

　人狼は
痙
 けい

 
攣
 れん

 とともに大量の黒血を吐き、俺の腕に牙を立てたまま崩れおちた。

　そして
人
 じん

 
狼
 ろう

 の生命と苦痛が永遠に停止した。

　
屍
 しかばね

 の
顎
 あご

 から、血泡に濡れた右手を引きぬく。人狼の頭部は、力なく
泥濘
 ぬかるみ

 に落ちた。跳ねた泥に汚れ、黄金色の瞳は輝きを失っていた。

　しばらくして、ホラレムたちが俺と人狼の屍の周囲へと
怯
 おび

 えた表情で集まってきた。

「死んだ、みたいだな……？」

「よかった、これで殺されなくてすんだ！」

　サイルスとコンロッカが
安
 あん

 
堵
 ど

 の声をあげる。

「やはり人狼はサイーシャでしたか。私には分かっていましたよ」ホラレムは憎々しげに吐きすてた。「……ただ、推理する時間が足りなかっただけですね」

　俺の胸の奥で、嫌悪感と
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 した。振りむきざまに、俺は探偵きどりのホラレムの顎を
殴
 なぐ

 りとばす。

　突然の俺の暴力に、ギギナ以外の全員が硬直する。倒れて泥に
塗
 まみ

 れたホラレムが、腕で起き上がる。

「なにをする！　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、
龍
 ろん

 
理
 り

 
使
 つか

 いが血迷ったか!?
 」

　切れた
唇
 くちびる

 から血を流したホラレムに、それでも言わずにはいられなかった。

「ホラレム、おまえは自分がしたことを理解しているのか!?
 」

　俺の怒声に、ホラレムの舌の動きが止まる。声を抑える。

「死体を発見したとき、おまえがこの中に人狼がいると言わなければこんな事態は起こらなかった。俺とギギナが知らない演技を続け、
密
 ひそ

 かに交代で監視していれば、俺とギギナに絶対勝てないと知っている人狼は動かなかった」

　俺は続ける。

「朝になれば、それぞれ疑念を抱きながらも、別々の方向に去っていくことができた」

　泥濘となった敷地に、俺の苦い言葉が響いていく。

「しかし、おまえがこのなかに人狼が交じっているから、全員で下山して警察で精密検査をすると言いだした。そうなれば、顔を覚えられた人狼は、無理にでも山荘で俺たちを殺すしかない。人間の姿での生を守るためにな。おまえは言葉で俺たちと人狼を争わせた」

　俺の激烈な
弾
 だん

 
劾
 がい

 に、ホラレムの顔には感情の揺らぎも後悔も浮かばない。俺の言葉は止まらない。

「俺の時限咒式という断罪は下されており、人狼が変身すれば死ぬようにしていたんだ。犯人探しに意味などなかった。俺が余計に手を汚しただけだ！」

「だが、結局は人狼を殺すことに変わりはないだろうが！　なんの文句がある!?
 」

　ホラレムの疑問の叫びは、毒々しい笑みを浮かべて続けられた。

「おまえの断罪とやらはドレルモ殺害の前のものに過ぎない。だとしたら、甘さと死を
償
 つぐな

 う責任がある！　そしておまえは、人と〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉とどちらの味方なんだ!?
 」

　俺は返すべき言葉を喪失した。

　ホラレムの言葉は、一面で正しい。

　どうしようと、結局、俺は人間の側にしか立てない。

　だから不平等な条件の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
人
 じん

 
狼
 ろう

 に勝手に押しつけた。獣の姿であるより、人の姿であることを肯定させる咒式の
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 を。

　俺の根底には、彼らの誇りなど無視し、人間の姿が善で、獣の姿が悪だという人間中心の偏見があったのだろう。俺は人狼を迫害した人間たちとなんら変わることがない。

　いや、それ以上に最低の偽善者だった。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士としての非情の責任から逃げ、先延ばしした偽善の払いもどしを俺自身が受けただけなのだ。

　無力感に、俺は
泥
 でい

 
土
 ど

 の敷地に立ちつくした。一呼吸をした。

「俺はなんだ？　正義の代理人か？」

　再びホラレムを視線で
捉
 とら

 えながら、俺は
鬱
 うつ

 
屈
 くつ

 を吐きすてた。

「違うね。俺自身の
愚
 おろ

 かさと、おまえの自己満足に踊ったマヌケな道化師だ」

　ホラレムはなにも言いかえさなかった。

　背後も見ずに、俺は
泥濘
 ぬかるみ

 の大地を歩きだした。ギギナの歩みが
傍
 かたわ

 らに続いた。

　俺が行った、道化の予言の手品と同じだった。

　手のなかで種類を判別し、観客の解答が正解ならそれをもっともらしく予言していたと言う。

　最初の解答が外れていたら次の解答が正解のように、さらに外れていたら、と繰りかえすだけの後出しの正解。それは偽の予言だった。

　手品師を演じた俺が、いつの間にか道化の役に回ってしまっていたのだ。

　俺はなにかを踏みつぶすようにして泥土を踏みしめる。

　月はただ、無表情な光を降らせているだけだった。









　その後はなにも変わったことはない。

　山荘を去った足でネデル村へ帰った。あとは、始発列車の座席に座り、窓の外を流れさっていく
田舎
 いなか

 の田園風景を
眺
 なが

 めるという現在につながるだけだ。

　窓に映る自分の不機嫌な顔を、俺の目が眺めている。横に座るギギナは、目を閉じて

頰

 ほお

 
杖
 づえ

 をついていた。

　夜が明けた今でも、二人の間での会話はなかった。列車の揺れる音が時おり響くだけだ。

「気分の悪い事件だったな」

　俺の口が勝手に告げた。続けるべき言葉を見つけられずに、列車が揺れていた。

　ギギナは答えない。俺は独白を続ける。

「利益も生存闘争も意味も存在しない戦いは、安手の推理劇よりも始末が悪い」

　ギギナが薄目を開け、小さく
欠伸
 あくび

 をする。そして
美
 び

 
姫
 き

 のような
唇
 くちびる

 を開く。

「全員が愚かだった。
貴
 き

 
様
 さま

 のくだらない同情心による行動を制止しなかった、私自身を含めてな。ただそれだけのことだ」

　俺は否定も肯定もできなかった。

　それでもくだらない推測をやめられない。

　
人
 じん

 
狼
 ろう

 の逃走先が偶然にも一本道で、先に偶然にも人家があった。さらには偶然に住人を殺してしまう事態になった。そんな偶然があるのだろうか？

　人狼は、顔も知らない祖先の
怨
 おん

 
念
 ねん

 を晴らしたかったのかもしれない。もしかしたら、そもそも人狼の群れがネデル村へと来たのは、十年前に殺された人狼たちの
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のためなのかもしれない。

　殺された元自警団の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 ドレルモは、十年前、人狼のサイーシャのかけがえのない同胞に手を下した当人かもしれない。さらにはドレルモが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を折り、引退した原因がその事件にあったのかもしれない。

　俺にはすべてを明確にしたいという気もなかったし、今や当事者であった全員の命が失われていた。

　現実には、名探偵やどこかの
酔
 すい

 
狂
 きよう

 な
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 のように、すべての因子を解説してくれる者はいない。また、今さらすべてを明らかにするという行為に意味はないだろう。

　俺はギギナへ顔を向ける。美しい横顔に問いかけようとして、
止
 や

 めた。

　自分がなぜ人狼に対して戦闘を避けようとしたのか、最後まで分からなかったのだ。

　やはりギギナの言ったように、俺の安っぽい罪悪感と同情心が因子なのかもしれない。

　生きるべき道を選べない俺は、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士に向いていないのだろう。

　自らの存在の疑問を叫んだ人狼も、人と獣のどちらにもなりきれず、受けいれられないことに
足
 あ

 

搔

 が

 きつづけているのかもしれない。

　だが、二つの道と、それに迷う者が共存する場所など、遠い時代の違うどこかの話だった。あのとき、あの場所にはなかったのだ。

　かつてのギギナが向けてきた
鋼
 はがね

 の視線は、俺がどちらの道かを選べているのかと問うていたのだろう。

　人でもなく、攻性咒式士でもない道か、人でもあり、攻性咒式士でもある道かを。

　そして、起こってしまった現実を答えとするのなら、それは道化の予言だ。

　無邪気な観客の答えに合わせて、硬貨の選択を自分の都合のいいものへと誘導するようなものだ。

　それは、なにをしようともしない愚者の現状追認という、くだらない予言に過ぎないのだと。

　自省をしているように見えて、単に自己弁護をしているだけの
過
 か

 
剰
 じよう

 な
感
 かん

 
傷
 しよう

 に、吐き気がしてきた。

　俺は急にすべてがどうでも良くなり、少し眠ることにした。

「ギギナ、エリダナに到着したら起こしてくれ」

「待て、大事なことを忘れている」

　ギギナが小さな叫びをあげ、跳ね起きた。

「まだトールダム家具資料館に行っていない。列車を戻させるぞガユス！」

　列車の運転席へと走りだす相棒の背を、俺は見送る。

　そこで通路向かいの乗客と目が合った。俺は「変質者は年中無休、終日営業ですからねぇ」と完全無関係であることを視線で強く示しておく。

　ギギナが去っていき、俺は座席に深く身を沈めた。

　そういえば、ホラレムから受けとったままの三枚の硬貨、十六イェンを返していなかった。

　市役所のサザーランの言い草ではないが、俺たちには、この程度の
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 がお似合いなのかもしれない。

　俺は窓の外へと視線を戻した。瞳は流れてゆく緑一色の単調な風景を
眺
 なが

 めていた。

　窓から俺の髪をなぶる風が、あの夜の叫びを思いださせた。

　ああ、今でも、あの
凍
 こご

 える月光の下で、
人
 じん

 
狼
 ろう

 は
哭
 な

 いているのだろうか。

　どこに行けばいいのかと問う、絶望と
慟
 どう

 
哭
 こく

 の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 を。

　誰にも答えられない、
哀
 あい

 
惜
 せき

 の遠吠えを。

　幻聴を振りはらうように、俺は目を閉じた。
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朝
 あさ

 
霧
 ぎり

 が街角を柔らかく
霞
 かす

 ませていた。
気
 け

 だるい早朝の街を、ゴミ収集車が走っていく。

　鈍重な濃緑色の車体が、ゴミ捨て場の前に停止する。同時に緑の制服の作業員二人が飛び下りる。

　清掃作業員たちが残飯を
漁
 あさ

 る
鴉
 からす

 たちを追い散らし、ゴミの集積所に向かう。慣れた動作で山積みされたビニル袋を

摑

 つか

 み、収集車の後部の開口部へと放り投げていく。鴉たちの
嗄
 しやが

 れ声の合唱が、朝の大気に響く。

　清掃作業員フルグムは、
貪
 どん

 
欲
 よく

 な
嘴
 くちばし

 につつかれ破れたビニル袋を
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに見つめる。袋の山に隠れて、大きなゴミが横たわっていることに気づいた。

「また
分
 ぶん

 
別
 べつ

 せずに出しやがって。粗大ゴミは一週目と三週目の月曜だっての」

　フルグムの手がビニル袋をどけると、ゴミの正体が分かった。ゴミではなく、二本の棒が投げだされていた。

　視線を上げていく。ゴミ袋の中に埋もれるようにして、人間が座りこんでいた。

　思わず悲鳴をあげかけた作業員は、声を
喉
 のど

 で飲みこんだ。足を投げだしていたのは、素足に破れた服を着た人間だった。頭には、陽気な猫のぬいぐるみの顔を
被
 かぶ

 っていたのだ。

「酔っぱらいかよ」

　笑いを誘う光景に驚いた自分に言いわけするように、フルグムは吐きすてた。相棒のロスタンがフルグムの様子を横目で笑っていた。

「おい、おっさん起き……」

　自分に無用の恥をかかせた酔っぱらいを
蹴
 け

 ろうとし、フルグムは気づいた。

　ぬいぐるみの猫の頭部につながる首の直径は、人間の首に要求される太さを大きく下回っていた。ぬいぐるみの猫の頭部も、人間の頭部が収まるには小さすぎた。

　フルグムは気づいた。

　ぬいぐるみの
頸
 けい

 
部
 ぶ

 からは赤黒いものが流れていた。赤い液体に濡れた胸には太い
釘
 くぎ

 で札が留められ、文章が書かれていた。

　札には「ねえ、僕の首はどこ？　捜してよ、捜してよ」とあった。

　人間の首を切り落とし、ぬいぐるみの首とすげ替えられた死体だという事実に気づく。フルグムの
唇
 くちびる

 は悲鳴を放つ。駆けよったロスタンも、死体を前に
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と立ちつくす。

　エリダナの静かな朝に、絶叫の二重奏が響いた。

　悲鳴をあげる作業員たちに駆けよる運転手が、さらに叫びに加わる。

　惨劇となったゴミ捨て場の向かいにある、雑居ビルの屋上。作業員たちの混乱を
眺
 なが

 める、静かな視線があった。

　人影は、片手に握られた携帯端末に猛烈な速度で入力しはじめた。

　画面には『ありがとうございます、誇り高きものの守護者よ』と打たれた。

　文書が続き『あなたの贈り物は僕に力を授けてくれました。僕はこの力で
生
 いけ

 
贄
 にえ

 をあなたへと捧げていきます』という文字が刻まれた。

　人影は、文書を無感動に送信した。









　夜のビルの屋上を疾走し、速度をそのまま慣性に変換。

　コンクリ床を
蹴
 け

 りつけて、俺は夜の
虚
 こ

 
空
 くう

 へと
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 する。全身を弾丸と化し、視界に夜空と街の灯を映し、俺は空中を飛んでいた。

　全身が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 し氷結する感覚。重力の
軛
 くびき

 に引かれながらも、前方のコンクリの縁に足が届いた。背後に残っていた重心で、背後の峡谷に引きずりこまれそうになるが、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 。切っ先を縁に引っかけ、ビルの屋上へ体を
捻
 ね

 じこむ。

　夜空の下を転がっていき、起き上がる。ビルの屋上に立つネオン看板の裏で、跳ね上がる
動
 どう

 
悸
 き

 と冷や汗。冷たい夜の大気を吸って吐き、深呼吸で抑える。

　自分が飛んできた、向かいのビルを見上げる。飛べると計算できていたとはいえ、恐ろしい距離だ。

　ようやく立ち上がる。夜の屋根を進み、コンクリの縁に近づく。十階下にあるエリダナの街の大通りが見下ろせた。やはり軽く身が
竦
 すく

 む。

　上空を渡っていく影を視線で追う。ビルの屋上に、
羽
 う

 
毛
 もう

 よりも
軽
 かろ

 やかに着地するギギナがいた。高低差を利用して十数メルトルを飛んだ俺の、その頭を軽々と越えるような飛翔をしやがったのだ。

「いちいちカッコつけた行動をとるな。空気の視線でも意識しているのか？」

「ガユスの頭の上に着地しようとしたが、私のさる高貴な血筋の
靴
 くつ

 
裏
 うら

 が拒否したようだ」

「高貴な靴裏とやらも、さすがに俺の聖なる髪の毛に触れることに恐れをなしたようだな」

　視線を合わせもせずに、俺とギギナは冴えない軽口を叩きあう。俺は屋上を見回す。発見。対象に向かって走りだす。

　前方、ビルの看板の裏で、二つの光点があった。静かに進んで手が届こうとした瞬間、燐光は光の
軌
 き

 
跡
 せき

 を残して跳躍。左にある屋上の給水塔の上に着地した。

　目を光らせたのは
三
 み

 
毛
 け

 
猫
 ねこ

 。
嘲笑
 あざわら

 うような
双
 そう

 
眸
 ぼう

 で、猫は俺を見下ろしていやがった。

「もう捕まえさせろ。おまえの主人が心配しているぞ？」

　語りかけつつ、俺は猫に接近していく。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 強化猫はめんどくさいな」

「そういえば、咒式で飼育動物の延命や
対
 たい

 
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 処置が可能になり、何年か前に動物の運動能力を引き上げることまで
流
 は

 
行
 や

 ったことがあったな」ギギナは見ているだけだった。「その一匹が、眼前の
性
 しよう

 
悪
 わる

 な咒式強化猫というわけだな」

　手を伸ばすと、また跳躍して逃げられた。今度はビルの縁に座っている。

「爆裂や
雷
 らい

 
撃
 げき

 咒式を使えば簡単に倒せるな」

　屋上で腕組みしたギギナが品評している。猫の逃げ道を
塞
 ふさ

 ぎながら、俺は相棒に呼びかける。

「倒してどうする。絶対に傷一つとしてつけずに捕まえろ、という依頼だよ」静かに足を進めていく。「だから一時間もこの猫と追跡劇を繰りひろげているのだろうが」

　猫は背中の毛を逆立てて、俺を
威
 い

 
嚇
 かく

 してくる。難しい。

「ギギナ、おまえの動物並みの運動能力で何とかしろ。むしろ同類というか同等の知性で逃走犯に
投
 とう

 
降
 こう

 を説得できないか？」

「出来ないこともないが」

「説得できるのかよ」

「私の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 は、こんなくだらないことに使わない」

　ギギナは追跡に
飽
 あ

 きたような声を出した。

「時間だ。これから家具業者用の夜市がある。さらに修業相手のところを回らねばならない。今夜はペロポネスにテンゼン、ングウェと三人の達人を待たせて、予定が詰まっている」

「格闘技や剣技のじーさんやおっさんたちと修業をするより、眼前の仕事を見ろ。あれを捕まえないと事務所の経営が危機だ」

「小事は小者に任せておくのが一番だろう」

　吐きすてた相棒は、

啞

 あ

 
然
 ぜん

 とした俺を残して屋上を歩きだした。
膝
 ひざ

 を曲げて伸ばし、ビルの縁から跳躍。不吉な鳥のように
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、道路を
跨
 また

 いだ隣のビルへと着地した。

　ビルの向こうに消えていく相棒の背に、死ね死ね波を放射しておいた。剣士は理解不能だ。

　俺は
三
 み

 
毛
 け

 
猫
 ねこ

 へと向きなおる。俺を
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 するように、咒式強化猫は舌で
舐
 な

 めた前脚で顔を洗っている。

　俺が一歩を踏みだすと、猫は動きを停止した。俺が間合いを詰めると、猫も駆けだして逃げる。ビルの屋上を猫が走る。

「もう
遠
 えん

 
慮
 りよ

 はしない」

　歩きつつ、低電圧の
網
 あみ

 を展開する咒式を脳内で高速検索。前方を飛翔する猫へ手加減した咒式を展開しようとした時、俺の眼前で強烈な
閃
 せん

 
光
 こう

 が弾ける。

　誰かが発動した化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式第一階位〈
光閃
 コヴア

 〉の
硝
 しよう

 
化
 か

 
綿
 めん

 、いわゆるマグネシウム粉と
硝
 しよう

 
酸
 さん

 ナトリウムをポリエステルレジンで固めたものの燃焼反応。

　瞬間的に
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 が光を
遮
 しや

 
断
 だん

 したが、視力が完全に戻るまでの
隙
 すき

 を
衝
 つ

 かれないように、俺は前転して距離を
稼
 かせ

 いだ。位置を覚えておいた給水塔の背後に倒れこみ、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を引きぬく。

　いつまで待っても追撃が来ないので、俺は声を投げてみる。

「誰だ、俺の猫捜しを邪魔するほどヒマなバカは？」

「ゴメンなさ～い」

　返ってきたのは若い女の声だった。暗順応で視力が戻ってきた。給水塔の陰から
覗
 のぞ

 くと、声の主は、夜のビルを背景に
手
 て

 
摺
 すり

 に腰かけていた。魔杖短剣を
掌
 てのひら

 で
弄
 もてあそ

 んでいる少女だった。

「これから出ていくが、攻撃するなよ。攻撃してきたら七代
祟
 たた

 るぞ。近所のやつも道連れに呪うぞ」

　俺の
過
 か

 
剰
 じよう

 な警告に、少女は
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに笑ってうなずく。手摺に座った相手なら、高位咒式士の俺が遅れをとることもない。俺は少女に向かって歩きだす。

　少女の紺色の
襟
 えり

 には白い二本線が入り、襟と同色の
袖
 そで

 から白い布が覗いていた。

　制服からすると、市内にあるプリエール高等学院の生徒のようだった。長い茶色の髪と、同じ色をした
悪戯
 いたずら

 っ子のような瞳が、夜の闇にも
映
 は

 えた。

「そんなに警戒しなくてもいいわよ」

　

栅

 さく

 の上から、少女の声が投げかけられた。

「ただ、猫をいじめている変質者かと思って。もしかして、すご～く邪魔しちゃった？」

　周囲を見回したが、
三
 み

 
毛
 け

 
猫
 ねこ

 の姿はすでに夜の闇へ消えていた。どの方向に逃げたのかも分からない。俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いて、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
鞘
 さや

 に戻す。少女が俺を
眺
 なが

 める。

「アタシはラクシュ。お兄さんは？」

「名乗るほどのものではございません」

「そうね、ガユス」

　俺は驚かなかった。少女が俺とギギナの会話を聞いていた可能性くらいは予測できる。

「意外に驚かないわね。つまんな～い」

　軽薄な声が夜に響く。俺は帰ることにした。

「あれ、こんな夜更けにビルの屋上で美少女がなにをしている？　とか
訊
 き

 かないの？」

　視線だけをラクシュと名乗る少女の方へと動かした。
億
 おつ

 
劫
 くう

 だが、口を開く。

「自殺するなら別の場所でやれ。ついでに
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を学ぶものなら咒式で自殺しろ」

　少女の顔色は特に変わらなかった。楽しそうに足を揺らしている。

「どうして分かったの？」

　俺は腰に差した
柄
 つか

 の先で、少女の左の
袖
 そで

 
口
 ぐち

 を示す。袖から
覗
 のぞ

 く手首に巻かれた白い包帯。ラクシュはかわいらしい鼻先に
皺
 しわ

 を寄せて、
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな声をあげる。

「どこでどうやって死のうと、アタシの自由でしょ？」

「そのとおり。だが、俺の目の前で死なれてもめんどうだ」

　俺は歩きだしていた。

「止めないんだね。じゃあ、ここでアタシの愉快な自殺を見ていくのも楽しいわよん」

　背後からは少女の声。振りかえって、返事をしておく。

「人の死ぬところなど、飽きるほど見てきて退屈だ。それに機嫌が悪いから、イタい小娘の自殺ごっこの相手をする気はない」

　少女はなにが楽しいのか、白い
喉
 のど

 を
仰
 の

 けぞらせて笑いやがった。

　無視して、魔杖剣で屋上の出入り口である扉の
鍵
 かぎ

 を壊す。正式な階段を下りていくことにした。

　少女の視線が俺の背中に降りかかった、ような気がした。









　予定表にある
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年五月八日という日付に意味はない。いつもと変わらない朝に、いつもと変わらず
寂
 さび

 れた事務所に出勤するだけだからだ。

　予定表の隅に、明日まで帰らないというギギナの走り書きを見つけた。不吉の不在に幸せな気分になりつつ、応接
椅
 い

 
子
 す

 に座る。

　事務所の通信端末に、伝言を音声で出せと指示を出す。たまにある反
咒
 じゆ

 
式
 しき

 団体の嫌がらせ声明が流れだした。いわく「邪悪な
龍
 ろん

 
理
 り

 
使
 つか

 いに
天
 てん

 
誅
 ちゆう

 を～」や「おまえの咒式の使い方は間違っている～」など、どうでもいいことだ。俺が仮に邪悪だろうと、咒式の使用法が間違っていようと、どうでもいい。

　こんな
零
 れい

 
細
 さい

 事務所にまで忘れずに定期的な嫌がらせする労力を、他の有意義なことに使えよ。たとえば発電とか、自殺とか。さらには自殺とか。

　事務所の立体光学映像を起動させる。天気予報に、七人が死亡した交通事故の報道。続いて昨日のエリダナで、人間の首を切り落とし、ぬいぐるみの首を乗せるという
胸
 むな

 
糞
 くそ

 悪い殺人が、また発見されたという報道が続く。以前の二件の殺人との関連を指摘する
識
 しき

 
者
 しや

 が出演していた。識者はどこか楽しそうに、
稀
 き

 
代
 だい

 の殺人者、ザッハド・ダノン・イエッガの信徒との関連も
示
 し

 
唆
 さ

 していた。

　他の局に変えても同じような報道と主婦向けの健康情報ばかりだったので、画面を消した。新聞もどうせ同じ内容で見る気がしない。

　俺は応接
椅
 い

 
子
 す

 に深く座り、目を閉じた。

　世間の人々と同様に、最近の俺も疲れている。二十代前半でこんなに疲れるのなら、二十代後半、さらには三十代はどうなるのだろう？　俺の暗い未来予想を断ち切るように、
懐
 ふところ

 の携帯から軽快な呼びだし音。ルル・リューの歌声を電子化したものだ。急いで出ると、待っていたジヴーニャの番号だった。

「やあジヴ、昨日はごめん、あれは……」

「あれはなに？」とジヴの声は平坦だった。

「
娼
 しよう

 
館
 かん

 の護衛に行ったあと、その一人と仲良くなって連絡を何度かとっていただけのことを、ジヴは浮気と勘違いしただけ……」

「わりとかなり浮気の前兆と言ってもいいのではないかしら？」

　恋人は俺に続きを言わせなかった。

「しばらく二人の間に時間を置きましょう。連休の間、私は旅行にでかけるから、ガユスは一人寂し～くエリダナでお仕事をしていれば？」

　俺の返事を聞くことなく、一方的に通話は切られた。

　落ちこんでいると再び電子音が鳴った。音速で携帯を見ると、ジヴからの文章通信。

『さっきはきついこと言ってごめんなさい。でも、少し時間を置いて自分を見つめなおす時間が欲しいの。冷蔵庫に手作りお菓子を入れておいたから食べてね。私の真心です』

　急に生きる元気が
湧
 わ

 いてきた。事務所の冷蔵庫へと、踊るように歩く。

　冷蔵庫の扉を開く。
閑
 かん

 
散
 さん

 とした内部。中央の
棚
 たな

 に、皿に載った小さな
林
 りん

 
檎
 ご

 パイが
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。ジヴらしく、あまり
綺
 き

 
麗
 れい

 な出来ではなかった。しかし、恋人の照れ隠しが
嬉
 うれ

 しくて、俺は焼き菓子を手で
摘
 つま

 んで口に放りこんだ。

　瞬間、俺は
仰
 の

 けぞった。手から離れた皿が床に落ち、音が弾ける。

　
口
 こう

 
腔
 こう

 に広がる、生臭さと
辛
 から

 さと酸味の大交響曲が脳天に突きぬける。
不
 ま

 
味
 ず

 いという段階ではなく、味が舌を刺し、思考を侵食する。

　大鎌の先で俺の首を引っかけようとする死神と目が合った。死神が「惜しい」と言いつつ照れたように舌を出し、
骸
 がい

 
骨
 こつ

 の頭を骨の手でこづいていやがる幻覚が見えた。

　両手で口を押さえて全力疾走。トイレに到着するまで間にあわない！　近くにあった
屑
 くず

 
籠
 かご

 へ顔を突っこみ、
嘔
 おう

 
吐
 と

 する。激流のごとき
反
 へ

 
吐
 ど

 が出る。苦い黄褐色の胃液まで吐き、涙と鼻水を
零
 こぼ

 す。必死の思いで水を求めて振りかえると、床に転がった皿が目に入った。

　皿の表面には、「救いようのない万年発情期の最低な浮気者は、地獄パイで死んで腐れて死んで、さらにもう一回死すべし」という、怒りに乱れたジヴの文字が並んでいた。

　他の女と連絡をとって乳を
揉
 も

 むくらいは浮気ではない、と思うのだが、ジヴの
倫
 りん

 
理
 り

 裁判では即刻死刑の判決のようだ。あれ？　もしかして乳を触ったことまでバレていたりする？

　水を飲んで、しばらく台所の流し台に背を預けていた。一時間もそうしているとかなり楽になってきた。死神が「もう一回、もう一回だけ、鎌を振らせて」と言う幻覚も遠のいた。さらに半時間が経過し、ようやく意識が鮮明になる。

　ジヴとの問題は彼女が帰ってから考えよう。ほんの少し笑える要素もある
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 で、本気で怒っているとは言いきれない、気がする、ような感じ、かな？

　気分を切り替えて、猫捜しの続きを始めることにした。重い腰を上げる。

　
椅
 い

 
子
 す

 の背に、昨日から着たままだった上着を投げる。玄関脇の上着掛けにかけておいた、新しい上着を取る。抵抗感があった。

　よく見ると、
袖
 そで

 
口
 ぐち

 が太い
釘
 くぎ

 で上着掛けに打ちつけてあった。

　苦い顔をしながら
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の刃で釘を抜き、上着を
羽
 は

 
織
 お

 る。右袖から手を出そうとして引っかかる。袖口を見ると、
頑
 がん

 
丈
 じよう

 な糸で
縫
 ぬ

 って閉じてあった。視線を水平移動させると、ご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に左袖も閉じてあった。

「普通、ここまでやるか？」

　釘にしろ糸にしろ、弾丸や
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を防ぐ
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 な
咒
 じゆ

 
化
 か

 
繊
 せん

 
維
 い

 を、いかなる方法でジヴが貫通させたのかが不明だ。そして彼女が本気で怒っていることが分かる。どうやってジヴの怒りを
宥
 なだ

 めたらいいのでしょうか？

　俺は
悄
 しよう

 
然
 ぜん

 と応接椅子に戻り、元の上着を手にとった。玄関の扉を抜けて外へ出る。

「にゃー」

　マヌケな声に、顔だけを右を向ける。俺が
餌
 えさ

 をやっている
野
 の

 
良
 ら

 の黒猫、エルヴィンがいた。そして猫を抱いて座る、制服姿の少女の幼い顔があった。

　どこか見覚えがある。陽光に透けて
亜
 あ

 
麻
 ま

 色になった髪を脳内補正で修正し、夜に見えた茶色の髪にする。完全に思い出した。

「こんにちはガユス」

　昨夜、ラクシュだと名乗った少女が、黒猫の前脚を掲げて
挨
 あい

 
拶
 さつ

 してくる。

「
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な自殺は
止
 や

 めたのか？」

　昨夜知ったガユスという俺の名から、事務所の場所を調べたのだろう。御苦労なことだ。

「ううん、おもしろそうなことがあって一時保留にした」ラクシュは薄く
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら立ち上がり「それよりガユスのほうが死にそうな顔しているけど、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ？」と続けた。

　俺はなにかを
堪
 こら

 える表情をしているだろう。

　久しぶりに人に優しい言葉をかけられて、ちょっと泣きそうな自分の精神状態が怖い。そんなに追いつめられていたのか？

　内心を
糊
 こ

 
塗
 と

 するように、俺は表通りへと足早に歩きだす。ラクシュの足音が俺に続いてくる。

「ついてくるなよ。学校に行け学生。俺は呼吸に夢中で忙しい」

「いいじゃん、意地悪を言わないでよ。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 なんて珍獣、なかなか見られないし。それにアタシを連れていくと役に立つよ」

「なにに対して？」

「アタシって猫に好かれるから、猫捜しには役に立つよ。少なくともガユスよりは」

「いやいや、俺こそ動物に愛される善人だ」

　俺は立ち止まる。少女の腕のなかで、貴婦人然として
双
 そう

 
眸
 ぼう

 を閉じているエルヴィンへと手を伸ばす。

「見よ、聖人の
御
 み

 
業
 わざ

 を。歩けば
鳩
 はと

 が肩に止まり、猫が
喉
 のど

 を差しだしてくる」

　喉を
撫
 な

 でようとすると
真
 しん

 
珠
 じゆ

 色の小さな
爪
 つめ

 で引っかかれ、思わず手を引っこめる。黒猫は少女の腕の中から飛びだした。着地と同時に陸上選手のように全力疾走し、見る間にビルとビルの
隙
 すき

 
間
 ま

 へと消えていった。もはや尾すら見えない。

　笑みを
湛
 たた

 えたラクシュの瞳が、俺へと向けられる。

「ね？」

　指先には、
極
 ごく

 
細
 ぼそ

 の朱線が描かれていた。ようやく血の
滴
 しずく

 が盛り上がり、流れた。

　俺はさぞ哀しげな顔をしているのだろう。









「攻性咒式士って、普段はこんなことをしてるの？」

　写真の猫と目前の猫の顔を見比べている俺に、ラクシュの言葉が降ってくる。

「まあね。大活劇で大活躍しているだろう？」

　ビルの谷間に寝そべる猫たちを見ていることにも飽きて、俺は立ち上がる。

「セーギのために戦い、イボーのものどもや悪い咒式士相手に
敢
 かん

 
然
 ぜん

 と立ちむかうとかはしないの？」

「前のほうは皆無で、後ろのほうもあまりない」

「つまんなーい」少女は退屈そうに
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 を動かし、足元の
三
 み

 
毛
 け

 
猫
 ねこ

 にじゃれさせる。

　猫捜しに少し疲れてきたので、路地を出る。自動販売機で
珈琲
 コーヒー

 の
缶
 かん

 を二本買い、一本を、路肩にちょこんと座っているラクシュに渡す。

「アタシ、コーヒー嫌い。苦いもん」

「そうだと思ったから買った」

　ラクシュが俺を
睨
 にら

 む。不機嫌そうな少女をそのままにしておくのも気が引けた。
珈琲
 コーヒー

 を飲みながら、ヒマつぶしの会話を始める。

「砂漠のある部族には、絶対に雨を呼ぶ踊りがあるそうだが、どんな踊りか分かるか？」

　ラクシュが首をかしげる。

「雨が降るまで何日、何週間でも踊りつづけるだけなんだけどね」

　隣でラクシュが小さく笑い、俺は続ける。

「ある悲惨な人生を送る男が自殺し、あの世で神に会ってこう言った。『俺の自殺は不良品の返品だ』と。神は意地悪く笑ってこう言いかえした。『お客様、商品返品可能の期間は、八日間まででございます』とね。男は地上に戻され、悲惨な人生を再び続けたとさ」

　終わることのない俺の言葉に、ラクシュは「ヒサーン」と笑いころげていた。

「よーし、お礼にちょっと元気が出るようにしてあげよう」

　ラクシュは立ち上がった。手品師の音楽を口ずさみながら、制服の紺のスカートの
裾
 すそ

 を持ち上げていく。

　
膝
 ひざ

 上までの黒い
靴
 くつ

 
下
 した

 が
覗
 のぞ

 く。続いて白い
太
 ふと

 
股
 もも

 、そして付け根の空色の下着が少し見えた。

「どう？」

　スカートの裾を上げながら
訊
 き

 いてくる少女に、俺は疲れた声で返事する。

「あのさ、大人はそんな軽いお色気では喜ばないよ。もっと脱いで、ついでに
犯
 や

 らせて」

「調子に乗るなバーカ！」

　ラクシュはスカートを戻し、俺の横に並んで腰を下ろした。この年頃の娘が考えることは理解不能だ。ただ、ラクシュは周囲から浮くような変な少女で、友達は少ないだろうということは予想できた。

「で、なにが原因で死にたいんだ？」

　訊いてほしいであろうことを訊いたというのに、返答は沈黙。視線を前方に向けたままのラクシュは、
唇
 くちびる

 を固く引きむすんでいた。

「……父が」

　退屈のあまり俺が
欠伸
 あくび

 をしようとした瞬間、ようやくラクシュが口を開いた。

「父が、毎晩アタシの寝室に入ってくるの。それで、それで……」

「

噓

 うそ

 だな」

　一言で切って捨てると、ラクシュが残念そうな顔をする。

「早～い。どうして分かったの？」

「先ほど拝見した下着が処女臭かったから」

　ラクシュが怒って席を立った。かといってその場を立ちさることもしなかった。憤然として唇を
尖
 とが

 らせたまま、小さな尻を再び路肩に下ろした。

「引っかからないよ。そうやってわざと怒らせてアタシを追いはらおうとしてもね」

　性格はともかく、ラクシュの頭はそれほど悪くないようだ。飲みおえた
缶
 かん

 を背後の
屑
 くず

 
籠
 かご

 へと投げ、ついでに言葉も投げておこう。

「それで？　踏んだガムのように俺についてくる本当の理由は？」

　俺の言葉にラクシュがまた黙りこむ。飽きてきた俺が立ち上がろうとしたとき、少女が重い口を開いた。

「あのさ、春先に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 連続殺人犯が捕まったじゃない。犯人が高校生で反咒式団体に殺されたやつがいたでしょ？」

　ラクシュの声が硬く
尖
 とが

 っていた。
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の眼にも、真剣な光が宿っていた。

「あれ、何件かは、本当に高校生がやったのかと疑問が出ていたでしょ？」

　俺の動作が急停止する。あの事件はたしかに高校生の単独犯ではなかった。むしろ高校生は
模
 も

 
倣
 ほう

 
犯
 はん

 にすぎなかった。

　事実として、恐るべき真犯人と俺やギギナが対決したこともあったのだ。俺の内心の
動
 どう

 
揺
 よう

 にも気づかぬように、路上の少女が告白を続ける。

「……実は、あの被害者のうち、ピーウィズ通りの事件はアタシがやったのよ」

　俺は返答できない。ラクシュは
傍
 かたわ

 らの
鞄
 かばん

 から、実戦用の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
短
 たん

 
剣
 けん

 を取りだす。少女には似合わない厚く重い
刃
 やいば

 。使いこまれた
柄
 つか

 は、黒ずんでいた。

　
鈍
 にび

 
色
 いろ

 の刃先には、乾ききって黒くなった血痕らしきものがこびりついていた。座るラクシュの顔は
蒼
 そう

 
白
 はく

 に近くなっていた。魔杖短剣を握りしめる細い指が、小さく震えていた。

「アタシの父親って、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士をやっていたんだ。ハリウェルといって、あまり有名ではなかったし、十年も前に辞めたからガユスは知らないと思うけど。アタシは倉庫で父親の古い魔杖短剣を見つけて、ちょっと使ってみたくなったの……」

　俺が黙っていると、ラクシュは
憑
 つ

 かれたように
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 に
喋
 しやべ

 りつづける。

「最初は軽い
悪戯
 いたずら

 のつもりだったの。通行人を
脅
 おど

 かしてやれって。でも相手が運悪く攻性咒式士で反撃してきたから、必死に応戦したの。そして気がついたら相手を殺していたの。それで、アタシはどうしていいか分からなくなっちゃって、それで死にたいと思って……」

　ラクシュは
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 から透明な涙を
零
 こぼ

 し、小さな両手で顔を
覆
 おお

 って
嗚
 お

 
咽
 えつ

 をあげはじめた。俺の目は、誰も通らず
寂
 さび

 れた商店街を
眺
 なが

 めていた。

　
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 きながら、言葉を投げかえしておく。

「あのさ、攻性咒式士用に限らず、魔杖剣というものは、何十年も前から個人
識
 しき

 
別
 べつ

 装置が付いている。最近はさらに精密で、本人以外は使えないことが多いのだけど？」

　横目で見ると、ラクシュは顔を覆った細い指の間から俺を見ていた。視線が合うと、手を振って猫のように笑った。

「わざわざ親が持っている本物の魔杖短剣を盗んで、血痕までつけたのにぃ」

「俺自身が

噓

 うそ

 つきだからね。噓
 には敏感だ」

　魔杖短剣をさらっと盗んでくるような娘とは、つきあいきれない。俺はどうやってこの痛い少女から逃げようかと考えはじめていた。ラクシュの発言が思考を中断させた。

「たしかにアタシは人を殺していない」

　含みを持たせて、ラクシュが続ける。

「でも死体の落ちている場所は知っている」

　くだらない

噓

 うそ

 にうんざりしていた俺は、今度こそ腰を上げる。俺の動作より早く右隣のラクシュが跳ねるように立ち上がった。細い指先が連動し、俺の鼻先の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を奪っていった。

　俺が手を出すと、ラクシュは
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を背後に隠す。俺は
唇
 くちびる

 を
歪
 ゆが

 めてみせる。

「それ、結構な値段がするけど？」

「返して欲しかったら、いっしょに来るしかない。断ったら割って逃げるわよん」

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の端を、ラクシュがかわいらしい八重歯で
齧
 かじ

 ってみせた。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 はわりと高い。

　俺は今日何度目かの
溜
 ため

 
息
 いき

 を
唇
 くちびる

 から
吐
 つ

 いた。

　踊るように逃げる少女の後に続いて、歩きだすしかなかった。









　事務所のヴァンで行こうとすると「密室だとやらしー
悪戯
 いたずら

 をされるからイヤだ」とラクシュの真っ当な意見が出た。

　俺は少女とともに市営電車の駅へと向かうことになった。三駅で降りて到着したのは、古い病院の跡地だった。ダッドル病院という看板があったが、聞いたこともない。閉鎖されてから長いのだろう。

　手招きするラクシュに続いて
金
 かな

 
網
 あみ

 を乗りこえ、敷地に不法侵入することになった。敷地には、四階建ての病棟が
幾
 いく

 
重
 え

 にもそびえる。白い壁面と割れた窓の連なりを
眺
 なが

 めながら、敷地のコンクリを歩く。

　病棟の上には雲一つない晴天が広がり、舞台背景のような青一色だった。

　敷地に敷きつめられたコンクリ床の、白い部分だけをラクシュが跳びわたっている。

　少女の
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 がコンクリ床から離れるたびに、スカートの
裾
 すそ

 が
蝶
 ちよう

 の
翅
 はね

 のように
翻
 ひるがえ

 った。
覗
 のぞ

 いた白い
太
 ふと

 
股
 もも

 が、
綺
 き

 
麗
 れい

 だった。

　ダメだ、正気に戻れ俺。二昔前の勘違い
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 映画のような思考をしている俺に気づいたのか、ラクシュが振りかえった。少女は首を
傾
 かし

 げてみせた。

「こんな日に死んだら、とっても気持ちがいいでしょうね」

　晴天の空を映したような笑顔のラクシュに、俺は少し
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 な気分になった、

「どうでもいいことだが、本当はなにが理由で死にたいんだ？」

　歩きながらの俺の問い。
顎
 あご

 の下に俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を

摑

 つか

 んだ手を当てて、ラクシュはしばらく考える。

「ほら、あれよ、毎日が退屈で、将来になにもいいことないのが分かりきっているからよ」

　少女は退屈そうな声で続ける。

「どうせくだらない会社に就職して、文句言うだけでなーんにもしないカス男と結婚して、デキの悪い子供を育てるだけの疲れた主婦になって、シワくちゃのババアになる。そして病院でいっぱいの管につながれて死んじゃう。そーゆー今の時代で、積極的に生きたいと思うヤツのほうが変じゃない？」

　俺は答えを返す。

「現状を肯定しすぎて
過
 か

 
剰
 じよう

 適応すればね」可能性を問うてみる。「では、そうではない人生だったら？　
財
 ざい

 
閥
 ばつ

 の
令
 れい

 
嬢
 じよう

 で、頭脳
明
 めい

 
晰
 せき

 、容姿端麗。素晴らしい恋人と友人に囲まれて、夢をすべて叶えられる人生なら自殺しないのか？」

「そりゃあ、まあ……」

「アホか。そんな
妄
 もう

 
想
 そう

 設定の人間、地上に数人しかいるか。いいかげん自分で自分と折りあえよ。皆がそうしている」

　俺を追いこしてラクシュが疑問を述べる。

「でも、アタシには夢も希望もないし、アタシが苦しいのも事実よ」

「自分の命だ。死にたいなら死ねばいい。だが、自殺衝動が自分の意志だと断言できるかい？　
鬱
 うつ

 
病
 びよう

 の影響や
過
 か

 
渡
 と

 的な環境のせいではなく、自分の永続的な決断だと絶対に言えるのか？」

　俺の脳裏をよぎるのは、かつての仲間であるストラトスの言葉だった。あいつのような断固とした思想と決意が、眼前の少女にあるとは思えなかった。

　一方で、ラクシュは言葉を失ってしまう。少し大人げない自分の正論に自己嫌悪に
陥
 おちい

 り、少し口調を
和
 やわ

 らげることにする。

「ラクシュみたいな若い娘が死にたいという世界は間違っている。君が死にたいと言うなら俺はどうなる？　
揉
 も

 めごとと借金
恒
 こう

 
常
 じよう

 製造機の相棒に、恋人には無自覚に故意に毒並みの食事を喰わせられる。俺の半生を聞いたら、魔王が三回は号泣するぞ」

「でもガユスは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 じゃない。憧れの仕事についている強い人間だから、ヨユーがあってそう言うのよ」

　ラクシュの反論には笑うしかない。

「映画や劇の見すぎだよ。実際の俺が猫捜しをしている光景を見ただろ？　副業に予備校の講師までしているぞ」続けておこう。「どんな立場も、そして攻性咒式士も世に
溢
 あふ

 れる勤め人となにも変わらないよ。役所や依頼主に頭を下げて、街を
這
 は

 いずる地味な仕事ばかり。むしろなにも作らず生みださず、誰も幸福にしない最低の腐れ仕事だ」

　なんだか俺の
愚
 ぐ

 
痴
 ち

 になってきた。

「生きる意味や理由など思考遊びだ。適当に作っていればいい。それでも社会と世界が気に入らないなら立ちむかうか、俺みたいに無視してればいい」

　ラクシュは俺の愚痴を黙って聞いていたが、最後に口を開いた。

「通りすがりのアタシだから、そんな愚痴混じりの説教を言っているだけでしょ？」

「ああ、親しい人間には恥ずかしくて言えないな」

　一階の病棟と病棟をつなぐ、柱と屋根だけの
廊
 ろう

 
下
 か

 を通っていく。柱の一面に
卑
 ひ

 
猥
 わい

 な落書きがあった。

「あれってどういう意味？」

　知っているのに、少女は俺に
訊
 き

 いておちょくりたいようだった。

　俺はラクシュの耳に顔を寄せた。落書きなど比べものにもならないほど、最低に
卑
 ひ

 
猥
 わい

 な言葉を
囁
 ささや

 く。

「バカっ！　女の子になんてことを教えるのよ！」

　少女は本気で怒って、俺の足を
蹴
 け

 ってくる。

頰

 ほお

 を朱に染めつつ、ラクシュが早歩きをしていく。俺をおちょくるには年季と経験が足りないね。

　回廊を後にし、左の病棟の壁を無感動に
眺
 なが

 めつつ、建物の裏手に回っていく。

　殺風景な敷地の奥に到着した。コンクリ壁に囲まれたゴミ捨て場があった。

　灰色のコンクリ壁に背を預け、人間が人形みたいに手足を投げだしていた。

　被害者の頭部にあたる部分には、ぬいぐるみの熊の顔が楽しげな笑顔を浮かべていた。赤黒い首飾りの
痕
 あと

 を付けた
頸
 けい

 
部
 ぶ

 からは、札が下がっていた。

「ねえ、僕の首はどこ？　捜してよ、捜してよ」という
不
 ふ

 
謹
 きん

 
慎
 しん

 な言葉が連ねられた札が、
大
 おお

 
釘
 くぎ

 で胸に
縫
 ぬ

 いとめられていた。

「やった！　本当にあったんだ！」

　
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の瞳を輝かせて喜ぶラクシュ。だが、俺の内心では疑問符の嵐が吹き荒れていた。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 連続殺人は、手口と犯人を変えて続いていた。しかし一体誰が？　なんの目的で？

「おまえ、本当に人を……？」

「違うよ。そんなに怖い目しないでよ」

　ラクシュが俺から一歩離れた。そして後ろ手に持っていた携帯端末を俺に見せる。

「実はね、昨日の夜、アタシの携帯に殺人犯さんからの文章通信が来たの。どうやら伝えたい相手とアタシの番号が、一字違いだったみたいなんだけど……」

　俺はラクシュに近寄り、
掌
 てのひら

 から携帯を奪いとった。操作して文章を立体化させる。横に並んだラクシュが一緒に
覗
 のぞ

 きこみ、説明しはじめる。

「ほら、『誇り高きものの守護者よ、三人目の
蛆
 うじ

 
虫
 むし

 の
死
 し

 
骸
 がい

 はダッドル病院跡地のゴミ捨て場へと捧げておきます』ってね。発信元を調べたんだけど、殺人犯さんは公衆端末を経由して、送られるほうもコーホが多すぎて憶測すらできないわ。憶測って難しい単語を使ったりして」

　ラクシュは心から
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに語る。まるで初恋の喜びを語るようだった。

　携帯を少女に投げかえしつつ、再び視線を死体に戻す。疑問がさらに脳内で
渦
 うず

 を巻いていた。分からない。意味が分からない。

「ねえ、警察にはこの死体を内緒にして、アタシたちで犯人捜しをやってみない？」俺の思考にラクシュの声が割りこんでくる。「これこそ咒式士の仕事じゃない。暗い過去を背負ったシブい
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士と美少女助手って
萌
 も

 えるでしょ？　まあガユスがまったくシブくない
若
 わか

 
造
 ぞう

 ってところはガマンしてあげるわ」

　
妄
 もう

 
想
 そう

 を
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 に語っている少女の手から、俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を取りもどす。

「考えておくよ」

「約束だからね。死体は二人の秘密だよ。じゃ明日の朝十時、事務所の前で」

　俺は来たときと同じようにムダ話をしながらラクシュと歩き、病院の敷地を出て「では仕事があるから」と言って敷地の出入り口で別れた。

「明日、絶対よ」

　ラクシュの言葉を背中で受けて、手を挙げて答える。

　通りを二つ越して背後を確認する。ラクシュの姿がないことを確かめてから、商店街の前の公衆端末に硬貨を入れ、番号を押す。

「ああ保健所ですか？　ダッドル病院裏から異臭がするんで、なんとかして下さい。それが役所の仕事でしょうが。ええ、急いでください。そうでないと、また苦情を入れますよ！」

　まくし立てて、俺は受話器を叩きつけた。受話器の
指
 し

 
紋
 もん

 を
拭
 ふ

 いて、その場から立ちさる。

　めんどくさい相手だと役所が思ってくれれば、死体はすぐに発見されるだろう。

　ああ、
匿
 とく

 
名
 めい

 でいいなら、アーゼルに記事を提供してやっても良かったな。しかし情報提供の代わりに乳を触らせて、という取引が匿名では成立しない。残念。

　無惨な人間の死体を見て、そんな
不
 ふ

 
謹
 きん

 
慎
 しん

 なことを考える自分は、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 なのだろう。少し嫌悪感を抱く。









　地下にあるバー「青い
煉
 れん

 
獄
 ごく

 」のカウンター席に腰を下ろす。注文すると、老バーテンが酒杯を差しだしてくる。ガラスの表面には、早くも水滴が生まれている。

　冷えた液体を杯のなかで傾ける。

　酒棚の上に備えつけられた画面では、昨日、ダッドル病院跡地で、また首なし死体が発見されたという報道をやっていた。

　これまでの三人の被害者は、毒殺され、
不
 ふ

 
謹
 きん

 
慎
 しん

 な言葉が書かれた札をつけられた状態で発見された。全員が攻性咒式士だったために、春先に起きた咒式士連続殺人との関連を
識
 しき

 
者
 しや

 が話していた。感情もなく酒杯を傾け、
喉
 のど

 に流しこむ。冷たい液体は喉を
灼
 や

 き、胃の底で燃える。

　俺の背後の席では、攻性咒式士たちが話している。

「三人の被害者は、ネストロにハンブートにラッカーザか」

「攻性咒式士というより、犯罪者と言ったほうがいい半端ものばかりじゃねーか」

「そういう善悪を混乱させる事実は、もちろん報道されないのさ」

「毒殺ってどんな毒だ？　咒式士としてはそこが気になる」

　視線だけを向けると、男たちは酒杯を傾けつつ苦い笑みを見せていた。

　嫌な気分になった俺は、いつの間にか
空
 から

 になっていた酒杯に気づいた。老バーテンにダイクン酒の追加を注文すべく、杯を掲げる。

「お連れさんはなにを？」

　視線を水平移動させる。
椅
 い

 
子
 す

 に上着をかけた猫の瞳の少女が、俺の左隣に座るところだった。

「おまえか」俺は声に含まれる苦さを隠さない。「ここは暴力愛好家の攻性咒式士が多く集まる店だぞ？」

「だから必死で捜したのよ。アタシは朝から事務所の前で待っていたんだから」

　ラクシュの
眉
 まゆ

 はかわいらしく
吊
 つ

 りあがって、怒りを示していた。

「座っていて『今日はマヌケ娘が来るから臨時休業』って、アタシをバカにした札が扉にかかっているのに気づくのに、二時間もかかったわよ！　あ、アタシはガユスと同じのくださいな」

　俺の言葉を
遮
 さえぎ

 ってラクシュが注文するが、「申し訳ありませんが、世間と当店では未成年にはお酒を出せないことになっております」と
厳
 げん

 
粛
 しゆく

 な顔で老バーテンは断った。

「じゃ、
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 ジュースと牛乳の炭酸水割り、サクランボ添えで」

　悪びれる様子もなくラクシュは注文し、老バーテンは複雑な表情を浮かべた。ラクシュは見つめつづけている。

　老人はやがてなにかを振りきるようにうなずいた。冷蔵庫から取りだしたいくつかの
瓶
 びん

 の
栓
 せん

 を
捻
 ひね

 って、各種液体を混ぜていく。

　
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な動作で、老バーテンがおそらくこのバーが始まって初の
珍
 ちん

 
妙
 みよう

 な飲み物を差し出す。
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 せずに飲んで、ラクシュが満足そうな表情となる。

「そうよ、思い出した」ラクシュが叫ぶ。「通報するなんてヒドいじゃない！　死体は二人だけの秘密だって言ったのに！」

「ラクシュ、大きい声を出すな」

　俺はラクシュの頭を手で抑えて黙らせる。「青い
煉
 れん

 
獄
 ごく

 」には
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の客が多い。ということは、あたりまえのようにここでの
噂
 うわさ

 は悪性の性病のごとく急速に同業者に広がる。

　十代の小娘と酒を飲んでいたと
露
 ろ

 
見
 けん

 すれば、ギギナの耳に入り、さらにはジヴにも届く可能性があるのだ。店に入るときに、腐れラルゴンキンや
糞
 くそ

 ったれパンハイマの事務所の攻性咒式士も見かけた。だとしたら最悪の事態はなるべく避けたい。

「通報の件にしても、ああする以外にはなかった。おまえだって、俺の猫捜しに協力する話を忘れているだろう？　ここは
奢
 おご

 るから機嫌を直せ」

　ラクシュは素早く手を伸ばす。俺のダイクン酒を奪って、かわいらしい
唇
 くちびる

 をつけて飲んだ。店の奥の老バーテンが厳しい視線で俺を
眺
 なが

 める。

「違う、俺はここにいるけどいない。本当はココデハナイドコカ星にいると思ってくれ」

　杯を置いたラクシュは、舌を犬のように唇から出す。

「うえ、マっズ～い。薬みたいな味がする」

「おまえが味について語るなよ」

　ラクシュは急に怖い目をして俺を
睨
 にら

 む。

「ガユスだけは信じていたのに～」

「信じるなよ。というか信頼の根拠と理論が分からない」

　ラクシュから酒杯を奪いかえし、そして続けた。

「前にも
訊
 き

 いたけど、なにが理由でそこまで俺についてくる？」

　ラクシュは少しだけ笑った。

「アタシ、ガユスが嫌いじゃないみたい」

「もう少しマシな

噓

 うそ

 をついてくれよ」

「これは本当ですよ～だ」少女は真顔になる。「好きです」

　酒杯を傾けて無視することにした。ラクシュが俺の耳を

摑

 つか

 み、自分の正面へと向かせる。

「少しは
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に答えてよ。アタシのこと、本当にウザくて、真剣に嫌い？」

「それは
卑
 ひ

 
怯
 きよう

 な質問だよ」俺は耳から手を離させて、冷静に答える。「面と向かって嫌いと答える人間は少し頭がおかしいし、逆だと好きしか残らない。俺もその手で
口
 く

 
説
 ど

 くことがあるけど、子供向きではないね」

　ラクシュの瞳に哀しそうな色が射しこんだ。だけど言わねばならない。

「おまえの感情は勘違いだ。寂しいから、たまたま相手をしてくれた俺を逃げこめそうな場所と感じ、愛情に変換してしまっただけだ。おまえの口癖である自殺したいという言葉も同じようなものだよ」

「ひどい男。こんなカワイ～娘に言いよられて、フツー拒否する？」

「一回抱いてさようならですめば大歓迎するが、おまえは後々も
厄
 やつ

 
介
 かい

 そうだからな」

　俺がなんとか笑いにすると、ラクシュは本格的に
拗
 す

 ねた。少女は次の飲み物を注文する。

　話題も途切れ、二人の間に
静
 せい

 
謐
 ひつ

 が舞い降りる。店内に流れる、ルル・リューの恋唄の
旋
 せん

 
律
 りつ

 だけが耳を
掠
 かす

 めていく。

　立体映像の画面では、連続殺人の続報が放映されていた。

「この連続殺人の犯人ってさ、いったいどんなヤツなんだろう？」

　カウンターに頭を載せたラクシュがつぶやく。さすがにかわいそうになってきた。くだらない話につきあってやる。

「単なるアホだろ」

　カウンターの上に載せたままの幼い顔を、少女はこちらへと向ける。俺は話を続ける。

「たとえば、社会的に認められる能力のない人間が、犯罪などの反社会的行動で認められようとすることを、
負
 ふ

 の英雄願望と命名しているようだな」

　ラクシュが興味なさげに耳を傾ける。

「犯罪者って、よーするにデキソコないの目立ちたがりやってこと？」

「ま、そうだろうね」

　酒場の
与
 よ

 
太
 た

 
話
 ばなし

 にはふさわしいだろう。俺は今考えた論を続ける。

「現代社会に順応している人間は、社会的人間と言えるし、気に入らない対象に反抗や破壊を行う反社会的な人間も、不満が解消されれば満足するだけで、双方ともに社会という構造の
枠
 わく

 
内
 ない

 に入っている」

「それがアタシだっていう、遠回しなイヤミ？」

「さあね。そこで問題なのは、そんな社会と反社会の
範
 はん

 
疇
 ちゆう

 を越えてしまった人間だ」

　俺は酒杯を
掌
 てのひら

 のなかで回した。
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の液体が揺れる。

「彼らは社会と
隔
 かく

 
絶
 ぜつ

 した存在で、自分の価値観にしか従わない。そのため、
罰
 ばつ

 
則
 そく

 も利益もなんら行動や抑制の原理にはならない。最低の部類になると、人間を人間と見ることもなく、楽しんで人を殺せる」

　ラクシュが
亜
 あ

 
麻
 ま

 色の髪の頭を上げる。

「学校にもなんかそんな感じになりそうな男子たちがいるわ。人を傷つけることを平気でして、怒られてもヘーキな顔をしてる。教室の隅にいる気持ち悪～いやつら」

　俺はうなずき、酒杯を傾ける。

「どうしてそんな変な人間が増えたの？」

「いつの時代でもそういう人間はいるよ」

　酒杯を回し、
渦
 うず

 を作った。酒が俺の舌を滑らかにさせた。

「たとえば、人間が生物である以上、ある程度は遺伝子に
縛
 しば

 られる。人格には五種類の主要な因子がある。内向的あるいは外向的、
生
 き

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 であるか
無
 む

 
頓
 とん

 
着
 ちやく

 であるか、神経質的であるか安定的であるか、経験に対して開放的または非開放的であるか、調和的であるか敵対的であるか」

　ラクシュが考えこむ。自分と周囲の人間を思い出して、分類しているのだろうか。

「人格に関する一万八千ほどの形容詞のほとんどが五種類の要素に結びつき、典型的な集団に見られるばらつきの四〇から五〇％
 が遺伝子と結びついている」

　酒杯の表面を
眺
 なが

 めながら俺は続ける。

「また、遺伝的特性は環境によって表われやすさが違ってくる。
歪
 ゆが

 んだ人格は郊外社会への
過
 か

 
剰
 じよう

 適応だともいわれているね」

「適応して変になるの？」

　ラクシュが問いかける。

「殺人者や
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 であることが有利になる、という環境もある。戦場や
賭
 と

 
場
 ば

 を例にすれば分かるだろう？」

「あ、たしかに」

「そこに適応することがいいのか悪いのか」自身の論を整理していこう。「一例を出すと複雑化した社会では、人間関係を含んだすべてで誰が誰であってもいいと交換可能になる。だとすると、個人は必要とされず、その場その場で引きだされる存在がいればいいとなる。そこで、ある人間は場面ごとに人格を
解
 かい

 
離
 り

 してしまうんじゃないか？」

「あー、電話で話すのと実際に会うのとでは、まったく違う感じの人っているよね」

「それが過剰適応した解離だよ。昔ならともかく、今では誰も
薦
 すす

 めない対人作法だ」

　論を続けてみる

「個人を個人とみなさない社会だと、一部の人間は解離しても、また解離ゆえに耐えきれなくなる。さらに一部の人間は『どうせ誰も認めてくれないなら、こちらから社会を拒否してやる。自分だけが正しいんだ』と考えてしまう。そうなると、他人の意見を受けいれず、自らの
妄
 もう

 
想
 そう

 にのみ従う非社会的存在、怪物となる」

　俺は一息
吐
 つ

 いて論を続ける。

「彼らは理由なく人を傷つけることができる。理由は『そうしたいから』だ。彼らにはなにも精神的および器官的
疾
 しつ

 
患
 かん

 はないし、異常者でもない。単に遺伝や環境的な要素で人格が
著
 いちじる

 しく
偏
 かたよ

 っているだけで、場合によっては一般人より常識的に振るまうこともできる」

　自らの言葉が反射していく。

「だが、道徳や法を破ると不利益な場合は守るが、視線が届かない場所では平気で無視する。または見られていても破壊的行動を選ぶ」俺は述べていく。「彼らには他人を尊重することや、愛情や感情が理解できない。他者が自分と同じ人間とはどうしても思えないのだろうさ」

　俺は苦く笑う。

　ラクシュは少し不安げな
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の瞳で俺を見た。俺はガラス杯に映った自分の顔を
眺
 なが

 めていた。水滴が浮かぶ表面に映った、周囲の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちの姿も。

　俺たち攻性咒式士こそ、怪物の典型症例かもしれない。咒式士は普通の人間より
倫
 りん

 
理
 り

 や法を
欺
 あざむ

 き、超えやすい力を持ち、非常に自己中心的な価値観を持つ。

　だからこそ咒式士は、組合や協会や事務所を作り、必ず多人数で作戦行動し、わざわざ自らを
縛
 しば

 っているのかもしれない。

「完全に合理的な近代に完全に適応したとき、そこに人間というものが残っているのか、それが今の俺たちが理解している社会なのかは分からない」

「……どうしたら、そんな人たちを治せるの？　救えるの？」

　ラクシュの声は小さな
脅
 おび

 えを
孕
 はら

 んでいた。

　答えが存在しないという答えを、俺はダイクン酒とともに
喉
 のど

 の奥に飲みこんだ。

　特殊な原因があれば、特殊な原因を取りのぞけばいい。だけど、後追いで理解するしかない遺伝的関数や長期的な環境関数から
育
 はぐく

 まれた人格はどうしたらいいのか？

　電子的に合成された猫の鳴き声。ラクシュが携帯を取りだし、画面を眺める。少女の顔には
残
 ざん

 
酷
 こく

 な
喜
 き

 
悦
 えつ

 の色があった。

「ほら来た、例の殺人犯さんの間違い通信。次の死体はパラゾ通りの丸ビルの裏だって。しかも、今度の死体は女らしいよ」

「もうやめておけ」

　ラクシュの幼い顔を見ずに、俺は努めて
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な声で告げた。

「おまえは現状に不満で、変人を演じるだけの普通の女の子だ。怪物たちの世界に顔を突っこむより、もっと恋だの流行だの、楽しいことを追っかけていればいい」

「イヤよ！　そんな平凡で退屈な人生！　私は特別がいいのっ！」

　ラクシュは乱暴に席を立った。俺の背後から、猫の目で
睨
 にら

 みつけているのだろう。それでも俺は背後へ向かって声を投げる。

「普通でいいと思うけどな。両親の
避
 ひ

 
妊
 にん

 の失敗で生まれたのが、俺たちの配役だ」

「もうガユスなんか仲間に入れてやんないっ！　大っ嫌い、変態！　バカっ！」

　切りすてるようにラクシュが叫び、
椅
 い

 
子
 す

 の背にかけた上着を引っつかむ。怒りの足音とともに去っていった。

　足音が遠ざかっていくのを背中で聞きながら、俺はつぶやいた。

「ほらね、若い子の好きだの死ぬだのなんて、一時の勘違いだ。すぐに忘れる」

　老バーテンが注文を取ろうとするのを手で制した。俺は
空
 から

 になった杯の底を
眺
 なが

 めていた。

　ラクシュを愛せないのは、俺の性的
嗜
 し

 
好
 こう

 と年齢に
合
 がつ

 
致
 ち

 しないからだ。

　そして、彼女の本質が俺と同じだからだ。

　愛を欲しがるが、与えはしない。

　そんな人間を、誰も愛せはしない。









　
煉
 れん

 
瓦
 が

 造りの古いビルの裏面が並ぶ、路地裏。

　ギギナが壁に
凭
 もた

 れて立っている。ビルの
隙
 すき

 
間
 ま

 を
挟
 はさ

 んだ右隣にある木箱には、俺が腰を下ろしていた。

　夕暮れの街角に、大の男二人がなにをするでもなく並んでいる。恐ろしくマヌケな光景だった。

　携帯を取りだして、アーゼルを呼びだす。

「なに？　今は例の連続殺人事件で取材中なんだけど？」

　受話器の向こうでは、車や
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 の音が連なっている。新聞記者見習いのアーゼルは、今日もエリダナの街を走りまわっているらしい。

「いや、話というのは、その連続殺人の犯人は、捕まるか証拠が出ているのかなと思って」

「警察も未だに犯人像が
絞
 しぼ

 れていないらしいね」アーゼルは思い出すように続ける。「被害者の共通点が評判の悪い
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 というくらいで、なんの関連性もない。そこはベイリック警部補と関係があるあなたのほうが詳しいのでは？　なぜこの事件を？」

　アーゼルの声に疑念が混じる。ベイリックに
訊
 き

 くと面倒だから間接的に警察の動向を知りたかったのだが、アーゼルの
勘
 かん

 は
侮
 あなど

 れない。

「いや、少し寂しかったから、アーゼルの声を聞きたかっただけだよ」

「え、

噓

 うそ

 ？」

　少しだけアーゼルの声が上ずる。俺の話題の方向転換についてこれないのだろう。

「噓
 だよ」

「……おまえ、いつか殺す。絶対に殺す」

　アーゼルの声には怒りがあった。電話の向こうで圧力が高まる。

「ああ、ごめんごめん。単に興味深い事件だから、内情を知りたかっただけ。今度はどこかでご飯食べよう」

「それまで噓
 だと言ったら、つきあいを
止
 や

 めるよ？」

「これは本当」

「でも変だね」アーゼルの声に鋭敏さが混じる。「こちらの問いにまだあなたは答えていない。なぜ数ある事件であの事件だけに興味を持ったの……」

「ではまたね～」

　鋭いアーゼルの声を無視しつつ、俺は携帯を切る。これで
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 せた、と思う。

　通路を挟んだギギナの横顔に、笑みが浮かぶ。

「ガユス、
貴
 き

 
様
 さま

 はまた、金にもならない
厄
 やつ

 
介
 かい

 ごとに首を突っこんでいるらしいな。いや小娘に突っこんでいると言ったほうがいいかな」

　ギギナが漏らした言葉に、俺の呼吸が一瞬途絶した。

「誰から聞いた？」と
訊
 き

 くまでもない。青い
煉
 れん

 
獄
 ごく

 の常連客には、ギギナのお手つきの女
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 もいるからだ。

「あの半アルリアン女に愛想をつかされて、簡単に操れる中学生の少女に乗りかえたのか？」

「ああ見えて、あの娘は高等学院生だよ。あちらが物珍しさで寄ってきただけで、手なんか出してもいない。今ごろは飽きて家に帰っているさ」

　ギギナの嫌味は早めに断ち切っておく。そして無言の時間が砂のように過ぎる。

　自分が座る木箱に「鮮魚」と書いてあったのに気づき「服に臭いが！」と腰を浮かせかけた。が、今さら手遅れだと高僧のように悟って腰を戻す。

「その娘が自殺したがりだったが」俺の舌が勝手に言葉を
紡
 つむ

 いでいた。「ギギナは、死にたいと思ったことがあるか？」

　夕陽に染められたギギナの皮肉な笑みがあった。

「また貴様の無駄話が始まったな。そのうち、人間はどこから来てどこへ行くの？　宇宙の果てはあるの？　とでも言いだすつもりか？」

「悪かったよ。で、人間はどこから来てどこへ行くの？　宇宙の果てはあるの？」

　嫌がらせにギギナが
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに鼻先で笑った。

　俺の会話法にはかなり問題がある。ギギナを相手にして、自分の思考をまとめようとする悪癖がついてしまっているようだ。

「死にたいと思ったことはない。殺したいと思うことは多々あるが」

　美しき死神の笑顔を顔に浮かべたギギナが、俺を見つめているのに気づいた。この世には気づかないほうが幸せなことがあるようです。それもかなり多めに。

「自分を殺すなど意味がない。そこには
名
 めい

 
誉
 よ

 も勝利も存在しないし、状況の解決になっていない。問題があるなら、死力を尽くして立ちむかえばいいだけのことではないか」

「おまえには傷つく心がないのか？　自分が大嫌いで、そんな自らを切りすてたくて
堪
 たま

 らない場合が本当にないのか？」

　ギギナが不思議そうな顔をした。本当に理解できないらしい。

　そういえばドラッケン族の世界観では、自己嫌悪も苦境も敵であり、倒すべき対象としか考えないと聞いたことがある。その思考法だと反省もないだろう。

「そういう貴様は、自死を思うことでもあるのか？」

「腐れ人間にしか出会わない、借金、将来の不安、アホな相棒と何回か言ってみろ。俺の気持ちが分かってくるよ」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情のギギナが思考に沈んだ。やがて俺の顔を直視して答える。

「たしかに、最後の要素は落ちこむ事実で、私も常に貴様に対して思っていることだ」

「それは
嬉
 うれ

 しい共感だ。なるべくなら俺のために自己解決してくれ」

　夕暮れが近い
茜
 あかね

 色の空を見上げる。

　ラクシュに
賢
 さか

 しげなことを言ったが、俺にも死の誘惑がちらつくことがある。

　ジヴと愛を交わし、友人とバカ騒ぎをしていても、心の裏側から聞こえる声がある。

（本当に彼女を愛しているの？　本当に他人とつながっているの？　自分も他人も、生きていても死んでいても、無関係だとしか思えないのに？）と
囁
 ささや

 く、冷たく暗い声が。

「この一連の無意味な質疑応答の真意はなんなのだ？」

　ギギナの声が、俺を現実に引きもどす。俺は長い溜息を
吐
 つ

 く。

「毎日毎日、人が人を殺すこの世界に、俺たちの仕事にうんざりしてこないか？」

　俺の疲れた問いに、ギギナが迷いもなく答える。

「子供の疑問だな。我々ドラッケン族は真剣勝負を
尊
 とうと

 ぶがゆえに、相手の命と自分の命を
剣
 けん

 
鋒
 ぽう

 に乗せるだけだ」

「その思考は、快楽殺人とどこが違うか説明できるか？」

　ギギナはしばらく考え、
槍
 やり

 のように長大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを地面に下ろした。

「ドラッケン族なりの誇りと
名
 めい

 
誉
 よ

 の法則で戦っているが、どこまでも地域の多数決での正当性だ。そして、私の内部に闘争と相手の死を楽しむ心情があるのも否定できない」

　ギギナの返答が今になって届く。ドラッケンの戦士が自らの内心を
解
 かい

 
剖
 ぼう

 するように話すことは珍しい。ギギナは銀の瞳を向けてきた。

「ただ、闘争に意味を求めてはならない。それは意味があるなら殺すという愚考につながる」

「年中無休でギギナの論理は意味不明だな。話がどこに向かっているか分からなくなる」

「お互い様だ」

　ギギナの言葉に違和感を抱いたが、俺には正確に指摘する言葉がなかった。二人はそれぞれの論理のように、それぞれの方向を
眺
 なが

 めていた。

「来たぞ」

「ああ」

　俺とギギナの間、ビルとビルの
隙
 すき

 
間
 ま

 から音が響いた。薄暗い空間の奥から、肉球が地面を叩く軽い
旋
 せん

 
律
 りつ

 が届いてくる。くだらなさに嫌がる情報屋のヴィネルに安くない金を払って、巡回路を調べあげた
甲
 か

 
斐
 い

 があった。俺とギギナは視線を合わすことなく準備にかかる。

　二人の
狭
 はざ

 
間
 ま

 から、夕闇の大気を切り裂く一陣の疾風が飛びだす。風の正体は、俺たちが追っていた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 強化猫だった。

　猫の細い
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が俺と
交
 こう

 
錯
 さく

 する。
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 するような瞳は、次の瞬間に衝撃で揺れる。

　
三
 み

 
毛
 け

 
猫
 ねこ

 の全身は
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 に
囚
 とら

 われ、自らの勢いで地面に落下した。猛獣のような鳴き声をあげながら、アスファルトの上で激しく暴れていた。

　
四
 し

 
肢
 し

 を振るが、猫の体は
繊
 せん

 
維
 い

 にさらに絡みつくだけだった。

　ギギナが屠竜刀ネレトーの先端で発動した、生体変化系咒式第二階位〈
蜘蛛絲
 スピネル

 〉の
蜘
 く

 
蛛
 も

 の
網
 あみ

 に囚われたのだ。

　咒式で生み出されたポリペプチドや
蛋
 たん

 
白
 ぱく

 
質
 しつ

 で構成される蜘蛛の糸は、伸縮可能な糸や構造保持用の強度の高い糸が組みあわされた複合繊維である。単位質量あたりの強度は、
鋼
 こう

 
鉄
 てつ

 やケプラー
繊
 せん

 
維
 い

 をも
凌
 しの

 ぐ。糸の自重を考えないとするなら、直径一ミリメルトルで百キログラムル超の質量をも充分に支える強度を持つのである。

　伸縮性に優れた
蜘
 く

 
蛛
 も

 の糸なら、飼い主からの傷つけ厳禁の注文も果たすことができる。

　実は猫嫌いのギギナを説得して
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使わせることが、一番の苦労だった。

　ギギナがなおも暴れる猫を踏みつけて黙らせようとしているのは、かなりダメだと思う。

　相棒の
無
 む

 
思
 し

 
慮
 りよ

 を止めようとした俺の胸に振動。猫の叫び声を
貫
 つらぬ

 いて、携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 が鳴りだした。この経済的危機で忙しいときに、ラクシュからの番号だった。

「なんだよ、今は大人の事情で忙し……」

「ヤあ、こンにチはガユスさん」

　声に対し、俺は
軽
 けい

 
薄
 はく

 な
喋
 しやべ

 りを止めた。声の主はラクシュではない、他の誰かだった。

「電子合成の声になるなんて、思春期の声変わりも
明後日
 あさつて

 な方向へ進化したものだね」

　受話器の向こうからは、半拍子遅れて音響機器の共鳴現象のような笑い声が湧きあがる。録音を警戒して、音声を二重変換しているのだろう。念入りな偽装に嫌な予感がする。

「オモしろイな、アなタは」

　相手は心から楽しんでいるようだった。俺は思考を巡らせ、返した。

「おまえのおもしろさには勝てないよ、街の女の子に
噂
 うわさ

 の、咒式士連続殺人犯にはね」

　受話器から無言が続いた。蜘蛛の巣ごと気絶した猫を片手に下げていたギギナが、視線を向けてくる。俺は手を振って制す。

「……ヨく分かリましタね」

「ラクシュが殺人犯からの通信で死体を見にいったからな。あいつの
悪戯
 いたずら

 かとも考えたが、本気で俺に愛想をつかしていたから、もはやないだろう。とすると、ラクシュの携帯に送られたのが、もともと間違い通信ではなかったと考え、返答を誘っただけだ」

「ソのとオり。あなたが狙いにナったのデスよ。実ハ僕はガユスさんの知りアいの女子高生と、いルのでスが」

「それはどうも。はっきりラクシュを預かっていると言えば、時間の節約になるよ」

「今カら僕ト一対一デ会エまセんカね。モちろン
愚
 ぐ

 
鈍
 どん

 な警察ハ抜キで。強制ハしマせんガ、今カら十五分後、ボルク通りのレヘイン工業跡地でドうデしょウか？」

「まあ、素敵なお誘いに感激。ドレスはなにを着ていこうかしらん」一転して俺は口調を冷たいものに変える。「だが、俺がラクシュを迎えにいく理由がないね」

　
気
 き

 
色
 しよく

 悪い含み笑いのあとに、相手が続ける。

「こノ数日、あナたは少女トいた。見捨テるのも無理ハない程度ノ関係でス。ダけド、来ナいなラ来ナいデ、五人目ノ死体を作ルだケでス。ダカら強制はシマせん」

「行っても俺には利益がない。行かないね」

　鼻先で笑い、俺は通信を切る。

「また
厄
 やつ

 
介
 かい

 そうな事態に関わっているのか？」

　猫に触れないようにしながらギギナが告げた。俺は手前に駐車していたヴァンに飛び乗り、個人認識装置を解除する。

「向こうが俺一人と遊びたいそうだ。ギギナは猫を届けていろ」

　俺はヴァンの動力を入れながら、言葉を叩きつける。

「私はどうやって事務所に帰るのだ？」というギギナのつぶやきを背後に置きさり、ヴァンは
疾
 しつ

 
駆
 く

 しだす。









　
操縦環
 ハンドル

 を切り、通りを右へと曲がる。
轢
 ひ

 かれかけた通行人が文句をわめくが無視。

　再び携帯の受信音。起動させて、手放しで話せるようにする。

「ヤはリ動キましたネ。到着まデお
暇
 ひま

 でシょうカラ、お話シなどドうでしょウ？」

「いたれりつくせりだ」

　直線に出て、ヴァンは速度を上げる。流れる車を追いぬいていく。

「実ハ僕はあなたを尊敬してイるのデスよ」機械的な音声が車内に響く。「愚人ドもヲ九百人以上も殺した、偉大なル殺人王ザッハドにハ及バないとシてモ、エリダナでモ指折リの殺人者タるあなタをネ」

「俺よりギギナのほうが、殺人者として重症だと思うが？」

「ギギナさンは誇りヤ
名
 めい

 
誉
 よ

 デ動く。ツまりハ殺人デハなく闘争を楽シむ戦士ニすギない。第一、動カしヨウがなク心情ヲ理解デきナイ」

　ギギナより、俺のほうが
隙
 すき

 や弱点が多いというわけか。よく調べたものだ。

「デは、時間ツぶシに質問を一ツ。ドうして人は人ヲ殺シてはいけナイのでショうか？」

　俺は運転席の画面に表示させた地図を確認し、左折。ボルタ通りに出て、
寂
 さび

 れた郊外の街並みを走りながら相手に答える。

「古来、社会が殺人を禁止したことはないね」

　慎重に答える必要がある。

「いつの時代も戦争で人を殺し、犯罪者を死刑にしてきた。ただ、味方を殺してはならない、敵を殺せと分けてきただけだ」

　車内に例の
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な笑声が響く。

「デは、殺人ハ許可サれるト？」

「いいだろう、おまえのくだらない議論ごっこにしばらくつきあってやるよ」

　信号を無視して直進し、話を続ける。

「倫理道徳や法なんて
曖
 あい

 
昧
 まい

 な論議は、おまえも聞きたくないだろうから、効率論から言おう」

　俺は単純な答えを述べる。

「殺人を前提とした社会は存続不可能だし、論理的にも
矛
 む

 
盾
 じゆん

 する」

　受話器の向こうからは答えがない。だが、続けてやる。

「互いに互いが潜在的な敵である社会では、全員が不安で、自分を守るために過大な労力が必要とされる。そんな社会は発展することが難しく、いずれ自滅する」

　単純明快な論理を続ける。

「殺人を肯定することは、実は殺人者にも不都合だ。殺人者にしても、人を殺す機会を得るその前に、自分が殺されるわけにはいかない」結論は簡単だ。「つまり、殺人を原則的に否定する社会であるほうが、誰にとっても都合がいい。殺人の禁止を否定しても、問いかける殺人者も殺されるので、問いかけ自体が成立しなくなるだけだ」

　怒りを含んだ沈黙の後に、相手の声が続ける。

「関係ナい。僕は自分ガ殺シたいカら殺すし、自分ノ死も恐レなイ。無関係デスね」

「社会に恩恵を受けながらも、その社会と無関係を気どる、か。俺が言うのもなんだが、カッコ悪いというより、頭が悪い」

　車は夜の街を疾走していく。
人
 ひと

 
気
 け

 のない通りに踏みこむと、闇にそびえるレヘイン工業の建物が目に入る。

　車ごと衝突させ、入り口の侵入防止の板を破砕。敷地へと乗りこむ。









　石造りの工場の内部へ、足を踏みいれる。
靴
 くつ

 の裏で割れたガラスの破片が音をたてた。

　
撤
 てつ

 
去
 きよ

 されずに残った工作機械が、
錆
 さ

 びた地金を
晒
 さら

 している。
等
 とう

 
間
 かん

 
隔
 かく

 に並ぶ太い柱が、吹きぬけの天井を支えていた。

　九年前のエリダナの
咒
 じゆ

 
震
 しん

 以降、立ちなおれない企業の倒産が相次いだ。そんな
廃
 はい

 
墟
 きよ

 ばかりが市内に増えていて、
他
 ひ

 
人
 と

 ごとながら心配だ。

　二階の窓や破れた天井から降りそそぐ、星明かりと遠いネオン光を頼りに奥へと進む。冷たい石柱の陰に、人影が切りとられていた。

「僕ノ劇場へ、ヨうコそガユスさん」

　二重音声変換器を
口
 くち

 
許
 もと

 に当てながら柱の陰から現れたのは、細い影。黒髪に同色の服の上下で、
小
 こ

 
柄
 がら

 な全身を包んでいる少年だった。黒い瞳は、闇よりも静かな無感情を
湛
 たた

 えていた。

「よう少年」

　陽気な声をかけてやると、連続咒式士殺人犯は、黒い瞳に感情の揺らぎを見せた。

「僕が子供だからって驚かないんですね」

　音声変換器を腰に戻した少年が言った。体格や地声の高さから言っても、まだ十代の半ばといった年頃だろう。少年の腰の左には、不似合いなほど
禍
 まが

 
々
 まが

 しい
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が下がっている。

「死体を飾る自意識
過
 か

 
剰
 じよう

 な殺しかたに、理屈を求める会話から、予想はしていたよ。もっとも、普段から相棒の奇行を見ているから驚かない、というのが本当のところだな」

　俺の言葉の
端
 はし

 
々
 ばし

 が、少年の無表情な瞳に感情にさざ波を起こすことを確かめる。

「それで、おまえに捕まったラクシュはどこにいる？」

「僕の名を名乗っていませんでしたね。ま、イエッガとでもしておきましょうか」

　自分の優位を確認したのか、イエッガと名乗る少年は元の無表情に戻る。

「イエッガ、ね」

　俺は苦い笑みを浮かべる。

「たしか、何年も前に
逮
 たい

 
捕
 ほ

 
収
 しゆう

 
監
 かん

 されている史上最悪の連続大量殺人犯、ザッハドの家名だ。痛い人間がやりそうな最低の命名感覚だね」

「それはどうも」

　少年が
余
 よ

 
裕
 ゆう

 の笑みを
唇
 くちびる

 に刻む。

「あなたがご
執
 しゆう

 
心
 しん

 の、くだらない女子高生はそこにいます」

　少年が首で示した方向を横目で見る。工場の奥一面を
覆
 おお

 い隠すように、黒い幕がかけられていた。闇色の幕の足下には、手足を
縛
 しば

 られたラクシュが転がっていた。少年の余裕の根拠だ。

「ラクシュ、意外に元気そうだね。変なことをされなかった？」

　口にも布が巻かれているラクシュが俺に叫ぶが、
不
 ふ

 
明
 めい

 
瞭
 りよう

 でよく分からない。少女が言いたいことを代弁してやる。

「それで、俺になんの用がある？　プリエール高等学院、ラクシュと同じ学級の男子生徒とやらが？」

　少年の瞳が
動
 どう

 
揺
 よう

 の色を浮かべる。

「……どうしてそれを？」

「何度も分かりやすい誘導に引っかかるなよ」
欠伸
 あくび

 をしたくなるほどの退屈さだ。「友人の少なそうなラクシュの携帯番号と、幼く見えるけど実は女子高生だということを知り、子供じみた犯罪をするものという条件の範囲は、かなり狭い」

　推理というほどのことではない。

「だとすると、彼女が言った気持ち悪い級友が犯人ではないかと思っただけだ。あの夜、犯罪者の級友がラクシュを尾行していて、出会った俺のほうに興味を移した、というのが本当のところかな？」

　言葉を向けると、イエッガは瞳を輝かせた。アホ臭いことに俺の予測がだいたい正解らしい。

「やはりあなたは素晴らしい。ガユスさん、僕はあなたに共感を持っているのですよ」

　工場中央へと、少年は舞台俳優のごとく
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と歩んでいく。

「以前からエリダナの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を調べていたけど、あなたの殺人方法が一番いい。単に刃物を振りまわし、爆裂咒式で殺害することは退屈だけど、あなたはいろんな咒式を使って殺人方法にこだわっているのが素晴らしい。それはすでに芸術的だと言ってもいい！」

　俺は黙っていた。

　イエッガという少年は、
素人
 しろうと

 臭い勘違いをしている。

　俺の手数が多いのは、単に化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式士だからだし、短期決戦の戦いが少ないからだ。裏を返せば、最初の一撃で勝敗を決する力がないだけだ。

「初春に起こった咒式士連続殺人事件も、あの頭の悪いガキの
仕
 し

 
業
 わざ

 じゃないのは分かっていた。どう考えても咒力が足りない。あれはあなたの仕業なんでしょう？」

　調査不足だよ少年。被害者は高位重力咒式で殺された。あの恐るべき
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
鬼
 き

 、魔女ニドヴォルクの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 によって。教えてやる義理はないが。

「あなたはエリダナで唯一、この僕の思想と戦いを理解できる人間だ」少年は続ける。「だからこそ、こんな手間をかけてまで呼びよせたのです。そして、僕の聖なる像を見てほしい！」

　少年の口が半月状の笑みを浮かべ、手元に隠し持っていた
紐
 ひも

 を引く。工場の奥を
覆
 おお

 っていた幕が落ちるのと同時に、用意されていた自動照明が左右から淡く
灯
 とも

 る。

　ラクシュのくぐもった悲鳴が、工場の闇を引き裂く。

　四人目の被害者の女咒式士が立っていた。無惨にも、
太
 ふと

 
股
 もも

 や足を四振りの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に
貫
 つらぬ

 かれて全裸で立たされていた。

　白い首筋から上に続く女の顔の代わりに、悪相の男の
苦
 く

 
悶
 もん

 に
歪
 ゆが

 む顔が乗っている。

　女の頭部は、腹まで切り裂かれた自らの
膣
 ちつ

 の内部で血の涙を流していた。
口
 こう

 
腔
 こう

 には、
薄
 うす

 
桃
 もも

 色の子宮と男の赤黒い
陰
 いん

 
茎
 けい

 が押しこまれている。

　腹部からは小腸と大腸が引きだされ、女の全身を何重にも巻く衣装となっていた。聖女のように高く左右に掲げられた両手の先は、それぞれの咒式士の頭部につながっている。手は断面から内部に差しこまれていた。
眼
 がん

 
窩
 か

 から人差し指と中指を、口腔から親指を突きだしている。

　首飾りの正体が、
瞳
 どう

 
孔
 こう

 の収縮した八つの眼球に紐が通されていたものだと気づいた。俺は胃から食道まで
這
 は

 い上がる
嘔
 おう

 
吐
 と

 感を抑えることに必死だった。

　腐臭を漂わせる眼前の造形物は、殺害された三人の咒式士たちの頭部と、四人目の死体を組みあわせた狂気の聖像だった。

　ラクシュの絶叫が再開していた。イエッガの目に嫌悪感が宿る。

「うるさい。せっかくガユスさんに僕の聖像を鑑賞してもらっているところなのに」イエッガが腰から魔杖剣を引きぬく。「もういいよ
淫
 いん

 
売
 ばい

 、さっさと死ね」

　
禍
 まが

 
々
 まが

 しい形状の魔杖剣の切っ先が〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を
紡
 つむ

 ぎ、ラクシュへと放つ。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。闇を照らした爆発が去り、爆煙が晴れていく。

　爆裂範囲から離れて、俺はラクシュを抱えつつ床に転がっていた。

　
咽
 む

 せる声。口を布に覆われて嘔吐したため、ラクシュは呼吸障害を起こしはじめている。口布を取り、口に指を突っこむ。必死に
吐
 と

 
瀉
 しや

 
物
 ぶつ

 を取りのぞく。

　
咳
 せ

 きこみながらも、ラクシュはなんとか自力呼吸を始めた。少女を抱える俺を見据え、イエッガが
苛
 いら

 
立
 だ

 った声をあげる。

「なぜ邪魔をする。あなただって、その豚のような
糞
 くそ

 
売女
 ばいた

 を嫌っていただろうが！」

　震えるラクシュを柱に寄りかかるようにさせて、俺は立ち上がる。ラクシュを隠す位置に立ちながら、答える。

「気に入らないからって人を殺すなよ。真性のバカかおまえは？」

「あなたも結局はくだらない
蛆
 うじ

 
虫
 むし

 の一人か」
瞋
 しん

 
恚
 い

 の炎を宿していた少年の瞳が、氷点下へと凍りついていく。「まあいい。あなたも悪人といえば悪人だし、それを殺すのも正義だ。そして僕は一人で高みに昇る」

　宣告の終わりと同時に放たれた、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉と、俺の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉のトリニトロトルエンの爆発が衝突。
緋
 ひ

 と黒の爆風が工場内に吹き荒れる。

「来いよ、
蛆
 うじ

 
虫
 むし

 君！　俺が殺してやる！」

　ラクシュを巻きこまないために、挑発をしながら暗い工場の内部を水平に疾走。激情のままに乱れた足音でイエッガが追ってくる。

　横手からイエッガの化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 第三階位〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉のナパーム火線が放たれる。

　が、発動しない。俺が
傍
 かたわ

 らで展開していた化学錬成系咒式第二階位〈
窒息圏
 チヤクス

 〉の、二酸化炭素と一酸化炭素により、燃焼反応を阻害されたのだ。

　イエッガも瞬間的に理解し、無酸素の空間から横転して逃げる。同時に
紡
 つむ

 いでいた
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系咒式第二階位〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放ってくるが、俺は床の上に突き立てた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガで受ける。百万ボルトルの電撃を、床へ放電させて耐える。

　魔杖剣を
翻
 ひるがえ

 して
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。俺の一撃を、
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした顔をしたイエッガは魔杖剣で受け止める。

嚙

 か

 みあった
刃
 やいば

 のまま体重差で石柱へと押しつける。

「光速の〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉がなぜ受け止められたのか、不思議そうな顔をしてやがるな」

　化学錬成系咒式第一階位〈
矢髑
 ビ・ネ

 〉のｄ─ツボクラリンを宿らせた猛毒の刃を、イエッガの首筋へと力で押しながら、俺は言ってやる。

「敗因その一。電撃咒式でいきなり心臓を狙うなんて予測が簡単で、今どき
素人
 しろうと

 でもしないね」

　眼前には黒い刀身と、
怯
 おび

 えるイエッガの表情。
素人
 しろうと

 に毛が
生
 は

 えたほどの少年が、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式を使えるわけがない。目の前の魔杖剣から強力な咒力の放射を感じる。魔杖剣がかなり特殊で、少年に力を与えていると考えるしかない。

　イエッガは俺の刃を
逸
 そ

 らし、石柱を
蹴
 け

 って逃げる。

　俺の化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第三階位〈
微塵極針
 チリアツト

 〉の咒式が発動。生みだされた単分子の針の群れが、イエッガの逃げ遅れた右足首へと放射される。足首から先を血霧に変えて消失させる。

　悲鳴とともにイエッガは石柱に隠れる。俺も向かいの石柱に隠れ、空の咒弾倉を捨て、新しい弾倉を
装
 そう

 

塡

 てん

 する。

「敗因その二。おまえは口先だけで、基本的な咒式技術や体術ができていない。だから近距離戦だというのに、俺のような後衛の攻性咒式士にすら圧倒される」

「うるさい、黙れっ！」

　向かいの石柱の陰で、イエッガが
止
 し

 
血
 けつ

 咒式を発動する光が漏れていた。

「おまえはなんのために、こんなくっだらない殺人を行った？」

　
遊
 ゆう

 
底
 てい

 を引いて
初
 しよ

 
弾
 だん

 を薬室へと送りこみながら、
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 するような声を出してやった。

「僕は、正しい殺人をしているんだ！　この剣が力をくれたんだ！」

　
苦
 く

 
鳴
 めい

 のようなイエッガの叫びが闇に反響する。

「僕が殺した攻性咒式士たちは、咒式を利用して、盗みや暴行傷害などの悪事を働く
愚
 おろ

 かなやつらだ。だったら殺しても構わないだろう？」

　引きつった笑い声で続ける。

「みんな
糞
 くそ

 にたかる蛆虫だ。愛だの心だのくだらないし、生きる価値なんて誰にもない。だから僕が殺してやる！」

「笑っちゃうほど典型的、だな」

　俺は、冷たくなっていく自分の声を聞く。柱の陰から、
激
 げつ

 
昂
 こう

 したイエッガが飛びだしてきた。俺と石柱ごと範囲に巻きこむ強大な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動する。

　化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第四階位〈
死哭燐沙霧
 バル・バス

 〉で合成される物質はサリン、正式にはメチルホスホン酸イソプロピルフルオリダートだ。
副
 ふく

 
交
 こう

 
感
 かん

 
神
 しん

 
経
 けい

 による
熱
 ねつ

 
代
 たい

 
謝
 しや

 を破壊し、体内温度を五十度以上にさせる猛毒の
霧
 きり

 が空中を満たす。

　少年の顔に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 が広がる。猛毒の霧の
傍
 かたわ

 らに、俺は平然と立っていたのだ。

「敗因その三。通常の死体の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 
括
 かつ

 
約
 やく

 
筋
 きん

 は
弛
 し

 
緩
 かん

 する。だが、おまえの殺した咒式士たちの
瞳
 どう

 
孔
 こう

 は収縮していた」

　俺は聖像を構成する死体を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 して、少年に示す。

「これは有機燐系の毒により副交感神経が刺激され、心拍動が抑制されて停止し、瞳孔が収縮したまま死亡することによって引きおこされる症状だ」

　
余
 よ

 
裕
 ゆう

 すら見せてやる。

「おまえのような咒式士見習いが、本職の咒式士を毒殺するには奇襲しかない。
併
 あわ

 せて考えると、
有
 ゆう

 
機
 き

 
燐
 りん

 系の毒ガス咒式が奥の手だと宣言しているようなものだ」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を上げていきながら、続ける。切っ先は少年の顔に向けられる。

「敗因その四。おまえの咒式は精密さも練りこみもまったく足りない。自分が巻きこまれることを防ぐため、この手の毒ガス咒式は限定結界内に発動するが、純粋な透明のサリンの場合は、範囲を見切って
躱
 かわ

 すことすら難しい」

　切っ先は少年の顔に据えられる。

「サリンという物質が、リン塩化物から
亜
 あ

 リン
酸
 さん

 トリメチルを合成し、さらにメチルホスホン酸ジメチル、メチルホスホン酸ジクラロイドを経由してメチルホスホン酸ジフルオリドという
前
 ぜん

 
駆
 く

 
体
 たい

 を作り、金属イソプロピル化物やイソプロピルアルコールを反応させて発生させるという手順を、思考と咒式で
辿
 たど

 っていない」

　冷たい切っ先を掲げたまま、足を進める。

「だからおまえの咒式は、
溶
 よう

 
媒
 ばい

 や副産物にメチルホスホン酸ジフロリドと反応してエチルサリンやシクロサリンといった不純物が混じって黄色がかってしまい、発動時に視認できてしまう」

　俺はイエッガに時間をかけて近づく。少年は魔杖剣の引き金を何度も引く。しかし、
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 すら
紡
 つむ

 いでいないため、空砲音しか発生しない。

「俺が長々と
喋
 しやべ

 ったのは、もうおまえに抵抗できる力がないからだ。分かったかな？」

「僕は、僕は……」

　イエッガが
掌
 しよう

 
中
 ちゆう

 の魔杖剣を突きだす。剣で払いのけると、少年の手から魔杖剣が跳ねた。

　天井から落ちてきた魔杖剣を、俺の左手が

摑

 つか

 む。

「本来のおまえには使えない咒式を、この特殊な魔杖剣の力で引きだして、卑劣な奇襲で
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士を殺すことはできるのだろう」

　残忍な笑みが口の
端
 は

 に浮かぶことを抑えられない。

「だが、本当に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を扱うような頭も才能もない。借り物の力では、
殺
 さつ

 
戮
 りく

 咒式が飛び交う戦場では無力だ。せいぜい自決用の短剣にしかならない」

　イエッガが言葉にならない絶叫をあげ、腰の後ろから短剣を引きぬこうとする。俺はイエッガから奪った
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を半回転させ、少年の薄い胸板に突き刺す。

　跳ねた鮮血が、俺の顔や手に降りかかる。
拭
 ぬぐ

 いもせずに続ける。

「敗因その五。おまえにあるのは他者への不平不満と
過
 か

 
剰
 じよう

 な自意識だけだ。だからといってなにも生みだせないし、誰にも愛されない。平凡な人間になれない、ただの
屑
 くず

 だ」

　自分の胸から
零
 こぼ

 れる血潮を、イエッガの眼が不思議そうに見下ろす。次に、俺を見上げる。こんな結末は

噓

 うそ

 だと同意を求めるように。

　だが、現実は
残
 ざん

 
酷
 こく

 なまでにそびえる。

「おまえの目に他人が
蛆
 うじ

 
虫
 むし

 に見え、愛や友情を得られない理由を教えてやろう」

　俺の胸の
昏
 くら

 い感情が、絶対零度の言葉となって口を
衝
 つ

 いて出た。

「おまえが思うように、この世界に愛や優しさが存在しないからではない」

　少年の顔に自らの顔を近づけて、
囁
 ささや

 くように真実を告げてやる。

「おまえ自身がそれらを受けとる資格のある人間ではないからさ。おまえのような愚かで
醜
 みにく

 く汚らしい蛆虫以下の存在は、誰からも愛されない。ただそれだけのことだよ」

「ち、違う、違う、そんな、僕は……！」

　俺は自分の魔杖剣で二重に
紡
 つむ

 いだ化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式第一階位〈
噴矢
 ロレイ

 〉を、少年の胸を
貫
 つらぬ

 く魔杖剣に宿らせる。イエッガの胸から生えた魔杖剣の
柄
 つか

 
頭
 がしら

 から、黒色火薬が炎となって噴出した。
刃
 やいば

 は一気に少年の軽い体を後方へと引きずる。

　後退していくイエッガの背中が、呪われた聖像に激突した。衝撃で心臓を抜けた刃が、少年の体を貫通した。切っ先が死体の山に刺さり、少年を固定。イエッガ自身を
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの聖像の一部と化した。

　イエッガがなにかを言おうとして口を開いたが、大量の血泡が吐きだされるだけだった。瞳からは光が消えた。固定された
苦
 く

 
悶
 もん

 の表情は、折れるように背後へと倒れた。

　自らが偶然に作ってしまった、悪趣味な活劇の幕切れのような光景。俺は吐き気がするほどのくだらなさを感じていた。

　魔杖剣を
鞘
 さや

 に納め、ラクシュを置いた場所まで戻る。
吐
 と

 
瀉
 しや

 
物
 ぶつ

 で制服の胸元を汚した少女が、手を床に立てて震えていた。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だったか？　もう終わったよ」

　優しい声で腰をかがめて手を差し伸べる。しかし、ラクシュは腰を地面につけたままで、後ずさりした。

　少女の細い首は、小さく左右に振られる。

「どうして人を殺した直後に人に優しくできるの？　そんなの心がないからできることよ！」

　恐怖に見開かれた瞳が、射しこむ月光に浮かびあがる。

「あいつもあなたも同じよ！」

　涙を
零
 こぼ

 すラクシュの瞳に映る、
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの俺自身の顔を見てしまった。

　そいつはどこかで見たような、半月状の
歪
 ゆが

 んだ笑みを口に浮かべていた。

「あなたも怪物よ、心を持たない怪物だわっ！」

　ラクシュの叫びが、俺の心を
貫
 つらぬ

 いた。

　少女はさらに高い悲鳴をあげ、俺の胸を両手で突きとばした。少女は立ち上がり、子猫のように逃げていった。工場の出入り口から、ラクシュは逃げた。足音もすぐに消えた。

　月明かりとネオンが射しこむだけの暗い工場に、俺は一人で立っていた。

　俺は薄闇に差し伸べたままになっていた、自らの手を見つめる。
掌
 てのひら

 を濡らす少年の血は、闇のなかで黒い染みのように見えた。なにも

摑

 つか

 めない手を戻すしかなかった。

　
静
 せい

 
謐
 ひつ

 から逃げるように、俺がその場を立ちさろうとした瞬間、調子外れに陽気な電子音が工場内に鳴り響く。音源を探ると、俺の
傍
 かたわ

 らに落ちていた。音は少年の旧式な携帯端末から放たれていた。

　無視して去ろうとする。勝手に声が流れだす。

「どうも初めましてガユス君。どうやら、少年は君に殺されたみたいだね」

　冷たい声に、俺は正体が予想できた。

「おまえが少年に剣を渡した存在、ということか？」

「そう、君の想像どおりだよ」

　無機質な声が肯定した。

「私こそが、愚かな少年に、知識や力が不足している咒式を発動可能にさせる、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
殺
 さつ

 
戮
 りく

 せし
刃
 やいば

 イエッガ〉を渡したものだ」

　工場のコンクリ床の上で光る携帯の画面に、俺は問いかける。

「何者だおまえは？　なにが目的で、子供の
幼
 よう

 
稚
 ち

 な殺意を現実化させるような
真
 ま

 
似
 ね

 をする？」

　相手は心底
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな笑い声をあげる。人の心に
無
 ぶ

 
遠
 えん

 
慮
 りよ

 に触れてくるような、不快な声だった。

「その二つの問いの答えはひとつ。私が〈ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 〉の一人であり、そのなかでも左足の薬指、ヤコウスだからですよ」

　声の主は、世界を
嘲
 あざけ

 るように言った。十字教における聖使徒の名前を
詐
 さ

 
称
 しよう

 する趣味の悪さは、少年以上だ。耳
障
 ざわ

 りな声が続ける。

「賛美せよ、
隷
 れい

 
従
 じゆう

 せよ、偉大にして至高なる我等が主君、狂王ザッハドの
勅
 ちよく

 
令
 れい

 はいまだ発せられない」歌うように宣言がなされる。「私の役目は狂王の意思を
慮
 おもんぱか

 り、楽しんでいただくために、かわいい怪物どもを、心に黒き衣をまとうものどもを、この世界に解きはなつことである！」

「そんなことをして、なんの意味がある！」

　俺は瞬間的に問いかえしていた。

「意味？　なんだねそれは？」

　本当に理解していないといった声だった。感情が存在しない無機質な声だ。

「君の内部にも、我らに通じるものがある。だからこそ、愚かな少年を使って君の怪物の資質を確かめたのだ」

　床の携帯から響く声が、俺を試すように告げた。

「君の内部に巣くう怪物は、予想以上に素晴らしい凶暴さを持つ。充分に合格だ」

「変態集団の入会試験に
申
 しん

 
請
 せい

 
書
 しよ

 は送ってないけどね」

　俺の声を声の主が
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 する。

「では、なぜ君は警察に少年を引きわたさなかった？　なぜ君はあんな
残
 ざん

 
酷
 こく

 な方法で少年を殺した？　本当は悪と低能を
[image: ]

 ね

 じふせる、圧倒的な力と論理の
行
 こう

 
使
 し

 を楽しんでいたのでは？」

　俺には答えられない。答えることができなかった。俺は足を上げる。

「答えはまだ出さなくてもいい。君はまた
殺
 さつ

 
戮
 りく

 を繰りかえすし、資質を持つ者は他にも
膨
 ぼう

 
大
 だい

 にいる」声には
愉
 ゆ

 
快
 かい

 さが含まれていた。「だが、いずれまた
相
 あい

 
見
 まみ

 えるときもあろう。その
栄
 は

 えある
邂
 かい

 
逅
 こう

 、祝福されし迎えのときまでに答えを用意してくれたまえ」

　ざらついた笑い声への返答代わりに、俺は携帯を踏みつぶしていた。

　これ以上〈ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 〉のヤコウスを名乗る声を聞くことが、耐えられなかったのだ。携帯の破片をさらに足で踏みにじり、
樹
 じゆ

 
脂
 し

 と金属の破片に変える。

　振りかえると、死体の聖像にある五つの顔があった。男たちに女の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の顔。そして少年の死に顔。

　死者たちの瞳は、
嘲笑
 あざわら

 うかのように俺を見下ろしていた。

　少年の
胸
 きよう

 
腔
 こう

 を
貫
 つらぬ

 いた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 
頭
 がしら

 が、砂のように
崩
 くず

 れていく光景が見えた。

　通報を受けた警察が到着する赤色灯を遠くに眺めてから、俺はヴァンに乗りエリダナを走る。夜半に事務所に帰り、
椅
 い

 
子
 す

 に深く身を沈める。

　
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 も拾っておいたから、俺がたどられることはないだろう。また、真犯人制圧の
手
 て

 
柄
 がら

 を警察自身のものにしたいだろうから、少年の捜査で終わる。









　事務所の立体光学映像の報道では、事件の続報が流れていた。連続殺人の犯人だとか、少年の顔写真と実名が
電
 でん

 
網
 もう

 世界に流れたとかだ。興味はすでにない。

　
愚
 おろ

 かな少年は
騙
 だま

 せたが、殺人を否定する言葉を、俺は提示しきれていない。

「どうして人を殺してはいけないの？」と問う存在。他者により自分の
尊
 そん

 
厳
 げん

 が作られているという大前提を必要としない、人間外の存在。

　自分をも必要としない彼らには、社会や他者は風景で、言葉は雑音にすぎない。

「くだらない感想だな」

　
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 した俺は、時計で昼前だと気づいた。事務所を出た。

　ホートンの所でポロック揚げでも買おうかと歩く。駅前に向かう大通りの人波に混じる。

　人波のなかに見知った
亜
 あ

 
麻
 ま

 色の髪と瞳の顔を見つけ、俺の足が止まる。

　
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 に混じって、紺色の
襟
 えり

 の制服を着たラクシュが歩いていた。少女は同じ制服の少女たちと連れだって歩いている。

　俺とラクシュの視線が
刹
 せつ

 
那
 な

 の時間だけ出会った。だが、少女は俺に気づきもせず、隣に並ぶ同級生に顔を戻して
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに笑っている。

　同時に、ラクシュの左手首にある包帯の量が減っていないことにも気づき、俺は苦笑する。

　ただ、少女の顔にあった甘えた幼さは少しだけ
拭
 ぬぐ

 いとられていた。

　非日常に憧れ、どこにもない逃げ場所を探すことにも、ようやく飽きたのだろう。

　どうしようもない自分と現実に納得することは、女の子のほうが早い。本当の自分はこんな
惨
 みじ

 めな存在じゃないと、死ぬまで不平を言いつづける男たちとは、あまりに大きな差だ。

　去っていく少女たちの後ろ姿が
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 に消えていった。やがて俺も歩きだした。角を曲がりしばらく歩くと、街の雑音に
紛
 まぎ

 れ、前方から車輪の音が聞こえてきた。

　旅行
鞄
 かばん

 を引きずり、白金の髪を風になびかせて女が歩いてきた。

　ジヴーニャだった。

　手を振りながら人波を

搔

 か

 きわけ歩いてくる恋人を、俺はずっと
眺
 なが

 めていた。

　前に立ったジヴが口を開く前に、俺は左手で彼女を引きよせた。自分の肩口へとその頭を抱いた。

「ち、ちょっと、たくさんの人がいるのに、いきなりなによ？」

　恥ずかしさにジヴは
抱
 ほう

 
擁
 よう

 に
抗
 あらが

 った。だけども、やがて俺の左肩に
額
 ひたい

 を押しつけた姿勢のままで動かなくなった。

　興味を持った人々の奇異の視線と時間が、すぐに通りすぎていった。

　俺はようやく重い口を開いた。

「……ジヴ、許してくれ」

　ジヴは柔らかな言葉を肩口へと告げた。

「ガユスの浮気のことなら、もう許しているよ」

　小さく笑いながらジヴは続けた。

「私も小娘じゃないから、その、男の人がたまにそういう気分になるのも分かるし、他の女の乳を触るくらいで怒るのも、悪かったと思っている。もちろんほんのちょっとだけね」

　違う、ジヴ。俺は子供を殺した。

　どんな理由であれ、正義感の強いジヴは俺の行為を、俺を許さないだろう。

　ジヴは異変に気づいたのか、俺を支えるように細い腕を背中に回してくる。

「……なんだか知らないけど、私が許してあげる」

　優しさからではない声だった。

「でも、どうして男って、母親みたいな許しを女に求めるのかしら。この地上には、一人で立てるような一人前の男は絶滅したの？」

「そんな強い男は有史上どこにも存在したことがないよ。それに俺の恋人は男の趣味が悪いことで定評がある」

　
虚
 うつ

 ろな俺の冗談に、ジヴが
朗
 ほが

 らかな声で笑った。

「そうね、私の男の趣味は悪い。浮気男をまだ愛しているなんて最悪よ」

　彼女は少しだけ
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な声で続ける。

「でも次はダメよ。私だって普通の女なんだから、浮気されて
嫉
 しつ

 
妬
 と

 するのは、とても
辛
 つら

 いし苦しいの。次に浮気したら、また怪獣になってあなたに

嚙

 か

 みつくわよ」

　うなずいた俺の手は、いつも
血
 ち

 
塗
 まみ

 れだ。

〈ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 〉が
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 したように、必要を言いわけとし、力が優越する限り、俺は何度でも流血を繰りかえすだろう。

　ギギナが指摘したように、愚行に理由を求めるものが
愚
 おろ

 かなら、正しい理由さえあれば同じ愚行を求めるものは、さらに愚かであろう。

　そして、心の裏側の声が
囁
 ささや

 く。

（ラクシュの最後の問いへの答え、人を人として見られない、そんな怪物のような人間を作らない方法が、ただひとつだけある。

　怪物の呪いを救うのは、怪物を抱きしめ、心から愛してくれる人の存在だ。

　しかし、そんな人がすべての怪物の前に現れ、さらに怪物を愛してくれる都合のいい可能性は皆無に近い。

　怪物の内部に人に愛されるものが存在せず、愛するということがわからないからだ。

　そして、もし怪物が人を愛したとしても、怪物の愛は相手を喰らいつくす。

　優しい心も
気
 け

 
高
 だか

 い愛も、自らの心の
飢
 う

 えを満たすための
餌
 えさ

 でしかないからだ。

　おまえには、そんなことしかできない。おまえの愛は、いつか彼女を喰らいつくす）

　内心の声を振りきり、俺は右手を伸ばし、ジヴの

頰

 ほお

 を
撫
 な

 でた。

　
昏
 くら

 く冷たい奥底からの囁きに、俺は前ほど惑わされない。

　自分の内部の怪物に、いつまでもつきあってやるほどヒマではない。また、囁いてくる怪物など、広大な心象世界の、たかが一要素にすぎないと知っているからだ。

　俺やジヴや、すべての人が大なり小なりの怪物を抱えている。だが、そんな囁きに真剣に耳を傾けることなく、自分自身と折りあって生きている。

　俺の内なるかわいい怪物よ、ヒマでヒマでしかたないときにでも相手をしてやるよ。

　そのときは、いじけたおまえをおちょくって笑いのめしてやるだけだ。

　勝利し敗北し、共存し妥協し、死ぬまで退屈しないだろう。

　撫でられるままのジヴは優しい微笑を見せた。

　俺はジヴへと
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを返す。

　そう、絶望と狂気を、

噓

 うそ

 と偽善のすべてを隠し、怪物を追いはらうために、我らは精一杯に微笑むのだ。

「では、仲直りに御飯でも食べに行きましょうよ。ホートンさんの店でいい？」

　ジヴの
朗
 ほが

 らかな言葉に俺はうなずいた。

　彼女の肩を抱えたまま、
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 へと歩きだした。
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眩
 まぶ

 しい光。

　自分が目を開けていたことに気づいた。俺の視界は、細長い四角形を
捉
 とら

 える。

　
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とする頭で、四角形は小さな机の天板の側面だと理解する。机の向こうには壁があり、上着掛けには女ものの服がかかっていた。

　眩しい光の発生源、頭の上へと目を向ける。窓の
紗
 しや

 
幕
 まく

 の
隙
 すき

 
間
 ま

 から、朝日が漏れていた。

　いつもの朝、
気
 け

 だるい目覚め。

　意識が少しずつ鮮明になってきた。俺は
寝台
 ベツド

 の上に横たわっているようだ。

　眠気はまだ強く、急ぎの用事も予定もない。論理的結論。シーツにくるまって二度寝に入ることに……って、ちょっと待てっ！

　体内ホルモンを調節し、血圧を上昇させて、脳を
覚
 かく

 
醒
 せい

 させる。

　俺はガユス、今日は
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年六月九日。確認してから部屋を再び見回す。女ものの服を着る特殊趣味はないから、俺の部屋ではない。また、殺風景すぎて、ジヴの部屋でもない。

　ここはどこだ？

　家具すらほとんどない無機質な部屋は、安ホテルの一室でしかありえない。

　上半身を起こし、自分の体を見下ろす。裸の薄い胸板に、
[image: ]

 や

 せ犬のような
腹
 ふく

 
直
 ちよく

 
筋
 きん

 と脇の
外
 がい

 
腹
 ふく

 
斜
 しや

 
筋
 きん

 が続き、腰から下は白いシーツに
覆
 おお

 われていた。

　生理現象が急角度で掛布を押し上げていたから、当然ながら下半身も裸だ。だがしかし、俺はなぜ全裸で寝ていたのだろう？

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 が鼻先に引っかかったままだから、自然に寝たわけでもない。

　考えようとすると、こめかみの鈍い痛みと、脳の奥での鋭い痛みの二重奏が響く。

　親指と人差し指でこめかみを
揉
 も

 みながら、痛みの嵐が去るまで待つ。

　数分間ほど耐えると少し治まっていき、思考もいくらか
明
 めい

 
瞭
 りよう

 になってくる。床の
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 へと裸の足を下ろした。
寝台
 ベツド

 に腰掛ける姿勢で、周囲を詳細に見回す。

　床には俺の衣服や下着や
靴
 くつ

 、
鞘
 さや

 に入った
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 までもが無秩序に散らばっている。昨夜の自分になにがあったのか脳で記憶検索をかけるが、頭痛と吐き気で
上
 う

 
手
 ま

 く働かない。

　自分の息を手に吐いて確かめると、かなり酒臭い。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 で、体内の状態を調査する。血液一〇ミリリルトル中に、アセトアルデヒドが〇・三ミリリルトルもあった。気分も悪くなるというものだ。

　記憶を失うほどの飲酒か。ギギナが聞いたら、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の風上にもおけない不用心さだと言われるだろう。

　体を動かすと、
寝台
 ベツド

 の
枠
 わく

 にぶつかった左足首に鈍い痛みが生まれる。

　痛みで急速に記憶が
蘇
 よみがえ

 る。









　夕方のエリダナの街。七八年型セルトゥラは軽快に走ってくれている。

　長年乗っていてよく故障するが元気な単車だ。事務所のヴァンのバルコムＭＫⅥ
 といい勝負の年寄りだが、よく動いてくれている。

　耳元で
唸
 うな

 る風が心地よく、俺の気分も
爽
 そう

 
快
 かい

 だ。

　オリエラル大橋に出る道へと右折すると、前方から大きな衝突音があがった。

　列をなす車の間を、徐行して抜けていく。車や道路の周囲では野次馬が遠巻きに
眺
 なが

 めている。

　車が詰まっており、単車を止める。アスファルト上に描かれた急停止のタイヤ
痕
 こん

 を、視線で追っていく。終点では、車と輸送車が横転していた。路上に破片や燃料が
零
 こぼ

 れていた。

　
欠伸
 あくび

 をしながら単車を再起動させたとき、激突された。

　単車ごと転がり、アスファルトに叩きつけられたのだと、

頰

 ほお

 と全身の痛みで気づいた。

　口のなかに
埃
 ほこり

 や小石やらが入って気持ちが悪い。いくつかは飲んでしまったようだ。

「重い痛い、痛い重い、痛重い！」

　
目
 め

 
眩
 まい

 から視界が戻ってくると、俺にのしかかる
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの男がいた。

「あ、ず……けそ、か、え……」

　血塗れの男が襟元を

摑

 つか

 み、
謎
 なぞ

 の言葉を吐く。動けない俺の胸の上で、男が気絶する。

　どうやら事故の被害者らしいが、男に上へ乗られるほど
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なことはない。救急隊員が男を俺から引き

剝

 は

 がしてくれたときには、本当に
嬉
 うれ

 しかった。

「
退
 ど

 いてください。負傷者はこちらで保護します」

　女性救急隊員が負傷者を
担
 たん

 
架
 か

 で運んでいくが、俺には興味がないようだった。

　周囲の人間に注目されていることに気づき、俺は笑顔を作りながら単車へと歩きだす。実際は単車の下敷きになったときに足首を
捻
 ねん

 
挫
 ざ

 し、痛みで意識が混乱していたのだ。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガを腰に差したまま、
鎮
 ちん

 
痛
 つう

 
剤
 ざい

 を合成して耐える。

　女の前だと格好をつけたがる俺の癖は病気だ。一方で、見栄を張れなくなった男は最低の生物だという学説もある。ないかも。

　平気な顔を保って、口内の
埃
 ほこり

 や小石を吐きすてる。まだ残っていて
喉
 のど

 の調子が悪いが、どうしようもない。両手で愛車のセルトゥラを引きおこした。

　車体の側面に傷がついていたが、気にするほどではない。他人の目には、どれが今の傷か分からないくらいの傷がすでにある。

　それよりも、来た道を戻ることを考えると気が重い。

　この服でジヴに会って「またなにか危険なことをしたの!?
 」と怒られることだけは避けたい。









　痛む足首を
摩
 す

 りながら、俺は記憶から現実に戻る。

　なんというか、俺の運の悪さは極まっている。

　たしかあの事故の後で、どこかへと向かっていたのだが。記憶のなかの俺は、あれからジヴに会おうと考えていた。

　しかし、単車で行き帰りし、ジヴと会うという予定で、頭痛がするほど酒を飲むわけがないのだが。

　とにかく、どこだか分からない場所で全裸は不安だ。相棒のギギナは自宅では全裸でいるほうが気楽らしいが、動物と人類の
羞
 しゆう

 
恥
 ち

 
心
 しん

 を比べてはいけない。

　床に散らばった衣服を拾いに行こうと、
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 の上の足を慎重に進める。足の裏に硬い感触があった。

　身を乗りだし指先で足の裏、床を探る。足裏に落ちていたものを拾う。

　手を戻すと、指先には紙に挟まれた
燐寸
 マツチ

 があった。裏返すと、電話番号と店の名前が書かれている。

「……エリダナ料理専門店『
銀
 ぎん

 
鱗
 りん

 
亭
 てい

 』だって？」

　急速に記憶の続きを思い出していった。









　オリエラル大河東岸の「海鳥亭」の対岸にある「銀鱗亭」は、値段も手頃でたまにジヴと二人で行く店だった。

「ガユスにギギナさん、二人とも嫌な顔をしないように」

　ジヴの言葉にも、食卓を囲んで立つ俺とギギナの表情は晴れない。

　俺はジヴに誘われて「銀鱗亭」に来た。しかし、予約席の
傍
 かたわ

 らには、俺と同じような渋い顔のギギナがすでに立っていたのだ。

　ジヴと二人で楽しい
夕
 ゆう

 
餉
 げ

 になることを期待していた俺は、不機嫌になるに決まっている。

「上着をお預かりしましょうか？」

　黒髪のウェイトレスが俺に声をかけるが、無視して円卓の反対側に回る。

「ギギナ、どう
騙
 だま

 されてここに来た？」

「ここで、秘密の家具市があるからと聞いたのだが……」

「子供でも分かりそうな

噓

 うそ

 だろうが」

　どちらかというと「ガユスの料理に
飽
 あ

 きたし、六割引きの券をもらった」とジヴが言ったとき、おかしいと気づかない俺のほうこそ頭が悪い。俺の料理で、ジヴの体重が徐々に増えているといっても過言ではないのだ。

「ええと、今日はあれよ、二人の仲の改善をしようという、びっくり
親
 しん

 
睦
 ぼく

 
会
 かい

 なのよ」

　ジヴが笑顔で俺たちに座るようにうながす。周囲の目もあり、仕方なく俺とギギナが着席していく。

「ほら、ガユスとギギナさんの関係を改善し、人間として更生してもらいたいと思ってね？」

　しかし、俺は酒を飲み、ギギナは黙々と料理を片づけていくだけ。二人とも目すら合わさない。たしかに俺とギギナの仲の悪さでは、いつ殺しあいになるか分からない。

　だが、どう考えても、
磁
 じ

 
石
 しやく

 の同極くらいには仲良しな俺たちに協力など無理だと思う。

　無言の食卓に、ジヴが
肉叉
 フオーク

 を皿に叩きつける乱暴な音があがる。

「少しは仲良くできないの!?
 」

　俺とギギナは目線を合わせ、ジヴへと戻す。ギギナが
厳
 げん

 
粛
 しゆく

 な
面
 おも

 
持
 も

 ちで口を開く。

「私とガユスは、お互いに仲良くならないように
真
 しん

 
摯
 し

 に協力しあっているのだ」

「ギギナの言うとおりだ」俺は酒杯を手のなかで回す。「ジヴ、よく考えてみよう。仲が悪いように協力しているということは、逆説的に仲がいいということではないかね？」

　俺の真剣な表情に、ジヴが
気
 け

 
圧
 お

 される。

「え？　でも、協力して仲を悪くしているってことは結局、仲が悪い？　でも協力しているから仲がいい……あれ？」

　言葉の不完全定理の
罠
 わな

 にはまっているジヴを見て、俺は小さく笑う。だが、
喉
 のど

 の奥に違和感を抱き、
咳
 せき

 が出る。どうにも咳が止まらない。俺を観察するギギナがいた。

「ガユス、そろそろ
介
 かい

 
錯
 しやく

 が必要か？」

「こんなことで死ぬか。喉の奥になにか引っかかっただけだ」

　反論したが咳は止まらず、俺は盛大に
咳
 せ

 きこむ。

「うるさいぞ」

　後ろの席からあがる声に振りむく。
衝
 つい

 
立
 たて

 と植木の後ろには、アルリアン族特有の
尖
 とが

 った耳に銀環の並んだ男がいた。食卓の向こう側には
亜
 あ

 
麻
 ま

 色の髪の女が座っていた。

「てめえはヘタレ
眼
 め

 
鏡
 がね

 のガユスっ！　その向こうは馬鹿ドラッケン族！」

　顔を
逸
 そ

 らしたが、今さら遅かった。

「てめえらに会うとはな。たとえるなら、
糞
 くそ

 の上に糞が乗っている珍風景を見た気分だ」

「お二人さんが仲良く食事なんて珍しい。来年はこの星が滅びるニャー」

　騒がしいアルリアン人の男は、イーギー・ドリイエ。生体生成系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使う
華
 か

 
剣
 けん

 
士
 し

 だ。

　対して話しかたが一定しない女は、同じ事務所に所属するジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ。
電
 でん

 
磁
 じ

 
光
 こう

 
学
 がく

 系咒式を
駆
 く

 
使
 し

 する
光
 こう

 
幻
 げん

 
士
 し

 だった。

「知りあいの人がいたの？」

　ジヴが外向けの顔と声になる。

「あ、ああ。二人ともに咒式士として十二
階
 かい

 
梯
 てい

 に達する
凄
 すご

 
腕
 うで

 で、初夏の事件で顔見知りになったラルゴンキン咒式士事務所の連中だ」と告げて、また向こう側を
眺
 なが

 める。「あの事件以来か。永久に再会したくなかったけどな」

　俺は
独
 ひと

 り
言
 ごと

 を吐き捨てる。向こうから、二人の顔が
覗
 のぞ

 く。ジヴの緑の目に驚きの色が広がっていく。

「あ、れ？　なぜジャベイラ先輩が？」

「あれ、ジヴーニャって、もしかしてガユスの恋人ってあなただったの？」

　ジヴが声をあげ、ジャベイラが答える。

「この変態とジヴは知りあいなのか？」

「ええ、私が入社した時に、少しだけお世話になったのよ。そのあと、すぐに辞めて
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士になったと聞きましたけど？」

「ええ、今はラルゴンキン咒式士事務所にいる」

「わ、やはりそうでしたか。ラルゴンキンさんのところで似た名前を聞いたから、もしやと思っていたのですけど……」

「大量生産される名前だからね」

　ジャベイラは
憂
 うれ

 いを帯びた瞳で遠くを見る。ジヴの瞳はジャベイラからイーギーのほうへと映る。興味
津
 しん

 
々
 しん

 の目を向けていた。

「それで、こちらの人はジャベイラ先輩の彼氏ですか？」

「違う」

　アルリアン人は即座に否定する。

「イーギーは冷たいのう」

　ジャベイラはイーギーの

頰

 ほお

 に触るが、アルリアンは露骨に嫌そうな顔で振りはらう。

「オッサンの人格で触るな。あとは、もう少し性格を統一しろ。そうしたら……」

「そうしたら、なに？」

　俺の問いにイーギーは顔を
背
 そむ

 ける。凶暴なくせに意外と純情なのね。

　ジャベイラが豪快に笑って続ける。

「私たちのほうは、単に仕事の打ちあげ、ついでに久しぶりに
従姉
 いとこ

 に会おうと思って。あ、
従
 ね

 
姉
 え

 さん、こっちよ」

「ああ、そこか」

　聞いたことがある不吉な声に、俺とギギナが店の出入り口へと顔を振る。豊満な体を場違いな白衣に包んだ女が手を挙げる姿があった。
藍
 あい

 色の髪と瞳には見覚えがある。

「あれ？　患者四九七〇七〇一号に、四九六〇二二四号？」

　店に入ってきた女は、変態女医のツザン・グラル・デュガソンだった。

　たしかにジャベイラとツザンは、容姿と電波系というか放射線系な性格が似ているが、まさか血縁関係にあるとは。どうやら、ジャベイラは、元夫である家名のザトクリフで通しているらしい。

　俺としては遺伝子の悪夢に恐怖するしかない。

「いいことを思いついちゃった」ジヴが無邪気な笑みを浮かべる。「先輩、そちらの方と従姉の方も私たちといっしょに食事をしませんか？」

　恐ろしい発言に、全員が顔を見合わせる。

　ジヴの善意を断れるわけもなく、丸い食卓を囲む六人の男女が実現してしまった。

　女たちの会話は弾むが、俺とギギナとイーギーは黙りこむ。よくもこれだけ仲の悪いやつらが顔をそろえたものだ。嫌な偶然だけはよく起こる。俺が原因なのだろうか？　と考える段階で不運に慣れすぎている。

　ジャベイラとツザンという悪魔女たちに合わせて、俺も酒杯を次々と空けていく。他にやることがないのだ。帰りの運転は
諦
 あきら

 めた。しかし、
喉
 のど

 の奥の引っかかりがまだ取れない。

「いろいろあったが、仲良くやろうぜ」イーギーがギギナへと酒杯を向ける。「と言えとラルゴンキンの
親
 おや

 
父
 じ

 が言ったから、誘うだけだがな」

　しかし、ギギナは突きつけられた酒杯から顔を
背
 そむ

 ける。

「てめえ、このイーギーの酒が飲めないってのか？」

　イーギーの目に険が
掠
 かす

 める。

　実は、ギギナの体内には常に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が働き、一定の毒や有害物を分解する。強化されたアルコール
脱
 だつ

 
水
 すい

 
素
 そ

 
酵
 こう

 
素
 そ

 はアルコールをすぐに分解し、悪酔いの原因たるアセトアルデヒドも、ミクロゾームエタノール酸化酵素で
酢
 さく

 
酸
 さん

 になり、炭素ガスと水へと分解される。つまりまったく酔えない。

　だが、ギギナが酒を飲まない一番の理由は、単に味が嫌いだからだ。

　おまえの味覚は子供かと言いたいが、まだこの世に未練があるので言わない。

　だとすると、イーギーへのギギナの返答は決まっている。

「アルリアン人の長耳臭い酒など、誇り高きドラッケン族が飲めるか」

「おいギギナ、アルリアン人の相手をするな。平和主義を掲げるくせに気の短い、
嫉
 しつ

 
妬
 と

 深いやつらなんだから」

「ガユス、アルリアンの血が入っている私に言いたいことがあるなら、直接言ったらどうなの？」

「ガユスはジヴと仲良しで、ジャベイラちゃん
寂
 さび

 チー」

「あんた、まだ人格変化なんてもので人の気を
惹
 ひ

 こうとしているの？　その脳を外科的に除去したほうがいいね」

「変態医師のツザンが言うな。てめえこそ腐乱死体と
犯
 や

 って死ね」

「あんたが死ねイーギー」

「と言うツザン
従
 ね

 
姉
 え

 さんも死に
腐
 くさ

 れ。血縁であることがはずかしいわい」

「まあまあ、俺に任せろ。ここはギギナが死ぬということで、すべて丸く収めよう」

「ガユス、表へ出ないか？　あの世へ片道旅行をする
秘
 ひ

 
訣
 けつ

 を、
貴
 き

 
様
 さま

 だけにそっと
刃
 やいば

 で教えてやるから」

　酒のせいなのか、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士どもの会話は口の悪さばかりが目立ってきている。

「もう！　何回も言うけど、あなたたちはなにをどうやったら仲良くできるの!?
 」

　咒式士たちの争いに、ジヴの怒りの声があがる。

　全員が顔を見合わせる。質量保存の法則を変えたい、と聞いたような顔が並んでいた。

　俺の不幸の
元
 げん

 
凶
 きよう

 たるギギナに変態女医のツザン、よく分からないジャベイラになにかと突っかかってくるイーギー、そして口うるさいジヴ。俺としては、全員に含むところがあることを思い出した。不思議なことに、少し仕返しをしたい気持ちになってきましたよ？

「では、
親
 しん

 
睦
 ぼく

 を深めるために、こんな
余
 よ

 
興
 きよう

 はどうだ？」

　夜空を見上げながら吐いた俺の言葉に、全員が「なに？」と一音で唱和する。

「順番に数字を三つまで言っていき、百を言った人間が
罰
 ばつ

 を受けるという遊びだ」

　一瞬迷ったが、ほぼ全員の顔に反対する表情もなかった。

「べつにいいわよ。罰が面白そうだし」

「そうね。仲良くなるきっかけになれば……」

　ジヴや女たちが賛成し、イーギーも
不
 ふ

 
承
 しよう

 
不
 ぶ

 
承
 しよう

 ながらもうなずく。

「ま、十回くらい遊べばいいだろう」

　全員が軽い気持ちで賛同し、うなずく。反対する理由もないから当然だ。

「あれか、あれを十回もするのか……」

　ギギナだけは
秀
 しゆう

 
麗
 れい

 な鼻先に
皺
 しわ

 を寄せていた。しかし、異議があがる前に遊びを開始する。

　円卓を囲んで俺の左へジヴ、ジャベイラ、ギギナ、イーギー、ツザンが座っている。

「一、二、三」

「四、五、六ってこの遊びは展開がトロいわね」

「まあまあ、そのうちおもしろくなっていくからさ、と七、八、九」

　ムダ話をしつつ皿や酒杯が空になっていきながらも、数字は左へ左へと続いていく。

「ええと、九十七」

　ジヴの発言まで回り、ツザンへと続く。

「悪いね患者、九十八、九十九」

「俺かよっ！」

　俺は驚いたような声を出し、全員の視線にうながされ仕方なく「百」と言い、負けを認める。

「提案者が負けてどうするのよ」

「さて、
罰
 ばつ

 はなににするかな？」

　ジヴやイーギーやジャベイラの笑みを

嚙

 か

 み殺すような顔が並んだ。

　しかし、俺の向かいのギギナだけが厳しい顔をしていた。前に何度かやっているギギナだけは知っているのだが、これは俺の計算なのだ。

　この遊び、敗者への罰は勝者たちの自由裁量である。

　そして一回では終わらず、規定回数まで繰りかえされる。この規則はなにを示しているのか？

　そう、罰を受けた敗者が次の勝者になった場合、自分以上の罰を与えたくなるという当然の心理が働くのだ。

　つまり、回が進めば進むほど、罰は爆発的に
容
 よう

 
赦
 しや

 をなくしていくのである。

　たとえば、前に負けたギギナの罰は、十分ほど俺が座る
椅
 い

 
子
 す

 になることだった。

　
屈
 くつ

 
辱
 じよく

 のあまり、最後に口から血を吐いたギギナは、写真を撮っておきたいほど素晴らしい表情をしたものだ。

　
智
 ち

 
略
 りやく

 をつくしてすべての勝負を勝てばいいと思うが、それは不可能である。一人だけ敗者になっていない人間は、後半には
怨
 おん

 
念
 ねん

 に満ちた敗者たちの標的になる。そして敗者の何人かが組めば、簡単に特定の人物を
陥
 おとしい

 れられるのだ。

　合理的結論。最初のほうに罰を受けて
恨
 うら

 みを回避し、協力者を増やして、後半の
大
 だい

 
殺
 さつ

 
戮
 りく

 を開始するのだ。

　
罰
 ばつ

 にしても、女性、しかも初心者が混じっているから、加減が分からず初期は軽いものになる。俺の恋人のジヴも混じっているから、悲惨で
過
 か

 
酷
 こく

 な罰にはならない。

　そこまで読んだ俺の作戦である。

「さあ、みんなで
罰
 ばつ

 を決めてくれ」

　俺は笑って意見を求める。ジヴは
顎
 あご

 に手を当てて、罰の内容をなににするかで悩んでいる。

「ええと、
辛
 から

 い料理を食べるとか？」とかわいい罰を口にする。

　だがしかし、
傍
 かたわ

 らに立つギギナの顔に邪悪な表情が
閃
 ひらめ

 いたことを俺は見逃さない。止めようとする前に、ギギナが口を開く。

「体内通信で聞いたのだが、ネレス通りで火事があったらしいぞ」

「やだ、それって私の家の方角じゃない！」

　ジヴが急いで店の奥へ確かめに向かっていった。ジヴの不在を確かめ、ギギナがツザンに接近していった。

　ギギナが耳元で何事か
囁
 ささや

 くと、ツザンがうなずいた。女医の目は笑みに輝き、口は
涎
 よだれ

 を垂らさんばかりになっていた。悪魔の
微
 ほほ

 
笑
 え

 みだ。

「うわ、見ているだけで
悪
 お

 
寒
 かん

 がする笑いなんですけど？」

「いや、ガユスの服に酒が
零
 こぼ

 れているから……」

　思わず腹部を見下ろす。「なにも濡れて……」と言おうとして、首筋に小さな痛みを覚えた。

　顔を上げると、自らの首筋に突き立てられた注射器と、注入されていく液体が見えた。そして
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうなギギナとツザン、そしてジャベイラやイーギーの邪悪な笑みが並んでいた。

「こん、な単純な、手に引っか、かるなん……」

　
麻
 ま

 
酔
 すい

 で意識が遠のきながら、俺は食卓に

摑

 つか

 まろうとする。が、手は俺の言うことを聞かずに、机の上のなにかを握って滑る。流れるように、俺の体は床に倒れる。

　床。足。自分の手。五指に握ったものが見えた。どうでもいい「
銀
 ぎん

 
鱗
 りん

 
亭
 てい

 」の
燐寸
 マツチ

 だった。

　理解した瞬間、意識が闇へと落ちていった。









　見知らぬホテルの部屋に座りながら、俺はそこまでを思い出した。

　俺が気絶したあとにギギナが考え、ツザンが実行する罰を受けたのだろう。だが、まだ思い出せない。

　単純に思い出せないのか、それとも思い出すことで自分が壊れないようにする
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 機構のためなのか。

　混乱しながらも、シーツから抜けだす。

　下着とジーンズを
穿
 は

 いて、
釦
 ボタン

 を止めようとした瞬間、以前に倍する吐き気が襲ってきた。

　
口
 くち

 
許
 もと

 を押さえながら、急いでトイレを探す。部屋の手前の扉を開けると、衣装入れ。急いで次の扉を開けると、
白
 はく

 
磁
 じ

 の便器があった。

　顔を突っこんで吐く。胃から
喉
 のど

 が一本の管となったかのように、盛大な
反
 へ

 
吐
 ど

 が出る。胃液が舌に苦い。

　やっと吐きおわった。表現しがたい
混
 こん

 
沌
 とん

 の表面に、飲みこんだらしい黒い小石が出ていた。

　見ているとまた吐きそうになる。水を流して立ち上がる。今度は
尖
 とが

 った痛みが腹部に生まれた。痛みに俺はうずくまる。

　痛みの発信源を探ると、裸の腹部に小さな
傷
 きず

 
痕
 あと

 があった。
縫
 ほう

 
合
 ごう

 されたばかりの肌からは、薄く血が
滲
 にじ

 んでいた。

　途端に記憶が
蘇
 よみがえ

 っていった。









　
喉
 のど

 に引っかかる不快感。

　薄目を開ける。視界には、
銀
 ぎん

 
鱗
 りん

 
亭
 てい

 の屋外席の底があった。上空には月が輝く夜空が見えた。とすると、ここは銀鱗亭の下だ。見回すと、オリエラルの川辺の光景が見えた。背中の感触からして、俺は
長
 なが

 
椅
 い

 
子
 す

 の上に横たわっているらしい。

　腹部を
撫
 な

 でられる感触。ジヴの
愛
 あい

 
撫
 ぶ

 かと思って放っておくと、鋭利な痛み。

　上半身を起こすと、俺の服の前がはだけられていた。裸の腹部に冷たいメスが当てられていた。
柄
 え

 をにぎっている手から視線を上げていくと、ツザンと目が合う。周囲には
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもが並んでいやがる。

「それで、これはなんという邪教の儀式だ？」

「それは、この前のラズエル社事件で、汚らしい
禍
 まが

 つ
式
 しき

 があんたの腹を触ったと聞いてね」

　俺の冷たい視線に対し、ツザンは平然と言いはなつ。

「だから、なぜ俺の腹を開こうとする？」

　まったく聞いていないツザンが、夢見るように
陶
 とう

 
然
 ぜん

 とした目で語りだす。

「
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を触っただけで分かった。ラズエルや中央病院の医者なんかに、あんたの
内
 ない

 
臓
 ぞう

 の修復ができるわけがない。何千人もの内臓を見てきた私が保証する。あんたの、ガユスの内臓は、
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの天使という名の楽園よ」

「……嫌な楽園だな」俺は補足しておく。「それより、俺の外面に興味を持てよ」

「平凡すぎて無理。ギギナの顔の
解
 かい

 
剖
 ぼう

 と保存なら興味あるけど」ツザンのメスが回転し、また俺の腹部に先端が当てられる。「というわけで、内臓の位置を直させて、ついでに標本として保存させて。えーと、そういう
罰
 ばつ

 。そうよね皆さん？」

　ギギナが神妙な面持ちでうなずく。ジャベイラとイーギーも
呆
 あき

 れ顔だが止める気はないようだった。

「しまった、罰が最初から限界値に達しているとは、俺の人徳のなさを計算していなかった！」

　逃げようとした俺は、
麻
 ま

 
酔
 すい

 で動けない自分の体に気づいた。ツザンは俺の体を押し倒し、
嬉
 き

 
々
 き

 として解剖を開始しようとする。

「ま、待ててほ」

　舌まで
麻
 ま

 
痺
 ひ

 しだした俺の腹部に、冷気。人差し指を背に当てた冷たい
解剖刀
 メス

 が、皮膚をなぞっていく。

「安心して。この
解剖刀
 メス

 は私の宝物で、素晴らしい切れ味なのよ。だからおとなしく解剖されなさい♪
 」

　
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 の表面で赤い血の
雫
 しずく

 が盛り上がり、さらに銀色の
刃
 やいば

 が進む。さらなる侵入を別の刃が止めた。

　細い
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刺
 し

 
突
 とつ

 
剣
 けん

 の切っ先。
柄
 つか

 を握っていたのは、ジャベイラだった。

「ツザン
従
 ね

 
姉
 え

 さん、
罰
 ばつ

 としてはもう充分よ。それ以上は私の
玩具
 おもちや

 にやりすぎよ」

「お俺はは、いつ、からおまえのの玩具になったん、だよよ？」

　俺の
呂
 ろ

 
律
 れつ

 は回らない。だが、ジャベイラが良心に目覚めてくれて助かった。

　
従姉妹
 いとこ

 たちの視線が、俺の上空で衝突していた。

「邪魔しないで。私が興味あるのはガユスの
内
 ない

 
臓
 ぞう

 だけ。ジャベイラが興味あるのはそれ以外。あんたも後で遊ばせてあげるから。ね、従姉妹じゃない？」

　ツザンの
囁
 ささや

 きに、ジャベイラが迷う。結論はすぐに出る。

「……仕方ないわね。協力しましょう。従姉妹だから」

　魔女たちの利害が一致し、四つの悪意に満ちた瞳が俺へと向けられる。

「……デュガソン家の雑なな遺伝子は呪われろる」

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 よ、ちゃんと
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で
無
 む

 
菌
 きん

 力場を発生させ、輸血もするから」

　アルコール消毒のあと、ツザンは自分の手に輸血管を突き刺した。管の逆を俺の腕へとつなげる。輸血管を通って、赤い血液が俺の内部へと侵入していく。

「ほーら、私の血がガユスへと入って、二人の命が混じりあう♪
 」

　変態毒を注入される気分だ。逃げたいのだが、
麻
 ま

 
酔
 すい

 の効果で動けない。

　ツザンは
喘
 あえ

 ぎ声を出しながら

頰

 ほお

 を桃のように上気させ、俺の胸から腹へと
解剖刀
 メス

 の刃で
撫
 な

 でていく。麻酔で感触がなくなってきたのが、すっごく怖い。

「初めてガユスの内臓を見たときの感動を思い出すわ。
憂
 うれ

 いを帯びた
肝
 かん

 
右
 う

 
葉
 よう

 に肝左葉、その裏に恥ずかしげに隠れた胃の
凛
 り

 
々
 り

 しい横顔。大網に飾られた小腸は、まさに神話にある美の化身だった！」

　まったく意味不明なツザンの声に、上気した顔のジャベイラが唱和する。

「人は外面じゃなく内面と言うけど、ガユスこそ内臓美人なのね。なんだか性的に興奮してきた！」

　ツザンにジャベイラ。エリダナ最悪の変態女たちの理性皆無の会話に、次元が
歪
 ゆが

 みそうだ。

　俺は自分の内臓が
晒
 さら

 されるのを想像し、気持ち悪くなってきた。

　脳から血液が降下していくのが分かるが、気絶するな俺。気絶したら、そこで終わりだ。内臓をみんなに見られるのってなにか恥ずかしいな、とか思っている場合じゃないぞ。

「ちょっと、なにをしているんですかっ!?
 」

　夜のオリエラル大河を背景に、肩を上下させて怒っているジヴが立っていた。激烈な怒りに、ツザンとジャベイラが硬直する。

　ああ、恋人よ、俺はあなたを心から愛します。

「それは私のですっ！　手を出さないでくださいっ！」

　ジヴの指先をたどる変態女二人の視線。ツザンの横顔に驚きの成分が足された。

「……あなた
膵
 すい

 
臓
 ぞう

 派？　達人しか選ばない臓器を選ぶとは、意外と渋い趣味ね」

「いやいやツザン
従
 ね

 
姉
 え

 さん。ジヴーニャはもっと下のほうが大事で……」

「そ、それだけじゃなくて、それを含めた全部が大事なんですっ！」

　ジャベイラの指摘に、ジヴは真っ赤になって怒る。

「それ、ってなぁに？」

　ジャベイラとツザンが
艶
 えん

 
然
 ぜん

 とした笑みを浮かべる。ジヴが怒りの姿勢のままで
屈
 かが

 み、川辺を
眺
 なが

 める。転がっていた
一
 ひと

 
抱
 かか

 えもある大きな石に狙いを定め、屈む。両手で
撫
 な

 でつつ、ジヴの目は真剣だった。

「よし、
尖
 とが

 って硬いし重いし、これで害虫を
殴
 なぐ

 り殺そう。二匹だから二個必要ね」

「分かった、分かったって！　凶器はなしよ！」

「では、誰がガユスを
解
 かい

 
剖
 ぼう

 するかで、もう一勝負」

　ツザンの宣戦布告にジャベイラがうなずき、ジヴが激しい視線を返した。ギギナもイーギーも楽しそうにして去っていく。

「皆ささん、人権とかいう単語をを聞いたことがないでれすか？　ああと
麻
 ま

 
酔
 すい

 をなんとかしてくれくれない？　もししもーし？」









　思考を部屋に戻しながら、俺は腹の傷を
撫
 な

 でる。

　たかが遊びで死にかけたことが恐ろしい。

　ジヴが来るのがもう少し遅れたら、ツザンは俺の小腸に

頰

 ほお

 ずりし、ジャベイラに
悪戯
 いたずら

 をされ、解剖実習の
蛙
 かえる

 と同じ運命をたどるところだった。

　
寝台
 ベツド

 に腰掛けた俺は、恋人に感謝していた。ありがとうジヴ。俺はもう絶対に浮気なんかしないよ。

「うう、ん」

　
艶
 つや

 っぽい
呻
 うめ

 き声が俺の背後から響いた。だが、振りむいてみても
寝台
 ベツド

 の上には誰もいない。警戒しながら探していく。声は
寝台
 ベツド

 と壁の間の空間からだ。
覗
 のぞ

 きこむと、人肌が見えた。

　白い背中に滑らかな
臀
 でん

 
部
 ぶ

 の曲線が続く。つまり、全裸の女が倒れていたのだ。

（ゔ
 ごあぱおええええええええええっ!?
 ）

　言語にならない悲鳴をあげようとする口を、反射的に手で押さえる。

　言ったそばから、俺が他の女と寝たという事実が信じられない。

　俺自身が信じられないのだから、ジヴが信じてくれるわけがない。

　この女は誰なんだったらなんだ？　
焦
 あせ

 りつつ接近。女の顔を覗こうとして、痛み。鼻を、壁から出ていた上着掛けにぶつけてしまった。目尻に涙を
滲
 にじ

 ませながらも、鼻を右手で押さえる。痛みを
堪
 こら

 えつつ、
寝台
 ベツド

 と壁の
狭
 はざ

 
間
 ま

 を見下ろす。

　女の裸の背中で、赤い
飛沫
 しぶき

 が跳ねていた。

　鼻の下に熱いものを感じた。急いで鏡を探すが見つからない。床の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を拾って引きぬく。
刃
 やいば

 に顔を映すと、俺は鼻血を流していた。ぐえ、カッコ悪すぎる。

　気づいた。よく見ると、一度出た鼻血が乾いていたのだが、ぶつけてしまったことで再び流れだしたらしい。

　一度目の鼻血が出た経緯を思い出した。









　二回目。なんとか自力で
解
 かい

 
剖
 ぼう

 寸前の傷を治療した俺の左から、ギギナ、ジャベイラ、イーギー、ツザン、ジヴと席につく。レストランの屋外席で戦いが再開される。

「あのお客様、騒ぎは困るのですが」

　ウェイトレスが
怯
 おび

 えた声で言った。俺の厳しい視線に
晒
 さら

 されたウェイトレスは、短い悲鳴をあげた。
銀
 ぎん

 
盆
 ぼん

 に載せていた酒を
零
 こぼ

 す。夏用の上着が濡れる。

「す、すいません。すぐにお洗濯してっ！」

「いいから……、
退
 ど

 いていろ」

　俺は手を掲げ、黒髪のウェイトレスを近寄らせなかった。

　楽しい食後の
余
 よ

 
興
 きよう

 は、険悪な
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 に変わっていた。

「まあまあ、遊びですから楽しくやりましょうよ。ね、ガユス？」

「そうだな。たかが遊びに怒るのも子供だしな」

　ジヴのとりなしに俺は
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。大人の笑みだった。

　だが内心では、俺を
嵌
 は

 めた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもをまったく許していない。俺以上の地獄を見せ、一人一人の心を破壊するのだと決意していた。

　まずはギギナ、余計な口出しをしたてめえからだ。

　自らの黒い心を隠し、数字は続いていく。

「九十四、九……」

「ゴホっゴホっ」

　イーギーが数字を言った時、俺はわざわざ
擬
 ぎ

 
音
 おん

 で
咳
 せ

 きこんだ。

「
喉
 のど

 の奥の違和感がどうにも取れなくてね」

「腐れ喉に
眼
 め

 
鏡
 がね

 と
戯
 たわ

 
言
 ごと

 を詰めて死ね」

　イーギーが文句を言う間に、俺は視線をジヴに向ける。瞳が意図することに気づき、瞬時に意を
汲
 く

 んだジヴが続ける。

「……では、私は九十五」

「ジヴは早いわね。私も九十六だけにしておくわ」

　ツザンが仕方なく続けた。俺の左隣に座る、ギギナの眉が跳ね上がる。

「待て。イーギーの数字を、ガユスがわざとらしく途中で
遮
 さえぎ

 っただろうが？」

「残念、ジヴとツザンが続けたからもう手遅れだよ～ん」

　舌を出しながら指先で耳をほじり、両の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 を眼の端に寄せて
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 してやる。

「俺は、九十七、九十八、九十九。はい、ギギナの
罰
 ばつ

 はなにがいい？」

　歯を

嚙

 か

 みしめるギギナ以外の全員が、真剣に考えこむ。

「だったらガユスちんと同じか、そうだギギナたんには女装が……」

　ジャベイラが別人格で言った瞬間、周囲の気温が下がっていく。

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 に手を掛けている
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 なギギナの視線が、物質的な圧力となって放射されていたのだ。レストランの他の食卓を囲む客も硬直している。
善
 ぜん

 
男
 なん

 
善
 ぜん

 
女
 によ

 の顔には、
怯
 おび

 えすらあった。

　俺はジャベイラに顔を寄せていく。ギギナへと視線を向けながら耳元で
囁
 ささや

 く。

「あん、近い」

「いや、そうじゃなくて
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に……」

　小声で告げていくと、ジャベイラが納得する。

「そうじゃな、女装では甘い。ギギナ殿への……
罰
 ばつ

 は
許嫁
 いいなずけ

 への愛の告白で」

　ジャベイラの発言に、ジヴとツザンの目が輝いた。女って恋愛関係の話が大好きだよな。

「ふざけるなっ、私はそんなことは絶対にせぬぞっ！」

　
椅
 い

 
子
 す

 を
蹴
 け

 って、ギギナが立ち上がる。腰から引きぬいた柄は、背中の
刃
 やいば

 へと連結されていく。

「ギギナ、いい年してわがままを言うなよ、みんなが困っているだろう？」

「冗談ではない！　そんな軟弱なことは、ドラッケン族の戦士の誇りが許さない！」

　女性陣の興味
津
 しん

 
々
 しん

 の顔に対し、ギギナは
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 して戦闘態勢に入っていた。無理にやらせようとするなら、この場の全員を殺すという決意が表われている。表われるなよ。

「あれあれギギナ君、それはおかしいのではないかね？」

　存在しない
口
 くち

 
髭
 ひげ

 をいじりつつ酒杯を傾ける俺に、炎のようなギギナの視線が向けられる。気にしないで続ける。

「誇り高きドラッケン族の戦士が、たかが
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 の規則も守れないの？　それとも
許嫁
 いいなずけ

 が嫌いなのん？」

　瞬間、ギギナの全身から一層
凄
 すさ

 まじい殺気が俺へと放射される。平気そうにしているが、俺の心臓は縮みあがっている。

　道理とギギナ自身の誇りが俺の手札。ギギナの手札は
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 。

　
双
 そう

 
眸
 ぼう

 に複雑な色の嵐が吹き荒れ、ギギナの犬歯が鳴る。そして、ついに屠竜刀が静かに納められた。俺の勝利だ。

　心理学の初歩だが、最初に無理な願いをすると次の小さな願いが通りやすい。一度目を断った罪悪感と、難しさの比較による
譲
 じよう

 
歩
 ほ

 だそうだが、今回も
上
 う

 
手
 ま

 くいった。

　全員が見守るなか、ギギナの
薔
 ば

 
薇
 ら

 色の口唇が震えながらも言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「わ、わ、わた私の許嫁は、す、素晴らしい女で、私は許嫁を……」

　ギギナの顔には極限の苦痛の色が浮かんでいた。

　人前で愛を語るくらいなら、俺は裸で親の葬式に行って正座して失禁する。無意味に誇り高いギギナにとっては、死よりも
辛
 つら

 いだろう。

　無敵のギギナが地上で唯一恐れるものが、故郷の許嫁の機嫌である。

　ギギナ以上の
美
 び

 
貌
 ぼう

 で、婚約者の会話が退屈だと尻を蹴りあげる気性の持ち主らしく、非常に恐れている。

　俺の想像する
許嫁
 いいなずけ

 は、美しい顔の下は
獅
 し

 
子
 し

 と象を混ぜあわせた姿である。とにかく人間の範囲ではないだろう。

「あ、あ、い、愛、して……」

　

嚙

 か

 みしめたギギナの
唇
 くちびる

 からは、鮮血が噴きだしていた。精神
崩
 ほう

 
壊
 かい

 を防ぐために、全身の細胞が必死に抵抗しているのだ。

「る？」

　ギギナの目が焦点を失った。横で見ていた俺が逃げる間もなく倒れてくる。

　銀髪に包まれた後頭部が俺の鼻筋に衝突し、目と鼻の奥に火花が散る。

　大型単車なみの体重があるギギナの下で、俺は逃げようと動く。鼻が痛い。床を見ると、赤い
滴
 したた

 り。自らの鼻を探ると、鼻血を出していた。

　なにかの下敷きになるのは、今日だけで二回目だな、と余計なことにも気づいた。









　ギギナの表情を思い出すと、笑いと鼻血が止まらない。

　大声を出さないために手で
口
 くち

 
許
 もと

 を押さえ、机に手をつきながら笑う。

　しかし、笑えない事態であることを思い出す。

　
寝台
 ベツド

 と壁の
隙
 すき

 
間
 ま

 で意識を失っている女は、誰だ？

　意識を無くした女の裸の肩を

摑

 つか

 んで、横顔を
覗
 のぞ

 いてみる。

　ジヴではない。ジャベイラでもツザンでもないことにだけは、真剣に神へ感謝した。

　女を観察する。肩までの黒髪に
象
 ぞう

 
牙
 げ

 色の肌。美人だが、どこか険のある顔立ち。
呻
 うめ

 き声に反射的に身を引くと、女の
瞼
 まぶた

 の下で
睫
 まつ

 
毛
 げ

 が震える。ようやく目が開いた。
覚
 かく

 
醒
 せい

 したばかりの眠たそうな
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の瞳が、俺の注視と出会う。

　壁と
寝台
 ベツド

 の隙間から身を起こす女は、
一
 いつ

 
糸
 し

 まとわぬ全裸だった。当然、豊かな胸と桃色の山頂が俺の目に入る。

　俺の視線は意外に
鍛
 きた

 えられた女の腹筋をたどり、さらに降下していく。素直な欲望を必死に抵抗し、なんとか目を
逸
 そ

 らす。

　思考は混乱しきっている。

　酒とツザンの
麻
 ま

 
酔
 すい

 でおかしくなっていたといえども、俺の理性がそんなに簡単に浮気心に負けるはずがない、と信じたい。

　いや、浮気心に理性が勝ったことが、一度でもあったかな？

　
動
 どう

 
揺
 よう

 していると、女の
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした目に意識が宿り、俺の姿を
捉
 とら

 える。俺は直球で
訊
 たず

 ねてみる。

「あの、あなた様はどこの女のかたであらせられますのでし……」

「おまえっ！」

　女は予備動作なしに左足を跳ねさせた。強烈な回し
蹴
 げ

 りを放ってくる。左腕を掲げて受けるが、重い衝撃に骨が
軋
 きし

 む。

　足を引くと同時に、女の右手が突き出される。

　いつの間にか女の手に握られた短剣が、俺の鼻筋へと突きだされた。









　三回目。円卓を囲んで、鼻血がようやく止まった俺の左に、ジャベイラ、ギギナ、ジヴ、ツザン、イーギーと並ぶ。

「あのお客様、お酒を
零
 こぼ

 したお召し物の代わりをお持ちしましたので、お着替えください……」

　背広を手にしたウェイトレスが俺に声を掛けてくる。

「い、ら、な、い」

　俺の区切った言葉にウェイトレスが
怯
 ひる

 む。

「大声を出してすまない。だが、大事な戦いをしているから、しばらく話しかけないでくれ」

　顔を円卓に戻すと、場の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 は悪化の
一途
 いつと

 をたどっていた。それぞれの口から吐かれていく数字も、呪いの言葉にしか聞こえない。

　ツザンの顔は真っ青だった。

　とうぜんだろう。俺の各個撃破の次なる標的は、ツザンとしか思えないからだ。

「た、助けてジャベイラ！　私たち
従姉妹
 いとこ

 でしょ!?
 」

「ポクは今、ジャベイラじゃないっピー。モピ星のポルロンガだプルッピー、九十五」

　ジャベイラも自分の命が惜しいのだ。続くギギナも「九十六、次」と
安
 あん

 
全
 ぜん

 
圏
 けん

 に
逃
 のが

 れる。

「ゴメンねツザンさん。ガユスの
仇
 かたき

 を取るから九十七、九十八、九十九」

　ジヴの声に、ツザンの顔色は青から白になっていった。

「ひ、百って言いたくない。
罰
 ばつ

 はなんなのなんなのなんなの!?
 」

「全員でツザンを抑えろ。悪の根を絶つ」

　泣き叫ぶツザンを全員が抑え、俺は女医の
懐
 ふところ

 から
解剖刀
 メス

 を奪う。

「さすがに仕事道具を壊すのはかわいそうよ。ガユス、別の罰にしましょう」

　ジヴが止めようとし、ツザンが叫ぶ。

「そうよ、それは私の宝物なのよ。罪もない実験動物や人間を、ガユスを無意味に
解
 かい

 
剖
 ぼう

 して改造するために要るのよっ！」

「……ガユス、思いっきりやりなさい」

　ジヴの冷たい死刑宣告とともに、俺は
解剖刀
 メス

 を夜空へと放りなげた。落下するメスに向かって、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガを抜き打ちで放つ。

　メスが折れる軽い音が心地よかった。ツザンの
魂
 たましい

 が砕ける音にも聞こえた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ツザンの
凄
 すさ

 まじい絶叫。折れた
解剖刀
 メス

 が俺の鼻先を
掠
 かす

 め、落ちていく。









　鼻先を
掠
 かす

 めて記憶を
蘇
 よみがえ

 らせる短刀を
躱
 かわ

 し、俺は後方回転。床に着地したが、
捻
 ねん

 
挫
 ざ

 した足首が痛い。がんばれ男の子。耐えた。

　俺を追って、全裸の女が
寝台
 ベツド

 を
蹴
 け

 って
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 してくる。

　
煌
 きら

 めく短刀の切っ先を
躱
 かわ

 すが、瞬時に上段からの一撃に切り替わった。俺は左手で女の右手首を打って短刀を手放させ、右
拳
 こぶし

 を脇腹へと打ちこむ。

　苦痛の呼吸が吐きだされるのを待たず、

摑

 つか

 んだ女の右手を
捻
 ひね

 って床に転がす。最後に首筋へと右手刀を放つ。

　床に倒れた女の
鳩尾
 みぞおち

 に
膝
 ひざ

 を落とし、
喉
 のど

 への必殺の拳を叩きこもうとして、やっと我に返る。

「わっ、ごめん、やりすぎた！」

　俺が飛びのくと、女が床に手をついて胃液を吐く。肩を上下させて
喘
 あえ

 ぐ。

　ギギナに教わったドラッケン式護身術やクエロに仕込まれた体術が反射的に出てしまったのだが、どう考えても殺人が目的の技だと思う。

　安ホテルの一室で女を見下ろしつつ、俺は冷静になる。

　ちょっと待て。顔も知らないこの女が、俺を殺そうとする理由がどこにある？

　もしかして、酔った俺が無理矢理に押し倒したということか？

　んなアホなっ。それだけは絶対にありえない！

　大急ぎで記憶の続きを検証する。









「さあさあ楽しい大道芸です」

　屋外席へ大道芸人が乱入していた。水玉の服につけ鼻。おどけた帽子から白い
鳩
 はと

 を出し、人々に手品を見せていた。女大道芸人が陽気な声を俺に向けてくる。

「お客さん、上着をお借りしてもよろしいですかな。中から
兎
 うさぎ

 を出してみせましょう」

「いらん」

　今日はよく話しかけられるが、今は答える
余
 よ

 
裕
 ゆう

 などない。手を振って大道芸人を追い返し、勝負へと集中する。

　四回目。すでに楽しいお遊びという概念は、この場所から完全消失していた。

　俺、ジャベイラ、ジヴ、イーギー。そして前衛抽象絵画のような顔をしているツザン、
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 としたギギナと並び、非情な数字だけが続いていく。

「四十八、四十九、五十」

「あ」

「なに？　あ、ってなに？」

　五十と言ったばかりのジヴが、俺の発言に疑念を返す。

「いや、なんでもない。続けてくれ」

　全員が理解不能といった表情を浮かべ、次の瞬間それぞれに理解した。

　俺の発言は本当に意味がない。しかし、今の「あ」で、その数字が何か決定的なものなのかと思ってしまうだろう。全員の心理を解説すると、五十を二倍にすると百になるので、なんとなく五十の宣告が敗北の予兆に思えてしまうのだ。

　だが、この勝負には、実は数学的な勝利方法が存在しない。

　数字を小さくして、終わりを二十とし、二人だけでやるとする。先に十九を取ればいいから、十九の四つ前、十五を取る。十五を取るには十一を取ればいい。十一を取るには七となっていき、最終的には一を取る先手の勝利なのである。さらには、数字が四の倍数、四の倍数足す二、四の倍数足す三なら先手必勝。四の倍数足す一の場合だけ、後手が必勝となる。

　しかし、人数が三人以上となった時点で十九または十八を確実に取ることが不可能になるので、必勝法が存在しなくなる。

　つまり、勝敗を分けるのは、純粋な心理の駆け引きしかない。会話で圧力をかけ、味方に引きこみ、特定の相手へと悪意を集中させるしか戦法らしきものが存在しないのだ。

　悪意を込められた数字が続き、ギギナが九十六と言って
安
 あん

 
全
 ぜん

 
圏
 けん

 に入る。

　このままいけば、最小の数でも九十七で俺、九十八でジャベイラ、九十九でジヴ、百でイーギーとなる。

　さすがに次の
罰
 ばつ

 には、ギギナの
鋼
 はがね

 の精神も耐えられないようで、誰の
恨
 うら

 みも買わないような消極的作戦に切り替えたようだ。

　突如として、俺の脳内に悪魔的な
閃
 ひらめ

 きが走りぬけた。このまま九十七、九十八、九十九と言ってジャベイラを
葬
 ほうむ

 るのもいいが、もっと
愉
 ゆ

 
快
 かい

 痛快な考えがあるのだ。

「九十七、次はジャベイラ」

「九十八……」

　ジャベイラは気づいた。九十八のままだと、自分の隣のジヴが九十九と言う。

　当然、その隣のイーギーが百と言うことになる。迷いつつジャベイラは言った。

「九十八、九十九。次……」

「ジャベイラ先輩っ！　後輩の私より男を取るんですかっ!?
 　信じられないっ!?
 」

　ジヴが嘆くが、ジャベイラは責める言葉から
逃
 のが

 れるように必死で視線を
逸
 そ

 らす。

「あ、あなたの彼氏を恨みなさいよ。早く百を言いやがれっ！」

　これで、ジャベイラとジヴの昔の職場つながりは破壊された。

　残るジャベイラを葬るだけでは、俺の怒りは収まらない。腐れ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもの人間関係を徹底的に破壊しつくしてやる。

　そのために恋人を悪魔に売ることになろうとも、俺は涙を
堪
 こら

 えて耐える。だけど、涙が出る予兆すらないのはなぜでしょう？

　ジヴはかわいらしい
唇
 くちびる

 を

嚙

 か

 みしめながら、「ひ、百……」と吐きだした。









　記憶の中の俺はかなり根性が腐った人間だった。

　しかし、眼前の女がどこで俺に関係してきたのか、まったく分からない。

　床で荒い息を吐いている女に問いかける。

「あの、いきなり
襲
 おそ

 いかかってくるのは、俺がなにか、たとえばいけないことをしたからとかでしょうか？」

　女は肩で息を整えながら考えこむ。

「記憶がないの？」

「え？　ああ、昨夜の記憶が断片的にしかないんだ」

　俺が心配になっていると、女はようやく返答をしてくれた。

「私も混乱していたのよ。自分の前に半裸の男がいたら驚くでしょう？」女が苦しい息の下で
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 、あなたが心配するような犯罪行為はなかったわ」

　俺は胸を
撫
 な

 で下ろす。衝撃的な追い打ちが襲いかかる。

「だって、二人の合意のうえのことですもの」

　女の言葉に悲鳴をあげそうになった。

　悲鳴でまた記憶がつながっていく。









「ぴぎーぴぎー」

　俺たちの眼前では、かわいい子豚さんが鳴いていた。

　それはジヴの成れの果てだった。

　エリダナの夜の川辺。テープで鼻を押さえ両手両足を床板につきながら、ジヴは子豚の
真
 ま

 
似
 ね

 をさせられていた。

「真剣さが足りないわね」

　ジャベイラのつぶやきに振りむいたジヴの顔は、鬼よりも恐ろしかった。

「こ、子豚さんはそんな怖い顔はしないのう。もっとかわいくやれい」

「
止
 や

 めとけってジャベイラ。手負いの猛獣を挑発しているようなものだぞ？」

　イーギーは同僚の暴走を必死に止めようとする。だが、すでにジャベイラの顔からは正気が消し飛んでいた。

「ジヴ、いや子豚さん。もっと派手に鳴けっ！　手はちゃんと
蹄
 ひづめ

 にして
偶
 ぐう

 
蹄
 てい

 
目
 もく

 の哀しみと家畜の服従を表現するのよ！」

　ジャベイラの言葉を止めようとして、俺はジヴの表情を見てしまった。

「ひいっ！　ジヴの顔に殺意に近いものが浮かんでいますよ！」

　涙を
零
 こぼ

 すまいと耐える緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、地獄の
業
 ごう

 
火
 か

 よりも激しく燃えさかっている。

　ジヴの全身から立ちのぼる憎悪が、夜にはありえない
陽
 かげ

 
炎
 ろう

 を作りそうだった。

「びぎーびぎー、ぷぎーぷぎー」

　エリダナの夕闇に響くその鳴き声は、
冥
 めい

 
界
 かい

 の底より響く呪いの叫びだった。

「……なあガユスよ」

　悲鳴を聞きつつ、俺の隣に立つギギナが口を開いた。

「……分かっているから、続きは言わなくていいぞ？」

　お互いに平坦な声しか出ない。

「あえて言っておくと、間違いなく、今後は死人が出るぞ」

　ホートン占いより
遥
 はる

 かに確実なギギナの予測に、俺は苦すぎる
唾
 つば

 を飲みこんだ。









　そこまで思い出して、俺は笑う。

　ジヴの子豚はかわいかった。子豚が成長し悲恋の末、出産して母となる場面には、生命の神秘に全員が思わず涙ぐんでしまった。

　いかん、今は現実逃避をしている場合ではない。
謎
 なぞ

 の女に向きなおる。

「その、本当に俺は君と？」

「覚えていないの？　ひどい男ね」

　床に落ちたシーツを拾って、女がまとっていく。

　女と関係があったなど、ありえない。いや、関係があったら破滅だ。

　目の前の女は、どこか信用できない。先ほど見た裸身は
鍛
 きた

 えられ、短刀の扱いと体術は戦闘訓練を受けたとしか思えない。なにより、その目に

噓

 うそ

 の光がある。あるったらある。

　なにか別の理由があるはずなのだ。脳神経を全開にして必死で本気で考える。

　条件その一、見知らぬ男女が出会って安ホテルに泊まった。

　条件その二、その男女が裸で目覚めた。

　そこから
導
 みちび

 きだされる論理的帰結は……ひとつしか。ダメだ、その結論はジヴに殺されるので、断固として
却下
 きやつか

 する！

　生き残るために、必死に記憶をたどる。









　そしてゲーム中盤。軽めの
罰
 ばつ

 が連発されていった。

「はいギギナさんの負け、ええとガユスを
褒
 ほ

 めてあげて」

「え？　ああ」ギギナが悩む。「
眼
 め

 
鏡
 がね

 の縁の曲線が美しく、服を着ることを忘れていないところだけは立派だ」

「無理に探した感が出まくりだっ！　ジヴ、これって俺への罰だろっ！」

「ガユスにも多くのいいところがあるわよ」ジヴが考えこむ。「……その、まずは髪が赤いところ、あとは……」また止まる。「ええと、ごめんなさい」

「色にいいも悪いもあるかっ！　というか、恋人が俺を褒めるところってそれだけ？　本当にそれだけですか？」

「ごめんなさい、本当にごめんなさい。私にも限界があるの！」

「イーギーの番ね。医学的に興味があるのだけど、独身男の寂しい夜の過ごしかたを告白しなさい」

「か、鏡の前で飯を食う。視界の端でなにかが動いてるのが見えて、寂しくない気がする」

「逆に寂しいわっ！」

「ジャベイラ先輩、そんな寂しいイーギーさんとちゅーで」

「望むところよっ！　うひひひひひ、
儂
 わし

 が熱いちゅーをしてやるぞよ」

「
止
 や

 めろって、こんな
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 のない形ではイヤだって！　待て、平気で乳を出そうとするな！」

「ぬうっ、あれが世に聞く変態流
奥
 おう

 
義
 ぎ

 、宴会中年
粘
 ねん

 
着
 ちやく

 
撃
 げき

 。あの
秘
 ひ

 
儀
 ぎ

 を体得している拳法家が現代にいようとはっ！」

「ガユス、いいかげんなことを言わないっ！」

「そういうジヴーニャの負けね。では、あなたの性感帯は？　どうされると感じるの？　ほれほれおじさんに教えてみ？」

「い、言えませんっ！」

「ここまで来て言わないと、本気で殺されるわよ？」

「ええと、あの、その、背中を
撫
 な

 でられたり耳を
齧
 かじ

 られたり……」

「あれ、そんなところなの？　では俺は次からはそこを……」

「ちぇいさっ！」

「ジ、ジヴ、
鳩尾
 みぞおち

 に
靴
 くつ

 の
踵
 かかと

 を全力でブチ込んだら、ひ、人は死ぬことも、あるんですよ？」

「ちっ！　あと一センチずれていたら、新鮮な死体が手に入ったのに」

「よし、ツザンの負け。
乙女
 おとめ

 全開な詩を朗読しろ」

「わ、私はしゃぼん玉に乗って夜空に飛び、三日月に腰掛けるの。白馬に乗った
拷
 ごう

 
問
 もん

 
吏
 り

 を待っていると、キキューン、胸からトキメキ音がする。えっ？　これって恋なの？　それとも
心
 しん

 
筋
 きん

 
梗
 こう

 
塞
 そく

 ？　って、自分で自分の脳を
解
 かい

 
剖
 ぼう

 したくなってきた」

「ガユスの番だな。では『生まれてきてすいません』と言え」

「う、生まれてきてすいません。あれ？　これはまったく平気で心が痛まない？」

「……ガユスよ、それは人としてどうなのだ？」

「ではギギナへの
罰
 ばつ

 。ええと、趣味の
辻
 つじ

 
斬
 ぎ

 りは年に五回まで！」

「元々したことなどない。待て、全員が疑いの目を向けているのはなぜだ？　私はそんなことをしそうだと思われているのか？」

「わりと」

「私は殺すなら正々堂々と殺すぞ？」

「それを断言するのも、人としてどうだろう？」

　戦いが続く。そろそろ罰が
苛
 か

 
烈
 れつ

 なものに戻るころだろう。

　全員の目がお互いを
窺
 うかが

 っていた。誰が味方で、誰が敵なのかを調べる中盤戦だった。

「次でそろそろ約束の十回目ですし、最後にしましょう」

　ジヴが笑顔で言った。俺にギギナ、ジャベイラにツザンが笑顔でうなずきを返した。誰も内心では笑ってなどいなかった。

　ただ憎悪と殺意だけがあった。









　ああ、俺は思い出したくなかった。

　なぜ我々は疑い、
騙
 だま

 し裏切るのだろうか。

　人とはなんて哀しい生き物なのだろうか。

　一瞬でわりとどうでもよくなった。

　今現在の俺にとって大事なことは、眼前で
微
 ほほ

 
笑
 え

 む女の言葉を

噓

 うそ

 だと証明することだ。

　真相を探さねばならない。俺はジヴを愛しており、浮気などしていないという真相を。

　安ホテルで俺は考えこむ。









「楽しいなぁ。ねえ、お兄さん～」

　酔っぱらった女が俺に寄りかかってきた。邪険に振りはらうと、残念そうに去っていった。今日は不自然なまでに邪魔ばかり入る。

　だが、大事な勝負に集中せねばならない。ついに勝負は最終回となっていたからだ。

　俺の左にジヴ、ジャベイラ、イーギー、ツザン、ギギナと並ぶ。全員の顔には極限の疲労と恐怖が刻まれていた。

　俺たちの席の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 は最悪になっていた。居並ぶ表情に、疑念と裏切りへの不安が明確に表われている。視線が合うと
逸
 そ

 らしてしまい、それがさらなる疑いを呼ぶ。

　張りつめた空気の圧力で、子象なら三頭は殺せそうだった。

「なあ、ここで
止
 や

 めておかないか？」

　唯一正気を保っているイーギーの声が絞り出される。

「……引っこんでくださいませ、腰抜けさん。最初に十回、これで最後だと先ほどみんなで決めた以上、やる以外の選択肢はありません、というか許しません」

　
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 
酒
 しゆ

 を一気に開けたジヴの静かな声に、イーギーが
怯
 おび

 えたように身を引いた。
椅
 い

 
子
 す

 が床を
擦
 す

 る嫌な音が、レストランの屋外席に響く。

　周囲の客も、俺たちの食卓の闘争に興味と恐怖の入り混じった視線を向けている。

　しかし、眼前の女性は、本当に俺が愛したかわいらしくて素直なジヴなのだろうか？

　全体としては笑顔なのだが、
口
 くち

 
許
 もと

 は憎悪に
痙
 けい

 
攣
 れん

 し、吊り上がった眼には毛細血管が浮きでている。凶悪犯の賞金首や凶暴な〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉でも、こんな激烈な殺気を放つ敵はいなかった。

　俺もギギナも似たような顔をしているだろう。

　良心が残っているイーギーが、それでも制止に入る。

「ガユス、危険に目ざといおまえなら分かるだろう？　止めないと危険だ。誰かが死ぬ」

「引っこんでろ、イーギー。余計なことを言うと、おまえへの
罰
 ばつ

 は公開
自
 じ

 
慰
 い

 にするぞ」

「ガユスの言う通りだ、アルリアンの小僧。怖いのなら、自分の尻の穴に頭を突っこんで震えているがいい」

　俺とギギナの言葉に、イーギーが
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「てめえら正気じゃねえ。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として一瞬だけ憧れたけど、単にアホの二乗だ」

「残念だが、お遊びの時期はすぎている。すでにここは地獄の
賭
 と

 
場
 ば

 で戦場なのだ」

　
賭
 か

 けられているのは、掛けがえのない自分の
魂
 たましい

 。飛び交うのは言葉の銃弾と裏切りの
刃
 やいば

 だ。なんてね。

　全員が無意味で不毛な闘いだと気づいているのだろうが、引くに引けなくなっているのだ。

　俺もアホの一人だと分かっていたが、冷静な戦略的思考に戻ることにする。

　前の勝負は、自分の恋人を
陥
 おとしい

 れて敵を増やしただけに思えるが、それは
素人
 しろうと

 考えだ。

　俺の誘導で、ジャベイラは
同
 どう

 
僚
 りよう

 を売るか、後輩を裏切るかの二択にさせられたが、あくまで決断は本人の意志である。

　理屈が分かるからこそ、ジヴの憎悪は俺ではなくジャベイラへと向けられる。

　そう、俺は共通の敵を持つ、ジヴという絶対の協力者を作ることに成功したのだ。

　許せジヴ、腐れ攻性咒式士どもを
葬
 ほうむ

 るためには、君を傷つける必要があったのだ。

　……君のマヌケ姿を見たい気持ちがあったのもたしかだけど！

　とにかく、今回で宇宙の根源悪たるジャベイラを地獄へと叩き落としてやるのだ。ギギナの目も、自分と同じ苦痛を、全員が受けるべきだと雄弁に語っていた。

　六人中、俺とジヴとギギナの三人が完全に手を組み、心が折れて負け犬となったツザンも俺に従うだろう。となると、ジャベイラとイーギーの不完全な連携では、俺たちには勝てない。

「えーと四十九、五十で次……」

「あ」

　ジヴに続くジャベイラの数字に、俺は小さな声をあげてやる。途端に全員の顔に緊張が疾走した。ジャベイラ本人の顔も青ざめている。

「いや、今のは無しぢゃ。五十一まで……」

「次と言ったからダメだ。人格変化の言い訳もなし」

　俺の笑顔をジャベイラが
睨
 にら

 んでくる。女が奥歯を

嚙

 か

 みしめる音が、心地よい天上の音楽にも聞こえる。

　俺の「あ」で、先に敗北したジヴも五十を言ったという事実が、ジャベイラと全員の脳裏に思い出されたのだ。
生
 いけ

 
贄
 にえ

 は決定された。

　ジャベイラは
縋
 すが

 るような
眼
 まな

 
差
 ざ

 しで参加者を
眺
 なが

 めていく。誰もが目を
逸
 そ

 らし、最後に止まる。

「イーギー、私たちは生死をともにする同僚で、
生
 しよう

 
涯
 がい

 の友人よね」

「え？　友人？」イーギーがどこか寂しそうな顔になる。次の瞬間、
諦
 あきら

 めの表情となって続けた。「ああ、そう、そうだな。同僚で友人だ。ずっと、ずっとね……」

　ええと、その、あれだ。気づいてやれよジャベイラ。

　しかし、二人の美しい友情には涙が出そうだ。まったくの

噓

 うそ

 だが。

　清い友情とやらがどこまで続くのか、確かめさせてもらおうじゃないか。

　思惑を隠し、数字は淡々と続いていく。

「六十……」「七十、七十一……」「八十、八十一、八十二……というか、ウチだけが十番代を言っているうううっ！」とジャベイラの人格がまたおかしくなってきている。

　六人中四人の間違った友情力が集結したのだ。

　こうなると、ジャベイラに協力して自分の立場を
危
 あや

 うくするような人間はいない。

　泣きそうになっているジャベイラとイーギーの視線が
交
 こう

 
錯
 さく

 する。だが、イーギーですらなにも言えなくなっていた。

「みんな、
罰
 ばつ

 はなにがいいかな？」

「下劣であるほどいいわ。まず脱がすわ」

「ドラッケン族の
拷
 ごう

 
問
 もん

 
式
 しき

 に、生皮まで脱いでもらおうか」

　俺たちの悪意が
満
 まん

 
載
 さい

 された会話に、ジャベイラの
蒼
 そう

 
白
 はく

 な顔が、生物学的にありえない色になっていく。

　折れた
解剖刀
 メス

 を抱え、ツザンが
虚
 うつ

 ろな笑みとともに九十五と言った。ドラッケン族の勇気が行方不明になったらしいギギナは、再び九十六で
安
 あん

 
全
 ぜん

 
圏
 けん

 に
逃
 のが

 れる。俺は九十七でジヴに渡す。

「うふふふふふふふふふ、九八、九……」

　気味悪い声でいきなりジヴはジャベイラを
葬
 ほうむ

 ろうとした。
尖
 とが

 った耳元に
唇
 くちびる

 を寄せ、優しく俺は
囁
 ささや

 く。

「おやおや、それでは、ジヴは
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の初心者だ。俺なら九十八で止めて次に渡すね」

　ジヴは困惑した顔をしていた。しかし、次の瞬間に俺の言いたいことを察し、半月のような笑みを
口
 くち

 
許
 もと

 に浮かべた。

　それは地獄の悪魔と契約する、邪悪な魔法使いの顔だった。

「早く言いなさいよっ！　私に罰を受けさせたいんでしょうがっ！」

　ジャベイラの
苛
 いら

 
立
 だ

 った声にも、ジヴは優雅に
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで返す。

「九十八でいいわ、次をどうぞ先輩」

「え、

噓

 うそ

 ？」

　ジヴは笑顔で手を差し出す。ツザンやギギナは不満そうな瞳を向ける。

「本当に？　やったー」

　気の抜けたジャベイラは九十九とだけ言おうとし、眼を見開き硬直する。ようやく事態に気づいたのだ。そこで俺もジヴと同じ種類の笑みを向ける。

「あれあれ？　先ほどは後輩を裏切って、今度は自分の
同
 どう

 
僚
 りよう

 を裏切るつもりですか？」

　俺の声に、ジャベイラは泣きそうな顔になる。女はイーギーの方を向く。

「……いいぜジャベイラ。俺が犠牲になる」

　イーギーが言い切ったが、

頰

 ほお

 が
痙
 けい

 
攣
 れん

 している。最終回の罰は、死ぬことが分かっている。だとしたら、たいした自己犠牲だ。

　俺たちを見据えるジャベイラの顔は、悲壮感に
溢
 あふ

 れるものだった。俺はこういう顔を見たことがある。

　
賭
 と

 
博
 ばく

 
場
 じよう

 にある緑の
羅
 ら

 
紗
 しや

 の上で、自分の全財産が溶けていくのを見ている敗北者の顔。決定的な破滅に、心がブチ折れてしまった人間の顔だ。

　長い長い沈黙が経過し、ジャベイラはようやく重い重い言葉を吐き出した。

「九十九……百。これでいいんだろうがっ！」

　ジャベイラの絶叫に、イーギーが
安
 あん

 
堵
 ど

 の息を
漏
 も

 らした。だが、すぐに自らの
卑
 ひ

 
劣
 れつ

 さを恥じるようにジャベイラの肩を抱いた。ジャベイラが疲労しきった顔で笑っていた。

「イーギー、私、俺、
儂
 わし

 は……」

「ジャベイラ、もういい。なにも言うな」イーギーは漂白された顔をしていた。「……というか、なにを言っても
虚
 むな

 しいし」

　だが、俺はそんな美談を望んではいなかった。

　俺が視線で確認すると、ギギナとジヴのその眼が、「裏切り者に
凄
 せい

 
惨
 さん

 な
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 を！」と求めていた。

　任せろ。ジャベイラの
魂
 たましい

 を復活不可能なまでに砕いてやる。

　俺が机の上に小さく
拳
 こぶし

 を握ると、ジヴとギギナの手もそれに答えて小さく拳を作る。

　ジヴが望んでいた結束が、間違った形で結実した。俺とジヴとギギナの負の魂が、今、ひとつになったのだ。

　そこで
咳
 せき

 が出た。ジヴが心配そうな顔を向ける。

「まだ治らないの？」

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だジヴ。なにかが引っかかっているだけだ」視線で飲み物を探し、見つけた。「そこのウェイトレスさん、勝利の美酒を俺に。それで
喉
 のど

 の引っかかりと敗北を流そう」









　素晴らしい勝利を思い出した。ジヴと俺はやはり気が合う。

　しかし、あいかわらず眼前の女とどこで出会ったのか、それだけが思い出せない。

「ちょっと待て、待ってくれ。本当に俺は、その、君と？」

　
寝台
 ベツド

 に腰掛けた女が考えこむような顔つきになった。寂しげに視線を床に落とした。

「……あんなに激しく愛しあったのに」

　女の
微
 ほほ

 
笑
 え

 みに、俺はまったく笑えない。笑える要素がありません。

「
喉
 のど

 が
渇
 かわ

 いたわね。なにか飲む？」

　机の上にあった杯を女が掲げるが、俺は首を振る。女は杯を戻して、俺の視線を受ける。

「服を着たいから、後ろを向いていてくれると
嬉
 うれ

 しいのだけど？」

　俺は
慌
 あわ

 てて
寝台
 ベツド

 に背を向ける。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の機関部を
弄
 もてあそ

 びながら、思考に
没
 ぼつ

 
頭
 とう

 する。

　思い出せないが、どこかでこの女を見た。それは確実だ。だとしたら、俺の記憶に
齟
 そ

 
齬
 ご

 があるのか？

　記憶が急加速ではっきりしていく。









「はい、もう一回やって」

　屋外席の
手
 て

 
摺
 すり

 に並んだ俺たちの眼下。屋外席の下から出てきたジャベイラが、川縁の道の中央で固まり、通行人が何事かと見ている。ジャベイラは首を
傾
 かし

 げて、俺たちを見上げる。

「え？」

「なにも『え？』ではありません。早くしなさいよ、負け犬。いえ、この負け虫め」

　ジヴの氷点下の声が、ジャベイラを打ちのめす。
唇
 くちびる

 を

嚙

 か

 んで
堪
 こら

 えるジャベイラの唇が、小さな小さな言葉を漏らす。

「聞こえないなぁ。もっと大声を出さないと、商売にならないですよ？」

　ジヴの追い打ちは厳しい。人間関係って簡単に壊れるなぁと俺は感心してしまった。

「俺が教えたとおりにやれよ～。ひとつでも間違えると、また最初からやり直しだよ～」

　俺の言葉に、ジャベイラの細い肩が震える。女は長い息を吐き、自らを振り切るように顔を上げた。それは勝てないと分かっている
戦
 いくさ

 にそれでも向かう、戦士の覚悟の顔だ。覚悟があっても、やっぱりこの戦いには勝てないけどね。

　川辺の道で、ジャベイラは引きつった笑みを浮かべている。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刺
 し

 
突
 とつ

 
剣
 けん

 サディウユを振って、光学
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を起動。安っぽい桃色の光をまといつつ奇妙な舞いを踊るジャベイラ。そして踊りながら、道を通りすがった親子連れに向かって突き進む。

「年齢的にかなり無理がある、魔法少女ジャベイラ参上！」

　自らの目の前に、左手で横向きのＶ字を作るジャベイラ。もちろん、反対の目は閉じ、口からは照れたように舌を出している。

　上からは、イーギーが咒式生成した食虫植物と有毒植物が降りそそいでいる。

　父親は思いっきり引いており、父親の手を握っている幼児は泣きそうになっている。

「ポンピロ、ピンピロ、アロパルパ！　あなたのくだらない夢とゲスい欲望を、邪悪な咒式で叶えちゃうぞ、ただしばっちり有料で♥
 」

　さらに魔杖刺突剣を振りつつ踊るジャベイラ。

「うわあああああん、怖いようっ！」と幼児は恐怖のために泣きだし、「見るな、寿命が縮むっ！」父親は我が子を抱えて逃げだした。

　親子は
超
 ちよう

 
弩
 ど

 
級
 きゆう

 の変質者だと思ったのだろう。

　川岸の路上には、
年
 とし

 
増
 ま

 の魔法少女が一人取り残されていた。右手からは、魔杖刺突剣が力なく下がり、床に先端を引きずっていた。

　ラルゴンキン事務所で一番の男前な
姐
 あね

 さんことジャベイラが、耳まで真っ赤に染めてうつむき、肩を震わせていた。ジャベイラが顔を上げた。三角帽子の先端が揺れる。二階の俺たちを涙混じりの
双
 そう

 
眸
 ぼう

 で見上げる。

「こんな商売成立するかっ！　なんだこの、カワイさ目指してイタい呪文はっ!?
 」

　またも揺れる三角帽子に、俺は笑いそうになる。だが、
手
 て

 
摺
 すり

 にもたれる俺は耳元に手を当てて、問いかえす。

「はあ？　職業に
貴
 き

 
賤
 せん

 はない。そうだよね紳士
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 の皆様方？」

　ジヴが
鷹
 おう

 
揚
 よう

 にうなずく。ギギナとイーギーとツザンは、俺たちと目も合わせない。ジヴだけが絶好調である。

「ジャベイラ先輩、こちらに声をかけないでいただけます？　私たちが変質者の知りあいだと思われてしまいますから、はっきりいって迷惑です。存在が公害です」

　手の甲を
口
 くち

 
許
 もと

 に当てて、ジヴが優雅に高笑いする。ああ、俺はこんなジヴも大好きだ。

「ジヴーニャ
嬢
 じよう

 ったら、素敵に
残
 ざん

 
酷
 こく

 ですこと♥
 」

「いえいえ、ガユス元
準
 じゆん

 
爵
 しやく

 こそ、素晴らしく
冷
 れい

 
酷
 こく

 でございますわ♥
 」

　俺とジヴの笑いは止まらない。笑いすぎて腹が痛い。

　
悔
 くや

 しさのあまり、ジャベイラの足が床に落ちた食虫植物と有毒植物を踏みにじる。イーギーが俺を見つめていた。

「ガユス、てめえの言うとおりに植物を降らせたが、これって恥ずかしさを
和
 やわ

 らげてないんじゃねーの？」

　イーギーが疑問をつぶやくが、気づくのが遅い。こいつの淡い感情が一生実らないことを、俺が完全品質保証する。

「……あの、御注文されたお酒です」

　すでに視線を合わそうともしないウェイトレスが酒を運んできた。
銀
 ぎん

 
盆
 ぼん

 の上の酒杯を引ったくり、一気に勝利の美酒を味わう。独特の苦味で
美
 う

 
味
 ま

 い。

　俺とジヴは高笑いを
止
 や

 めて、眼下の
下
 げ

 
民
 みん

 へと視線を向ける。ジヴが声をかける。

「では、もう一回。がんばってくださいね、ジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ先輩」

「ジ、ジヴーニャちゃん、頼むから名前をすべて言わないで！　身元が特定されたら、外に出られなくなる！」

　ジャベイラの絶叫に、
慈
 じ

 
母
 ぼ

 のように目を細めてジヴが
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかえす。

「では急いでくださいな。ジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ先輩」

　
残
 ざん

 
酷
 こく

 な言葉に、ジャベイラの瞳に絶望の闇。

「ジヴ、あんた、私以上に人格が変わってない!?
 　ガユスの悪い影響が出ているわよ!?
 」

　俺は仕方なく正義の怒りを爆発させた。

「俺にも
謂
 い

 われのない文句を言うつもりかい？　ジャベイラ・ゴーフ・ザト……」

「わ、分かったわよ、この
外
 げ

 
道
 どう

 ども！」

「誰が外道ですって？　ジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ先輩、ラルゴンキン
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所勤務で、住所はメッテン通り四の一の……」

「さっきのは

噓

 うそ

 です！　心からすいません！　全力全開で魔法少女を喜んでやらせていただきますっ！」

　俺たちの眼下では、騒ぎに人々が集まってきていた。夕飯を食べにきていた男女に、川辺を散歩していた家族連れが通りすがる。

　観客の前で、ジャベイラはひたすら奇怪な魔法少女の踊りと、
謎
 なぞ

 の奇声を繰りかえした。人々の奇異の視線と失笑を一身に浴びて。

「脇が甘い！　アホ呪文が腹の底から出ていない！　先輩は
不
 ふ

 
況
 きよう

 を
舐
 な

 めているの？」

　ジヴの厳しい声でジャベイラが踊る。半泣きで。

「ダメだ、もっと真心をこめて踊れ！　誇りだとか自尊心だとか、人間としての大事なものをすべて捨てろ！　話はそれからだ！」

　俺の冷酷な言葉でジャベイラが踊る。三分の二泣きで。

「魔法で株価を上げなさい。魔法で世界中の民族紛争を止めなさい。魔法でガユスの料理を食べても私の体重が増えないようにして！　できないと終わりませんよっ！」

　ジヴの邪悪な指摘でジャベイラが踊る。すでに十分の九泣きだった。

「もっと哀れみを誘え！　哀れみと
施
 ほどこ

 しこそが魔法少女の喜びで主収入なのだっ！」

　俺とジヴの
苛
 か

 
烈
 れつ

 なダメ出しが続き、すでに二十分が経過している。

　誰かに金を施してもらうまで続けなくてはならないが、はっきり言って、こんな商売が成りたつわけがない。つまり、俺たちの気分次第で、この世の
終
 しゆう

 
焉
 えん

 までも続けられるのだ。

　警官が来て
逮
 たい

 
捕
 ほ

 、もしくは射殺するほうが早いだろうが。

　開始から二十二度目、ついにジャベイラは下から出てこなくなった。

　心配顔のイーギーが階段を下っていく。俺は跳ねるような足取りでついていく。

　川縁へと出る階段の前でジャベイラは
膝
 ひざ

 を抱えてうずくまっていた。
魂
 たましい

 が抜けたような
虚
 うつ

 ろな表情をしていた。

　イーギーが駆けよろうとすると、小さく女の
唇
 くちびる

 が動いていた。唇は
囁
 ささや

 くように呪文を唱えている。

　耳を澄ませると、「私が生まれてきた意味ってなに？　これが私の目指した
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 としての高み？　
否
 いな

 、断じて否！　でもでも……」と、人として言ってはならないことを延々とつぶやいていた。

　
廃
 はい

 
人
 じん

 寸前の状態に、さすがに哀れになってきた。

「もういいよジャベイラ、俺たちが悪かった。少しやりすぎた」

　俺の言葉の
傍
 かたわ

 らを、高い
踵
 かかと

 を鳴らしジヴが通りすぎた。ジヴは手を伸ばした。先輩のジャベイラの肩に優しく手がかけられた。

　涙を
零
 こぼ

 しているジャベイラが顔を上げ、瞳はジヴを見上げる。恐怖に震えて首を振るジャベイラ。

「いや、許して。これ以上は死ぬ。心が死んじゃう……」

　許しを与えるように、ジヴは首を左右に振った。ジャベイラの
双
 そう

 
眸
 ぼう

 に希望の光が射していく。

「……ジヴ、あなたに子豚の全力の
物
 もの

 
真
 ま

 
似
 ね

 をさせた私でも許してくれるの……？」

「もちろん……」

　だが、ジヴの首の左右の動きは止まっていなかった。

「もちろん、子豚の物真似の
屈
 くつ

 
辱
 じよく

 は、この程度の
罰
 ばつ

 では晴れません」

　感情の無いジヴの声に、ジャベイラの顔が希望から極限の恐怖に暗転。

「はい、休みは終わりです！　次は大通りの大観衆が魔法少女を必要としている気がするわ！」

　ジヴの細い手が、
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 となってジャベイラの手首を

摑

 つか

 む。ジャベイラが必死の抵抗を行うが、ジヴは強引に引きずっていく。

「イヤ、それだけはイヤ！　エリダナで生きていけなくなるっ！」

「生きなければいいのです」

　
冷
 れい

 
酷
 こく

 なまでに、ジヴの手はジャベイラを表通りへと引きずっていく。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が抵抗しているのに、剛腕は引きずる。イーギーとツザンが前に出る。

「ちょっと待……」

「ちょっと、なんですか？」

　ジヴの
一
 いち

 
瞥
 べつ

 を受けて、二人は硬直した。

「それとも、あなたがたがジャベイラ先輩の代わりをする、ということですか？」

　冷たいジヴの笑みに、二人は無言のまま首を全力で左右に振った。そして階段の壁際まで後退する。

　ジヴとジャベイラの姿が川辺の道から消えて、一分。大通りのほうからジヴの怒鳴り声と、ジャベイラの
嗚
 お

 
咽
 えつ

 混じりの呪文が響いてくる。それはもはや悲鳴と絶叫だった。

「……私の
許嫁
 いいなずけ

 でも、あそこまで鬼では……」

　ギギナの静かな
述
 じゆつ

 
懐
 かい

 が、夜に
谺
 こだま

 していった。俺にしても俺以上に性格の悪い、黒ジヴを初めて見た。

「ジヴ、みんな仲良くって言っていた優しい君は、どこに行ってしまったんだ？　なぜ人は憎しみあい、傷つけあうのだ？」

　俺は深い哀しみを込めて、惨劇を見送ることしかできなかった。俺は無力だ。ギギナが苦い顔をしていた。

「よく考えると、なにもかも
貴
 き

 
様
 さま

 が原因のような気がするのだが？」

　ギギナが俺を責めているようにも思えたが、気のせいだろう。

　次の瞬間、俺は夏にはふさわしくない体の震えを感じた。

　立っていられなくなり、俺は階段の壁際に肩を預ける。ツザンの
麻
 ま

 
酔
 すい

 は抜けているはずだが、酒が回ってきたのか？

　ギギナを置いて洗面所に向かうが、意識が
朦
 もう

 
朧
 ろう

 としてくる。足取りが乱れる。

　なんとか洗面所の扉を開けた瞬間、濡れたタイル床に左
膝
 ひざ

 をついてしまう。

　あきらかに異常だ。解毒剤を合成するため、体内の物質を調査しようとすると、声が聞こえた。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですか？」

　
億
 おつ

 
劫
 くう

 な動作で振りむくと、戸口に黒髪の女が立っていた。どこかで見た顔だ。だがどこで見たのかは思い出せない。

　視界が揺れた。俺の意識が遠のいていく。









「そうか！　あなたは倒れた俺を助けた女性か？」

「え？」女性が声を返してくる。「ええ、やっと思い出してくれたのね」

　背後で
衣
 きぬ

 
擦
 ず

 れの音をさせて、女が同意する。服を着ているらしいが、後ろを見るわけにもいかない。続く記憶を検索しようとしたが、いくら考えてもなにも思い出せない。記憶のほとんどが戻ったが、ところどころで欠落している。

「倒れたあなたを
介
 かい

 
抱
 ほう

 したのだけど、酔っていて帰りたくないって言うから近くのホテルに来たのよ」女が服を着る音をさせ、続ける。「あとは、もう言わなくても分かるでしょ？」

　女の説明はどこか変だが、ありえないことではない。

　だが、どこかが決定的におかしい。なぜレストランの医務室へ行かずに、ホテルにいる？

　ジヴやギギナなど俺の連れに知らせるのが先ではないか？　微妙な
齟
 そ

 
齬
 ご

 ばかりだ。

　脳裏には、雷光のような
閃
 ひらめ

 き。

　俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を引きよせる。体ごと振り向きざまに
刃
 やいば

 を掲げ、女が振り下ろしてきた短刀を受ける。

　眼前で刃と刃が
軋
 きし

 る悲鳴があがる。刃の交差の向こうに、女の殺意に満ちた瞳があった。

「……どうして分かったのかしら？」

「まず、
解
 かい

 
剖
 ぼう

 や嫌がらせ以外で、君みたいな美女から寄ってくるような魅力が、俺にあるはずがない」

「はずがない、って驚くほど後ろ向きな推理ね」
悔
 くや

 しい口調だった。「だけどあまりに正しい自己認識だわ」

「正しいって言うなよ」

「分かっているなら、早くあれを出しなさい！」

　俺は迷ったが、ジーンズの前に空いている左手をかける。

「その、優しくしてね？」

「違う、あれはあれで、それではないっ！」

　女が
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 とともに刃を押しこんでくる。俺は冷静に
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 第二階位〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を刃に発動。刃と
柄
 つか

 に耐雷撃処置をしていなかった女に通電。背筋を反らして硬直させた。

　硬直したまま、女は後方に倒れていく。首の後ろに俺の足の甲を延ばし、後頭部を床に打つのを防ぐ。

　舌が
喉
 のど

 の奥に入って
窒
 ちつ

 
息
 そく

 しないように引きだすと、女の意識が戻ってきた。
瞳
 どう

 
孔
 こう

 の焦点が合ってくる。表情には疲労の色と
諦
 てい

 
念
 ねん

 。

「……手加減してくれたのね」

「俺はギギナではないからな。なにも分からないままに死なれたら、目覚めが悪い」

「本当になにも分からない、の？」

「ああ」見下ろしながら言った瞬間、昨日一日、この女の顔を何度も見ていたことにやっと気づいた。

「いや、思い出したぞ。救急隊員に大道芸人に酔っぱらいか！」記憶が連結していく。「そうか、あのウェイトレスもおまえで、勝利の酒に薬を盛ったということか」

　女が体を起こす。電気に
痺
 しび

 れて動きにくいため、
寝台
 ベツド

 に腰を下ろす。俺も
椅
 い

 
子
 す

 を引っぱりだして、女の向かいに座る。

「だいたい正解。だけど、あなたはあまり頭が良くないわね」

　女が首を振りつつ、事実を告げた。

「どういう事情か、そろそろ教えてくれないか？」

　俺の疑問に、女は重い息を吐いた。

「あれというのは、具体名は言えないけど、ある企業が開発した新型の記憶
素
 そ

 
子
 し

 。それを他の企業へと売り飛ばすために、社員が持ちだしたのよ。私はそれを追っていた探偵のイビサってわけ」

「つまらない映画や物語でよくある話だな。だが、それが俺となんの関係がある？」

「裏切り者の車に輸送車をぶつけて、記憶素子を奪おうとしたけど、彼は持っていなかった。病院に収容して力ずくで聴取したら、あなたに渡したと吐いたのよ」

　夕方の事故を思い出した。事故のときに俺に寄りかかってきた男が、機密を持ちだした社員というわけか。

「その後は何度も変装してあなたの服を奪い、探ろうとしたのだけど、ダメだった。ついには薬で
昏
 こん

 
倒
 とう

 させ、ホテルに運んで裸にしてまで調べようとした」女が疲れた息を吐いた。「だけど、酔ったあなたに
殴
 なぐ

 られて私も気絶したの。先にあなたが目覚めたけど、記憶がないようだった。そこでなんとか
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 して奪還する
隙
 すき

 を
窺
 うかが

 っていたのだけど……」

「では、俺と君はなにもしていない？」

「残念だけど、あなたは私の好みじゃないわ」

　イビサが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「ただ『君が脱がないと俺も脱がない。脱がないったら脱がない』とあなたが言ったことは事実だけど？」

　イビサの言葉に俺は落ちこむ。酒と薬の効果が多少はあったとしても、俺の理性の不在が証明されたような気がする。

　だが、乳と尻の魔力に男が勝てるなら、酒場の
喧
 けん

 
嘩
 か

 も戦争もなくなるはずだ。自分に言い訳をしていると、イビサの真剣な瞳に気づいた。

「正直に言ったのは、私を信じて欲しいから。記憶素子は、あなたの役には立たない。
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 を
折
 せつ

 
半
 ぱん

 してもいいから、返してくれない？」

「いや、俺もそうしたいんだけど、本当に知らないんだ」

「

噓

 うそ

 。だって記憶素子につけた発信器の特殊波長の反応は、常にあなたのほうから……」

　イビサはスカートから伸びた足の先を、
寝台
 ベツド

 の下へと延ばした。足に引っかけて、器用に携帯端末を取りだす。

　足の指先で操作すると、探知機らしきものが発動する。

「今は、なにも反応しない？　これはどういうこと？」

「……もしかして」俺は分かってきた。「新型の記憶
素
 そ

 
子
 し

 とは、これくらいの大きさの黒いもの、だとか？」

　俺が指先に小石くらいの大きさを示すと、女探偵が大きくうなずく。黒い目には、期待と希望の色があった。

　裏切り者にぶつかったときから、
喉
 のど

 の奥に何かが引っかかった感じと、先ほどのことを思い出していた。ああ、俺は自らに向けられる期待と希望に、常に応えられない。

「……実はそれ、今ごろは下水処理場にあると思われる」

「どういうこと？」

「いや、事故で素子を飲んで、吐いて、流した。トイレで」

　イビサの目と口が大きく見開かれる。

「わ、悪いことをしちゃったかな？」

　俺の言葉にイビサが肩を落とした。
極
 ごく

 
秘
 ひ

 
裏
 り

 に回収するためのすべてが
水
 すい

 
泡
 ほう

 に
帰
 き

 して、脱力してしまったのだろう。女の顔は
魂
 たましい

 が抜けたように漂白されていた。

　振動。俺の携帯が鳴った。ジヴからの呼び出しに、条件反射で出てしまった。すぐに立体光学映像が起動する。

「ガユス、
罰
 ばつ

 を最後まで見ないで帰るなんてもったいない。昨夜はあれからが面白かったのよ。今日の朝までやっていたのだから」

　立体光学映像のジヴが
爽
 さわ

 やかな笑顔を見せていた。ジヴの横には、
廃
 はい

 
人
 じん

 のように表情が消えたジャベイラやツザン、ギギナやイーギーの顔が並んでいた。

　ジヴの罰が、竜や
禍
 まが

 つ
式
 しき

 をも倒す
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちを廃人にしていた。どんな罰がくだったのか、もう想像したくもない。

「それより、今どこにいるの？　もしかして体調が悪くなって帰ったのだとしたら、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ？」

「え、いや、その、ジヴの心配は
嬉
 うれ

 しいが、すごく説明しにくい事情があって……」

「ねえ、ガユス。私のブラとショーツはどこかしら？」

　鼻にかかったイビサの甘えた声に振りかえる。俺の背後を女が歩いていた。

　わざわざ全裸になって。張りつめた乳房と、鍛えられた
臀
 でん

 
部
 ぶ

 までしっかりと見えました。

　油が切れた機械の動きで、俺の首は前に向きなおる。

「……ガユス、そこを動かないでね」

　ジヴの
凄
 すさ

 まじい形相が待っていた。

　口や鼻など顔の構成要素は笑っているのだが、目だけは笑っていない。あのときの表情だ。

「今、位置検索をしてそこに向かうから。昨日考えたけど、最高に危なくて邪悪で、さすがの私も止めていた
罰
 ばつ

 を試したい」

　ジヴが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「いえ、試すことに決めた」

　俺の前へと回った女探偵は、上着の
袖
 そで

 に腕を通しながら歩く。歩みはホテルの扉に向かっていた。

「おい女探偵、イビサ！」俺は必死に助けを
請
 こ

 う。「せめてジヴに説明をしていけ。俺たちの間にはなにもなかったって！」

　イビサは黒髪を

搔

 か

 き上げながら振りかえり、真紅の舌を出した。

「ガユスの
内
 うち

 
股
 もも

 には、古い刀傷があってかわいいのよね～」

　そして
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな足取りで、出ていった。

　ジヴが通信を乱暴に切った音が、俺の
鼓
 こ

 
膜
 まく

 を破りそうになった。









　
寝台
 ベツド

 に腰を下ろした俺は、頭を抱えて悩んでいた。

　ジヴが到着する前に、
上
 う

 
手
 ま

 い言い訳を考えるべきなのだ。

　企業間の機密を巡る
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 
戦
 せん

 に巻きこまれて、女探偵イビサと戦った。仕事に失敗した女探偵が、嫌がらせに俺を
嵌
 は

 めた。

　ダメだ。どこまでも真実だけど、電波系の
妄
 もう

 
想
 そう

 にしか聞こえない。

　ええと、実はあれは医者なのでした。いつも具合の悪い、俺の脳の緊急手術をしていた。

　ダメだ。医者まで全裸になる理由が、地の果てまでも存在しない。

　ええと、実はジヴが見たのは幻覚である。人類の感覚が絶対的に正しいとは言いきれない。人は自分が存在すると考えるがゆえに存在する、と思っている生物である、と自分で思っているだけである。

　ダメだ。こんなアホ言い訳をしている間に、俺の鼻にジヴの
踵
 かかと

 がめり込み、後頭部から出ることになる。

　ええと、実は……。

　そこまで考えたところで、表で車が急停車する音。扉の向こうから、音が聞こえてきた。

　高い
踵
 かかと

 が
廊
 ろう

 
下
 か

 のコンクリ床を叩く音が聞こえてきたのだ。重～い刃物と鈍器が床に
擦
 こす

 れる、最高に不吉な伴奏つきで。

　足音と凶器を引きずる音が、扉の前で止まった。

　俺は静かに目を閉じて、ジヴの
罰
 ばつ

 がせめて半殺し程度であることを願った。









　その日、一日をかけて、生き地獄という単語の正確な定義を、俺は身をもってジヴから教わることになった。

　なにがあったのかは、具体的には思い出したくない。

　思い出そうとすると、俺の海馬が断固として拒否をする。
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　指輪で飾られた手に握られた羽筆が動いていく。筆先は、書類に端正な
筆
 ひつ

 
致
 ち

 で文字を書いていった。

　羽筆が止まる。書類の末尾には「
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年六月十四日、オージェス選皇王代理　モルディーン・オージェス・ギュネイ」と記された。

「今どき電子書類も使えないとは、公文書とはどこまでも不合理だね」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が、
樫
 かし

 
机
 づくえ

 の上で
嘆
 たん

 
息
 そく

 を
吐
 は

 く。
僧
 そう

 
衣
 い

 の
襟
 えり

 を上まで留めた、普段の正装だった。退屈そうな表情のまま、手を
閃
 ひらめ

 かせる。左手の指輪のひとつに
嵌
 は

 まっている印章を、書類へと押しつける。

「それでキュラソー君、あと何件ほど残っているのかね？」

　視線は
傍
 かたわ

 らに控える背広姿へと向けられた。キュラソーと呼ばれた
[image: ]

 そう

 
身
 しん

 の影が進み出て、手に持っていた書類を机に乗せる。

「
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 全権大使として外交文書の確認に、
啓
 けい

 
示
 じ

 派教会枢機卿長としての宣言草案と、ジュデッカ
公
 こう

 
爵
 しやく

 としての議会への提案書類と」モルディーンの右前に、辞書のような厚さの書類が積み上げられた。「アルベルム伯爵としての
官
 かん

 
吏
 り

 任命書類に、シグルスの筆頭株主としての総会出席の返事、他多数です」と左前にも書類の山が形成された。

　激務に枢機卿長が顔を書類から
背
 そむ

 けた。
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥の黒い瞳は、窓の外へと向けられる。

　窓の外には、庭園。さらに遠くにはビルの連なりがあり、道には人の波が見下ろせた。ツェベルン龍皇国の首都、人口一千万を越える皇都リューネルグの街並みが広がっていた。

　皇宮の右の端に位置する〈黒の館〉にある執務室から、枢機卿長は都市を
眺
 なが

 めていた。モルディーンは小さく
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、現実に戻ることにする。

　待ち構えていたキュラソーが、手紙の
束
 たば

 をさらに書類の山に乗せていく。

「書類の他にもジスカル
男
 だん

 
爵
 しやく

 の遺児、チェザース殿が面会を待っています。次にボルストス少将
閣
 かつ

 
下
 か

 からは、西エインド
鎮
 ちん

 
圧
 あつ

 協力の
陳
 ちん

 
情
 じよう

 と、御子息の事故に対する口添えの依頼が来ております」

「チェザース君には少し待っておいてもらおう。ボルストス君からの
懸
 けん

 
案
 あん

 の、前者は
快
 かい

 
諾
 だく

 しておいてくれ。しかし、
直
 ちよつ

 
轄
 かつ

 
軍
 ぐん

 の敷地での事故は、私には権限違いだ。根回しの時間が欲しいと返しておいてくれたまえ」

　書類の
峡
 きよう

 
谷
 こく

 に囲まれたモルディーンは、即座に返した。背を
椅
 い

 
子
 す

 に預け、深く身を沈める。
唇
 くちびる

 は、以前にも増して重々しい
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐く。

「そこでだ、キュラソー君。私は仕事から逃げたいのだが、少しの間でいいから、目を閉じていてくれないか？」

「逃げてはなりませぬ」

　東洋的な
容
 よう

 
貌
 ぼう

 の秘書が、
謹
 きん

 
厳
 げん

 
実
 じつ

 
直
 ちよく

 な物言いで返す。

「人には、その立場と能力に応じた責任と立ち振る舞いが求められます」

「君の中年男のような口調はどうにかならないかな。もう少し女性らしい言葉であれば、私のやる気が出るかもしれないのに」

　モルディーンの軽い言葉に、キュラソーの形のよい
唇
 くちびる

 が引き締められる。

「秘書官に愛想は必要なく、忍びにも女らしさは必要ありませぬ。それが
拙
 せつ

 
者
 しや

 の立場と責任でありますので、ご
容
 よう

 
赦
 しや

 のほどを」

　キュラソーが胸を張って返答した。背広の下のただでさえ小振りな
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 を帯で巻き、娘盛りの象徴を押しこめているのだ。モルディーンが残念そうな顔をすると、女の忍者にして秘書官の瞳に厳しさが宿る。

「十二代目
甲
 こう

 
賀
 が

 真伝を襲名した瞬間から、名と女は捨てました。それとも、
拙
 せつ

 
者
 しや

 に
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 でも申しつけますか？　お望みとあらば、お館様の下で
喘
 あえ

 ぐ演技もしてみせますが？」

　切れ長の瞳の凝視に、片手を上げてモルディーンが議論を止める。

「分かった。軽い現実逃避にそう怒らないでくれ」

「ご理解いただければ、幸い
至
 し

 
極
 ごく

 です」

「まったくキュラソー君は
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 にすぎる。だから、
悪戯
 いたずら

 しがいがあるのだけど」

　主君の
戯
 たわ

 
言
 ごと

 を無視し、キュラソーは書類を一枚取りだす。

「それでは、取り急ぎ明後日からの円卓評議会での議題『トレト公国問題』の提言書に目を通していただきたく思います」

「グズレグ君が、また退屈なことをしようとしているようだね」モルディーンの
眼
 まな

 
差
 ざ

 しが書類を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 し、情報の真意をまとめる。「東方諸国家との関税低減の提案は
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 に
無
 む

 
益
 えき

 だと邪魔してくる、か」

　冷笑しつつ、モルディーンが視線を横に動かす。窓の外に広がる皇宮の屋根の群れの先に〈黒の館〉に対する〈赤の館〉が見えた。

　モルディーンは再び
椅
 い

 
子
 す

 の背に
凭
 もた

 れる。
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は、
顎
 あご

 の下に手を添えて思考を巡らせていく。

　主君の
莫
 ばく

 
大
 だい

 な思考を邪魔しないように、キュラソーは背後に控えていた。主君が引きおこす、国家規模の悪戯に巻きこまれたくないというのが本音ではあったが。

「
久
 きゆう

 
蔵
 ぞう

 君」

　珍しく一族の
頭
 とう

 
領
 りよう

 としての名前で呼ばれ、女忍者の背が伸びる。モルディーンが告げる。

「まずは、待たせているチェザース君を呼んでくれ」

　即座にキュラソーが呼び鈴を鳴らす。侍従が主君の求める相手を呼びに走る。









　皇都市リューネルグにある、皇宮ギネクンコンの一室。通称〈赤の館〉に統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 本部があった。制服組が行き交う本部の奥に、統合幕僚次官の執務室があった。

　グズレグ統合幕僚本部次官は、左
膝
 ひざ

 を立てて椅子に座していた。四十代という若さで幕僚本部の二番手、実権を握った高級軍人の姿勢は微動だにしない。

　険しい灰色の瞳は、前方を
眺
 なが

 めている。立体光学映像による地図が壁一面に広がっている。

　地図には、補足情報が立体光学映像の小窓として連なっていく。見ている間にも
幾
 いく

 
重
 え

 もの文字と数字の小窓が開き、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な情報を提示していく。

　グズレグの
眼
 まな

 
差
 ざ

 しは、無感動に情報を
精
 せい

 
査
 さ

 していく。まるで一個の機械であるかのような
容
 よう

 
貌
 ぼう

 だった。

「
珈琲
 コーヒー

 」

　一言の指示に、
傍
 かたわ

 らに控えていた秘書官のペイロースが一歩を踏みだす。上官であるグズレグの視界に入らないように動き、机の上にある機器を使って、珈琲を
淹
 い

 れる。湯気をたてる杯を受け皿とともに、机の上に置く。もちろん、グズレグの視界に入らないように置かれた。

　グズレグは若い秘書官など存在しないかのように手を伸ばし、杯に口をつける。薄い
唇
 くちびる

 で
啜
 すす

 り、感想もなく杯を戻す。針の瞳はまた前方の情報を注視する。

　グズレグが息を吐いた。男の思考が結論を出したようだ。ペイロースがいつものように問いかける。

「トレト問題、ですか？」

　グズレグが無言でうなずき、続ける。

「斜陽とはいえ大陸でも強国に数えられる
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 にとって、トレト公国は小さなものだ」
狷
 けん

 
介
 かい

 さを示す瞳で続ける。「だが、背後に座す強大な
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 である神聖イージェス教国を考えると、トレト問題を
些
 さ

 
事
 じ

 とするわけにはいかない」

　グズレグは
剃
 かみ

 
刀
 そり

 のように鋭利な
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を漂わせている。秘書官にしても、対面しているだけで緊張する。

「トレト問題に関しては、可能なかぎりの手を打った。二重三重の
罠
 わな

 を仕掛けた。
上
 う

 
手
 ま

 くいけば、我ら軍部が望む方向に動くだろうな」

「上手くいけば、ですか？」

「上手くいく可能性は少ないと私は読んでいる。なにしろ、盤面の反対側に座しているのは、あのモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 だ」

　グズレグは冷たい笑みを浮かべていた。

「私はモルディーン枢機卿長を過小評価しない。私は
策
 さく

 
謀
 ぼう

 
家
 か

 を自認し、政敵を
失
 しつ

 
脚
 きやく

 させ強敵を別の強敵に殺させてここまで来た。軍部においては、政治寄りともされる」

　分析の光が目に宿り、結論が放たれる。

「だが、客観的に各要素を計測すれば、私よりモルディーン枢機卿長のほうが一枚
上
 うわ

 
手
 て

 だろう。踏んできた場数で負ける気はしないが、相手は生まれたときから政争に生きるオージェス家でも、歴代最高の指し手とされる男だ」

　グズレグの言葉に揺らぎはない。

「私の手を見越して、向こうも必ず手を打ってくる。どのような手か、私には分からない。容易に勝てるとも思わない」

　目には
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な光があった。

「ならば打てる手がある」

　秘書官は上司の冷徹さに恐ろしさを感じていた。相手より自らが劣ると冷徹なまでに計測し、なお勝機を見いだせる。
凡
 ぼん

 
人
 じん

 には理解が不可能だった。

「おそれながら、よろしいでしょうか？」

　グズレグは答えない。反対がなければ肯定であるとして、ペイロースは前々から思っていたことを口にしてみた。

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 と協力、とまではいかなくとも、互いに暗殺者を送りあうことは
閣
 かつ

 
下
 か

 にとっても不利であるかと思われます」

「私とあの男とは
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 だ。それゆえに私だけは
騙
 だま

 されない」

　グズレグは断定した。

「
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 にとってモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が有益である、と私は素直に信じない。私やかつてのオルケンティウス猊下や、おまえが持つような愛国心があるとは思えない。あの男にはどこか不吉さを感じる。国家と世界のために、絶対に排除せねばならない」

　グズレグの視線が部屋の右手に向けられる。

「神龍と神剣の旗のもとに、あの男は倒さねばならない。今でなくてもいつか必ず」

　壁に貼られていたのは、ツェベルン龍皇国の旗だった。見つめるグズレグの瞳には、断固とした決意があった。

「ひとつ
布
 ふ

 
石
 せき

 を打つ、か」

　グズレグが右手を
虚
 こ

 
空
 くう

 に伸ばす。五指は腰に下げられた
柄
 つか

 を

摑

 つか

 む。

「意味のない嫌がらせに近いが、だからこそ読めないはずだ」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈刑死者ハウリオン〉が
鞘
 さや

 から放たれる。白々とした
刃
 やいば

 から、複雑な
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 が生成され、床に転写される。自らの場所が
考
 こう

 
慮
 りよ

 されなかったペイロースが、
慌
 あわ

 てて飛び
退
 の

 く。

　床に描かれた組成式の文字や数式が激しく発光する。組成式の断面、床から
滲
 にじ

 みでてくるものがあった。

　黒い染みは室内の空中に放たれる。それは大人が両手を広げても抱えられないほどの、巨大な球体。表面には数十もの眼球が位置していた。数十もの眼球は
瞳
 どう

 
孔
 こう

 を上下左右に動かし、部屋を
窺
 うかが

 っている。憎悪と
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しの群れの動きが停止。グズレグと
傍
 かたわ

 らに控えるペイロースの姿を
捉
 とら

 えた。

「
眩
 まぶ

 しいい明るいい。出られたた」

　球体の姿と声に、ペイロースは恐怖した。

「こ、れは
禍つ式
 アルコーン

 、ではないですか!?
 」

「ああ、無派のヤルングックという
準
 じゆん

 
爵
 しやく

 級の禍つ式だ」

　床から浮遊する球体が動く。一気に自らを呼びだしたグズレグに
襲
 おそ

 いかかる。悲鳴をあげようとしたペイロースの寸前で、球体が急停止。

　黒い球体の表面には、青白く輝く一と〇で
紡
 つむ

 がれた
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 が縦横に横断していた。光の鎖は、床につながっていた。縛鎖のために、ヤルングックという禍つ式は一定範囲から外へと動くことができない。

「うぉのれ
忌
 いま

 
々
 いま

 しい鎖よよ。長きにわたって我を
縛
 しば

 るる。我を閉じこめたたグズレグぐぐ、呼びだしたた、殺すす」

「いくら
禍
 まが

 つ
式
 しき

 といえども、七年も
虚
 きよ

 
数
 すう

 空間に
監
 かん

 
禁
 きん

 されれば、多少は壊れてしまうか」

　実験動物を
眺
 なが

 めるように、グズレグは冷淡な見解を口の端に乗せた。ヤルングックが叫ぶ。

「光もななく
闇
 やみ

 もなくく、誰も自分もいないい。燃えて
凍
 こご

 える苦ししい。もうあそこにに戻ることだけはは嫌だだ」

　ペイロースは呼吸すらできなかった。自らの上官が到達者階級を
遥
 はる

 かに超える
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 であることは知っている。だが、禍つ式を、しかも七年にわたって監禁するということは、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な咒式力と、そして常識外の
残
 ざん

 
酷
 こく

 さが必要とされる。

「わざわざおまえを呼びだしたのは、
外
 ほか

 でもない」グズレグが告げる。「そろそろおまえを解放してやろうと思ってな」

「どういうことだだ？」

　球体は音声で問う。グズレグは半月の笑みを見せる。演技の笑みだった。

「とくに意味はない。ただ、例のものはモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が持っていると、おまえの主に教えてほしくてね」

　球体表面の眼球が、数十もの
瞳
 どう

 
孔
 こう

 を回転させる。

「おお、おおなんということだ。なんという事実だ。知らせねば、主に知らせねば！」

　ヤルングックの数十もの目が目まぐるしく動き、咒式波長が四方に放射された。

「
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 は解いてやる。去れ」

　ヤルングックを縛っていた光の鎖が、
四
 し

 
散
 さん

 した。

「おお、おお、動ける。自由、自由。主に、ハビカイアー様に会えるる！」

　ヤルングックが咒式波長を解放する。球体は床に向かう、と見せかけて水平移動。再びグズレグに
襲
 おそ

 いかかる。

「死ねいひっ！」

　対するグズレグが左手を掲げる。球体はグズレグの眼前で急停止し、
凄
 すさ

 まじい
燐
 りん

 
光
 こう

 を散らす。強大な咒式
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界に
阻
 はば

 まれ、禍つ式は進めなかったのだ。後退するヤルングックは、すぐに不可視の壁に激突した。

　干渉結界は、ヤルングックを囲む立方体となっていたのだ。

「残念ながら、頭脳と口先だけで実権を握れるほど、皇国軍は
素
 そ

 
朴
 ぼく

 な組織ではなくてね」

　グズレグが左手の五指を曲げる。干渉結界が急速に縮小する。ヤルングックの球体の体は立方体の結界に押される。立方体である不可視の結界がさらに縮小していく。必然的にヤルングックの球体の体は立方体に押しこめられていく。

　結界の圧力によって立方体となったヤルングックは、数十もの眼球を動かし悲鳴をあげる。

　グズレグは指を
畳
 たた

 んでいく。結界はさらに縮小し、一気に
拳
 こぶし

 ほどの大きさになる。肉体の強度が破壊され、内部の禍つ式の肉体が青い血と
内
 ない

 
臓
 ぞう

 の
塊
 かたまり

 となる。
断
 だん

 
末
 まつ

 
魔
 ま

 をあげるヤルングックはさらに
圧
 あつ

 
壊
 かい

 。

　グズレグが五指を閉じた。結界は
極
 ごく

 
微
 び

 の点になり、ヤルングックは消失した。結界が解かれると、青い
滴
 しずく

 が床に落ちた。滴は即座に灰となり、そして光に量子分解されて消えていった。

　興味もなさそうに、グズレグが床を
眺
 なが

 めていた。
禍
 まが

 つ
式
 しき

 の
名
 な

 
残
 ごり

 すら留めていなかった。

　ペイロースは、恐怖から解放されてようやく息を吐いた。あまりにも異常な事態から、現実に戻る。瞳は疑問の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しになっていた。

「……あれを、モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 への暗殺者として送りこむ、ということではなかったのですか？」

「ヤルングック程度では嫌がらせにもなるまい」

　グズレグは
椅
 い

 
子
 す

 に片
膝
 ひざ

 を立てたまま、言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「だが、ヤルングックは、絶命する前に連絡を行ってくれた」

　グズレグが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「報告を受けた存在に対しては、さて、どうだろうか？」

　機械が笑うとしたら、今のグズレグが浮かべる笑みのようなものだろう。









　静々と閉められた大扉の前に、青年が立っていた。新品の軍服の上にある

頰

 ほお

 を
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 させ、直立不動の姿勢をとっていた。

「モ、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 猊下に、お会い、お会いできて、光栄です！」

「久しぶりだね。緊張せずに楽にしなさい」

　モルディーンが慈愛に満ちた声を青年に投げかけた。

「
廃
 はい

 
絶
 ぜつ

 されたとはいえ、ジスカル
男
 だん

 
爵
 しやく

 家の遺児として胸を張り、見事に
皇
 おう

 
国
 こく

 の技術士官となった君の
志
 こころざし

 と力を誇りたまえ」

　モルディーンが手を振って着席をうながす。

「まさか、そんな……」チェザースは席にはつかず、直立不動のままの姿勢で疑念に
囚
 とら

 われていた。「僕ごときの個人軍歴をご存じで？」

「去年のネガデア作戦での技術支援、ヒルビス事件への従軍は大変だっただろう？」

「そんなことまで……」

「勇者たちのすべての名前と、ある程度の経歴は覚えているよ」

　それがいいことだとは思えないが、という続きをモルディーンは
呑
 の

 みこんだ。遠い目をして、重ねた手の上に
顎
 あご

 を乗せた。

　枢機卿長は、思い出していたのかもしれない。過去の事件と戦死者を覚えている自分を、またはすべてを記憶してしまった青年
咒
 じゆ

 
式
 しき

 博士の悲劇を。

　チェザースは首を振って続けた。

「覚えていただけるのは光栄ですが、あまり活躍したとはいえません。残念ながら僕には、十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 になれるほどの咒力も、
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 になれるほどの知恵もありません……」

「
卑
 ひ

 
下
 げ

 することはないよ」

「ですが、卑小な身なれど、猊下のお役に立つべく、
直
 ちよつ

 
轄
 かつ

 
軍
 ぐん

 に転属希望を提出いたしました。私程度では
麾
 き

 
下
 か

 に加わってもなにも出来ませんが、国外に出ることによって
猊
 げい

 
下
 か

 の
耳
 じ

 
目
 もく

 となろうと思います！」

　モルディーンの黒瞳が、少しだけ厳しい闇色を帯びる。

「私のために、と言ってはならない。人民と
皇
 おう

 
国
 こく

 のために、と言いなおしなさい」

「はっ！　モルディーン猊下の御意志とあらば、皇国と人民のために一命を捨てる所存です！」

　青年の若い言葉に、キュラソーが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ふと主君を見ると、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が微妙な色彩を
湛
 たた

 えていたことに気づいた。

「……本当に、その覚悟はあるのだね？」

「はっ！」

「どんなに
残
 ざん

 
酷
 こく

 な運命でも、受けいれるだけの覚悟があると？」

「はっ！」

　枢機卿長の長い沈黙があった。若い士官と忍者が、言葉を待っていると、モルディーンの薄い口唇が開かれた。

「分かった」

　
鉄
 てつ

 
錆
 さび

 にも似た苦味を含んだ声だった。

「チェザース君の配属は、ボルストス将軍の麾下になるよう頼んでおく。技術士官として、すぐに北国へと向かうことになるだろう」

「はっ！　ありがたき幸せです！」

　頭を下げる青年にモルディーンが
鷹
 おう

 
揚
 よう

 にうなずいて、会見は終了した。チェザースが部屋を退出していく。

　侍従の手で扉が無音で閉められた。
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を取りもどした室内で、キュラソーが口を開く。

「ボルストス将軍なら、グズレグ統合
参
 さん

 
謀
 ぼう

 次官の息がかかっておりませぬから安心ですな」

「そうそう、クロプフェル師とヨーカーン君が、もうすぐ帰ってくるよ」

　モルディーンは話題を即座に切り替えた。キュラソーの心拍が跳ねあがる話だった。

「〈聖者〉殿はともかく、〈大賢者〉殿が、ですか？」

　ヨーカーンが戻ってくることを考えると、キュラソーは平常心ではいられない。

「
僭
 せん

 
越
 えつ

 ながら、あの
御
 ご

 
仁
 じん

 が味方だとはいまだに信じかねます。モルディーン猊下の
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 結界を管理しておられますが、いまだにヨーカーン殿はなにを考えておられるのか……」

　言葉に出していいのか判断できなかったが、尋ねてみた。

「オキツグ殿から、以前、大賢者殿は猊下のお命を狙ったと聞きましたが？」

「ああ、遠い昔の話だ」懐かしそうに微笑む。「ヨーカーン君は今では私のもっとも近き友ともいえる」

「自らの命を狙ったものが、今では友、ですか。
拙
 せつ

 
者
 しや

 には理解不能な関係です」

「他人には分からないよ」モルディーンが微笑む。「私とヨーカーン君とはとても気が合う」

「猊下と気が合うというだけで、
拙
 せつ

 
者
 しや

 は最高の危険度を持つ人物だと判断しますな」

「そうだね。私もそう思う。今でも私の命を狙っている可能性が高い人物だからね」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の
唇
 くちびる

 には薄い笑みがあった。

「だからもしもの時は……、キュラソー君、がんばってくれ」

「大陸第二位の超
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、大賢者相手にがんばれ、ですか？　それでどうにかなるのですか？」

　キュラソーが天井を見上げて嘆く。

「急に休暇
申
 しん

 
請
 せい

 をしたくなりましたな」

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だよ。それに、会議が続くこれからの日々に、秘書官で護衛でもあるキュラソー君がいないとかなり困ったことになる。どう困るかというと、私が会議を欠席したくなる」

「聖者殿の到着が早いことを願います。すでに休暇申請を出しているイェスパー殿と、自由出勤のベルドリト殿も呼びもどすべきだと思われます」

　女忍者が少し不満げな顔をする。どこかで論点をずらされたような気もするが、指摘できなかった。

「責めてはいけないよ。今日は、イェスパー君にとって大事な日なのだから」

　モルディーンの瞳が、窓の外へと向けられる。キュラソーの瞳も主君が
眺
 なが

 める先を追った。

　窓の外では、あいかわらず繁栄するリューネルグの街並みが広がっていた。









　
壮
 そう

 
麗
 れい

 な
尖
 せん

 
塔
 とう

 と
荘
 そう

 
厳
 ごん

 な
城
 じよう

 
郭
 かく

 で構成される、皇宮ギネクンコン。

　皇都リューネルグを上空から
睥
 へい

 
睨
 げい

 することが可能なら、皇宮を中心とした同心円状に広がっていく街並みに、整然とした美を感じただろう。

　皇宮を囲むように、高級
官
 かん

 
吏
 り

 が住まう高級住宅地や、
常
 じよう

 
駐
 ちゆう

 
軍
 ぐん

 の官舎が並ぶ。さらに外には企業ビルがそびえる商業街、住居区が入り乱れるように広がっていく。

　そして、外から中心街に直接到達する放射状の道路がまったく存在しない、
偏
 へん

 
執
 しつ

 的な用心を兼ねそなえた軍事的な要害でもあることに気づくかもしれない。

　郊外の小高い丘に造成された、高級住宅地。広い庭で、互いの距離を取りすぎるほどに取った住宅が並ぶ。

　一軒の建物の中庭で、男が
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。

　黒い略式軍装の下には、布地を押し上げるような
鋼
 はがね

 の筋肉が
窺
 うかが

 える。まだ一片の若さが残る厳しい顔。右目は革帯で
覆
 おお

 われ、歴戦の戦士であることを雄弁に主張していた。

「イェスパー様、お話とはなんでしょうか？　一時間も黙っておられては、なにも分からないのですが？」

　イェスパーの向かいに座っていた女が、
陶
 とう

 
杯
 はい

 を握ったままで首を
傾
 かし

 げる。長い金髪が肩口に
零
 こぼ

 れている姿を、イェスパーの左目が
捉
 とら

 えていた。

「エレネーゼ……」

　続きを告げることができずに、イェスパーは無言になってしまう。女は紅茶の杯を置いて続きを待つ。イェスパーが意を決したように左手を伸ばし、女の左手を取る。そして、
懐
 ふところ

 から取りだしたものを、強引にエレネーゼの左薬指に
嵌
 は

 めていく。

「イェスパー様、これは、あれですよね……？」

　エレネーゼの
碧
 へき

 
玉
 ぎよく

 の瞳が、自らの指に飾られた
金
 こん

 
剛
 ごう

 
石
 せき

 に驚きと期待をこめた声をあげる。次に、自分の恋人が無言で
顎
 あご

 を引いたことを見た。

「……あなたは、本当に、こんな大事な場合まで
寡
 か

 
黙
 もく

 すぎます」

　両手で
口
 くち

 
許
 もと

 を
覆
 おお

 って、エレネーゼは
嬉
 うれ

 し涙を
堪
 こら

 えた。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の
隻
 せき

 
眼
 がん

 が鋭利な光を宿す。

「それで、おまえの返事は
否
 いな

 か
応
 おう

 か？」

「それは……」

「わーい、兄貴とエレネーゼさん、婚約おめでとう！」

　二人から離れた茂みから、声とともに影が飛びだした。前のめりになりながら、
紙
 かみ

 
吹雪
 ふぶき

 を
撒
 ま

 こうとした人物は、二人の前の
芝
 しば

 
生
 ふ

 に転がった。猫のように転がった姿は、イェスパーが抜きはなった
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の切っ先の前で止まる。

「ベルドリトよ。エレネーゼの家の前で待てと言ったはずだが？」

　切っ先の下のベルドリトが顔を上げた。
額
 ひたい

 の飛行
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下に、少年のような笑顔を輝かせる。

「だって、無愛想な兄貴が心配で」

「おまえは、おもしろがっているだけだろうが」

　立っている兄と転がる弟の視線とが、
刃
 やいば

 を
挟
 はさ

 んで向かいあった。

「とにかく、ムイムイっとおめでとう！」

　再び芝生に転がりながら、ベルドリトが赤と白の紙吹雪を
撒
 ま

 き散らす。祝福はイェスパーとエレネーゼの足元にしか掛からないが、女は愛しげに笑っていた。
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 としたイェスパーは、刃を
鞘
 さや

 に納めて
椅
 い

 
子
 す

 に戻る。

「まだ決まってはいない」男が顔を女に向ける。「エレネーゼよ、答えはどうなのだ？」

　イェスパーのただひとつの目は、女の横顔を見つめていた。エレネーゼは正面に向きなおり、泣きたいのか笑いたいのか判別しがたい複雑な顔をした。

「決まっているでしょう？」

　ようやく
微
 ほほ

 
笑
 え

 むエレネーゼに、イェスパーは困惑したような顔を作るしかなかった。

　女の微笑みが求婚を受けいれるという意味だと気づくまで、一分二十五秒を必要とした。

「本当に俺でいいのか？」

　相手の返事に、冷静さを求めるようにイェスパーはつぶやいた。より広く紙吹雪を撒き散らすためにベルドリトが離れていく。弟が離れたことを確認し、真剣な目でイェスパーは続ける。

「俺は、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の国境線沿いに領地が配置され、外敵に立ちむかうことを義務づけられてきた、軍事の専門家たる侯爵階級の
端
 はし

 くれではある」イェスパーが苦い言葉を継ぐ。「ほとんどの侯爵家が
有
 ゆう

 
名
 めい

 
無
 む

 
実
 じつ

 と化して没落したが、ラキ侯爵家は暗殺と局地戦闘の専門集団として、
隆
 りゆう

 
盛
 せい

 を誇っていた。前から話していることだが、それも、我らの父、先代ラキ侯爵イェルドレドが、主君たるモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の暗殺を
企
 くわだ

 てるまでは、だ」

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の侯爵は淡々と事実を告げた。

「今では、侯爵といえども、領地もなく、暗殺だけに生きる
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの一族だ」

「関係ありません」

　エレネーゼは決然と言いはなった。

「あなたはあなたです」

「そうか」

　重ねて肯定するエレネーゼに、イェスパーは小さくうなずくだけだった。事情を気にしない演技をしてくれるだけでも、イェスパーはこの女が好ましかった。

　跳ねまわっていたベルドリトが戻ってきた。二人の周囲で、初夏の陽気に狂う
兎
 うさぎ

 のように跳ねていた。エレネーゼの
口
 くち

 
許
 もと

 が
綻
 ほころ

 ぶ。

「本当に似ていない御兄弟ですね」

「ああ、
容
 よう

 
貌
 ぼう

 だけなら俺は父に、弟は母によく似ている。
寡
 か

 
黙
 もく

 な両親と厳格なラキ家の家風のどこから、ベルドリトの騒がしさが
涌
 わ

 いてきたのか」

　イェスパーは苦笑し、エレネーゼもまた小さく笑う。

「あら、イェスパー様も優しく笑えることがあるのですね」

「俺は機械ではない。泣きもするし笑いもする。ただ
頻
 ひん

 
度
 ど

 が少ないだけだ」

　イェスパーは、内心と
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを分離できる主君のことを思い出した。次に、心配が湧きあがっていく。

「……やはり、おまえも、弟のようにいつも笑っている男のほうがいいか？」

「いいえ」エレネーゼが首を小さく振った。「私には今のあなたのままで充分です。
無
 ぶ

 
骨
 こつ

 で一本気で、それがいいのですよ」

　エレネーゼは
椅
 い

 
子
 す

 を握って動き、イェスパーへと寄り添う。

「私は幸せですよ。これ以上ないほどに」

　このような場面に適した、気の利いた
台詞
 せりふ

 や行動ができない自分に、イェスパーは少し苦い顔をした。









　夜に染まるアスファルトで響くのは、静かで重い足音と軽く騒がしい足音の二重奏。

　エレネーゼの見送りを辞して、ラキ家の
双
 ふた

 
子
 ご

 は夜の街を歩いていた。前を行くベルドリトは跳ねるように歩いている。なんらかの理由で、足元だけ重力が弱いとしか思えない歩みだった。夜の路上でベルドリトが立ち止まり、イェスパーへと向きなおる。

「ねえ、兄貴」

　街灯の下、ベルドリトのヘリウムめいた軽い声にイェスパーの足も止まる。

「今度は、エレネーゼさんとは、
上
 う

 
手
 ま

 く行くといいね」

　弟の少年にすら見えてしまう顔に、久しぶりに真剣な表情。そして
真
 しん

 
摯
 し

 な
声
 こわ

 
音
 ね

 だった。

「エレネーゼさんを
義
 ね

 
姉
 え

 さんと呼べたらいいな。だって美人だし、なにより僕の頭も
撫
 な

 でてくれたしね」

「二人の間での婚約に先走るな。たしかにエレネーゼは出来た女だが、頭を撫でるか撫でないかで、人を評価するな」

「だって……」

「
二十歳
 はたち

 をすぎた男の頭を
撫
 な

 でる、エレネーゼもエレネーゼだとは思うが」

　婚約者の性質に疑問を抱きながら、イェスパーが歩きだす。

　男の内心で分類が開始される。ベルドリトを小犬の一種と定義している自らとエレネーゼは、実は同類なのだろうという結論が出た。兄の内心における分類を知らずに、ベルドリトが兄の広い背に続く。

「ねえねえ、兄貴、子供の名前は僕に決めさせてよ。女の子だったらンモンモで、男の子だったらテケレケテケレスがいいっ、いいったらいい！」

「先走るなと言っただろうが？」イェスパーが苦笑いをする。「しかも、その二つの名前は、おまえが昔飼っていた火竜と人喰い鬼の名前だ。ついでに、おまえの命名感覚そのものが、人類には理解不能だ」

「僕は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に人類だけど？」

「おまえは変わらぬな。そういう言いぐさが子供時代のままだ」イェスパーの目は坂の先を見つめていた。「俺とて、いつまでもおまえの相手はしてやれぬ」

　ベルドリトが

頰

 ほお

 を
膨
 ふく

 らせるが、イェスパーの
隻
 せき

 
眼
 がん

 はリューネルグの街を見据えていた。

「俺は父ではない。父のようにはならない」

「……どういう、意味？」

　イェスパーの小さな一言に、ベルドリトが押し殺した叫びをあげた。思わずイェスパーの足が止まる。

　
華
 きや

 
奢
 しや

 な指で
拳
 こぶし

 を握って、ベルドリトは兄を見据えていた。兄と弟はアスファルトの上で
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。イェスパーは無機質な表情で続ける。

「誤解するな。父を悪く言うつもりはない。ただ、俺に父のような役目を期待するなという意味で言っただけだ」

「

噓

 うそ

 だよん。本当はそんなに怒ってなんかないよ。父上なんかど～でもいいし」

　ベルドリトの真剣な顔が、
軽
 けい

 
薄
 はく

 な笑顔に変わっていく。だが、イェスパーは自分の失言を後悔していた。

　父イェルドレドが起こした
皇
 こう

 
族
 ぞく

 暗殺
未
 み

 
遂
 すい

 は、天下の重罪。イェルドレドはその場で自死したが、侯爵家の家名は断絶するのが当然だった。

　しかし、暗殺されかかったモルディーン本人がイェルドレドを
名
 めい

 
誉
 よ

 の戦死と偽り、ラキ家の二人の遺児と一族を召しかかえた。

　イェスパーには理由が分かっている、つもりだ。だからこそ、自らの
過
 か

 
剰
 じよう

 な忠誠心があるのだということも理解している。

　隻眼の視線が弟を見据える。裏切りの真相を知らぬからこその、ベルドリトの混乱だ。自分や
猊
 げい

 
下
 か

 に尊敬していた父の面影を重ねてはいるが、態度を決めかねているのだろう。

　意を決したように、ベルドリトは真正面から兄の隻眼を見据える。

「兄貴、父上はどうして
猊
 げい

 
下
 か

 を……」

　長年にわたって封じられた問いが放たれかけた。

「いつか話す。おまえが強くなったときに、必ず話す」

　イェスパーは最後まで言わせなかった。今だけは話すわけにいかないのだ。イェスパーが歩き、弟の
傍
 かたわ

 らを通りすぎる。

「また僕を子供扱いする。僕は兄貴と同じくらい強いよ？」

「ああ、そうだな。おまえはたしかに強い。ある意味では俺よりもな」

　弟の頭を軽く叩き、イェスパーが歩みつづける。納得していない顔のベルドリトが広い背中に続く。

　リューネルグの夜は、百万の灯火で輝いていた。









　黄金龍と神剣の旗が壁にかかっていた。

　モルディーンは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の笑みで視線を
逸
 そ

 らし、室内へと戻す。

　巨大な円卓を囲むように座る、円卓評議会の面々と、通信画面があった。

　首座である
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 は大陸国家会議に出席したために、欠席していた。五つの選皇王のうち、アドリアル王も龍皇に付き従っているため、欠席していた。ウルフェ王は映像回線で参加し、エギラン王は相変わらずの病気療養で欠席していた。オージェス王は幼少すぎるため出席せず、いつものようにモルディーンが代理を勤めている。

　斜め向かいの席に座すイルム王のゼノビアと、モルディーンの目が合わされた。

　愛想笑いを浮かべ、モルディーンが小さく手を振ってみせる。
女
 じよ

 
傑
 けつ

 は
凍
 い

 てつく
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを返す。

　
獅
 し

 
子
 し

 の
鬣
 たてがみ

 のような黄金の髪が
綺
 き

 
麗
 れい

 だな、と
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は思っていた。

　対するゼノビアのほうでは、嫌な人間と目が合ったとしか思っていなかった。女王の傍らでは、新参の側近が
呻
 うめ

 く。

「これが、円卓評議会」

　声には震えすらあった。

「龍皇陛下、五人の選皇王
閣
 かつ

 
下
 か

 、主席執政官、副執政官に
閣
 かく

 
僚
 りよう

 、
枢
 すう

 
密
 みつ

 
院
 いん

 議長と枢密院副議長、統合
参
 さん

 
謀
 ぼう

 本部議長と副議長に、陸海空、
先
 せん

 
遣
 けん

 
隊
 たい

 という四軍の参謀総長がそろう、皇国の最高意志決定機関ですか」

　感嘆した側近が室内を見回す。

「今日は残念ながら十数人程度しかおられないようですが」

「評議員が、これだけでも
集
 つど

 うことは少ないほうだ。今日はその程度の議題ということでもある」

　ゼノビアがつまらなさそうに言い捨てた。

「結末も分かっている」

　新参の側近が女王に
囁
 ささや

 く。

「でも、これから会議が始まるのですね。皇国の最高意志決定機関、円卓評議会による話しあいが……」

「違うな」

　ゼノビアの
紅
 くれない

 の
唇
 くちびる

 が、
刃
 やいば

 の言葉を放つ。

「戦いが始まる。若いおまえが見てきたどんな戦場よりも、陰険で
卑
 ひ

 
劣
 れつ

 な戦いが」

「まさか？　ここにいるのは、本物の紳士と
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 ですよ？」

　側近の視線が、円卓に居並ぶ要人を
眺
 なが

 める。皇族からは二人の王、行政からは主席執政官と副執政官と
閣
 かく

 
僚
 りよう

 の六人、
枢
 すう

 
密
 みつ

 
院
 いん

 の二人、軍からは五人という評議員の姿を
捉
 とら

 える。ここにいる人間の役職と肩書を合わせると、軽く百は越えるだろう。

　
無
 む

 
闇
 やみ

 に広い会議室だが、それぞれの秘書官や武官たちも含めて三十名以上もの人間がいると、狭く感じられる。

「それでは会議を始めましょう」

　議事役を務める主席執政官が、開始を告げた。

「まずは、統合
参
 さん

 
謀
 ぼう

 本部のグズレグ次官及び副議長から報告があるそうです」

　指名されて、円卓に座っていた男の一人が立ち上がる。
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 や

 せた
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 に収まる目が、
虎
 こ

 
狼
 ろう

 のような厳しい光を
孕
 はら

 んでいた。

「
率
 そつ

 
爾
 じ

 ながら私から報告をいたします。書類にお目を通されたかと思いますが、再度の説明をさせていただきます」

　巨大な円卓の中央に、立体光学映像が浮かびあがる。皇国全土が地図で示される。次に国境の北限の先にある国に光点が
灯
 とも

 る。

「これが問題のトレト公国です。人口八百万人にも満たず、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 技術は二流、軍備は三流の小国です。いわば、我らと神聖イージェス教国との間に存在する
緩
 かん

 
衝
 しよう

 
国
 こく

 のひとつです」

　立体光学映像に、軍事力や技術や資源などの
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な情報が重なっていく。

「近年、トレト公国では反政府運動が活発化しており、我らはイージェス教
排
 はい

 
斥
 せき

 を掲げる現政権への技術支援を打ちだしました。これは壁としてのトレトの安定性を保つため、そしていつかは、神聖イージェス教国の
脅
 きよう

 
威
 い

 を打倒するという我らの方針と
合
 がつ

 
致
 ち

 します」

　モルディーンは、グズレグの言葉の端々に苦笑していた。体内通信で秘書官のキュラソーが問うてみる。

（お
館
 やかた

 
様
 さま

 、なにがおかしいのですか？）

（グズレグ君がだよ。攻められる前に攻めるという、古臭い予防戦争の思惑が透けてみえることと、我ら我らと、国家と自分の同一化が激しいので、つい）

（少しは
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 にしてくださいませ）

　主従の緊張感に欠けた通信がなされている間に、立体映像の中心が変化した。山頂から山肌に氷雪をいただく山々が映る。トレト特有の雪原を背景に、人々が
蠢
 うごめ

 く光景を映していた。

　トレト公国軍が誇る軍団の銀の
鎧
 よろい

 の群れが、雪原に並んでいる。銀の列の間に、民間人らしい人間の姿があった。不自然な一団こそが偽装した皇国士官なのだろう。

「北トレトの中継映像です。我が軍と現地政府軍と会談の場を
設
 もう

 けました。皆様とは、通信回線でお話ししていただきます」

　グズレグの声に続いて爆音。
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 と爆煙で画面が激しく乱れ、雑音だけが吹き荒れる。雷や炎や砲弾といった
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の火線が飛び交い、
干
 かん

 
戈
 か

 が交えられる音が聞こえる。

　急転する事態に、円卓評議会の面々が凍りつく。

　映像の端から、雑多な
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握った一団が突進してくる姿が見える。迎え撃つトレト公国軍が、爆裂や
雷
 らい

 
撃
 げき

 で
蹴
 け

 
散
 ち

 らされる。

　戦闘を
捉
 とら

 える画面が上下左右に激しく揺れる。通信士官が、通信機を持って移動しているのだろう。

「我らとトレト公国軍は、奇襲を受けている模様！」
轟
 ごう

 
音
 おん

 。「こちら、通信兵のサボス
軍
 ぐん

 
曹
 そう

 です。責任者のヒジャーキ一等技官は戦死！　副官のデュルクルム少佐も戦死！　ああっ！」

　さらに爆音。
吹雪
 ふぶき

 と爆煙に視界が
塞
 ふさ

 がれ、轟音と悲鳴だけが会議室に鳴りひびいていた。

　モルディーンが驚いたような表情をしているのに対し、キュラソーはいっさいの表情を浮かべないように
堪
 こら

 えていた。

（
猊
 げい

 
下
 か

 はよく驚けますね）

　キュラソーは体内通信で主君に問うてみた。

（反政府軍に会談の情報を漏らしたのは、モルディーン猊下の命で動いた
拙
 せつ

 
者
 しや

 の配下であるコウガ忍軍です。しかし、だからといってあまり気分がいいものではありません）

　忍者は続く疑問を抑えられなかった。

（自軍を捨て石にしてでも現政権との
交
 こう

 
渉
 しよう

 を阻止するという作戦は、少しやりすぎでは？）

　モルディーンは事態を理解できないといった顔を表面上に作っていた。

（過激な反イージェスの現政権に協力すれば、強国の後ろ
盾
 だて

 を得たと勘違いして強気になったトレトが起こす問題に、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 が巻きこまれるよ）

　驚いて推移を見守る表情を作ったまま、モルディーンは内心の
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な言葉を返していく。

（反政府軍は親イージェス派ではないし対決派でもなく、主張は単純に生活改善だ。イージェスとの間で壁の役目を果たすのはどちらでもいいが、なるべくならおとなしい壁がいい。龍皇国と無関係な壁であれば、よりいいだろうね）

　モルディーンは
沈
 ちん

 
痛
 つう

 な
面
 おも

 
持
 も

 ちを作ったまま、体内通信を続ける。

（たしかにイージェスは、ウルムンも真っ青の狂信的宗教に
縛
 しば

 られ、近代を無視した
祭
 さい

 
政
 せい

 一致を行う超圧政国家だ。そして、龍皇国が神聖教国と戦端を開いても、グズレグ君ならなんとか勝てるだろう。だが、龍皇国に得はない）モルディーンの内心の言葉が継ぐ。（歴史的な
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 を討つ？　戦争で
不
 ふ

 
況
 きよう

 脱出？　武器商人が
儲
 もう

 けても、龍皇国が当事国となっては全体として赤字だよ）

　混乱の嵐のなか、画像の焦点が合っていく。民間人を装った龍皇国の男が、映しだされる。

「つ、通信兵は先ほど戦死し、新入士官のぼ、いえ、私が代わって連絡を務めさせていただきますっ！」

「チェザース殿が、どうしてトレトに!?
 」

「控えなさいキュラソー君」

　モルディーンの静かな制止の声が、室内に響く。秘書官としての役目を思い出した忍者が、
唇
 くちびる

 を強く引きむすぶ。

　円卓の向かい側に立つのは、グズレグだった。氷の瞳で、軍人はモルディーンを
眺
 なが

 めていた。

　二人の間に存在する冷気に、キュラソーは事態を察した。

　これはグズレグの
牽
 けん

 
制
 せい

 なのだ。モルディーンの邪魔が入ることを見越して、チェザースをトレトに向かわせたのだ。
策
 さく

 
動
 どう

 を実行するなら、自らを
慕
 した

 う忠臣を失うことになると。

　キュラソーは唇を

嚙

 か

 みしめる。

（しかし、硬骨漢のボルストス将軍が、なぜグズレグの言いなりに？）

（つい先日、ボルストス将軍の息子が、軍敷地で交通事故を起こしただろう？）

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が、表面的には
沈
 ちん

 
痛
 つう

 な面持ちのままで告げる。

（グズレグ君はこう言ったのかもしれないね。『御子息の起訴を預かる代わりに、ある技術士官を貸していただけないでしょうか？　いえ、技術士官が足りないもので、同行させたいだけです』とね。ボルストス将軍の罪悪感が消され、チェザース君は
生
 いけ

 
贄
 にえ

 に差しだされた）

　モルディーンの視線にうながされて、キュラソーが相手を見つめる。グズレグはさも無念といった
面
 おも

 
持
 も

 ちを作っていた。

　だが、目だけはモルディーンを
嘲笑
 あざわら

 うように輝いていた。

　この会議室で、すでに戦いは始まっていたのだ。

「現地とは私が話をしましょう」

　モルディーンが手を振り、回線が双方向につなげられる。

「チェザース君、私だ、モルディーンだ」

「ああ、
猊
 げい

 
下
 か

 ！」映像のチェザースの若い顔は、悲痛な感情に支配されていた。「どうしたらいいのでしょうか!?
 　部隊は全滅寸前ですっ！」

　また映像が揺れて、爆音が
轟
 とどろ

 く。冬山を背景に、
雷
 らい

 
撃
 げき

 に貫かれたり
強
 きよう

 
酸
 さん

 を浴びたりして
苦
 く

 
鳴
 めい

 をあげる兵士たちが映る。戻った映像には、恐怖に心臓まで

摑

 つか

 まれたチェザースの顔があった。

「怖いです！　とても怖いです！　ああ、ディリクネ大尉がっ！　みんな死んでいく！　援軍は来ないのですか!?
 　僕は、ここでし死ぬ、死ぬのでしょうか!?
 」

「援軍は間にあわないし、間違いなく君は死ぬ」

　モルディーンの冷厳な死刑宣告がくだされた。

　チェザースの顔が青ざめ、円卓を囲む人々が息を
呑
 の

 む。一人ゼノビアだけが納得するように唇を
歪
 ゆが

 め、つぶやきを漏らした。

「あの男の計画どおりだな」

「は？」

　王女の小さな独白に、側近が疑問を返した。ゼノビアが体内通信に切り替える。

（モルディーンは、ボルストスが自らに
背
 そむ

 くことを決定事項としていたのだ。そして、身内に近いチェザースの死で被害者の側に立ち、
謀
 ぼう

 
略
 りやく

 の
痕
 こん

 
跡
 せき

 を消した。チェザースの命より、国家の防衛と国内の不和を防ぐことを優先したのだよ）

　モルディーンの
策
 さく

 
謀
 ぼう

 に、主君のゼノビアの分析に、側近は
戦
 せん

 
慄
 りつ

 していた。

「私は君に
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 軍人として、
廃
 はい

 
絶
 ぜつ

 された元ジスカル
男
 だん

 
爵
 しやく

 として、恥ずかしくない死にかたをしなさい……、とは言わない。私にできることは、君と会話をすることだけだ」

　惨劇から目線を
逸
 そ

 らさずに、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は言葉を投げかけた。穏やかな声だった。

「今は亡き父君に連れられた君と初めて会ったのは、十三年前だったね。私が
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしても父君の後ろに恥ずかしげに隠れている君が、よくぞここまで大きくなったものだ」

「はい、はいっ！」

　死の恐怖に
襲
 おそ

 われ、涙と鼻水を流しながらもチェザースがうなずく。背景では、皇国の工作員が腹部から
零
 こぼ

 れた内臓を両手で押さえて泣きわめいていた。手足を失った兵隊が血の海で
這
 は

 いずる。

　
酸
 さん

 
鼻
 び

 な光景にも、モルディーンの
眼
 まな

 
差
 ざ

 しは初春の日射しのように穏やかなままだった。

「打ち解けたあとの、君との
咒
 じゆ

 
式
 しき

 論議は楽しかった。咒式界面理論に対する君の補足論は、私も興味深く聞いたものだ」

「はい、僕の生涯最高の一時でした」

　チェザースが
清
 せい

 
冽
 れつ

 に笑った瞬間、笑顔が爆風に引きちぎられた。眼球と
脳
 のう

 
漿
 しよう

 が飛んでいく映像が唐突に途切れた。

　砂嵐だけが吹き荒れる映像に、評議会の全員が言葉を失っていた。室内には重い沈黙。

「さて、本作戦の失敗をもって、トレトへの
干
 かん

 
渉
 しよう

 は一時凍結としたいと
具
 ぐ

 
申
 しん

 したく思います。異存のあるかたはおありですかな？」

　モルディーンの優雅な
微
 ほほ

 
笑
 え

 み。全員が
戦
 せん

 
慄
 りつ

 し、
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に反対意見を出せるものはいなかった。グズレグでさえ即座に声を出せなかった。何事もなかったかのように、枢機卿長が続ける。

「それでは次の議題です。私が提案していた東方二十三諸国家との関税低減の一件ですが、同連合の各国の……」

「モ、ルディーン
卿
 きよう

 、それではあまりにも、せめて
討
 とう

 
伐
 ばつ

 軍の
派
 は

 
遣
 けん

 を……」

　老執政官がようやく声を
絞
 しぼ

 りだす。鏡に反射する光のように、枢機卿長は即座に返す。

「イージェスを刺激するような動きができないからこその、秘密裏の技術協力でした。計画が失敗した今、これ以上の動きは無用と先ほど全員で合意したのでは？　問題の対処策の方向が定まったなら、後は担当官たちが具体案を立案するでしょう。我々は次の議題に進むだけです」

　モルディーンが語り、黒い
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が会議室を
睥
 へい

 
睨
 げい

 する。いつも浮かべている優雅な笑顔は、なにも変化していない。だが、なにかが
変
 へん

 
貌
 ぼう

 していた。

「それとも、ここに集まった人々は、慈善家や批評家なのですか？　この場所は、個人の好き嫌いで物事を品評する老人の寄りあいなのですか？」

　モルディーンの細い指先が、静かに円卓を指し示す。

「
否
 いな

 、断じて否」

　冷厳な宣言が、室内に響く。

「ここは円卓評議会、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の最高意志決定機関。人民と龍皇国のためなら、どんな非情で
残
 ざん

 
酷
 こく

 な決定をもくだせる。
鋼
 はがね

 の意志と
凍
 とう

 
土
 ど

 の心を持った人々のみが
集
 つど

 う場所です」

　モルディーンの言葉が会議室に響き、評議会の人々は、ただの聴衆となっていた。

「我らが存在するのはなんのためです？　貧しいものは今日の
糧
 かて

 を得ることに、
虐
 しいた

 げられたものは自らの自尊心を守ることに、必死にならざるを得ない。我らは
諸
 もろ

 
々
 もろ

 の
労
 ろう

 
役
 えき

 を免除され余った時間と頭脳で人々のために考え、行動せねばならない」

　退屈な道理を述べているかのように、モルディーンの
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は熱を帯びていなかった。

「血の犠牲があった。だが、嘆いている時間があるのならば、過去を分析し、現在を見据え、未来への対処策を講じるのです。次の損失をより少なくし、より多くの国益と合意を得る手段を練る。それだけが我らの存在意義です。ならば、言葉と思考の
枷
 かせ

 に惑ってはならず、決断しなければならない。決断しつづけなければならない」

　
金
 こん

 
剛
 ごう

 
石
 せき

 の論理が、会議室を
貫
 つらぬ

 く。キュラソーも、モルディーンの一面、
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な論理の怪物の
顕
 けん

 
現
 げん

 に耐えていた。

　だが、なにかが違う。合理論理がどこか別の場へと移行しているような気がする。

「邪竜め、最初からこれが狙いだったか」

　ゼノビアが小さくつぶやいた。背後に控えた側近が、体内通信で主君に尋ねる。

（どういう、ことです？）

（チェザースとの会話を利用し、非情さで会議の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を一気に支配することが、モルディーンの最初からの目的だったのだ。見ていろ、あの男は、先ほどの事態を踏まえた論理を切りだし、その議案は通ることになる）

　ゼノビアの苦々しい笑みが、側近の背筋を凍らせる。女王の笑みに
怜
 れい

 
悧
 り

 さが混じる。

（私も、そしてグズレグもそれに相乗りするつもりだがな）

　モルディーンの平静な声が円卓の上を渡っていく。

「では、トレト公国での失策を踏まえて、イージェスより経済的に優位に立つべく、東方二十三諸国家との通商条約の議案を続けます。まずは各国の勢力情報を御覧ください……」

　会議に初めて参加したイルム王家側近は、円卓評議会の恐ろしさをようやく理解できた。

　戦場とは、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と剣が交わされる場所だけではない。

　ここが、この場所こそが。

　見えざる
策
 さく

 
謀
 ぼう

 と心理戦が飛び交う、皇国でもっとも陰惨で
卑
 ひ

 
劣
 れつ

 な戦場だったのだ。









　イェスパーは
寝台
 ベツド

 の端に足を下ろしていた。

　生体である左の眼球は、窓を通して外を
眺
 なが

 めていた。左肩には、寄り添ったエレネーゼの頭が乗せられていた。流れた髪が、男の肩に
紗
 しや

 
幕
 まく

 のようにかかる。

　婚約指輪が飾られたエレネーゼの指先が、イェスパーの厚い胸板をなぞっていく。愛しむように
怯
 おび

 えるように、指先が男の胸の中央で止まる。

「ここで、
鋼
 はがね

 の心臓でなにを考えておられるのです？」

　イェスパーは答えなかった。無言のまま、金の髪に包まれたエレネーゼの頭を肩に引きよせる。女の瞳が、部屋の壁にかけられた時計の表示に気づく。

「二人でいると時間が飛び去ってしまいます。ですが、そろそろ準備を始めないと」

　エレネーゼの言葉に、イェスパーがうなずく。シーツで裸身を隠しながら、エレネーゼが
寝台
 ベツド

 から立ち上がり、浴室へと向かっていく。すぐにシャワーの音が響く。

（婚約か。この俺にも、そんなままごとのような社会契約をする瞬間が来るとはな）

　イェスパーは自らの生と、未来に思いを
馳
 は

 せる。妻と子と囲む夕食。妻子に送られ、任務に向かう自らの姿。戻る自分を迎える、妻と子の
安
 あん

 
堵
 ど

 の笑顔。

　
苛
 か

 
烈
 れつ

 な日々も家族でなら乗り越えられる。

「俺に人並みの幸せがあっても、
罰
 ばち

 は当たるまい」

　
唇
 くちびる

 が穏やかな
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを
象
 かたど

 っていた。

　やがて浴室からエレネーゼが現れた。黒のドレス姿だった。髪を結いあげるために、鏡の前の
椅
 い

 
子
 す

 に座る。

　エレネーゼを見つめる
隻
 せき

 
眼
 がん

 の男の
口
 くち

 
許
 もと

 に、苦笑とも微笑ともとれない笑みが
零
 こぼ

 れた。微笑みが瞬間凍結し、イェスパーが跳ね起きた。
骨
 こつ

 
伝
 でん

 
導
 どう

 で直接
鼓
 こ

 
膜
 まく

 に響く通信に耳を澄ます。
寝台
 ベツド

 から飛び降り、横の
鎧
 よろい

 入れを引っ

摑

 つか

 むように開け、
積
 せき

 
層
 そう

 鎧を装着していく。

「どうかされたのですか？」

　エレネーゼがイェスパーに呼びかけるが、隻眼の恋人は無言で積層鎧を装着していく。
籠
 こ

 
手
 て

 を装着したところで、返答が発せられる。

「秘書官のキュラソーが『モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 が、今夜は楽しいお
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 があると言っている』と不安がっている」

「それは、予想でしょう？　今夜、私の両親に会う約束はどうなるのです？」

　イェスパーは右手で左腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 〉を引きぬき、九つの宝珠の輝きを
眺
 なが

 める。
弾
 だん

 
倉
 そう

 を引きぬいて残弾数を確かめ、機関部に叩きこむ。今度は左手で右腰の〈
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
爪
 そう

 
剣
 けん

 〉を
抜
 ばつ

 
剣
 けん

 し、同様の手順で確認する。

「他の
翼
 よく

 
将
 しよう

 の方々がいるのでしょう？　休暇中のあなたが行く必要があるのですか？」

「必要は、ない。俺が行かずとも、他の翼将の誰かが万全の警護で
侍
 はべ

 っている」

「ならば……」

　問いを続けることはできなかった。エレネーゼは問いの方向を変えた。

「あなたには、私との将来を考えるより、モルディーン猊下とのお遊びが重要なのですか？」

　エレネーゼが問いかけるが、イェスパーは
寡
 か

 
黙
 もく

 さを守っていた。男が黙っている以上、女は続けるしかなかった。

「どちらかを選んでくださいとは申しません。モルディーン様をお選びになるのが男のかた、私がお慕いするイェスパー様です。ですが……」

　エレネーゼが言葉に詰まる。この先を続ければどうなるか分かっていた。

「ですが、私は女です。『待っていろ、用が終われば、最後にはおまえの元へ戻ってくる』と

噓

 うそ

 でも言ってください。そうでなければ、私は……」

　感情を抑えたエレネーゼの視線を、イェスパーは真正面から受けとめた。

　突きつけられた問いは、一生関わってくる。二つを選ぶか、ひとつを選ぶか。

　知らずに右手が眼帯に触れていた。失われた眼球が痛み、父の決断が思い出された。自らの決断は同じものか、違うなにかなのか。

　長く考えたつもりだったが、最初から答えは分かっていた。返事も一言だった。

「すまぬな」

　一言で二人の関係は
終
 しゆう

 
焉
 えん

 を告げたのだと、イェスパーとエレネーゼには分かってしまった。

　
積
 せき

 
層
 そう

 
鎧
 よろい

 を
軋
 きし

 ませながら、イェスパーは部屋を辞した。玄関口に
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の一歩が踏み出されたとき、エレネーゼの言葉が追いかけてきた。

「あなたは機械です。忠誠と執念に縛られた
鋼
 はがね

 の
刃
 やいば

 です」

　機剣士の足が、石段の上で止まる。

「それは、俺にとって最大の賛辞だ」

　背中越しに放たれたイェスパーの言葉は、二人の間に落ちて、散った。









　エレネーゼの
邸
 てい

 
宅
 たく

 を辞して道路に出たイェスパーは、呼吸を吐いた。

「兄貴の恋愛って、いつもこんな寂しい結末だね」

　門柱に背を預ける少年のような人影。ベルドリトだった。兄と同じ連絡を受けたようだ。

「そうは見えないから言っておくけど、僕は本気で怒っているんだからね？　無愛想でおもしろさが
皆
 かい

 
無
 む

 の兄貴を好きになってくれるような奇特な女性は、今どき他にいないよ？」　

「分かっている」

　
額
 ひたい

 の飛行
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下では、黒い瞳が責めるような
眼
 まな

 
差
 ざ

 しとなっていた。イェスパーが道へ歩を進めると、跳ねるようにベルドリトが追ってくる。

「忠義のためには女も捨てるって、兄貴は古すぎだよ。大昔の騎士みたい」

「俺は一度に二つのことは考えられぬ。二つを得ようとして両方を失う失敗はしない。それだけだ」

「僕なら、お嫁さんとお仕事、動物の飼育と
猊
 げい

 
下
 か

 との遊びも、ぜ～んぶやるけどね」

　ベルドリトが軽い言葉を返す。

　イェスパーには、モルディーンが、自分たち兄弟とラキ家一党を召しかかえた理由が分かっていた。父の裏切りの罪を
償
 つぐな

 おうと、狂信的なまでの忠誠を捧げる自らの姿がその答えだ。

　イェスパーが父の
過
 あやま

 ちを取りもどそうとすることと同様に、ベルドリトは亡き父への
哀
 あい

 
惜
 せき

 が処理できないのだ。優しく
無
 ぶ

 
骨
 こつ

 な父の思い出と、最悪の背信者の父という現実の間で引き裂かれている。

　そこでベルドリトは、何事にも
囚
 とら

 われず、すべてに無関係だと自己を遊ばせた。だが、執着のなさは不安定さの裏返しだ。真相を知ればどうなるか。

「行くぞ」

　迷いを振りきるように、イェスパーが夜へと走りだす。旋風の速度と全身を金属に置換された体重に、踏みしめられたアスファルトが砕けた。破片と夜風が剣士の背後に飛び去っていく。疾走するイェスパーに、ベルドリトが並走してきていた。長い
袖
 そで

 が後方になびく。

　坂道の終わりは、道と垂直に交差する
崖
 がけ

 だった。二陣の
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 は
躊躇
 ためら

 うことなく空中に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、低い家屋を飛び越えていく。月光に照らされた皇都を渡る双影。遠い視線の先には、オージェス家の別館が見えた。

　長い滞空時間のあとに、道路に着地。イェスパーの足元でアスファルトが粉砕され、ベルドリトは
軽
 かろ

 やかに足を下ろす。

　ふたたび疾走に移るラキ家の戦士たち。二人の行く手には、小高い丘の傾斜を
覆
 おお

 うコンクリの壁が立ちふさがる。

「直線で行ったほうが早いから、ニュニュっと壁を抜けるよっ！」

　ベルドリトが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈空渡りスピリペデス〉の引き金を
絞
 しぼ

 り、〈
量子過軀
 偏移動
 タプ・ス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。

　手が伸ばされた先、強固なはずのコンクリ壁に
波
 は

 
紋
 もん

 が生まれる。十の二十四乗分の一という
極
 ごく

 
微
 び

 の確率が強制
励
 れい

 
起
 き

 され、細い指先の分子が、コンクリの分子の間を
透
 とう

 
過
 か

 していく。

　ベルドリトは半分までコンクリ壁に侵入。
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 が背後へと伸ばした左手を、イェスパーが無言で

摑

 つか

 む。瞬間、兄弟の決意の瞳が出会い、
獰
 どう

 
猛
 もう

 な笑みを交わす。

「我らが道はただひとつ！」

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 が進む、
荊
 いばら

 の道の
露
 つゆ

 
払
 はら

 い！」

　コンクリの表面にベルドリトとイェスパーの笑顔が吸い込まれ、二人の姿は消えた。

　何事もなかったかのように、コンクリ壁は冷たく月光を
撥
 は

 ねかえしていた。









　書類に指輪の印章が押される。

　
凝
 こ

 った首を回し、モルディーンが顔を上げる。書類を受けとったキュラソーが目を通していく。キュラソーが確認している間に、疲労したモルディーンは天井を見上げる。

「これで東方二十三諸国家との
関
 かん

 
税
 ぜい

 
低
 てい

 
減
 げん

 条約も前進していく」モルディーンが失笑めいた笑みを浮かべる。「しかし、軍人と政治家が互いの専門について話すという円卓評議会は、時代
錯
 さく

 
誤
 ご

 だね」

「お疲れでございました」

　キュラソーが書類をそろえる。

「しかし、産業界の一部は
難
 なん

 
癖
 くせ

 をつけてくるでしょうね」

「一部の古臭い産業を保護するより、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の主力たる咒式産業が新たな市場へと
勇
 ゆう

 
躍
 やく

 するほうが全体の利益になる。避けられない流れであるなら、どこかの国に遅れるよりも先んじるべきだろうね」

　モルディーンが
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた笑みを口の
端
 は

 に刻む。

「これも戦争の
二
 に

 
律
 りつ

 
背
 はい

 
反
 はん

 か」

「は？」

「いや、
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なことからは、
遥
 はる

 かに遠いと言いたかっただけだよ」

　モルディーンが目を閉じる。キュラソーが机の上の書類を集め、整理していく。

　皇宮ギネクンコンから離れたオージェス館にある執務室は、夜の静けさが支配していた。室内にはキュラソーが
捲
 めく

 る紙の音だけが響く。扉の外の
侍
 じ

 
従
 じゆう

 に書類の発送を依頼し、キュラソーが部屋へと戻る。

　
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な
椅
 い

 
子
 す

 に深く座った主君は、
瞼
 まぶた

 を閉じたままだった。立ち去ることが出来ずに、忍者は男の顔を見下ろしていた。

　キュラソーの薄い胸に
去
 きよ

 
来
 らい

 するのは、複雑な感情だった。極東の島国で政争の道具だったコウガ一族は、政権確立後に用済みとなれば
排
 はい

 
斥
 せき

 された。活躍の場所を求めて大陸に渡った一族を拾ったのは、モルディーンだった。その恩義は測りしれない。

　腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 に、キュラソーの手がかかる。

　円卓評議会でのモルディーンの発言の真意は、単なる非情さだけではない。それだけなら、誰にでも理解できる。一族のために本名すら捨てた自分が捨て石になるのも、当然のことだと思える。

　だが、主君の言動は、常にもうひとつの意図を隠している。キュラソーには言葉にできず

摑

 つか

 みきれないが、
不
 ふ

 
遜
 そん

 な挑戦の手触りがする。

　理解不能な主君と意志のために、自己と一族の命運を預けていいのか。
凡
 ぼん

 
庸
 よう

 な自己は、理解できないものに反発するか同一化するしかない。だとしたら、と決意とともに
鞘
 さや

 から白刃が抜かれようとする。

「
夜
 よ

 
這
 ば

 いに
刃
 やいば

 が必要だとは、東方の人々は過激だね」

　目を閉じたまま、モルディーンの声が放たれた。柄を握るキュラソーの手が凍りつく。

「合理主義者たる君が、理解できないものを嫌うのは分かる。だが、理解とは、自我の最上位に置くほどに重要かな？　たかが自己の価値判断を、どうして至上のものとするのかね？」

　
白
 はく

 
皙
 せき

 の男は、
瞑
 めい

 
目
 もく

 したままで問いかけた。女忍者は動けない。

「どういう、意味、ですか……？」

　違和感を抱いた瞬間、キュラソーは腰の魔杖刀〈
夜
 よ

 
鴉
 がらす

 〉を抜刀。

　背後に回した
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の刃の先端から、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第四階位〈
微塵維畳壁
 ミー・タエシ

 〉が放たれ、単分子
繊
 せん

 
維
 い

 で編まれた壁が出現。
鋼
 はがね

 の槍の殺到を壁の表面が受けとめ、
撓
 たわ

 む。背後の
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 に届くことはなく、槍の群れは床の
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 に落下していく。

「お
館
 やかた

 
様
 さま

 、大事はございませんか？」

　繊維の防壁の前に立つ女忍者が、刃を構えて背後へと叫ぶ。

　同時に部屋の照明が落ち、執務室が闇に包まれる。超感覚で室内を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 するが、音、熱量ともに知覚不能。

　違和感は、モルディーンを常時保護している強大な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 結界の消失と殺意。緊急事態だった。

「
賊
 ぞく

 の侵入を許したことは、
拙
 せつ

 
者
 しや

 の不明」
刃
 やいば

 の
柄
 つか

 を逆手に握りこむ。「一命をかけてお館様をお守りすることでご
容
 よう

 
赦
 しや

 あれ！」

　見えざる敵と刺し違えても、主人を守る。モルディーンさえ生きていれば、一族と技は残る。決心したキュラソーの切っ先に、強大な咒式が
紡
 つむ

 がれていく。

　キュラソーの左の死角、執務室の壁に面した出窓に、人影が座していた。

　窓からの月光に浮かぶ、黒と白に塗り分けられた長い装束。年齢も性別も分からない中性的な
容
 よう

 
貌
 ぼう

 。冷たい瞳は、背後から射しこむ月光よりも
妖
 あや

 しい輝きを帯びていた。

「我の接近を察し、瞬時に防壁を張りめぐらせるとは、さすがに忍びの者」

　大賢者ヨーカーンが、水面に広がる
波
 は

 
紋
 もん

 のようにかすかな笑みを浮かべていた。瞳は赤、青と虹色に変化していく。自らと同じ
翼
 よく

 
将
 しよう

 の出現にも、キュラソーの刃は引かれない。

「ヨーカーン殿、
猊
 げい

 
下
 か

 を保護する結界を解除し、勝手に侵入するとは！」忍者の声に苦渋が満ちる。「いくらあなたでも
謀
 む

 
反
 ほん

 とみなしますぞ！」

「謀反だとしたらどうする？」

　大賢者が残忍な笑みを浮かべる。同時にキュラソーが
紡
 つむ

 いでいた咒式の構成が粉砕され、壁が光となって砕ける。

「モルディーンの首をいただく。
汝
 なんじ

 は世界の脅威、
誅
 ちゆう

 
戮
 りく

 するのが大賢者の役目というものだ」

　
椅
 い

 
子
 す

 に座って
欠伸
 あくび

 を

嚙

 か

 み殺しているモルディーンと、窓に腰掛けたヨーカーンの目が出合う。

　闇のなかに沈む枢機卿長の静かな黒瞳と、大賢者の虹色に変化する瞳。間に立つキュラソーは、
脊
 せき

 
髄
 ずい

 を
貫
 つらぬ

 く
悪
 お

 
寒
 かん

 に一歩も動けなかった。

　すべての系統の咒式を
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に極め、超定理系咒式すら操るという、大陸第二位の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士。

　そして、世界の果てを見たという大賢者。家名もなく敬称もなく、ヨーカーンという名と大賢者の尊称だけの
魔
 ま

 
人
 じん

 。

　ヨーカーンは
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべて無造作に座っているだけだ。しかし、咒式
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界と物理障壁が何重にも展開し、巨大な攻性咒式が六つ同時に
紡
 つむ

 がれはじめている。

　キュラソーは圧倒的な力量差を知った。

「怪物め。あの天才レメディウスの咒力と演算能力程度のことは、軽々と可能にするか！」

　ヨーカーンと自分とは同じ翼将だが、席次が二位と末席というだけで、ここまで格が違うとは信じられなかった。

　大賢者を倒すことも、モルディーンを守りきる手段も皆無という結論に、キュラソーの刃が揺れる。刺し違える覚悟の
奥
 おう

 
義
 ぎ

 で、他の
翼
 よく

 
将
 しよう

 が到着する時間を
稼
 かせ

 ぐ覚悟を決め、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 〈
夜
 よ

 
鴉
 がらす

 〉を握りこむ。

「キュラソー殿、
短
 たん

 
慮
 りよ

 は
止
 や

 められよ」

　老人の声にキュラソーの刃が止まる。同時に、モルディーンの周囲に強大な結界が構築される。

「ヨーカーン殿は、やつがれとの結界役の交代のついでにキュラソー殿を試したにすぎぬよ」

　
慈
 じ

 
愛
 あい

 に満ちた穏やかな声が続く。

「クロプフェル師！　間に合ったのですか！」

　全員が見上げると、天井一杯に広がる巨大な老人の顔があった。
白
 はく

 
髪
 はつ

 と
白
 しろ

 
髯
 ひげ

 。白い眉の下にある慈愛に満ちた瞳が、室内を見下ろしていた。

　いつの間にクロプフェルが帰還していたのか、結界を展開していたのか、キュラソーの超感覚をもってしても分からなかった。

　クロプフェル・セイン・デズデモイ。モルディーンの
揺
 よう

 
籃
 らん

 の師にして、もっとも信頼厚き側近。
魔
 ま

 
人
 じん

 や
妖
 よう

 
人
 じん

 という
曲
 くせ

 
者
 もの

 
揃
 ぞろ

 いの
翼
 よく

 
将
 しよう

 のなかにあって、唯一、徳と学識で名声高き聖者。

　教会を
統
 す

 べる法王や、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の頂点たる龍皇その人とて敬意を払う、現代の聖人。

　室内を見下ろす幻影の聖者の瞳が、モルディーンとヨーカーンを
捉
 とら

 える。

「やつがれが間にあわずとも、なにも起こらぬよ」穏やかな声が室内に響く。「道徳的には
褒
 ほ

 められたことではないが、襲撃の
悪戯
 いたずら

 も、モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 が指示したことであろうしな」

　聖者の声に、大賢者と
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が
叱
 しか

 られた子供のように首を
竦
 すく

 めた。

「だから我が言っただろう？　厳格なクロプフェル師は怒るであろうと」

「突発的な事態に対する訓練は必要だよ」

　二人は苦笑いを交わした。

「これは、モルディーン猊下とヨーカーン殿が仕掛けた遊び、ということですか？」

　ようやく気づき、キュラソーは心から二人が信じられなくなった。時期が時期だけに、心が腐っている。

「猊下を守るべき大賢者殿が、悪戯に乗るのは
浅
 せん

 
慮
 りよ

 にすぎる。やつがれとて次は許さぬよ」

　穏やかなクロプフェルの声が、氷雪の厳しさを帯びた。

「クロプフェル師には我とて敬意を払う。素直に謝罪をしよう」

　出窓に座しているヨーカーンが、敵意がないといったように両手を広げる。

「心配無用だ。私は一部の翼将とは違って、モルディーンの命を狙ったりはしない」

　キュラソーの内心を見抜いたかのようなヨーカーンの言葉だった。掲げられたままの忍びの刃が揺れる。

「今は、ね」

　ヨーカーンは自らの過去の行状を振りかえるように足しておく。天井の聖者は厳格な教師の瞳を向ける。

「ヨーカーン殿は、我が教え子たるモルディーン猊下を助け、守護するべき立場であろう。要らざる疑念を呼ぶ言動は自重されよ」

「聖者殿もキュラソーも真面目にすぎる。モルディーンと我は、なによりも遊び心を大事にするのだ」

　大賢者と聖者のやりとりに、キュラソーは自分が十二人の翼将の末席にすぎない事実を改めて確認させられた。

　大賢者か聖者のどちらかが敵の放った
刺
 し

 
客
 かく

 なら、モルディーンは先ほどだけでも何十回と暗殺されている。下位
翼
 よく

 
将
 しよう

 は人間の限界を極めた勇者であるが、上・中位の翼将はそんな限界など鼻歌まじりで超越した存在だった。

　
暗
 あん

 
澹
 たん

 たる思いから一転、キュラソーの
刃
 やいば

 の揺らぎが止まる。

「他にも不審な動きがあります」耳を澄ませると、微細な振動が感じられた。「表門はラキ家の二人が
迎
 げい

 
撃
 げき

 しているようです。裏門は護衛の騎士だけでは少し頼りないですね」

「キュラソー君、裏門の歓迎に協力してあげなさい」

　モルディーンの言葉に、キュラソーが
恭
 うやうや

 しく一礼をした。細い影は、疾風となって執務室を飛びだしていく。

　執務室には
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 と大賢者が残され、天井では聖者が悲しげな顔をしていた。空気には沈黙が降り積もる。ヨーカーンが耳を澄まして、微笑する。

「裏門は陽動だが、ラキ家の双子が向かっている表門には、少し
厄
 やつ

 
介
 かい

 な相手が来ている。我かクロプフェル師が出ていったほうが確実だが？」

「イェスパー君は
律
 りち

 
儀
 ぎ

 だからね。あ、ヨーカーン君もクロプフェル師も手は出さないようにお願いしたい」

「分かっている。襲撃の図面を引いた人間があの者ならば、ここへの核
咒
 じゆ

 
式
 しき

 攻撃もありえる」

　賢者の返答には少しだけ真剣さが
滲
 にじ

 んでいた。枢機卿長は
椅
 い

 
子
 す

 に深く身を沈める。

　モルディーンの黒い瞳は、
慈
 じ

 
父
 ふ

 の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しをしていた。

「そして最近、あの子たちも悩んでいるみたいだから、好きにやらせてみたい」









　夜の底、オージェス館の庭園。

　刈りこまれた茂みは
闇
 やみ

 より黒々とした影となり、白い
石
 いし

 
畳
 だたみ

 も暗色に沈んでいる。等間隔で灯る庭園灯が、ところどころで闇を切り
崩
 くず

 していた。

　
朧
 おぼろ

 な光が、疾走する影の群れを一瞬だけ浮かびあがらせた。黒装束に身を包んだ暗殺者たちが進む。それぞれの手に、黒塗りの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や魔杖短剣を握っていた。

　先頭の暗殺者の歩みが止まる。後続の暗殺者たちも立ち止まった。

　右の茂みから延びた銀光が、先頭の暗殺者の
額
 ひたい

 に
眉
 み

 
間
 けん

 に
喉
 のど

 、心臓に両肺、魔杖剣を握る右手首、両
太
 ふと

 
股
 もも

 の九箇所を貫通していた。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士ゆえの生命力のために、即死できない。数秒後に立ちつくしたまま絶命した死体の前方から、光が灯る。

「
猊
 げい

 
下
 か

 に会いたくば、先にこのイェスパーを退けることだ」

　照明に照らされて現れたのは、
隻
 せき

 
眼
 がん

 の
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 。右手を
捻
 ひね

 ると、九つの銀光が犠牲者を切り刻む。続いて左手の魔杖短剣を
一
 いつ

 
閃
 せん

 。飛び
退
 すさ

 る暗殺者二人の全身に、九つの朱線が描かれた。着地するそれぞれの足首が切断。
脛
 すね

 、
太
 ふと

 
腿
 もも

 、胴体と
崩
 くず

 れ、落下。
内
 ない

 
臓
 ぞう

 と鮮血の
肉
 につ

 
塊
 かい

 へと変えられる。

　無言で庭園に散らばり、イェスパーへの
包
 ほう

 
囲
 い

 
網
 もう

 を作る暗殺者たち。背後からの
苦
 く

 
鳴
 めい

 に、襲撃者たちが振りかえる。

　
石
 いし

 
畳
 だたみ

 に立つ暗殺者が、胸から
刃
 やいば

 を
生
 は

 やしていた。夜より暗い黒血が噴きあがる。犠牲者の心臓を
貫
 つらぬ

 いた剣の根元は、石畳へと戻されていく。

　死者は
痙
 けい

 
攣
 れん

 しながら倒れる。死者の
苦
 く

 
悶
 もん

 の表情が横たわる石畳の硬い表面が、水面のように
歪
 ゆが

 む。
波
 は

 
紋
 もん

 は手、腕、肩、胸、腹と人型を生んでいった。踏みだされる足。目には
悪戯
 いたずら

 な光が宿っていた。

「ミュミュっと登場、ベルドリトだよ。よっろしく！」

　無邪気に笑いながら、ベルドリトが剣を構える。

　逆に包囲された状況に、暗殺者たちは退避もできない。一人が手を挙げると、全員が
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちに
突
 とつ

 
貫
 かん

 していく。応じるように
隻
 せき

 
眼
 がん

 の戦士が剣を振るう。十八条の
鋼
 はがね

 が吹き荒れ、
神
 しん

 
出
 しゆつ

 
鬼
 き

 
没
 ぼつ

 の
哄
 こう

 
笑
 しよう

 が夜に響く。

　数瞬の時間が経過し、ラキ家の兄弟が刃と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を止める。

　夜の庭園には、肉片が散乱し、血の大河が流れる惨状が出現していた。

　血刀を提げたイェスパーとベルドリトが、一人残った影に呼びかける。

「まだ殺しはせぬ。なにが目的か、誰の差し金か吐く役目がある」

「ペラペラっと
喋
 しやべ

 ってね。僕はインケンな
拷
 ごう

 
問
 もん

 とかは嫌いなんだ」

　暗灰色の背広に同色の手袋を
嵌
 は

 めた襲撃者は、返答もせずにただ死体を見下ろしていた。

「
傭
 やと

 った人間の刺客では、陽動にもならぬか」

　
秀
 ひい

 でた
額
 ひたい

 を上げて、翼将二人を見据える。瞳は真紅に輝く宝玉。

「要求はひとつ。私に指輪を渡せ。〈
宙
 ちゆう

 
界
 かい

 の瞳〉を」

　影の言葉に、二人の翼将は驚きもしなかった。

「……その名前を知っているということは、竜か
禍つ式
 アルコーン

 か」

「情報が古いということは〈
賢龍派
 ヴアイゼン

 〉でも〈
秩序派
 オルドネン

 〉や〈
混沌派
 ケイオス

 〉でもないみたいだね」

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士二人の全身に、闘気が満ちる。

「支配下にある
禍つ式
 アルコーン

 が教えてくれたのだ。命をかけてな」

　影が笑う。

「それに
汝
 なんじ

 らの
戯
 たわ

 
言
 ごと

 など聞く気はない。持ち主に直接、指輪の行方を尋ねるまでだ」

　言葉とともに、灰色の影の
輪
 りん

 
郭
 かく

 が揺らめく。中年男の体の輪郭が歪んでいた。

　額を突き破り、鋭い角が生えていく。肩が、胸板が爆発するように
隆
 りゆう

 
起
 き

 していき、厚い皮革で装甲されていく。
凄
 すさ

 まじい圧力が夜の庭園に満ちていく。

　額から伸びた角が月光に
煌
 きら

 めく。見上げるような
巨
 きよ

 

軀

 く

 。体のすべてが
強
 きよう

 
靱
 じん

 な筋肉の
瘤
 こぶ

 で構成され、表面は鈍色の装甲で
隈
 くま

 なく
覆
 おお

 われていた。

「私は無派の
貫
 つらぬ

 く角、第四九三式のハビカイアー。止められるものなら止めてみよ！」

　ハビカイアーは、二足歩行の巨大な
犀
 さい

 と
変
 へん

 
貌
 ぼう

 を
遂
 と

 げていた。

「……
子
 し

 
爵
 しやく

 級の〈
大禍つ式
 アイオーン

 〉か。
洒
 しや

 
落
 れ

 にならぬ相手だな」

　大気が変成するほどの圧力に、イェスパーが歯を食いしばる。

「どうする兄貴？　僕の演算だとニドヴォルクと同じくらいの
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 で、全対応型だよ？　お家に帰って寝る？」

　ふざけたベルドリトの言葉だが、声に
余
 よ

 
裕
 ゆう

 はなく、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握りしめている。

「二度の敗北は許されぬ」

　イェスパーが大きく息を吸い、両手の
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
剣
 けん

 を交差させる。

「ラキ家に妥協と
怯
 きよう

 
懦
 だ

 など
皆
 かい

 
無
 む

 、退路など自ら捨てよっ！」

　イェスパーが
裂
 れつ

 
帛
 ぱく

 の気合いとともに、疾走を開始する。決死の形相のベルドリトが後を追って走る。

「
退
 ど

 け」

　夜空に突き上げられた角の先端に、強大な咒式の光点が
灯
 とも

 る。放たれた強烈な爆裂が、庭園を破壊していく。









「
双
 ふた

 
子
 ご

 が奮闘しているようだな」

　室外からの重低音に、執務室全体が小さく震動した。室内の飾り皿や
額
 がく

 
縁
 ぶち

 に入った
虚
 きよ

 
無
 む

 
派
 は

 の絵画が傾く。モルディーンが
欠伸
 あくび

 をし、ヨーカーンの瞳が闇に輝く。

「襲撃者の手際が悪すぎるな」

「グズレグ君が本気で暗殺者を差しむけるなら、私が忘れたころに、万全の準備で襲撃してくるだろうね」

　モルディーンが分析した。

「ただ、今回のトレト事件において盤面が始まる前に
投
 とう

 
了
 りよう

 が分かっていたのなら、警告のために送られてきた可能性がある。ああ見えて彼は
律
 りち

 
儀
 ぎ

 だからね」

　黒い瞳に寂しさがよぎる。

「だが、
刺
 し

 
客
 かく

 の来訪が今月でまだ五回目とは、一時期よりも少なくなったものだ。私の人気も
翳
 かげ

 ってきて寂しいかぎりだよ」

「
猊
 げい

 
下
 か

 の脳には、危険を感じる部分が欠落しているのかね」

　クロプフェルの責めるような声が室内に降っていく。モルディーンは、あくまで上品に欠伸を

嚙

 か

 み殺した。

「まさか。私ほど臆病な人間はいない。こういう言いかたは聖者のあなたには怒られるのでしょうが、
翼
 よく

 
将
 しよう

 に守られていても
怯
 おび

 えるほど、現状認識ができないわけではありません」

　ヨーカーンが窓の外へと感覚を伸ばし、
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべる。またも爆音が響く。庭園では
凄
 すさ

 まじい戦闘が続いているようだった。

「話をするには少し騒がしいな。空間を閉鎖する」

　ヨーカーンが、魔杖剣すら使わずに咒式を発動。執務室には静寂が満ちる。

「それでは、ヨーカーン殿は
猊
 げい

 
下
 か

 と語りたいことがあるようだし、やつがれは
瞑
 めい

 
想
 そう

 に入る。やつがれの思いも少しは代弁してくれるであろう」

「クロプフェル師は察しが良すぎて困りものだ」

　大賢者が笑うと、天井に広がるクロプフェルの
皺
 しわ

 
深
 ぶか

 い顔の幻影が消えていった。室内には強力な結界だけが残った。モルディーンが苦笑を漏らす。

「やれやれ、これからしばらくは道徳的なクロプフェル師に護衛されるかと思うと、肩が
凝
 こ

 るね」
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の目が、大賢者に向けられる。「それで、大賢者がわざわざなんの話だね？」

　大賢者の眼がまたも色を変える。問いかけの紫の色となっていた。

「モルディーン、昼の会議での
策
 さく

 
謀
 ぼう

 は
汝
 なんじ

 にしては
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 だ。あれでは良くて引き分けにしかならない」

「あれが最善で必然だ。勝ちすぎると
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 心を呼び、負けすぎれば
侮
 あなど

 られる」

　モルディーンが返答した。

「戦争の
二
 に

 
律
 りつ

 
背
 はい

 
反
 はん

 という思考
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 がある」指先を掲げて言葉を続ける。「Ａ国が防御を選びＢ国も防御を選んでいれば、両者に
小
 しよう

 
康
 こう

 状態。Ａが防御しＢが攻撃すれば、Ａが衰退しＢは繁栄。逆ならＡが繁栄でＢは衰退。両者が攻撃すれば、両者とも破滅寸前。これを繰りかえす思考遊戯では、どのような戦術が総合的に得をすると思うかね？」

「初歩の
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 理論だ」

　ヨーカーンが薄く笑む。

「同時に出す規則で、一回かぎりの遊戯なら攻撃。繰りかえすなら、同時でも相互でも、基本は防御で、相手が攻撃を選べば次の回に仕返しを行う戦術が最適で、また変化していく」

「そう、そして、これらの思考はほとんど勝てずに、引き分けが多くなる。だが、利益を求めて攻撃重視の他者が敗北で失点していくと、総合的に勝者になっているという高等戦術だ。しかし、大部分の人間は敗北に耐えられず、目先の勝ちを欲しがる」

　モルディーンが一息ついて、静かにつぶやく。

「最上ではないにしろ最適な戦略は、相手を
完
 かん

 
膚
 ぷ

 なきまでに叩きつぶせるときまでは、負けないことに
徹
 てつ

 し、戦ってはならない。勝負が始まってもいないのに
吠
 ほ

 えることは、負け犬にすら劣る不用心さだよ」

「チェザースを裏切って殺したことも、最善で必然かね？」

　ヨーカーンが窓の表面に手を延ばす。

「たしかに、
廃
 はい

 
絶
 ぜつ

 されたジスカル
男
 だん

 
爵
 しやく

 のチェザースの命と、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の戦争を比べれば、
天
 てん

 
秤
 びん

 は
平
 へい

 
衡
 こう

 にならない。だから、
汝
 なんじ

 は愛するものですら方程式で殺せる」
秀
 しゆう

 
麗
 れい

 な横顔には、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な
微笑
 ほほえ

 みが浮かんでいた。「それは、我ら
翼
 よく

 
将
 しよう

 も国民をも殺せるということだ。汝はすべてを
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 にしている」

「問題の次元をずらすのは
止
 や

 めたまえ。私はチェザースを裏切ってはいない。総合的な
国
 こく

 
益
 えき

 を目指す私への信頼をね。私の相手はその先にある世界であり、君たち個人の愛憎ではない」

　モルディーンは、疲れたように目を閉じた。

「私のために、これまで一万六千五百十二名の勇者が死に、その何百、何千倍もの敵を
葬
 ほうむ

 ってきた」

　言葉は重く、組み合わされた指の下に
零
 こぼ

 れ落ちた。

「だが、まだ始まりにすぎず、私の味方も敵も、これまで以上に死ぬだろう」









　ベルドリトが
召
 しよう

 
喚
 かん

 した軍用
火
 か

 
竜
 りゆう

 の
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の
息
 い

 
吹
 ぶき

 が、夜を照らす。猛火が庭園を炎上させていく。軍用
氷
 ひよう

 
竜
 りゆう

 が液体
窒
 ちつ

 
素
 そ

 の冷たい息吹を吐き散らし、木々を氷結させていく。二条の吐息が、ハビカイアーの突進を阻止しようとする。

　火炎と氷雪を
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界と装甲で無効化しながら、ハビカイアーが突進する。まさに一本角を持つ巨獣の突撃だった。

　
石
 いし

 
畳
 だたみ

 を砕いて、巨体が跳ねた。装甲された巨腕が、火竜の顔に振るわれる。眼球と
脳
 のう

 
漿
 しよう

 の破片となって、竜の頭部が消失。振るわれた左の足が氷竜の首を叩き折り、空中で回転。

　巨大な
踵
 かかと

 が、ベルドリトの
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 に振り下ろされる。

　岩をも両断する一撃が、ベルドリトの
額
 ひたい

 の前で急停止。九条の帯となったイェスパーの
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 が、足首に巻きついてハビカイアーの足を阻止していたのだ。

　
渾
 こん

 
身
 しん

 の力でハビカイアーを引きよせながら、イェスパーが左の九つの
毒
 どく

 
蛇
 じや

 を放つ。跳躍しながらハビカイアーの腕が掲げられ、
鋼
 はがね

 の殺到を弾く。着地と同時に、低い態勢からの突き上げが放たれた。

　ハビカイアーの巨大な
槍
 やり

 のような角が、イェスパーの
刃
 やいば

 の防壁を破砕し、胸板を貫通。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 する光の散乱とともに、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の口から鮮血が夜気に噴きあがる。〈
大禍つ式
 アイオーン

 〉の突進は止まらず、イェスパーを
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにしたまま、進行方向にあった石像に激突。
可
 か

 
憐
 れん

 な乙女像が無惨に破砕され、
石
 いし

 
塊
 くれ

 とともにイェスパーが宙に舞う。

　落下してくる兄の
巨
 きよ

 

軀

 く

 を、量子移動し大地から現れたベルドリトが受けとめた。響くのは、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 が砕ける音。大型単車なみの兄の体重に、ベルドリトは思わず
膝
 ひざ

 をつく。

「重い、よ兄貴。減量し、たら？」

「前衛が軽く、ては、役に立た、ない」

　二人の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が互いに肩を支えあいながら、立ち上がる。イェスパーの胸には大穴が
穿
 うが

 たれている。ベルドリトも、折れた
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 の激痛のために胸を手で押さえている。

「本当に、どうしてこんなことをしているんだろう？　僕って苦労とか痛いとか大嫌いなんだけどなぁ？」

　ベルドリトの
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 は、イェスパーの問いでもあった。

　イェスパーには、自分がなぜここにいるか、なぜ戦っているか、それすら分からなくなっていた。

　忠誠？　
名
 めい

 
誉
 よ

 の回復？　
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 ？　すべてが違っていた。

　父を失った幼い自分が立ちつくしている。少年の頭を
撫
 な

 でる、僧服の男の穏やかな瞳が脳裏をよぎる。

　ラキ兄弟が戦闘態勢を取る。

　ハビカイアーの顔は、激突時にイェスパーが放った
刃
 やいば

 によって縦横に刻まれたままだった。時間が逆流するように眼球が
眼
 がん

 
窩
 か

 に引きもどされ、
零
 こぼ

 れた
脳
 のう

 
漿
 しよう

 が
頭
 ず

 
蓋
 がい

 に戻っていく。　　　

　
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちの突進が再開されるのと、ハビカイアーの完全回復は同時。両者が巨大な咒式を
紡
 つむ

 ぎながら、距離を詰める。

　両者の咒式が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。夜の庭園に
閃
 せん

 
光
 こう

 が生まれる。









　外部と
隔
 かく

 
絶
 ぜつ

 された執務室。モルディーンは、目を閉じたまま大賢者に語りつづけていた。

「知恵と勇気があれば、なんの犠牲もなく利益を得られる。そんな英雄物語が可能なら、誰もが夢を叶え幸福になれる。楽園では、政治も法律も経済も必要ない」

　月光が
朧
 おぼろ

 に差しこむだけの暗い室内で、モルディーンの
唇
 くちびる

 だけが言葉を
紡
 つむ

 いでいく。それは自らに言い聞かせるような言葉だった。

「この星の資源も人も無限ではないのだ。有限を奪いあうしかないのが、この星の
摂
 せつ

 
理
 り

 。成長社会では協力理論がまだ有効だが、衰退社会では奪いあうしかない。自己にとっては最適の判断から、最大多数の不幸が起こるという
二
 に

 
律
 りつ

 
背
 はい

 
反
 はん

 。
残
 ざん

 
酷
 こく

 だが下りられない、退屈だが真剣にならざるを得ない
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 だ」

　モルディーンの言葉に、大賢者が耳を傾けていた。ヨーカーンの唇が皮肉に
歪
 ゆが

 む。

「
汝
 なんじ

 の方程式、自らの
双
 ふた

 
子
 ご

 の兄を殺した
天
 てん

 
秤
 びん

 の傾きは、どういう判断のものであろうな」

「かわいそうに、アスエリオは事故死だった」

「これは私の失言だ」自らの鮮血色の唇を、ヨーカーンの
華
 きや

 
奢
 しや

 な指先が押さえる。「たしか、史実上ではそういうことになっていたな」

　
瞼
 まぶた

 を閉じたままで、モルディーンが返答を
紡
 つむ

 ぐ。

「どこまでも命は時価で思考は
虚
 きよ

 
構
 こう

 だ。天秤の是非を君に認めてもらおうとは思わないし、そもそも
正
 せい

 
邪
 じや

 
好
 こう

 
悪
 お

 は価値判断にすぎない」

「そうだったな。人類には〈分かる〉ことは不可能で〈決める〉ことしかできない、それが汝の認識論だった」

　モルディーンとヨーカーンの視線は、出合うこともなかった。

「聖者殿が悲しむな」

「クロプフェル師は、理解をするが納得はしてくれない」

　大賢者は問いを発してみた。

「では、血の方程式の
彼
 か

 
方
 なた

 にあるという汝の目的は、果たして彼らと我らの信頼と犠牲に値するのか？」

「犠牲に値する対価など、有史上にひとつも存在せず、叶うこともなかった。だが、誰もがなにかを求めてきた。私も歴史の
葬
 そう

 
列
 れつ

 に並ぶ一人にすぎない。私に従うも去るも、敵対するのも、君たちの選択だ」

　モルディーンの瞳は閉じられたままだった。部屋に射しこむ月光が、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 と大賢者の横顔に深い陰影を刻む。
瞑
 めい

 
目
 もく

 したままで、モルディーンは小さく笑う。

「あいかわらずヨーカーン君は怖いね。私がなにかをなすごとに、意志と決意を確認しにくる」

「優しさというべきだ。望むなら、
汝
 なんじ

 の首を即刻切り落とす優しさではあるがね」

　ヨーカーンの
唇
 くちびる

 の両端が上がり、半月の笑みを浮かべる。

「我には楽しいぞ、モルディーン。汝は
歪
 ゆが

 んでいて真っ直ぐな、ただひとつの問いだ。だからこそ、我やクロプフェルといった
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちに、汝の果てを見届けたくさせるのかもしれない」

「まさか。私はさしておもしろくもない、ただの弱い人間の一人だよ」

「だからこそ恐ろしい」

　大賢者が笑みを
紡
 つむ

 いだ。モルディーンは瞳を開き、自らの
顎
 あご

 の下で組んだ指を入れかえる。五指に
嵌
 は

 まった指輪を興味なさげに
眺
 なが

 める瞳が、細く
尖
 とが

 る。

「そういえば、春のエリダナは楽しかったな」

「汝が〈
宙
 ちゆう

 
界
 かい

 の瞳〉を渡したという一件だったな」

「事件自体は大したことはなかったが、なかなかかわいらしい
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士たちがいてね。一人は強がりすぎて強くなってしまった子で、一人は心が弱くて小知恵が回るために、私の舞台でよく踊る子だったよ」

「モルディーンに気に入られるとは、不幸な子たちだ。あの指輪を渡されたなら、これから先が思いやられる」

「
波
 は

 
瀾
 らん

 
万
 ばん

 
丈
 じよう

 な物語の
鍵
 かぎ

 を送っただけで、私の不幸と
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 のお
裾
 すそ

 
分
 わ

 けだ。今ごろ、苦労が続いているだろうね」

　モルディーンの目が遠いエリダナに思いを
馳
 は

 せる。
喉
 のど

 を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らして、ヨーカーンが笑声を弾けさせる。

「本当に汝は内心を見せぬ。我にだけは
吐
 と

 
露
 ろ

 してもいいものなのだが」

「これほどに
胸
 きよう

 
襟
 きん

 を開いていることは、自分でも珍しいと思っているのだけどね」

　モルディーンが机の上で
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ヨーカーンの眼差しは、窓の外の夜へ向けられていた。

「夜明けが近いな」









　イェスパーのただひとつの瞳は夜空を眺めていた。

　全身は自らが流した血に
塗
 まみ

 れ、
積
 せき

 
層
 そう

 
鎧
 よろい

 は割れ砕けていた。右腕の
肘
 ひじ

 から先は、照明灯の上に引っかかって血の
雫
 しずく

 を
零
 こぼ

 している。右腕の断面は血液を流しつづけ、
石
 いし

 
畳
 だたみ

 に突き立てた
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
剣
 けん

 に、寄りかかるようにして立っている状態だった。

「……兄貴、生きてる？」

　ベルドリトが声をかける。兄と同じような
瀕
 ひん

 
死
 し

 の状態で、砕けた石像に背を預け、足を投げだしていた。

「なんとか、な」

「……なん、な、のだ、おま、おま、えたちは……？」

　庭園に
穿
 うが

 たれた大穴。円周に引っかかっていたのは、頭部だけのハビカイアーだった。

「人間、が、ここまで戦え、るとは……」

　角が折れた〈
大禍つ式
 アイオーン

 〉は、切れ切れの疑問を発した。ハビカイアーの頭部は半ば消失し、青い
脳
 のう

 
漿
 しよう

 を
零
 こぼ

 していた。
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動しようとしては、不完全な組成のために砕ける。

　イェスパーが一歩を踏みだす。それだけで全身から鮮血が噴出する。だが、よろめきながらも二歩、三歩と足が進む。

　
滴
 したた

 る血液が、
石
 いし

 
畳
 だたみ

 に黒々とした血痕を描く。出血しようと、命が削られようと、イェスパーは歩みを止めない。

「人間、が、〈
大禍つ式
 アイオーン

 〉たる我を圧倒、するなど、あり、あり得、ない……」

　ハビカイアーの頭部の前に、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 が到達した。残る左手が、
緩
 かん

 
慢
 まん

 な動作で
刃
 やいば

 を振り上げていく。剣が頂点で止まる。

「な、んなのだ、おまえたちはっ!?
 」

　ハビカイアーの頭部へ、剛剣が振り下ろされた。
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 が粉砕、眼球が飛びだし、青黒いヘモシアニン
基
 き

 の鮮血と脳漿が飛び散る。イェスパーの全身を染める朱色に、青が足された。

「知るか」

　イェスパーが吐きすて、
隻
 せき

 
眼
 がん

 が空を見上げた。夜の黒が薄まった空は、どこまでも広がっていた。

　地響きとともに、イェスパーは仰向けに倒れた。
鎧
 よろい

 と自分の肉体が
軋
 きし

 み、肺からは血臭の混じった呼吸が吐きだされる。

　半分以上が機械と化した体が重く、視界も暗く閉ざされていく。背中に当たる
石
 いし

 
畳
 だたみ

 の冷たさが心地良かったが、全身の感覚も消えさっていった。

　耳に
衣
 きぬ

 
擦
 ず

 れの音。途端に全身の激痛が消失し、冷たくなっていく体へと熱量が注ぎこまれる。右腕の違和感へと視線を向ける。切断された右下腕が、
肘
 ひじ

 から先の切断面に添えられ、強大な
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式が発動。筋肉と骨と神経系が、一瞬にして連結される。

「これで死にはしない」

「大賢者らしいことを初めてしたね」

　急速に回復していくイェスパーの視界の端に、大賢者ヨーカーンが治癒咒式を
畳
 たた

 んでいく姿があった。隣では、
怜
 れい

 
悧
 り

 な顔のモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が興味深げに
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 を
眺
 なが

 めていた。

　大賢者の青くなった瞳が、モルディーンを眺める。

「汝は、我をなんだと思っていたのかね？」

「もっとも信用ならない友人にして、優しい敵かな？　おや、イェスパー君の意識が戻ったようだ」

　モルディーンが、機剣士の
傍
 かたわ

 らの石材に腰を下ろした。
眼
 まな

 
差
 ざ

 しは
翼
 よく

 
将
 しよう

 にそそがれていた。

「
子
 し

 
爵
 しやく

 級の〈
大禍つ式
 アイオーン

 〉相手に正面から立ちむかって勝つとは、少し腕を上げたね」

　倒れたままのイェスパーが、無言でうなずく。

「それでイェスパー君。迷いは晴れ、なにか分かったかね？」

　問いかけの言葉に、イェスパーは黙りこむ。なぜ自分がエレネーゼとの安息を捨てたのか、なぜモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 に仕えるのか、なぜここで倒れているのか。

「分かりません」

　イェスパーは叫んでいた。

「俺には、なにひとつとして分かりませんっ！」

　機剣士の叫びを受けとめ、モルディーンは小さく笑った。

「君は、良くも悪くも、一振りの
刃
 やいば

 のような男だね」

「はい。
猊
 げい

 
下
 か

 の良き刃でありたいと思います」

「
律
 りち

 
儀
 ぎ

 に答えなくてもいいよ」

「はい」

　繰りかえされる律儀すぎる応答。モルディーンは
呆
 あき

 れたような苦笑を口の
端
 は

 に浮かべた。

「イェスパー君に器用な真似を期待していたわけでもなかったが、ここまで徹底しているといっそ
清
 すが

 
々
 すが

 しいね」

　モルディーンは
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥の目を細めた。

「それで、気分はどうだね？」

　男の目は、夜の闇を
駆
 く

 
逐
 ちく

 しはじめた東の空を
眺
 なが

 めていた。イェスパーも主君の視線の先を追って、空を眺めた。自然な想いが口を
衝
 つ

 いてでた。

「なぜか
爽
 そう

 
快
 かい

 です」

「よろしい。気分がいいことは大事だ」モルディーンが立ち上がる。「さて、
頑
 がん

 
固
 こ

 な兄を泣き虫な弟に返してやるかな」

　自らが非礼な状態で話していたことに気づき、イェスパーが跳ね起きる。

　
膝
 ひざ

 が笑い、倒れそうになるのを、支える手。ベルドリトが顔を
覗
 のぞ

 きこんでくる。

「兄貴、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ？　死なない？」

　両目を
潤
 うる

 ませている弟の顔を、イェスパーは不思議そうに眺めていた。

「だって、兄貴って、みょーに熱いときがあるから、猊下のために笑って
大
 だい

 
往
 おう

 
生
 じよう

 しそうな役っぽいし……」

「……おまえが俺をどう思っているのか分かった」男は続ける。「だが、俺はこの道を選んだ。だから、おまえもおまえの道を行け」

「そーゆー暑苦しい役も言葉も今後はなし。僕も巻きこむんだから、なし」

　ベルドリトが
拗
 す

 ねたように顔を
逸
 そ

 らし、兄の肩を支える。イェスパーの
口
 くち

 
許
 もと

 に
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた笑みが
顕
 あらわ

 れた。父と自分はまったく違い、まったく同じことをしているのだろう。

「本当に、おまえはラキ家らしくないな」

「それは、僕にとって最大の賛辞だよ」

　兄弟が肩を支えあって歩きだす。前方には、モルディーンとヨーカーンが並び立つ。いつの間にか血刀を下げたキュラソーが合流していた。〈
夜
 よ

 
鴉
 がらす

 〉を回転させ、
鞘
 さや

 に納める。

「
拙
 せつ

 
者
 しや

 だけ、どうも話に寄っていない気がしますな」

　どこか不満そうな声と表情をしている忍者に、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が慈愛にも似た笑みを返す。朝日を背にしたモルディーンが、
朗
 ろう

 
々
 ろう

 と呼びかける。

「さあ、次の意地悪をしにいくよ。退屈な人々が作る退屈な世界を、楽しい舞台に作りかえよう。楽しい
悪戯
 いたずら

 をしにいこう」

　モルディーンが前へと向きなおり、庭園を歩きだす。

「庭園の修理費の
捻
 ねん

 
出
 しゆつ

 は……、拙者が考えるのでしょうな」と、
嘆
 たん

 
息
 そく

 を
吐
 は

 いた忍者キュラソーが左背後に従う。

「次の意地悪には、我も混ぜて欲しいね」

　大賢者ヨーカーンが、
謎
 なぞ

 めいた
微
 ほほ

 
笑
 え

 みとともに右に続く。

「
猊
 げい

 
下
 か

 と大賢者殿は、やつがれが納得していないことも忘れずに」

　聖者クロプフェルの声だけが響く。

「行くぞベルドリト」

「ここで逆に行くと、意外なんだけどなぁ。でも、意外性って、意図が鼻につくんだよなぁ」

　
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 イェスパーの
肘
 ひじ

 に頭を叩かれながら、
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 ベルドリトが列に加わる。

　血色の朝日が昇るなか、枢機卿長の背に
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちが続いていく。

　その光景は、
雁
 がん

 
行
 こう

 する鳥の編隊にも似ていた。

「これはまだ始まりだ。終わりの
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 の始まりにすぎない」

　モルディーンの言葉は、遠いどこかへと向けられるように放たれた。









　誰かに呼ばれたような気がして、俺は振りかえった。

　存在していたのは、エリダナの
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 と、壁に
凭
 もた

 れて目を閉じたドラッケン族の姿だった。

「ギギナ、俺を呼んだか？」

「呼ぶときには、刃物で刺して呼ぶ」

「それもそうだな。ドラッケン族には、言葉という高級なものはまだ発明されていないものな」

　
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの
刃
 やいば

 を
屈
 かが

 んで回避し、俺は見張りに戻る。車の
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 を払わないアホから車を回収するという、俺にとっては、世界一重要な仕事があるからだ。

　そのアホがいつ帰ってくるかは分からない。帰ってきたら、アホの人生ごと仕事を終わらせてやる。

　始まりだ。これは終わりの遊びの始まりにすぎない。

　我ながら
器
 うつわ

 の小さい決意をしていると、背後でギギナが
欠伸
 あくび

 をしやがった。

　ビルの
隙
 すき

 
間
 ま

 から
覗
 のぞ

 くエリダナの空は、
忌
 いま

 
々
 いま

 しいまでに青かった。
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　路地を賞金首が走ってくる。退路を失ったイベスクは、俺に向かってくるしかなくなったのだ。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガの引き金を
絞
 しぼ

 る。〈
矛槍射
 ベリン

 〉によって生みだされた七本の
槍
 やり

 が高速
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。しかし、槍はアスファルトに落ちたイベスクの影を
貫
 つらぬ

 くだけだった。

　見上げると、イベスクが空中に飛んでいた。生体変化系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の〈
虎化軆身
 ジエイ・シーン

 〉で
猛
 もう

 
虎
 こ

 の
四
 し

 
肢
 し

 となり、野獣以上の跳躍力でビルの壁面に着地。

　追撃で放った〈
矛槍射
 ベリン

 〉がビルの壁に突き立ち、ガラス窓を破る。イベスクはすでに跳躍していた。左右の壁を反射しつつ、俺に迫ってくる。魔杖剣ヨルガの切っ先を上げるも、間にあわない。

　イベスクの
虎
 とら

 の右腕は、五本の
爪
 つめ

 を振り下ろす。横から、銀の光が疾走。血の
円
 えん

 
弧
 こ

 を
曳
 ひ

 いて、イベスクの腕が空中に舞う。

　脇道から鮮血に濡れた巨大な
刃
 やいば

 が出る。続いて
柄
 つか

 を握ったギギナが姿を現す。

　イベスクは俺の後方、通りに着地。逆関節となった
膝
 ひざ

 、正確に言うなら足首が
撓
 たわ

 んで衝撃を
和
 やわ

 らげる。再び伸ばされる前に、〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放つ。膝から足の甲までを、槍が貫通。アスファルトに
縫
 ぬ

 いとめる。

　これで詰みだ。イベスクも自分が追いこまれたことを悟り、目を閉じる。俺は非情に引き金を絞って〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を発動させる。

　空白。

　
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 が
紡
 つむ

 げているが、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 に届いていない。

「弾詰まり！」

　俺の異変を瞬時に察し、下半身を貫く槍から強引にイベスクが反転。一気に距離を詰めてくる。イベスクの左腕の爪を、ヨルガの刀身が受けとめる。俺は左手で腰の後ろから魔杖短剣マグナスを引きぬく。

　イベスクは反射的に右腕を振る。しかし、右
肘
 ひじ

 から先はすでにギギナに切断されていた。

　マグナスの刀身を断面に叩きこみ、手加減した〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放つ。肉の焦げる
胸
 むな

 
糞
 くそ

 悪い臭気があがる。感電したイベスクは、
陸
 おか

 にあがった魚のように
痙
 けい

 
攣
 れん

 している。

　賞金首は路地に倒れた。
唇
 くちびる

 から
涎
 よだれ

 を流しながら、残った左手でアスファルトを

摑

 つか

 む。必死に上体を起こす。目にはまだ闘志があった。

「賞金首イベスク。死ぬか
収
 しゆう

 
監
 かん

 されるか、どちらかを選べ」

　ギギナの刃がイベスクの顔の前に下ろされる。一〇七一ミリメルトルという巨大な刃を鼻先に突きつけられて、イベスクは抵抗を
諦
 あきら

 めた。

　俺は息を吐いた。心臓が激しく脈打つ。左右の手に握った魔杖剣と魔杖短剣を、それぞれ
鞘
 さや

 に納める。強盗の手足を縛りあげ、ギギナが左肩に担ぎ上げる。振りかえる。通行人たちが、一連の
逮
 たい

 
捕
 ほ

 劇を
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに見ていた。

　見物人の端を
眺
 なが

 める。俺たちに賞金首を教えた警察士は、階段に下ろしていた腰を上げる。

「
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年六月十三日、午後一時三五分に被疑者を
逮
 たい

 
捕
 ほ

 」と警察士は腕時計で時刻を確認。「ご苦労さん。やはり荒事は
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の専門だな」

「警察士なら、少しは働けよ」

　イベスクを引き渡しながら、俺は皮肉を投げる。中年の警察士は笑ってイベスクを立ち上がらせる。

「
安
 や

 っすい給料で命をかける気にはならないね」

　警察士は冷たく笑う。イベスクを
縛
 しば

 る縄を引いて、警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 に押しこんでいく。

　去っていく車を見つつ、俺は長い息を吐く。

　俺とギギナでそれぞれの単車を停めている場所へと戻ることにする。道路では作業着に安全
兜
 かぶと

 を
被
 かぶ

 った作業員たちが歩いている。道の点検をしているらしい。

　マグナスに
装
 そう

 

塡

 てん

 されていたのが高位咒弾だったことを思い出し、舌打ちをする。第二階位の
雷
 らい

 
撃
 げき

 咒式などに、高価な咒弾を使ってしまった。隣ではギギナが笑う。

「最後は惜しかったな。咒式を失敗するという幸運が
貴
 き

 
様
 さま

 の命を断つはずだったが」

「そんな幸運がどこにある」

　思い出すだけで、背筋に
悪
 お

 
寒
 かん

 が生まれる。もう少しで死ぬところだった。

「まさか
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガの咒弾が詰まるとは」

　足を止めて、魔杖剣ヨルガの
柄
 つか

 に左手を当てる。刀身を少しだけ引きぬく。美しい鏡のような刀身が現れる。

「おっかしーな。魔杖剣ヨルガは、刀職人が作ったものだ。大量生産品よりは弾詰まりを起こしにくいように作られている」俺には訳が分からない。「最新の電子式着火ではない機械式とはいえ、機構的に百万発に一回しか不発が起こらないようになっている
逸
 いつ

 
品
 ぴん

 だ。整備も
完
 かん

 
璧
 ぺき

 にしている。不発の理由が分からない」

　俺は苦笑いを浮かべて、
鞘
 さや

 に戻す。ギギナはさらに深い笑みを返してきた。

「よく考えてみるがいい。確率はあくまで確率だ」

　意味が分からない。

「思い出せ。極東の暗殺者とやりあったとき、貴様はすでに一回弾詰まりを起こしている」

　ギギナの指摘で俺の顔が青ざめる。

「ということは、俺は短期間の間に百万分の一×百万分の一、一兆分の一の不運を引き当てていることになる、のか？」

「そういうことだ。つまり……」

「続きは言わなくていい」

「弾詰まりという奇跡が起こった原因は、機械の問題ではない。ガユスという
凄
 すさ

 まじい不運、逆の奇跡を呼ぶ持ち主が使っているからだ」

「言わなくていいという言葉が理解できなかったのか？」

　数字にすると恐ろしい。一兆分の一とは、今この地上で生きる人類すべてを合わせても起こらない確率なのだ。その場に
屈
 かが

 んで
膝
 ひざ

 を抱えたくなったが、無視。強引にでも無視して歩きだす。

　深く考えると落ちこみそうだ。つまり
安
 や

 っすい商売の
秘
 ひ

 
訣
 けつ

 
本
 ぼん

 に載っているように、思考方法を変えよう。俺は
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 。なにより生きている。ほら、大丈夫。新しい一歩を踏みだそう。

　歩道から車道に踏みだした右足に違和感。左足を出そうとすると、
軸
 じく

 になった右足が沈む。次の瞬間、視界が暗転。衝撃に対して必死の受身を取る。

　背中が痛い。

頰

 ほお

 に落ちるのは、砂粒やアスファルトの
欠片
 かけら

 。

　見上げると、四角く切りとられた空が見えた。五メルトルほどの穴の底に落ちたらしい。土の底は水溜まり。おそらく排水路だろう。穴の縁から、作業用
兜
 かぶと

 を
被
 かぶ

 った男たちの顔が現れる。

「大丈夫かあんちゃん？」

　答えようとすると、また土砂が落ちてくる。手で払いのけて、俺は上空の人間に問いかける。

「なぜこんな場所に落とし穴が開いている？」

　穴の縁で、作業員たちが顔を見合わせる。

「いやぁ、
不
 ふ

 
況
 きよう

 
期
 き

 の公共事業で業者が手を抜いていたことが発覚したんだ」

　作業員が穴を見下ろす。

「それでも
崩
 くず

 れることはないが、一応検査をしていたんだ」

　隣の作業員も穴を見つめる。

「しかし、まさか人間が載っただけで崩れるほど、強度が弱くなっていた場所があるとはね」

「万分の一の確率だよ」

　作業員たちがうなずきあう。ギギナの顔が現れる。納得したような顔で告げる。

「九・七七」

　ギギナが
謎
 なぞ

 の数字を口にする。

「なんだその数字は？」

「ガユスの落ちかたと表情が驚くほど笑えたから、芸術点を高評価せざるをえない」

　上空のギギナの顔が横を向く。

「ああ、ちょうどいい。こちらへ来い」

「なになに？　事件？」

　ギギナの隣から、女の顔が出た。記者のアーゼルだった。巨乳を穴の縁に載せて、撮影機械を取りだす。構えて発光。俺を撮ったあとで、アーゼルが問うてきた。

「で、そこでなにしているの？」

「撮ってから
訊
 き

 くなよ。言語より撮影で会話する病か？」

「燃える
記
 き

 
者
 しや

 
魂
 だましい

 と呼びなさいよ。それでなにをしているの？　早めの自己
埋
 まい

 
葬
 そう

 ？」

「不吉なことを言うな。ギギナより先に俺が死ぬわけがない」

　俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。俺が穴に落ちた直後にアーゼルが通りかかるというのも、
凄
 すさ

 まじい不運だ。

「見てのとおりだ。穴のなかで、悟りを開く修行をしている」

「なんだ。いつもの超不運で穴に落ちているのかと思った」

　笑顔でアーゼルが返してきた。俺の言い訳が通用するわけもなく、アーゼルはまた撮影している。俺の写真は、エリュシオン紙の小さな「エリダナの道路事情」という記事にでもされるのだろう。

　穴の縁ではギギナが笑っている。

「記念写真も撮れて、良かったな」

　ギギナを殺したい理由と殺すべき理由を、世界中の人間が理解できたと思う。

　穴の底で、俺は土砂に手をついて立ち上がる。作業員たちが手を伸ばすが、無視して自分の力だけで穴を登る。地上に出た俺を、作業員たちが囲む。

「ありえない不運だが、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 か？」

「あんた、すげー不運だな。記念に握手してもらっていいか？」

　作業員たちが心配しているようでしていないので、無視する。なにごともなかったことにして、俺は道を歩きだす。アーゼルは記事を伝えにエリュシオン社へ走りだしていた。

　俺の横にはギギナが並ぶ。口元が
痙
 けい

 
攣
 れん

 しているのは、笑いを
堪
 こら

 えているのだろう。

「ガユスよ」

　声とともにギギナの足が止まった。俺も止まる。ギギナが急に真剣な顔になった。指が掲げられていた。指が示し、
鋼
 はがね

 の瞳が見ているのは、俺ではなく背後だった。

「
貴
 き

 
様
 さま

 の背後に、
疫
 やく

 
病
 びよう

 
神
 がみ

 と死神が列をなしているのが見えるぞ」

　思わず俺は背後を振りかえった。路上には、通行人に看板、エリダナの貧相な街並みが広がるだけだった。

　もちろん、そんな非科学的な存在は見えるわけがないのだ。顔を戻すと、ギギナの根性の腐った笑顔があった。

「
貧
 ひん

 すれば
鈍
 どん

 す、か」

「うるせえ」

　一瞬とはいえ背後を見てしまった自分、というより信じてしまうしかない自分の不運さに驚くしかない。

　ようやく自分の単車を停めた場所にまで戻った。ギギナの大型単車の横に、俺のセルトゥラがあった。セルトゥラの車体には、黄色に赤字の丸が描かれた札が下がっている。
駐
 ちゆう

 
禁
 きん

 の札には、警察に出頭して
罰
 ばつ

 
金
 きん

 を払え、と
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な文字が連なっていた。

「それはないだろう？」
膝
 ひざ

 が
崩
 くず

 れていった。「市民の安全のために強盗を捕まえた俺に駐禁を切るなよ」

　俺は隣のギギナの大型単車を
眺
 なが

 める。なにも貼られていない。

「どうして横のギギナの単車には貼ってないんだ？」

「そこが運の差だ」

　ギギナは自らの単車に
跨
 またが

 る。重低音を響かせて、起動。俺の姿を見ることなく、単車はエリダナの街角へと去っていった。

　疲れた。

　俺はビルの壁面に体を預ける。

頰

 ほお

 に当たるビルのタイルの冷たさが心地よい。

　冷静に考える。もしかしなくても、俺は運が悪いほうではなかろうか。

　本来の俺は平凡な性質だったはずが、血と破壊と死体が
溢
 あふ

 れる世界に生きる
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 になってしまった。攻性咒式士として生き残るために必死に生き、ついに到達者
階
 かい

 
梯
 てい

 になったというのに、金や地位、
名
 めい

 
誉
 よ

 にも縁がない。相棒は生ける暴風のギギナで、問題を起こしては事務所の金を吸いとる。恋人のジヴーニャとはあまり
上
 う

 
手
 ま

 くいっていない。

　
宝
 たから

 
籤
 くじ

 に当たったことはないし、
賭
 と

 
博
 ばく

 では負ける。半々の確率なら、絶対に不幸の目が出る。

　もちろん、俺より破壊と死の世界に巻きこまれている内戦状態の国の人間や、攻性咒式士はいくらでもいる。最底辺の生活を強いられる貧民や難民もいる。女に縁がないものもいる。だけど、そんな人間のほとんどは死んでいる。　

　俺がいまだに生きているのは、不運を長く続けさせて楽しむ不運の神の
残
 ざん

 
酷
 こく

 な
作
 さく

 
為
 い

 を感じる。

「あなた、不運に悩んでいますね」

　声がかけられる。

　顔を上げると、歩道に男が立っていた。灰色の背広にシャツ姿。顔は鼻も口も平坦で、赤い髪を
緩
 ゆる

 く
撫
 な

 でつけている。どこからどこまでも年齢不詳。二十代から五十代まで、どの年齢にも見える。

　当たり
障
 さわ

 りのない
眼
 め

 
鏡
 がね

 をかけている。眼鏡の奥の目は、光の反射で見えない。見ようによっては美男だろうが、見事に特徴がない。胸の前で手を組んで、俺を
眺
 なが

 めている。

　俺は男を無視。単車を置いて歩きだす。「不運に悩んでいますね」などと問いかけてくる男がまともな用事であるわけがない。他人は他人の不幸に興味などない。歩き去るの一手だ。

「待ってくださいな」

　歩く俺の横に、男が
併
 へい

 
走
 そう

 してくる。

「あ、私はこういうものです」

　歩く俺の前へ、男が名刺を差しだしてくる。俺は受けとらず、名刺が宙に舞う。気にせず、男が新しい名刺を差しだす。もちろん見ない。

　男の手が俺の胸に当たる。男が
煉
 れん

 
瓦
 が

 
道
 みち

 の上に倒れる。

「ああ、痛い、痛い。骨が折れたかもしれない」

　もちろん腕が当たっただけで転ぶ人間などいないから、男の演技だ。だが、通行人たちが倒れて叫ぶ男と、原因らしき俺を眺めている。

　目線は「どうした、
喧
 けん

 
嘩
 か

 か？」というものから「見て、腰のあれは
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 よ。攻性咒式士ってやっぱり乱暴者なのよね」というものまである。警察に連絡しようとしている、お
節
 せつ

 
介
 かい

 な正義感に突き動かされた青年の姿まで見えた。

　俺は渋々ながら、倒れた男に右手を伸ばす。男は笑顔で右手を伸ばして、手をとってきた。

　引っ張って起き上がらせる。立ち上がった男が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「これでやっと名刺を受けとっていただけましたね」

　右手を戻すと、俺の
袖
 そで

 
口
 ぐち

 には名刺が差しこまれていた。後衛とはいえ、到達者級の攻性咒式士の目を盗んで袖口に紙を差しこむなど、
掏
 す

 
摸
 り

 にしても達人だ。

　男は平然と続ける。

「私はここエリダナで、幸運の石の独占販売を任されている、株式ぎみ会社キーンチイ社の社長、キーンチイ・ウッソと申します」

「キーンチイ・ウッソ、キーンチイ・ウッソ、だと？」俺は首を
傾
 かし

 げる。「極東の国で似たような発音の言葉があったような……」

「そうですか？　たまたまの偶然でしょうね。私はあの方向の出身ですから」

　キーンチイが指先で右を指し示し、円を描く。

「あの方向とは、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 のことか？　それとも七都市同盟か？　東方二十三諸国家かバッハルバ大光国？　はっきりしないな」

「だから、あそこ、あそこらへんですよ」

　キーンチイはエリダナの空へと向けて、指を回すだけ。

「どちらにしろ、開運商品なんて俺には必要ない」

　俺は歩きだす。キーンチイは俺の左側に寄り添うように歩く。

「そうですか？　どうもあなたからは不運不幸の波動が感じられるのですが」

　キーンチイの言葉が胸に刺さる。

「さて、実はここが事務所です」

　キーンチイは俺の言うことは完全に無視して立ち止まる。見上げると、雑居ビルがあった。

　傾いた看板には、本当に「株式ぎみ会社キーンチイ社」とあった。俺はもちろん全力で素通りしていく。

「待ってください。一度、一度でいいから商品を見ていってください」

「無理」

「お願いです。入ってみるだけでいいんです。お客さんに入ってもらわないと、私の白血病の妻と幼い七人の子供たちが……」

　キーンチイが俺の
裾
 すそ

 に
縋
 すが

 って泣きはじめる。
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下から
滂
 ぼう

 
沱
 だ

 の涙が

頰

 ほお

 に
零
 こぼ

 れ、鼻水を口元まで垂らして身も世もなく泣いている。

　いい年をした男が俺に縋って泣いている光景は、また周囲の注目を集める。

　勤め人に「
喧
 けん

 
嘩
 か

 か？」と言われているだけならいい。しかし中年の女どもが「男同士の別れ話って初めて見た」と言っている事実は、魂に打撃が来る。

「分かった。分かったから泣くな」

　俺は
諦
 あきら

 めた。

「一回だけ、少しだけなら見てもいい」

「あ、そうですか」

　キーンチイは即座に立ち上がった。顔には涙も鼻水の一滴もありはしない。

噓

 うそ

 泣きにしても、ここまで見事なものは見たことがない。

「少しだけだぞ？　数分見たら帰るからな」と言っている自分は気弱な男だと思う。

「ささ、こちらへどうぞ」

　キーンチイが雑居ビルの扉を開けて、俺を押しこむ。俺が拒もうとすると、尻を
靴
 くつ

 で
蹴
 け

 られ、室内に叩きこまれる。

　内部に入ると、四十人ほどが入れそうな広めの会場となっていた。簡易
椅
 い

 
子
 す

 が列を作って並べられ、俺の他に三人の女性が座っていた。

　会場の奥には、演説台が
設
 しつら

 えられていた。背後には垂れ幕がかかっていて「幸福になる唯一の方法とは？」と書かれた看板が掲げられていた。

「うっわー。どこからどこまでも、一分の
隙
 すき

 もなくうさんくさい」

　俺はキーンチイに押されて、最前列近くの椅子に座らせられた。隣には女たちがいた。若い女たちだった。キーンチイが中央の台に向かう。

「はいはい、お待たせしました」

　演説台にキーンチイが到着する。

「待ってました！」

「早く見せて早く！」

「石を！　石を！」

　俺の隣にいた女たちが叫ぶ。待ちきれないように、
膝
 ひざ

 を叩いて催促するものまでいる。

「はいはい、お待ちを。幸運を呼ぶウソックサ石はまだまだありますから」

　俺は頭痛がしてきた。

「ええと、商品名をもう一回言ってくれないか？」

「キーンチイ印のウソックサ石ですよ」

　キーンチイは即座に答えた。

「ごめん、さらにもう一回言ってくれないか？」

「ウソックサ石です。それがなにか？」

　キーンチイは笑顔で言った。

噓

 うそ

 偽りなど言ったこともないといった、誠実な顔だった。俺は頭痛に加えて
眩暈
 めまい

 までしてくる。

「いや、また東方の言葉で似たような言葉があったような気がして」俺はさらに続ける。「すまないが、商品の名前を連続して言ってもらえるか？」

「キーンチイ印のウソックサ石ウソックサ石ウソックサ石ウソックサ石。これがなにか？」

　俺の問いにも、キーンチイは平然と言いやがった。

「そうか、本人は噓
 くさいとは思わないのか。
凄
 すご

 いな」

　キーンチイは会場全体へ向きなおる。

「あなたたちの人生が不幸な原因はなんだと思いますか？」

　キーンチイは演説を始める。

「努力？　才能？　遺伝に環境？」

　問いに、女たちは戸惑った横顔を並べている。

「違います。ウソックサ石を持っていないことが原因です」

　キーンチイが言いきった。両手を広げて、再び口を開く。

「ウソックサ石の効能は、直球で幸運です。金運に恋愛運の上昇、試験などの学運に、交通安全に病魔撃退、安産っぽいです。肩こりから
脱
 だつ

 
肛
 こう

 もたちどころに治るという
噂
 うわさ

 もちらほらと。身長も伸びて、一日五分、一日五分の鍛錬で、こんなに簡単に筋肉男になってモテモテのウハウハ、食事を我慢することなく減量
[image: ]

 そう

 
身
 しん

 に成功してあの人も振りむいてくれるかもしれません。ウソックサ石によって
唸
 うな

 る剛運、
炸
 さく

 
裂
 れつ

 する爆運。もう幸運すぎて気絶しちゃうかもです！」

　男は
淀
 よど

 みなく一気に
喋
 しやべ

 る。俺は冷静に聞いていた。

「あー。後半から幸運でどうにかならないものが混じっていないか？　あと効果をひとつも保証しないのは、法的な問題を考えてのことか？」

「さ、持ってきてくださいな」

　またも俺の問いを完全に無視し、キーンチイが指を鳴らす。会場の横手にある扉が開く。これまた特徴のない灰色の背広の男が手押し車を押してくる。

　手押し車に載っているのは、
鈍
 にび

 
色
 いろ

 の金庫だった。金庫の登場で、女たちの歓声があがる。運んできた男が戻っていき、金庫が残される。

　キーンチイは今どき珍しい番号鍵を解除し、金庫の扉を開ける。重々しい音を

搔

 か

 き消す女の驚きの叫びが響く。

　キーンチイが金庫の内部に差し入れ、手を戻す。右手を掲げて、会場の注目を集める。紫の絹に
金
 きん

 
糸
 し

 
縫
 ぬ

 いが
施
 ほどこ

 された、豪華な布があった。

　キーンチイが布を取りはらう。会場の女性たちの声は、すでに悲鳴になっていた。

「はい、これがここで
噂
 うわさ

 のウソックサ石です。私どもがご提供させていただいているウソックサ石は、そんじょそこらの偽物の開運商品とはわけが違います。違いすぎるのです」

　俺は、キーンチイの
掌
 てのひら

 の上にある物体を
眺
 なが

 める。

　白っぽい肌の丸みを帯びた石。表面には黒い模様が浮かんでいる。

　俺は挙手してみる。キーンチイが俺を示して、発言を許可する。

「どう見てもそこらで拾った石のように見えるが、それは俺の気のせいか？」

「気のせいですね。この石は、冒険家ドクォ・カノダ・レーカが軍隊なみの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を
率
 ひき

 いて、凶暴な〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を追いはらってようやく足を踏み入ることができる、遠いラキュソス公国の秘境、霊山ソコラヘーンにある密林の奥の奥から採れたと私が言い張っているウソックサ石ですよ？」

　突っこむ場所は多いというか、突っこめない場所はないのだが、俺は我慢した。要点だけを聞いていく。

「表面には『ウソックサ石』と書いてあるが？」

「ウソックサ神の神秘の力が内部から現れてきたのです」

　キーンチイは
淀
 よど

 みなく答えた。

「文字が、俺には油性の筆記具で書いたようにしか見えないのだが？」

「気のせいです」

　
動
 どう

 
揺
 よう

 せずに返してくる。俺は問いを続ける。

「なぜにラキュソス公国とやらの文字でなく、現代の大陸で多く使われるツェベルン語で文字が書かれているのだ？」

「そこは偉大にして親切なウソックサ神が、現代の我々に読みやすいようにしてくれたのです。ああ、ありがたや～」

　キーンチイが左手を掲げて、石を拝む。なるほど、俺が考えるような質問は慣れているらしい。冷めていく俺と違って、女性たちが熱狂していた。

「ちょうだい、ちょうだい！」

「その石の値段は!?
 」

「おいくらなの!?
 」

　女たちは口々に叫ぶ。

　俺にもだいたい分かってきた。この女たちはキーンチイの仕込みだ。

　日用品などの贈り物を送りつけ、会場に呼びつける。会場で最初は安い健康食品や健康器具を標的に無料で配る。次第に興奮させ、最後には高額な商品を売っていく。周りが熱狂して買っていく光景を見て、標的も高額な商品に手を出すという熱狂
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 だ。

　女たちに囲まれるキーンチイは、石を高く掲げる。

「残念ながら、お安くはありません」

　キーンチイは石を
眺
 なが

 める。

「この石こそ、冒険家ダレクァ・ト・カドウデモウィが軍隊なみの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を
率
 ひき

 いて、凶暴な〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を追いはらってようやく足を踏み入ることができる、遠いラキュソス公国の秘境、霊山ココラヘーンにある以下略という入手困難なウソックサ石ですから」

「先ほどと設定が微妙に違うぞ。数分前の設定くらい覚えておけよ」

　キーンチイは俺の言葉など聞かない。表情のない
眼
 め

 
鏡
 がね

 は、俺を見据えていた。

「本来なら一個一千万イェンのところを、今なら一個百万イェンでお売りしております。出血どころか即死しそうな値引きです。お得だとは思いませんか？」

「最初から九割引きは、商品としても商売としてもおかしくないか？」

　
諦
 あきら

 めがちに冷静な声を投げる。

「私は商売をやる気などありません。みなさんに幸運を分けてさしあげたい一心、慈善事業だと思ってやっております」

「だとしたら、九割の純利益を取ろうとした最初の一千万イェンの値段設定が暴利だと思わないか？」

　キーンチイは俺の問いを流した。

「とにかく百万イェンとなっておりますが、欲しい人はおられますか？」

「安い、安いわ！　安すぎる！　
内
 ない

 
臓
 ぞう

 を売ってでも欲しい！」

「欲しい！　私にちょうだい！　私なんか親兄弟を売ってでも欲しい！」

　周囲の女たちが叫ぶ。絶叫だった。女たちが叫びつづけるが、俺は
椅
 い

 
子
 す

 に座ったまま動かない。今日の晩御飯はなにを食べようかと考えていた。

　女たちが突如として声を止め、俺のほうを見た。女たちの目には
縋
 すが

 るような色があった。

「いや、反応をうかがうなよ。俺は絶対に買わないから」

「さて、商品の手続きを説明させていただきます」

　キーンチイは平然と続ける。

「みなさまにはウソックサ石を手に入れていただきますが、百万イェンがお高いというかたも安心です」

　キーンチイが言葉を溜める。仕込みの女たちが
固
 かた

 
唾
 ず

 を
呑
 の

 んで見守る。

「なぜなら、ウソックサ石を買ったかたは、同時に権利を買ったウソックサ会員になれます」

　キーンチイが告げた。

「金を
騙
 だま

 しとら、いえ買われたあなたは、同時に同類の被害、いえお知りあいにもウソックサ石を売りつ、いえ幸せを分けてあげることができます」

「人を騙すにしても、もう少し内心を隠せよ」

　俺の言葉は、もちろんキーンチイには届かない。

「三人に売ると、四人目からは一〇％
 の利益が
還
 かん

 
元
 げん

 されます。五人に売ると、上級会員になります。最初の五人がさらに別の人間に売ったウソックサ石の売り上げの五％
 が入ってきます。代が増えるごとに収益率は高まっていき、ウソックサ石の代金もすぐに回収できます。それどころか売れば売るほど
儲
 もう

 かり、大富豪になれるのです」

　キーンチイの説明に、俺は
呆
 あき

 れかえっていた。

「熱狂商法に霊感商法に無限連鎖商法と、どれだけ悪徳商売をつなげやがる。最悪じゃねーか」

「なにを言っているのですか？」キーンチイは不思議な言葉を聞いたような顔をしていた。「この商売は幸せの
環
 わ

 が広がっていき、みんなが幸せになれるのです。代ごとに収益率が上がっていきますから、なるべく最初に始めたほうがお得ですよ？」

　仕込みの女たちは「素敵！」やら「
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な商売よね！」と叫んでいる。

　俺が黙っていると、また女たちがこちらに振りむく。すでに仕込みの客だと分かっているというのに、演技を続けるのは
凄
 すご

 いな。俺は熱すぎる目線の集中から目を
逸
 そ

 らした。

「いやそのあれだ」

　俺は視線を戻す。キーンチイを見つめる。

「最初の客が一人で、五人の会員を集めて、六人。その五人がそれぞれ五人を集めて三十一人。次の世代で一五六人。さらに次の世代で七八一人になる」俺は暗算していく。「さらに次の世代で三九〇六人。次の世代で一万九五三一人、次の世代で九万七六五六人、さらに次の世代で四十八万八二八一人。ついに十二代目では三億五一七万五一八一人。これは、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の全人口を超えている」

「だからなにが？　より多くの人が幸せになれるだけでしょう？」

「成立しないと言っているんだよ。ウソックサ石の代金を回収できるのは最初のほうの世代だけで、大部分は回収できずに必ず
破
 は

 
綻
 たん

 する。おまえは
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 なんだよ」

　俺は指先をキーンチイに突きつける。キーンチイの左手の指が俺の指先をたどって、自分に向けられていると気づき、横に逃げる。

「
避
 よ

 けるな。おまえを
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 だと指差しているんだって」

「ははは、まさか」

　俺が指を動かしてキーンチイを示すと、背中を丸めて避ける。また指で示すと、キーンチイは背中を
逸
 そ

 らして避ける。さらに指で差すように追うと、逆立ちして回避しやがった。腹立つ動きをしやがる。

「キーンチイ、そこまでだ！」

　叫び声とともに扉が開かれた。紺色の制服を着て、手に手に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を持った一団が突入してくる。

　どこからどう見ても警察士だった。制服の列の中央から、
辛
 から

 
子
 し

 色の
外
 がい

 
套
 とう

 を来た男が進みでる。

「エリダナ市警二課のオーゴイエン警部補だ」

　警部補は
厳
 いか

 つい顔をしていた。

　これだけアホな商売をしていたら、警察が出てくるだろうなぁと俺は納得してしまっていた。

　警部補は
懐
 ふところ

 から紙を持ちだし、掲げる。手配書だった。そこには赤い髪に
眼
 め

 
鏡
 がね

 のキーンチイの顔が載っていた。

「キーンチイ・ウッソ、詐欺容疑で
逮
 たい

 
捕
 ほ

 する！　そこを動くな！」

　キーンチイは後退して、奥の窓に手をかけていた。女たちはすでに窓を乗り越えていた。

「動くなキーンチイ、そしてその一味！」

　オーゴイエンと警察士たちが走りだす。手に手に魔杖剣を掲げて突進していく。

「あ、違いますよ。キーンチイは私ではなくそちらの男です」

　キーンチイの右手の人差し指は、真っ直ぐに俺を示していた。

「たしかに眼鏡に赤い髪！」

　紺色の制服の群れが俺に殺到する。「いや、違うって！」と叫ぶ声は、屈強な警察士たちの怒号と
罵
 ば

 
声
 せい

 で消された。巨漢が左右から俺に低空体当たりをかましてくる。

　床に倒れた俺の上に、さらに警察士が乗ってくる。剛腕の群れが、俺の手足を押さえつけてくる。
逃
 のが

 れようと足で
蹴
 け

 り飛ばすが、前衛
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でそろった警察士どもの力と耐久力は
尋
 じん

 
常
 じよう

 ではない。
鉄
 てつ

 
鋲
 びよう

 が打ちつけられた
靴
 くつ

 
裏
 うら

 で
鳩尾
 みぞおち

 を蹴ろうが、
拳
 こぶし

 で
殴
 なぐ

 って鼻血を出させようが、後から後から乗ってくる。

　警官の手に押さえつけられながら、キーンチイの姿を捜す。

　キーンチイは窓に手をかけて、俺を振りかえった。

「あばよ、アホども！」

　窓から飛び降りた。

「あっちだ、追え！」

　ようやく気づいた警察士たちが追っていく。俺は苦い顔で見送った。

　世の中には、恐ろしいほど心がない人間がいるものだ。









「というひどい目に
遭
 あ

 ったんだ」

「
凄
 すご

 いわね」

　レストランの屋外席でジヴも感心していた。女の
唇
 くちびる

 が笑みを
象
 かたど

 り、紅茶の杯に口をつける。

「凄いではすまないよ」俺は食卓に残るパスタを
肉叉
 フオーク

 で

搔

 か

 き混ぜる。「俺はあのあと、警察に
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 の関係者ではないかと問いつめられたんだ。ひどい話だ」

　ジヴは苦笑している。

「そこまで

噓

 うそ

 が平気で言える人なら、一回だけなら見てみたい気もする」

「いや、会わないほうがいいよ。あそこまで心がない人間も珍しい」

　俺は苦笑し、最後の一口を食べる。嫌な思い出とともに飲みこみ、話題を変える。

「今日は昼休みといっても、時間がよく取れたね。外周りだったか？」

「ええ。社外の用事はかなり早く終わったから、二時までに社に帰ればいいだけ」

　ジヴが
膝
 ひざ

 の上の小さな
鞄
 かばん

 を叩いてみせる。若いがジヴはきっちりとした社会人だった。ツァマトの系列社に勤めているから、真面目に努力して入社したのだろう。

　俺はジヴの背後にあるビルの壁面の時計を見つめる。

「二時ということは、あと二時間か」

「あと二時間にしては、早く昼食を食べてしまったかな？」

　ジヴは自分の前に積み重ねられた皿の山を
眺
 なが

 める。これほどの量がどうやって彼女の腹部に納まったのかは
謎
 なぞ

 だ。ついでにカロリーをどう消費して、細めの体を保っているのかは神秘の域だ。俺はいい運動を知っている。

「いたた、お腹が、ぽんぽんが痛い」

　俺は腹部を押さえる。

「どうしたの？　大丈夫？」

　ジヴが俺の顔を
覗
 のぞ

 きこんでくる。心配顔だった。俺は上目遣い。

「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だ。どこかで少し休めば、治ると思うのだけど」

　俺はわざとらしく目線を右に動かす。ジヴの目線も俺の視線の先を追っていく。

　通りの向こうには、ホテル街の入り口が見えた。
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な造りのビルがあった。

　ジヴは平気な横顔をしていた。しかし、白金の髪から覗く、
尖
 とが

 った耳が桜貝のように染まっていた。

「仕方ないわね」ジヴが体を起こす。「そう、ガユスのお腹が痛いなら、どこかで少し休まないとね」

「ジヴってさ、意外と素直だよね」

　俺が笑うと、ジヴの足が俺の
脛
 すね

 を
蹴
 け

 ってきた。

「どうも変だと思ったのよ。時間が
空
 あ

 いて近くにいるならお昼ご飯でもと
訊
 き

 いたら、離れた場所を指定するし。最初から、あれが目的なんでしょ？」

「うん、まぁそう」

　俺は笑っておく。

「どうして男の人って、
隙
 すき

 さえあればしたがるの？」

「女も同じだよ。ジヴはするのは嫌いか？」

「嫌い、じゃないけど」

　俺は、ジヴも仕方がないと思わせる方向に持っていく。その場に応じて冗談に混ぜたり、強引に迫ったりとする。女性に対する万能の誘いなど存在しないから、
臨
 りん

 
機
 き

 
応
 おう

 
変
 へん

 だ。

　俺は机の下で手を伸ばす。ジヴの手を握ると熱い。男女には、
寝台
 ベツド

 があって
鍵
 かぎ

 が閉まる部屋があれば他にはなにもいらない。

　俺が立ち上がろうとすると、ジヴの携帯が鳴る。番号を見て、ジヴの顔が引き締まる。

　携帯から漏れ聞こえる相手の声は「先方が急に連絡してきて」や「ジヴーニャ君でないと話が進まない」というものだった。携帯を切ってジヴが俺のほうへ向きなおる。緑の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しには残念な色が
滲
 にじ

 んでいた。

「ガユス、残念だけど……」

「分かっている。急用なんだろう？」

　俺が物分かりのいい男を演じると、ジヴがうなずく。ジヴは自分の代金を食卓に置いて、
椅
 い

 
子
 す

 から立つ。
鞄
 かばん

 と上着をまとめて、俺に哀しげな顔を向ける。

「ごめんね。どうしても外せないから、社に戻る」

　俺は手を軽く振って答える。

「お別れの口づけは？」

「外だと恥ずかしいからダメ～」

　無念をこめて、俺の手が
萎
 しお

 れる。ジヴは迷ったが、俺の
額
 ひたい

 に口づけした。即座に離れ、道を進む。

　ジヴは歩道を急ぎ足で進んでいく。俺からは見えないが、おそらくまた耳を桃色に染めているのだろう。ジヴは急いで自分の小型車に乗る。駐車の列から車を出したとき、またジヴが手を振ってくる。俺は手を振りかえす。

　発進した車は、エリダナの車道を行く車の列に消えていった。

　俺は屋外席の椅子に身を深く沈め、
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「なんというか、ついてないな」

「ついておられないようですな」

　椅子に座る俺の隣に、男が立っていた。灰色の背広にシャツ姿。顔は鼻も口も平坦で、赤い髪を
撫
 な

 でつけている。どこからどこまでも年齢不詳の顔に、当たり
障
 さわ

 りのない
眼
 め

 
鏡
 がね

 をかけている。眼鏡の奥の目は、光の反射で見えない。

「てめえ、キーンチイ！」

　跳ねるように立ち上がって、俺はキーンチイの胸倉を

摑

 つか

 む。

「おまえだけは許しておけない。この
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 め！」

「え？　私はチーンキイですよ？」

　キーンチイではなくチーンキイと名乗る男が、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を浮かべる。怒りを見せた俺も相手の態度に戸惑う。

「ああ、もしかして私と
従兄
 いとこ

 のキーンチイを間違えているのですか？」

　男は苦笑した。俺は
胸
 むな

 
倉
 ぐら

 を

摑

 つか

 んだまま停止していた。

「間違えるのは無理もありません。キーンチイと私は顔や背格好までよく似ていますから」

　そこで哀しむような
面
 おも

 
差
 ざ

 しになる。

「身内の恥をさらすようですが、キーンチイはたしかに
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 です。善良な人々にくだらない商品を高額で売りつける。身内として胸が痛みます。しかし、私をあのような詐欺師といっしょにしないでください」

　俺も分からなくなってきた。どこをどう見ても、キーンチイと同じ人物にしか見えないが。とりあえず手を離す。男は俺の失礼を許すかのような笑みを浮かべた。

「そこでキーンチイに巻きこまれて不運なあなたにお売りするのは、このウッソクサ石！」

　チーンキイは石を差しだしていた。どこかで見たような丸い石に、どこかで見たような黒の油性ペンで、どこかで見たような字体で「ウッソクサ石」と書いてあった。

　俺は立っていることができず、屋外席の
椅
 い

 
子
 す

 に座る。

「おまえ、ある意味で
凄
 すご

 いな」

「は？」

　チーンキイだかキーンチイだかは平然と返してきた。俺は少し聞きたくなった。

「で、ウッソクサ石はいかがです？」

「いらねーよ！」

「分かります、分かりますよ。どうしても

噓

 うそ

 臭いのでしょう？」

　チーンキイが理解を示すかのように、深くうなずいてみせる。

「では、このウッソクサ石を実際に使った人の体験例を教えていきましょう。疑い深いあなたも、これで信じるはずです」

　俺の話を聞く気はないらしい。チーンキイは
懐
 ふところ

 から紙を取りだす。

「まずはエリダナ市在住の
匿
 とく

 
名
 めい

 、テキトゥ・ニ・トゥクゥッタさん、職業は原野商法のかたからの報告です。あ、匿名なのに名前を出しちゃった」

「もう一回、その実例の人物とやらの名前を言ってくれるか？」

「テキトゥ・ニ・トゥクゥッタさん。それがなにか？」

「またまた極東に似たような響きの言葉があったような気がしてね。そうか、てきとうに作ってもまったく平気か」

　俺の追及に心が折れるどころか傷つくこともなく、チーンキイが続ける。

「テキトゥさんの実体験です。なにもついていない僕。犬の
糞
 ふん

 を避けようとしたら、
鳩
 はと

 の糞が頭に。頭に来て鳩を追いかけたら、先に出た犬の糞を踏んで滑って道路の
溝
 みぞ

 に頭から突っこむ。そこに捨てられていた雑誌の広告の裏で、ウッソクサ石の広告を見つけました」

　チーンキイは心が
欠片
 かけら

 も存在しない言葉を連ねる。

「僕も最初はもちろんインチキだと思いました。しかも値段が百万円。半信半疑でしたが
闇
 やみ

 
金
 きん

 
融
 ゆう

 に走って金を借りて、ウッソクサ石を買ってみました。ところがなにも起こらない」

　商人は冷厳な表情でうなずく。

「哀しくて
風
 ふ

 
呂
 ろ

 に入ったら、なんとお湯が札束に変わりました。次に風呂場の扉を開けて、金髪美女たちが裸で乱入してきました。思わず札束風呂で美女二人と記念写真。これもすべてウッソクサ石のお陰です」

「待て、待てよ待て」

　頭痛がしてきたので、額を指で押さえる。

「その映像は雑誌の裏でよく見るアホ広告のようだが」

「ああ、ほとんどは偽物ですね。ウッソクサ石だけが本物です。この写真はそのときの記念のものです。真実の一瞬を切りとる報道写真ですね」

　チーンキイが雑誌を取りだす。そこには、ウッソクサ石を握って札束風呂で金髪美女を左右に抱えている、冴えない男の写真があった。よくある写真だ。

「真実の写真というなら、誰がこの写真を撮ったんだ？」

「さ、次の成功者の報告です」

　チーンキイは気にせず、また別の紙を取りだす。

「すまないが、その紙の裏を見せてくれないか？」

「個人情報保護法があるので無理です」チーンキイはさっさと続ける。「次にエリダナ在住の、えー、イマ・トゥクゥッタさん、職業は野良犬の交尾鑑定士」

「待て、待つのだ待て」俺はチーンキイが平然として続けるのを制した。「今出た名前をもう一度言ってくれないか？　俺の目を見ながら言ってくれ」

　チーンキイは不思議そうな顔をした。俺の目を真っ直ぐに見つめながら、平然と言った。

「エリダナ在住のイマ・トゥクゥッタさん。これがなにか？」

「いや、そのなんというかあれだ」チーンキイの真っ直ぐな目を、なぜだか俺のほうが見ることができない。「家名が先ほどの人物と同じなのは不思議だと思わないか？　今作ったような感じがしないか？」

　我ながら弱気な指摘だ。チーンキイは揺るがない。

「よくある家名ですからね。で、石の効果の実例ですが」

「兄弟や
親
 しん

 
戚
 せき

 だという設定も作らないのか」

　俺はこれほど心臓が強い人間を見たことがない。

「では長いですがウッソクサ石の成功談を読んでいきますよ。まず、私はとても運がない人間でした」

　チーンキイは平然と紙を
捲
 めく

 る。もちろん捲った一枚目の紙は完全な白紙だった。普通の人間には不可能だ。チーンキイは真剣な顔で続けていく。

「どれくらい運がないかというと、よくある開運商品のゲルマニウムの腕輪を買えば、彼女にダサいと別れ話をきりだされる。存在しないマイナスイオンが出るトルマリンの
林
 りん

 
檎
 ご

 の置物を買えば、水溜まりで滑って頭で割って
大
 おお

 
怪
 け

 
我
 が

 。歩けば死にました。息をすれば死にました。山も死にました。海も死にました。そこで、もう死のうと考えると、突然頭のなかにウッソクサ石の広告が
閃
 ひらめ

 きました」

　
支
 し

 
離
 り

 
滅
 めつ

 
裂
 れつ

 な説明が続けられていく。

「僕も最初はもちろん偽物だと思いました。しかも値段が百万円。半信半疑でしたが
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 を売って金を借りて、ウッソクサ石を買ってみました。ところがなにも起こらない」

「半信半疑の人間が腎臓を売るという無理はなんとか無視しよう。しかし、まったくの他人が書いていると主張しても、そこの文面を変える気はないのか」

　俺の指摘にも、チーンキイの表情はまったく変わらない。平然として体験談を続ける。

「もう
騙
 だま

 されないと思ってウッソクサ石を捨てようとした瞬間、奇跡が起こりました」

　チーンキイが言葉を切る。この間が腹立つ。チーンキイが周囲を気にするように声を
潜
 ひそ

 めて続ける。

「なんと、なんかもういろいろあれやこれやがあって、今では億万長者になって美女にモテモテです。これもみなウッソクサ石の力です、だそうですよ」

　俺は口を開いたままだった。チーンキイは俺を不思議そうに
眺
 なが

 めていた。

「どうしました？　あまりの幸運、ウッソクサ石の力に驚いているのですか？」

「なんというか、インチキ商売にしても客を
騙
 だま

 そうとする努力をしなさすぎだ」

「騙すだなんて！　私は

噓

 うそ

 が大嫌いです。憎んでいるといってもいい。私は真実一路、この全身のどこを切っても血液の代わりに誠意しか出ないと自負しております」

　チーンキイが言うように、この天性の
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 の全身を切り刻みたくなってきた。しかし一方で俺はおもしろくなってきた。

「ではウッソクサ石とやらを一個寄越してみろ」

「是非とも！」チーンキイの
眼
 め

 
鏡
 がね

 が輝き、曇った。「借金漬けにしてでも売りつけ、いえ、お売りしたいのですが、実は今現在、私が見本として騙す、いえ持ち歩く参考品はあっても、在庫がありませんで」

「世界一内心が見える会話だな。ないなら俺は帰る」

　俺は興味を失って帰ろうとする。もちろん演技だ。

「あ、待ってください」

　チーンキイが焦る。

「あ、あれはなんですか!?
 」

　チーンキイが叫んで空を指差す。俺は指先が示す方向など見ずに、チーンキイ本人を眺めていた。俺の
傍
 かたわ

 らに
屈
 かが

 んだ商売人は、
顎
 あご

 の下に左手の指を添えて道端を見ていた。右手が伸ばされて、植木の脇に転がっていた石を

摑

 つか

 む。

「よし、これがいい大きさだ」と小さくつぶやいて立ち上がる。

　一連の動作を眺めていた俺と、チーンキイの目が出合う。チーンキイは右手の石を差しだしてくる。

「はい、たまたま残っているのを思い出しました。これがウッソクサ石です。手持ちにある最後の一個でお得ですよ？」

　俺は衝撃を受けていた。

「おまえ、どれだけ心臓が強いんだ？　最初から今までを見られているというのに、よくそんなことが言えるな？」

　俺は真っ直ぐにチーンキイを見つめた。商売人はまったく目を
逸
 そ

 らさなかった。逆にまたも俺が目を逸らしてしまった。

　ダメだ。

噓

 うそ

 つきとしての格が違う。チーンキイは自分の噓
 を真実だと信じこむ病的な噓
 つきではない。たいていの人間と同じく、自分の噓
 を噓
 だと理解して語ることができる噓
 つきだ。

　自分の噓
 が真実ではないと指摘されれば、俺でも少しは
動
 どう

 
揺
 よう

 する。だがチーンキイは違う。自分の噓
 を噓
 だと理解しつつ、そしてなお真実に一片の価値も認めていない。噓
 を噓
 だと指摘する真実の断罪の言葉は、チーンキイにとっては言葉ではなく、空気の震動にすぎないのだ。

　どういう精神構造をしているのか、俺には理解できない。

　しかし負けるわけにはいかない。再びチーンキイを
睨
 にら

 みつけ、手を差しだす。

「その石を見せてみろよ。
霊
 れい

 
験
 げん

 あらたかな字は浮かび出ていないだろう？」

「ああ、これは裏なんですよ」チーンキイは表情筋をひとつも揺るがさずに答えた。「それでなんとも急で意味はないんですが、油性で書くものを貸していただけます？」

「なんという心臓の強さだ」

　俺は
呆
 あき

 れかえっていた。

「むしろ、おまえの心臓より強い物質が思いつかない」

　俺はおもしろくなってきた。
呆
 あき

 れつつも
懐
 ふところ

 から油性のペンを出すと、チーンキイが
恭
 うやうや

 しく受けとる。

「あ、あれはなんですか!?
 」

　再びチーンキイが叫んで空を指差す。俺は指先が示す方向など見ずに、チーンキイを
眺
 なが

 めていた。俺の
傍
 かたわ

 らの商売人というか
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 は、堂々と油性ペンで石に「ウッソクサ石」と書きこんでいた。

「これでよし」と小さくつぶやいて、チーンキイが目を戻す。

　一連の動作を
眺
 なが

 めていた俺と、チーンキイの目が再び出合う。俺の責めるような目を無視して、チーンキイは
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 なく油性塗料で「ウッソクサ石」と書かれた石を差しだす。

「ほら、表にはきちっと神秘の文字が現れてきています。はい、百万イェンです。あ、筆記具はお返しいたします」

「
凄
 すご

 いなおまえ。
羞
 しゆう

 
恥
 ち

 や後悔の心がまったくないのが凄い」

　感心してはならないのだろうが、ここまで来ると感心に近いものすら抱く。筆記具を受けとりつつ、さらに試してみることにした。

「誰がそこまで高い石を買うか。値下げがされれば心が動くかもしれないが」

　チーンキイは首を
傾
 かし

 げて、
顎
 あご

 に左手の人差し指を添える。自分でうなずいて、結論が出たようだ。

「意味はないんですが、また筆記具をお借りできますか？」

　俺はまた筆記具を渡す。

「あ、あれはなんですか!?
 」

　三度チーンキイが叫んで空を指差す。俺はやはり指先が示す方向など見ずに、チーンキイを
眺
 なが

 めていた。俺の
傍
 かたわ

 らの商売人は堂々と油性ペンで石になにかを書きこんでいた。

　チーンキイが石を差しだす。俺が受けとった途端に石を見つめ「おお！」と叫ぶ。石を離して、商人が
尻
 しり

 
餅
 もち

 をつく。

「なんと不思議な！　ガユスさんの願いがウッソクサ神に通じたのか、石に七〇％
 値下げという神聖文字が出ていますよ!?
 」

　俺は
生
 なま

 
温
 ぬる

 い目で石を
眺
 なが

 める。石の表面の一面にすでに「ウッソクサ石」という文字があるために余白がなかったらしく「七〇％
 値下げ」の文字は、ウッソクサ石の文字にかかっていた。

　横には、ウッソクサ神らしき美少女のへったくそな絵が「お得だよ！」と漫画のふきだしで
喋
 しやべ

 っている絵までついていた。

　目を上げる。商売人は奇跡が起きたかのように、その場で拝みはじめる。

「ひい、ありがたや！　これは今すぐ心臓を売ってでも買えという神意ですよ！　あ、筆記具はお返しいたします」

　叫びつつ戻って筆記具を返してきたチーンキイの目は、まったく冷静だった。また腰を抜かす仕草に戻って「奇跡だ、百兆分の一の奇跡ですよ！」と驚く。

　ここまで行くと、もう
凄
 すご

 いとしか言いようがない。

「あくまで石の内部から浮きでてきた文字だと主張するのか」

　俺は腰の後ろに手を回す。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
短
 たん

 
剣
 けん

 マグナスを引きぬき、石の表面に当てる。チーンキイが
慌
 あわ

 てて立ち上がる。

「あ、ダメですよ！　ウッソクサ石は金属や他の硬い物質で
擦
 こす

 ると霊力が消えますから！」

「腹立つ言い訳だな」

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で化学物質を合成しようとすると、チーンキイが解説する。

「強酸や強アルカリなどの物質にも霊力を消す効果がありますので、
止
 や

 めてください」

「よくもそこまで、都合いい設定が後から後から出てくるものだな」

「ついでに
電
 でん

 
磁
 じ

 
波
 は

 やＸ線、μ
 粒子などの検査も嫌います」

「予防線を張ってきやがったな」

　俺の手が石を投げ、

摑

 つか

 む。石が滑った。落ちた。

　屋外席の床、
石
 いし

 
畳
 だたみ

 の上で割れた。

　俺は目を上げる。チーンキイがいた。
眼
 め

 
鏡
 がね

 の縁には
冷
 れい

 
酷
 こく

 な光が宿っていた。

「
賠
 ばい

 
償
 しよう

 してもらうことになりますね」

「原価ゼロの石っころじゃねーか」

「価格は百万イェンです」

「たしか七〇％
 値下げではなかったか？」

　俺の指摘に、チーンキイが首を
傾
 かし

 げる。男は腰を曲げて割れた石を拾った。服の
袖
 そで

 で石を
拭
 ふ

 いて、七〇％
 値下げの文字を消す。なかなか消えないので、その場に石を叩きつけて粉々にした。

「なんのことです？」

　
眼
 め

 
鏡
 がね

 に手をかけ、チーンキイは宣告するように言った。

　俺はさぞ苦い顔をしているだろう。









　エリダナの南西部の工場地帯、ゲネデイン工業地区に足を踏み入れた。チーンキイに連れられて、狭い通路の間を抜けていく。

　チーンキイが立ち止まったので、俺も止まる。眼前には
金
 かな

 
網
 あみ

 に囲まれた工場がそびえていた。

「あなたにはここで働いてもらいます」

　工場の門には「人工幸福製造工場」と書かれた看板がかかっていた。

「なにをするんだ？　俺は
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だから、わりとすぐに金を稼ぐが？」

「今のところ、攻性咒式士の
需
 じゆ

 
要
 よう

 は我が社にはありません」

　チーンキイが敷地の中へと進んでいく。俺も工場の門を
潜
 くぐ

 る。

「あなたにはこの工場で働いてもらいます」

「いいけど。俺もやったことがないわけではないし」

「そうなんですか？」

「いや、放浪時代はいろいろな仕事をしたからな」

　あまり思い出したくもない仕事も多い。チーンキイに
先
 せん

 
導
 どう

 されて、灰色の建物の間を抜ける。悲鳴や絶叫が聞こえた。

「あれは？」

「ああ、あれはあなたがやる仕事とは別の仕事です」

　工場の前で、チーンキイは俺を
眺
 なが

 めた。体を値踏みしているような目だった。

「いや、そうではなくて人間の悲鳴と絶叫に聞こえたけど？」

「さあ、こちらです」

　チーンキイが俺を工場のなかへと押しこんだ。

　巨大な機械が
唸
 うな

 り声をあげている。コンベアが動き、石を流している。コンベアの前には作業着の中年の女性や老人が並び、石を手にとって
磨
 みが

 く。次の作業員が油性筆記具の筆先を走らせる。また次の石をとっては、磨いて書いてと流れ作業をしている。

　完成していくのはウッソクサ石だった。見ているだけで次々に石が流れていく。とんでもない数の石だった。

　俺はチーンキイを眺める。

「もしかしてあれをやるのか？」

「あれをやってもらいます」

　チーンキイの
眼
 め

 
鏡
 がね

 は冷たい光を宿していた。









　工場のなかで、俺は作業を続ける。コンベアの上では、石が流れていく。どこからどう見ても、そこらで拾った石だ。それでも返済のためにやるしかない。

　石を手にとる。
磨
 みが

 く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　俺がしているのは、ウソックサ石だかウッソクサ石を作る作業だった。

　石を手に、って落とした。石が工場の床を転がっていく。

「しっかりしてよ新人さん」

　横で作業をしているおばちゃんに怒られる。俺は頭を下げて謝る。

「頭を下げている間も手が止まっている。早く手を動かして。石は待ってはくれないのよ？」

　おばちゃんの怒声が飛ぶ。
慌
 あわ

 てて石を拾おうとすると、険しい目で
咎
 とが

 められる。

「そんなのどこにでもある石よ。拾うより、作業して」

　うへ、さらりと真相を言われた。俺は作業に戻る。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　俺は百万イェンを返済するために、工場で作業を続けていく。

　慣れてくると、自動的に作業ができる。作業しながら周囲を見る。工場の労働者にはおばちゃんや老人が多い。みんな黙々と作業をしている。

　コンベアの終点には、気難しい顔をした老人がいた。石を手にとって、
金
 かな

 
槌
 づち

 で叩く。音に耳を澄ませてつぶやいていた。

「この石はいい。この石は鮮度がない」

　
謎
 なぞ

 の判断基準を吐きながら、石を箱に入れたり外に捨てたりしている。石の鮮度ってなんだ？

「偽の商品のくせに、品質管理の
打
 だ

 
検
 けん

 
士
 し

 までいるのかよ」

「偽の商品には偽の商品なりの誇りがあるのですよ」

　俺の
傍
 かたわ

 らに、チーンキイが立っていた。

「お子様が口に入れても女性が肌に身につけても安全なように、有害物質や
添
 てん

 
加
 か

 物質は使わない手作りです。最高級の品質で本当の偽の商品をお客様に届ける。それが私の真心です」

「根本から間違っていると思うぞ。最初から偽の霊感商品を作る方向こそ考えなおせよ」

「私だって、本当はこんなことをしたくありません」

　チーンキイが寂しげな表情を浮かべた。

「理解してくれない警察には追われ、商売
敵
 がたき

 は多く、工場管理は難しい。心痛のために毎晩毎晩
酒
 さけ

 
浸
 びた

 りで、血尿や血便が出ます。夜は悪夢にうなされ、涙を流しながら目覚めることも多々あります」

「だからこんな
偽
 にせ

 
商
 しよう

 
売
 ばい

 は
止
 や

 めればいいだろうが」

　商人の目元に光るものがあった。

「ですが、やらなければならないのです。事故で半身
不
 ふ

 
随
 ずい

 となった妻と八人の子供たちを養うためには、心を鬼にしてやらねばならないのです」

　チーンキイが手の甲で目元を
拭
 ぬぐ

 う。涙を拭う男を、俺は無感情な顔で見ていた。

「前は白血病の妻と七人の子供だと言っていたよな？」

「さ、みなさん、がんばって作っていってください」

　俺の質問には答えず、チーンキイがコンベアを
眺
 なが

 める。目元を拭ったはずだが、もちろん涙など一粒も流れていない。聞けば「
埃
 ほこり

 が眼に入って」と返されるだけだろう。石の流れを見つめていた商売人が首を
傾
 かし

 げる。

「動きが悪いですね」

　たしかにコンベアの流れが
緩
 ゆる

 くなってきていた。作業員たちも手を止めていた。

「工場の生産性を上げなくてはならないというのに、どうしたことでしょう？　動力装置の調子が悪いようですね」

「従業員とともに機械を
酷
 こく

 
使
 し

 しすぎではないのか？」

「そうですね。機械を直してきましょう」

　チーンキイがコンベアの根本、工場の奥へと進む。扉が開かれた瞬間、悲鳴や絶叫が漏れる。

　首を伸ばして、扉の奥を見る。

　機械の動力源が分かった。丸い円筒から四方に突きでた持ち棒を、人間たちが押していた。首には首輪、手には鎖、足首には
足
 あし

 
枷
 かせ

 がつけられている。

　周囲には、黒い
円
 えん

 
錐
 すい

 状の
覆
 ふく

 
面
 めん

 を
被
 かぶ

 った巨漢が立つ。巨漢は
鞭
 むち

 を振るっていた。

「さあ、どんどん回せ！　回せないものは死ね！」

「ひいい、水を、食べ物をぉ！　もう十八時間連続で回していて動けません！」

「豚め！　回さざるもの生きるべからずだ！」

　巨漢は鞭を振るう。
奴
 ど

 
隷
 れい

 の背中に鞭が喰いこみ、悲鳴をあげる。しかし、力が入らずに進まない。装置を見回すチーンキイに気づくと、
拷
 ごう

 
問
 もん

 
吏
 り

 は頭を下げる。チーンキイは機械と
奴
 ど

 
隷
 れい

 を
眺
 なが

 める。

「調子が落ちていますがどうです？」

「どうも
債
 さい

 
務
 む

 
者
 しや

 たちが疲れてきたようでして」

「そうですか」

　チーンキイが手を後ろに回す。

「新しい鞭を使ってみてください」

　チーンキイが鞭を手渡す。革の鞭にさらに
荊
 いばら

 が埋まったものだった。拷問吏は満足そうな顔をし、新しい鞭を振るう。
唸
 うな

 りをあげた先端が、奴隷の老人の背中に打ちこまれる。

　血と悲鳴が
溢
 あふ

 れる。棒を押している奴隷たちは必死に動きはじめる。

「なんと素晴らしい」
拷
 ごう

 
問
 もん

 
吏
 り

 は
鞭
 むち

 を
眺
 なが

 める。「この
唸
 うな

 り、この肉への食いこみ具合。これはいい鞭です」

「愛情をこめて手入れをすれば、機械も応えてくれるものですよ。励みなさい」

　チーンキイが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。拷問吏はうなずく。地獄かよ。

「さすがチーンキイ社長」

　感動に
咽
 むせ

 びながら、より一層激しく
棘
 とげ

 の鞭が振るわれる。

　コンベアの流れは良くなった。

　俺にできることはない。石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。
磨
 みが

 く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　鳴り響く鐘の音。俺は石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。石の流れが止まっていた。

　周囲を見回すと、おばちゃんやおっさんたちが手を止めて、作業着を脱いでいた。新入りらしい青年は、労働に疲れた重い息を吐いていた。

「あ、作業は終わりなんだ」

　工場にある窓の外を見る。すでにエリダナは真っ暗だった。急いで工場内の時計を見ると、夜の十二時だった。

　気づくと、全身に疲労が襲いかかる。指と腕が小刻みに震えている。
肘
 ひじ

 も痛い。立ち続けたために、
膝
 ひざ

 が
軋
 きし

 む。

「はいはい、六時間後にはまた仕事が再開されますからね。とっとと休みなさい」

　チーンキイの声で、俺は疲れた体を引きずって工場から出る。先輩格のおっさんに案内されて宿舎に向かう。狭い部屋の左右にある二段の
寝台
 ベツド

 に、
朽
 く

 ち
木
 き

 のように倒れる。

　夢も見ない。









　作業は翌日も朝の六時から始まった。昼休みに食事を十分で済ませ、また夜中の十二時まで作業を続ける。

　その次の日も朝の六時から石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。夜中の十二時まで作業を続ける。

　その次の日も朝の六時から石を手にとる。磨く。油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。夜中の十二時まで作業を続ける。

　そして次の日も次の日も、そして今日も労働だ。流れるコンベアの横で、俺は石を作り続ける。

　少し離れた場所にいる若い作業員が、老人に尋ねている。

「これ、いったいなんなんです？　石を
磨
 みが

 いて字を書いていますが、意味が分からない。なにかの部品なんですか？」

「さあな。俺は二十年この仕事をやっているが、さっぱり分からない」

　げええ、この作業を二十年もやっている作業員もいるのか。

　よく考えたら、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として仕事をして百万イェンを返済したほうが早い。チーンキイに言いだそうと考えたが、手は動きつづける。

「がんばれ」

　誰かと思ったが、俺の手は動きつづける。

「がんばれ新人」

　語りかけてきた声の正体が分かった。そうなのだ。流れる石のほうが語りかけてきたのだ。俺はここ一週間、朝から晩まで石とつきあっている。相棒より恋人より、この世で一番俺を分かってくれる存在はこの石のような気がしてくる。

　自分が機械の一部となっているような感覚になる。流れる石に手を伸ばして、握って、磨いて油性ペンで「ウッソクサ石」と書く。

　しかし、今では流れる石が磁力を発していて、俺の手を吸いよせる。石が「そこそこ、そこを削って」という指示に従って、磨かされる。石に命令されるがまま油性ペンが走らされる。

　磨きや書きこみの出来がいいと石が「ありがとう」とお礼を言ってくれる。字を失敗すると優しい石は「次はがんばれよ」と応援してくれる。意地の悪い石は「新人だからって甘えるな」と怒ってくる。

　怒られたときには石に頭を下げる。石は生きている。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　分かってきた。俺が機械ではない。この工場全体が機械なのだ。俺は部品だ。

　分かってきた。俺を含む工場と、外の世界、人々も建物もありとあらゆるものがひとつの機械なのだ。

　労働とはこの巨大な機械の部品となることだ。部品となる喜び。人間性を無くす喜び。考えないことの喜び。

　もう以前の俺とは違う。悩み苦しみ敗れることはない。答えがない問いに悩まされることもない。人間性のすべてを
放
 ほう

 
棄
 き

 して考えないことは快楽なのだ。

　完全に理解できた。

　俺が今している作業は、実は世界を救う作業なのだ。石は命である。石を手にとることで、俺は命を手にしているのだ。

　石を磨くことで、地下から
湧
 わ

 きあがる闇の太陽からの毒放射線を防いでいる。石に油性ペンを走らせることで、第十次元の黄金宮殿に座すウッソクサ神へと感謝の気持ちを捧げる。祈りはウッソクサ神に神霊力を与え、闇の六つ目
蛙
 がえる

 を
葬
 ほうむ

 り去り、偽人間を生む。

　
生
 いけ

 
贄
 にえ

 の偽人間の死体は聖剣によって切り分けられ、恵みの雨となって人々に降る。結晶として産まれたウッソクサ石は、母なる川であるコンベアの流れにゆだねるのだ。石は人々の手へと届けられ、運命装置の毒歯車に聖油をそそぎ、幸運を呼びよせる。

　なにも間違っていない。俺は真理に到達した。

　だから今日も俺はウッソクサ石を作る。

　石を手にとる。
磨
 みが

 く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　俺がウッソクサ石を製作する腕は上がっていた。

　むしろ神の領域に入っていた。俺は、他の作業員の二倍の速度でウッソクサ石を作ることが可能になっていた。

　石は俺で、俺は石なのだ。そして、俺こそが神だ。石に命を与える神なのだ。全であり一、一であり全。大いなる
輪
 りん

 
廻
 ね

 よ。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　闇。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　闇。

　石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻す。

　闇。

　闇。

　闇。

　目が覚めた。視界にはまたコンベアの川と、流れる石があった。

　俺は数秒ほど眠っていたらしい。おばちゃんに怒られることが怖くて、
慌
 あわ

 てて作業に戻ろうとする。

　しかし、俺の手はすでに筆記具を握り、石に文字を書いていた。俺の意識は驚いているのだが、手は一瞬の迷いもなく文字を書き終え、石を戻す。

　慣れすぎて、寝ていても手が自動的に動いていたのだ。

　顔を上げると、コンベアの向こうでおばちゃんと目があった。おばちゃんがうなずいた。

「それでいい。それであんたも一人前だ」

「おばちゃん……」

　俺も立派なウッソクサ石の労働者になれたようだ。

　工場の端に、チーンキイの姿があった。チーンキイは
眼
 め

 
鏡
 がね

 の端を手で押さえていた。涙を
堪
 こら

 えているのだろう。









　労働の日々は続く。石を手にとる。磨く。油性筆記具で「ウッソクサ石」と書く。流れるコンベアに戻し続ける。

　コンベアが止められたことで、昼休みになったと分かる。
額
 ひたい

 に流れる心地よい労働の汗を、
袖
 そで

 で
拭
 ぬぐ

 う。

　工場の片隅に、事務机をつなげただけの四角い食卓が作られた。ささやかな食卓を、労働者たちが囲んでいる。

　チーンキイが用意したパンと塩スープを、作業員たちが飲みこんでいく。質素にすぎる食事だが、労働のあとは胃に染みる。おばちゃんたちが夫や子供の
愚
 ぐ

 
痴
 ち

 を言いあいつつ、パンを
齧
 かじ

 る。
打
 だ

 
検
 けん

 
士
 し

 の老人は、入れ歯の調子を試しながらスープを
啜
 すす

 る。

　食卓の端では、黒い
円
 えん

 
錐
 すい

 の
覆
 ふく

 
面
 めん

 を
被
 かぶ

 ったままの
拷
 ごう

 
問
 もん

 
吏
 り

 が飯を食っている。隣では首輪や
手
 て

 
枷
 かせ

 に足枷がついたままの動力
奴
 ど

 
隷
 れい

 たちがパンに喰らいついていた。奴隷たちがパンを
喉
 のど

 に詰まらせると、拷問吏が水の入った杯を差しだす。意外に仲がいいらしい。

　俺も食事をしていく。右手を動かし、スープを飲む。
空
 あ

 いた左手は、机の下で石を握っている。いつでもどこでも石を感じていたいのだ。

　打検士の老人は新聞を読んでいた。一面には、エリダナでの事件が書かれている。交通事故で五人が死に、
収
 しゆう

 
賄
 わい

 で議員が
逮
 たい

 
捕
 ほ

 されていた。ウガース教会でギギナという
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が巨人を倒したらしい。世界はいまだに不運だ。

　だが俺は違う。ウッソクサ石のお陰で幸運なのだ。やりがいのある仕事と、いい仲間たちがいる。俺は石を握りこむ。暖かさが俺に力を与えてくれる。

「ガユスさん、いいっすか？」

　すでに食べ終わったらしく、青年が声をかけてきた。右手にはウッソクサ石の原石を握っていた。青年の真剣な表情に、俺はスープの皿を食卓に置く。

「なんだ？」

「俺、三日前から入ったんですが、石が
上
 う

 
手
 ま

 く作れないんです。そこで石の作り方を教えてほしいんです」

「なぜ俺に
訊
 き

 く？」

「みんなが、この工場で一番いいウッソクサ石を作れるのは、ガユスさんだって」

　青年が横へ目を向ける。食卓の隅で、おばちゃんと打検士の老人がいた。俺の視線に気づき、うなずいていた。教えてやれ、とのことだろう。おばちゃんと
爺
 じい

 さんが認めたなら、俺がやらねばならない。

「分かった。おまえが作った石を見せてみな」

　
椅
 い

 
子
 す

 の座面を

摑

 つか

 んで、青年のほうに向きを変える。青年が石を差しだす。俺は一目で問題が分かった。

「たしかにダメだな」

「どこがどうダメなんです？」

「まず、石の磨きがなっていない。最初の手順が未熟だと、字が上手く乗らない」

「でも、俺はけっこう
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に磨いていて、字も書いているつもりなんですが」

　俺の言葉に青年が口を
尖
 とが

 らせる。

「ウッソクサ石作りは遊びじゃないんだ！」

　俺の怒声に、青年が身を
竦
 すく

 ませる。食卓を囲んでいた労働者たちが、俺を見つめる。だが、俺は言わねばならない。

「技術ではない。心だ。心を込めて作ることが大事なのだ」

「そんなの精神論じゃないですか。俺が聞きたいのは……」

「だからおまえは未熟なんだよ。
素人
 しろうと

 がしたがる反論だ」俺は青年の青い反論を
嗜
 たしな

 める。「いいか？　心をこめるということは、精神論ではない。石と会話できるくらいにならなければ、本当の偽物は作れないということだ」

　青年は怯える。

「じゃ、じゃあ……」自分より圧倒的に上の存在を見る、
畏
 い

 
怖
 ふ

 の表情だった。「ガユスさんは石と語りあうことができるんですか!?
 」

「語るのではない」

　俺は
掌
 てのひら

 の上にある石を
眺
 なが

 めた。

「心をこめれば、石から語りかけてくれる。俺たちには石の訪れを待つことしかできない」

「ガユスさん！　俺、俺、間違っていました！」冷めていたはずの青年は、熱い涙を流していた。「偽物作りは心なんですね！　本当の偽物を作ろうとする真心が大事なんですね！」

「分かればいいんだ」

　俺は青年の肩を叩き、目線を横へ向ける。おばちゃんがうなずいていた。

「おまえは一人前どころか、私たちをも越えた境地にたどりついたようだね」

　
打
 だ

 
検
 けん

 
士
 し

 の老人もうなずく。

「ガユスよ、おまえはウッソクサ石に選ばれたんだ。ウッソクサ神によってこの世に使わされた石の化身なのだ」

　俺もうなずいた。俺には石しかないのだ。だからこそ石に選ばれた。

「アホかっ！」

　工場に女の声が響く。

　振りかえると、工場の裏口の前に女が立っていた。会社員らしく背広とスカート、白金の髪に、緑の瞳の女だった。

「ここ最近連絡が取れないし、家にも
隠
 かく

 れ
家
 が

 にも事務所にもいない。ギギナさんは捜しもせずに剣を振りまわしているだけ。事務所は荒れ放題よ！」

　女が憤然とした表情で俺に近づいてくる。青年とおばちゃんが
怯
 おび

 えたように横へ
退
 しりぞ

 く。

「どこでなにをしているのかと必死に捜して一週間。ようやくここを見つけられた」

　とても
綺
 き

 
麗
 れい

 な女だった。俺が見てきた物体のなかで、一番美しい存在だった。緑の瞳のなかには、深い心配があった。一週間歩きどおしだったらしく、靴の
踵
 かかと

 は
磨
 す

 り減っている。目の下には疲労の
隈
 くま

 まで
滲
 にじ

 んでいた。

「もう、怒っているんだからね。すっごく怒っているんだからね！」

　女が手を振り上げる。俺は怖くなって、
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がった。

「良かった。本当に良かった。生きていてくれて良かった」

　女の手が降ろされることはなく、俺の胸に飛びこんできた。熱い体が俺の腕のなかにあった。なにかを
堪
 こら

 えるように、胸板に鼻先を埋めてくる。どうしていいか分からずに、俺の両腕は前に突きだされたままだった。

　女の顔が上げられた。
緑
 みどり

 
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の目が俺を見上げる。俺は沈黙したままだった。女の顔に
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情が広がり、首を
傾
 かし

 げる。

「……どうしたのガユス？　なぜなにも言ってくれないの？」

「……ええと、どなた様でしょうか？」

　俺には、目の前の女が誰だか分からない。

　なぜなら、俺は過去を捨てたのだ。そして、今の俺には石を作る以外の機能がないからだ。

「なにを言っているの？　冗談は時と場合を選んで。今はおもしろ場面じゃなくて、私に謝る場面でしょう？」

　女が神経質な笑みを浮かべる。

「私に心配かけて悪いと思っているなら、冗談は
止
 や

 めてくれる？」

「すいません。本当に分からないのです」

「冗談、ではなく？」

　女の目には、怒りから
懸
 け

 
念
 ねん

 の色が混じっていく。

「ええ。俺は冗談が嫌いです」

　真剣に問われたのなら、真実を告げることが
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 だ。そしてウッソクサ石を作るものは、そうでなければならない。

　女は俺から少し体を離した。頭痛を
堪
 こら

 えるように指先を
額
 ひたい

 に当てる。

「私はジヴーニャ・ロレッツォ。あなたの恋人よ？　覚えていないわけ？」

　分からないため、俺は首を振る。

「記憶までおかしくなっているのね」

　ジヴーニャという女が、怒りに満ちた緑の瞳で周囲を見回す。工場の窓の向こうでは、コンベアが動き、石が流れている。

「ここでなにをしていたの？」

「なにって、石を作っているのです」

　俺は持っていた大事な石を掲げる。ジヴーニャという女の目に
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の炎が宿る。

「石を作って、って、これは話にあった
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 用の石じゃない！」

　女の両手が俺の襟元を

摑

 つか

 む。

「しっかりして、あなたはガユス・レヴィナ・ソレル。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 よ？　こんな偽商品を作っている人間ではないの！」

「俺は労働者だ。労働する機械だ」

「元に戻って！」

「嫌だ。俺は前の俺を覚えていないが、もう違うんだ」

　このジヴーニャという女は美しいだけでなく、かぎりなく優しい。俺を愛していて、心から心配してくれる。自分が知るかぎりの人に
訊
 き

 きまわり、エリダナという広く入り組んだ街を捜しまわった。だけど違うのだ。

「不運な生活だったことは覚えている。なんかもー救いようがないくらいに」思い出そうとすると、体が震える。「だが、俺は労働に、真の労働に目覚めたんだ！　
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 で地道な労働をして、人々のために働くんだ。そして石の力で幸運を

摑

 つか

 むんだ！」

「偽商品を真面目に地道に作ってどうするのよ！」

　ジヴーニャが叫んだ。俺は必死に右手で石を握りこむ。女の手が伸びて、俺の手から石を奪う。俺は
義
 ぎ

 
憤
 ふん

 に駆られて、ジヴーニャから石を奪いかえそうと動く。石で争う二人がもつれて、倒れた。

　後頭部を打ったが、どうでもいい。石が大事だ。俺の胸板の上に倒れたジヴーニャが握る石へと右手を伸ばす。

「返せ！　それは俺だ、新しい俺なんだ！」

「そんな俺は捨てちゃいなさい。えい！」

　女の右手が石を奪い、投げた。
凄
 すさ

 まじい速度で飛んでいき、工場の壁に激突。割れた。破片が床に落ちた。

「なんてことを！」

　叫ぶ俺の
両
 りよう

 

頰

 ほほ

 に手が添えられた。強引に顔の向きを変えさせられた。上を見ると、ジヴーニャの顔があった。

「目を覚まして！」

　女の
唇
 くちびる

 が激しい言葉を吐いた。

「ガユスは

噓

 うそ

 つきで不真面目で浮気性だった。だけど私が愛した男なのよ」

　ジヴーニャの目尻から水が
零
 こぼ

 れた。水滴は垂直に落ちて、俺の頰
 に触れた。熱い水だ。

　目から零れた水は涙と呼ばれている。涙は悲しいときに流すものだ。論理的
帰
 き

 
結
 けつ

 としてジヴーニャは悲しんでいる。ジヴーニャが悲しむことは、俺が許すところではない。

　ジヴーニャは俺を
眺
 なが

 めている。なにかを待っているようだったが、なにも起こらない。

　
焦
 じ

 れたように口を開く。

「……
乙女
 おとめ

 の涙で記憶が戻るのが、物語におけるお約束では？」

「……いやそんな童話展開が今どきあるわけないし」

　俺の目は女の全身を眺める。俺の上に
跨
 またが

 った姿勢だ。

「また、この姿勢が平気なあなたが乙女、ようするに処女だとはとても思えないのですが？」

　女の頰
 に朱色が広がっていく。ジヴーニャは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。だけど
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の目は笑っていない。右手を振り上げ、五本の指が握りこまれた。
拳
 こぶし

 が下ろされた。俺の頰
 が吹き飛ぶ。痛みに気が遠くなりそうになると、女が俺を見た。

「思い出した？」

　痛みで答えられないでいると、ジヴは
拳
 こぶし

 をまた振った。今度は
顎
 あご

 。顔の
輪
 りん

 
郭
 かく

 がおかしくなりそうな一撃。顎を支点にして、脳が揺れる。

「分かってガユス！　あなたを元に戻すために
殴
 なぐ

 っているのよ！」

　三発目は
堪
 たま

 らない。左腕を掲げて防ぐ。来たのは逆の左の拳でした。俺の

頰

 ほお

 に命中し、首が
捻
 ねじ

 れる。目からは火花が散る。

　なんという重い拳を持っていやがる。女の拳の砲弾が降りそそぐ。両腕を掲げて俺が防御すれば、脇腹へと入れてくる。一撃で
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 が
軋
 きし

 む。

「これは思い出さないぶん、これは前に浮気したぶん、これはええと、なんかのぶん！」

「ちょ、ちょっと待て。なんか君、俺を殴ることが楽しくなってきてないか？」

「違うわよ、私だってやりたくないけど、必要なことなの！」

　ジヴは真剣な顔をした。だけど、口の
端
 は

 が
痙
 けい

 
攣
 れん

 している。笑いを
堪
 こら

 えてやがる。ジヴが拳を下ろす。脳の後ろで
閃
 せん

 
光
 こう

 が走る。

　また拳が来る。さすがにこれ以上は
辛
 つら

 いので、右の
掌
 てのひら

 で受けとめる。

「ジヴ、これ以上は
止
 や

 めてくれ。記憶が戻る前に脳やら肝臓が液体になる。いや死ぬ」

「私をジヴって呼ぶのは、ガユスだけ」ジヴの目に驚きと喜びの色。「記憶が戻ったの？」

「涙より、拳で思い出すのもなんだけど、そのようだ」

　俺は右手を伸ばす。ジヴの左頰
 に触れて、指先で涙を
拭
 ぬぐ

 う。でも、ジヴの右拳はまだ握り締められていた。

「元に戻ったのか分からないから、もう一発だけひゃっ!?
 」

　ジヴの背筋が伸びる。ジヴの頰
 に触れる右手の逆、左手はジヴの背中から尻を
撫
 な

 でていた。怒っていたジヴの表情が
破
 は

 
顔
 がん

 する。

「どうやら本当に戻ったようね」

　ジヴは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。次に衝撃。俺の顎にまたジヴの拳が放たれる。
眩暈
 めまい

 がする。涙目になってジヴを
眺
 なが

 める。

「戻った、のに、な、んで？」

「他人の目があるのに、やーらしーことをしたからです」

　ジヴが
膨
 ふく

 れて横を向く。

　俺から体を離して、ジヴが立ち上がる。俺はジヴに手を取られて立ち上がる。悪酔いから
醒
 さ

 めたような感じだ。頭を振って、脳裏の
靄
 もや

 を払う。

　しかし、不幸と長く単調な作業は危険だ。人間としての
自
 じ

 
我
 が

 が簡単に
崩
 ほう

 
壊
 かい

 する。

「やぁ、いいものを見せてもらいました」

　チーンキイが工場の陰から現れた。あいかわらず誠実さの
欠片
 かけら

 もない笑顔だった。手にはウッソクサ石を握っている。

「愛するものの涙で記憶が戻る。なんという感動の場面でしょう」

「いや、涙というより鉄拳で……」

　俺が言うと、ジヴが
肘
 ひじ

 で脇腹を殴ってくる。涙ということにしておかないとならないらしい。

「これもウッソクサ石のお陰ですね」

　チーンキイは自らの手を掲げ、ウッソクサ石を拝む。

「おまえのせいで、俺は大変なことになっていた」

　割れた石を指差す。

「このクソったれた石の代金は労働で返した。というかここをさっさと警察に通報すればいいだけじゃねえか」

　次にチーンキイを指し示す。

「おまえの偽商売はなにも生まない。悲劇しか生まない」

　俺は手を広げ、青年とおばちゃんと老人を示す。

「みんなを解放しろ。そしてその石を捨てろ」俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に手をかけて告げる。

「そう、なのですか？　私がやってきたことはみなさんを不幸にしていたのですか？」

　チーンキイの問いかけにジヴがうなずく。青年は急な事態で右往左往している。おばちゃんと老人も観念したように肯定する。

「そうですか。私はみなさんの不幸を
癒
 いや

 すために作っていたのですが、そうではなかったのですね」

　チーンキイの右手が上がっていく。握られたウッソクサ石が天に掲げられる。工場に射しこむ陽光に、白い石が映える。

「こんなものはこうだ！」

　チーンキイは右腕を振り下ろす。全力で床に叩きつけられたウッソクサ石は、乾いた音をたてて真っ二つに砕けた。断面は無様な石の表面を
晒
 さら

 していた。

「チーンキイさん！　そんな！」

　青年の声にチーンキイは首を振る。

「いいのです。私にも分かったのです」

　チーンキイが鼻声になった。

「私も改心しました。あんな石に頼っていてはダメなのだと理解しました。人がかつては神や霊能力や魔法を設定したことには意味があります。ですが、もうそんな幼い幻想に頼る時代ではありません」声は
改
 かい

 
悛
 しゆん

 の熱を帯びていた。「人はもう古き衣とは決別すべきなのです。合理的に科学的に考えるべきなのです」

　チーンキイの
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下に光るものがあった。両目から
溢
 あふ

 れた涙が、
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 の

頰

 ほお

 に流れていたのだ。

　青年がまた涙を流し、震えていた。おばちゃんは
唇
 くちびる

 を

嚙

 か

 みしめ、時代の
終
 しゆう

 
焉
 えん

 を悟っていた。
打
 だ

 
検
 けん

 
士
 し

 の老人は静かにうなずくだけだった。

「そう、ウッソクサ石ではダメなのです」

　改悛の涙を流すチーンキイは
懐
 ふところ

 に右手を入れた。俺の背中になぜか
悪
 お

 
寒
 かん

 が生まれる。

　チーンキイが懐から右手を引き戻す。
掌
 てのひら

 には、石があった。

「だから、このウッソクサ石ＭａｒｋⅡ
 の出番です」

　全員の顔から表情が消えた。チーンキイはいつもの
朗
 ろう

 
々
 ろう

 とした声で続けていく。

「このウッソクサ石ＭａｒｋⅡ
 の幸運効果はウッソクサ石の三倍。ですが、値段は二倍の二百万イェンとお手ごろ価格。科学的に合理的に証明されたっぽい効果は、科学者の仮装をした人も保証ぎみ。核爆発する超運、超新星爆発のような極運！　あなたたちの不幸を幸運に変えるには、この新しい石の力こそ必要なのです！」

　全員が
呆
 あつ

 
気
 け

 にとられていた。俺はすでに立っていることができず、工場の床に
膝
 ひざ

 をついていた。チーンキイに人の心があるとは思えない。

　工場の外から、人が争うような物音が響く。怒号と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の
炸
 さく

 
裂
 れつ

 
音
 おん

 。静かになったと思ったら数十人の足音が響く。

「全員動くな、止まれ！」

　聞いたような声とともに、工場の扉が乱暴に開けはなたれる。

　現れたのは、紺色の制服の一団だった。前に見た、オーゴイエン警部補が先頭に立っていた。

「キーンチイもしくはチーンキイ・ウッソ、おまえを
逮
 たい

 
捕
 ほ

 する」

　オーゴイエンはチーンキイを指差す。チーンキイが移動して、俺の背後に隠れる。俺は一歩横に移動する。

「うわ、ガユスさん、私を見捨てるのですか？」

「味方になった覚えはない」

　肩を必死に

摑

 つか

 んでくるチーンキイの手を払う。チーンキイは床に倒れた。オーゴイエンが
懐
 ふところ

 から紙片を取りだす。

「容疑は特定商取引法違反、出資法違反、消費者契約法違反、
無
 む

 
限
 げん

 
連
 れん

 
鎖
 さ

 
講
 こう

 禁止法違反、
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 取締法違反、訪問販売法違反、迷惑防止条例違反、品表示法違反……」オーゴイエンは紙を裏返して
眺
 なが

 める。「旅券法違反、交通法各種違反、
廃
 はい

 
棄
 き

 
物
 ぶつ

 処理法違反、著作権法違反、医師法違反、電波法違反その他って、おまえはどれだけの数の法律を違反しているのだ？」

　ようやくオーゴイエンが顔を上げる。チーンキイはすでに窓際まで後退していた。
眼
 め

 
鏡
 がね

 を指で押さえて、平静な顔をしていた。

「あ、チーンキイは私ではなくそちらの男です」

　チーンキイの右手の人差し指は、真っ直ぐに俺を示していた。

「たしかに眼鏡に赤い髪、どちらだ？」

　警官隊が俺とチーンキイを手配書と見比べる。

「前に
誤
 ご

 
認
 にん

 逮捕しただろうが」

　俺は指で自らの顔を示す。オーゴイエンは首を
捻
 ひね

 っている。ここまで記憶力がない無能が警部補で、エリダナは
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 なのか？　チーンキイが誠実そうな顔で首を
傾
 かし

 げる。

「だって、そちらの男がウッソクサ石を持っていますよ？」

　いつの間にか、俺の肩にウッソクサ石が乗っていた。ご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 にテープで貼りつけて、落ちないようにしてあった。最初に出会ったときに、チーンキイだかキーンチイだかが
袖
 そで

 
口
 ぐち

 に名刺を仕込んできたことを思い出した。

　紺色の制服の群れが俺に殺到する。前のように「いや、違うって！」と叫ぶ声は、屈強な警察士たちの怒号と
罵
 ば

 
声
 せい

 で消された。

　俺の体は、警察士たちの
波
 は

 
濤
 とう

 に飲まれる。床に倒れた俺の上に、さらに警察士が乗ってくる。警官の手に押さえつけられながら、チーンキイの姿を捜す。

　チーンキイは窓枠に手をかけて、俺を振りかえった。

「あばよ、アホども！　
糞
 くそ

 食って死ね！」

　チーンキイは体を
翻
 ひるがえ

 して、窓から跳躍した。

「そちらが本物か！」

　ようやく一部の警察士も気づき、チーンキイを追って窓から飛び出る。

　まだチーンキイと俺のどちらが
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 商法の元締めか分からない警察士の体に、
膝
 ひざ

 
蹴
 げ

 りを入れる。
呻
 うめ

 く警察士を
退
 ど

 けて、立ち上がる。

　急いで窓に駆け寄り、枠を

摑

 つか

 む。隣に来ていたジヴも窓から見下ろす。

　エリダナの路地を全力で疾走する、警察士たちの紺色の姿があった。生体強化された体ゆえの、
凄
 すさ

 まじい速度だった。

　しかし、チーンキイの逃げ足は
尋
 じん

 
常
 じよう

 ではなかった。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 である警察士の群れの
遥
 はる

 か先を走っていた。
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 は跳ねるように道を進んでいく。

　路地の壁を乗り越え、植木の枝を

摑

 つか

 んで屋根の上に飛び乗る。屋根を走って跳躍。小川を越えて、向かいの雑居ビルの窓に着地。窓枠を

摑

 つか

 んで、ビルの壁面を登っていく。

　ビルの屋上へと到達し、一度だけ振りかえった。

　不敵な笑顔を残して、チーンキイは向こうへと姿を消した。

　追跡の専門家であるはずの警察士ですら追いつけない、とんでもない速度の逃げ足だった。









「まったくついていないよ」

　俺は疲労の言葉を放つ。

「最後はなんとかなったからいいじゃない」

　俺の隣でジヴが笑っている。エリダナの街を二人で歩く。

「わりとおもしろかったわよ。ガユスを
殴
 なぐ

 れて」ジヴの笑みが深まる。「それとも、
被
 ひ

 
虐
 ぎやく

 趣味に目覚めた？」

「そんな趣味はないよ。むしろ、ジヴが
加
 か

 
虐
 ぎやく

 趣味に目覚められては困るよ？」

「どうかな？」

　笑いあいつつ、二人で歩いていく。

「今日は時間があるから、ゆっくりと楽しもう」

「そうね」

　ジヴは先ほどからエリダナの街を
忙
 せわ

 しなく見回していた。ジヴの視線が止まった。百貨店の入り口を
捉
 とら

 えていた。よく見ると、一階ではなく二階の窓から下がった値下げの広告を見ていた。ジヴが俺を見つめる。

「ちょっとだけ席を
外
 はず

 すから待っていてくれる？」

「どうして席を外すんだ？」

　俺の問いかえしに、ジヴが詰まる。すぐに口を開く。

「ちょっとはちょっとよ。百貨店で服を見てくるの。ガユスは退屈だろうか……」

「ああ、トイレね」

　俺が即座に返すと、ジヴの
肘
 ひじ

 が飛ぶ。なんとか回避したが、鼻筋を
掠
 かす

 めた。ジヴは黙りこみ、俺を見つめる。

「……なぜ分かったの？」

「ジヴの目は一階ではなく二階を見ていたから。ああいう店は客が店内を長く移動するように、一階にはトイレを作らない」

「うー、ヤな男」

　ジヴの肘が俺の顔に入る。痛いが、かわいらしさに笑っておく。ジヴは歩いていく。俺はビルの壁面に背を預ける。ジヴが帰ってくるまで、街を
眺
 なが

 めて待つことにした。

　いつものように人々が歩道を進み、車道では車が行き交う。百万近い人々がエリダナで生きている。それぞれの幸運に喜び、それぞれの不運に嘆き悲しんでいるのだろう。

　俺は不運だと思う。どう考えても、平均的な人間よりは下だ。だけど、最悪の不運でもないと思う。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として死にそうな目に
遭
 あ

 ってきたが、まだ死んではいない。ジヴはいい女でたまに、というかよく
喧
 けん

 
嘩
 か

 をするが、仲直りできる。

　一見不幸に思えるが、俺は実はとても幸運な男なのかもしれない。俺は
安
 あん

 
堵
 ど

 の息を吐いた。

「あ、センセだ」

　見知った声。上品な紺色の上着、
袖
 そで

 には白の三本線。白いシャツの
襟
 えり

 元には赤いリボンが結ばれている。規定より短く詰められた
格
 こう

 
子
 し

 
柄
 がら

 のスカートが
閃
 ひらめ

 き、
太
 ふと

 
腿
 もも

 のなかばまでを紺色の
靴
 くつ

 
下
 した

 が
覆
 おお

 っている。私立リュミエード学院の制服だった。

　上に乗るのは、長い髪を揺らした顔。予備校の生徒のテュラスだった。テュラスは道を走ってきて、俺に抱きついてくる。

「
止
 や

 めろって」

「なんで～？」

　甘えた声を出しつつ、俺の左腕に自らの右腕を
絡
 から

 める。逃げようとするが、関節技のように肘を
極
 き

 めてくる。俺は反論しておく。

「これでも恋人がいますので、売約済み商品です。他の商品をお勧めします」

「センセ、
律
 りち

 
儀
 ぎ

 ～。そこがまたいい感じ」

「だからおまえの俺への感情は……」

「年上への
憧
 どう

 
憬
 けい

 と恋愛感情を勘違いしているだけ、といつものように言いたいのでしょう？」

　テュラスが見上げてくる。顔は笑顔だが、目に宿る光には必死さがあった。

「でもさ、それって恋愛感情とどう違うの？」

「違うだろう？　二つを分けられないのは若さだよ」

　テュラスの言葉を切って捨てる。

「でもでも、この胸に宿る感情は本物よ？」

　胸、と言われると、取られた腕にテュラスの柔らかな右胸が当たっているのが分かる。なんつー少女だ。いや、女はすでに生まれたときから女なのだ。しかし俺が応えることはない。年下の少女は苦手だ。

「あ、センセ、顔に少し血がついている」

「え？　ああ、さきほどの
肘
 ひじ

 で鼻血が出たのか？」

　
慌
 あわ

 てて
袖
 そで

 
口
 ぐち

 で鼻の下を
拭
 ぬぐ

 う。鼻血を出して街を歩いていたら、変態さんだ。

「取れてない。

頰

 ほお

 」

　また拭うが、テュラスは首を傾げる。

「もう、私が
拭
 ふ

 いてあげる」

　テュラスが手を伸ばしてくる。拒否しようと思ったが、時間がムダだ。少女に任せることにした。

「センセ、背が高いから、ちょっと
屈
 かが

 んで」

　俺の背丈は
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 としては平均、前衛としては
小
 こ

 
柄
 がら

 で、十代の少女にしても届かないことはないが、と思ったら遅かった。テュラスの顔が近づき、頰
 に温度。急いで顔を離して背を伸ばす。

　少女の
悔
 くや

 しそうな顔があった。
唇
 くちびる

 に指先を当てて、上目遣いに見てくる。

「口を狙ったのに頰
 か」と舌打ちしていた。「狙撃失敗。標的に着弾せず。次の射撃機会を待つべし、だね」

「おまえなぁ」

　俺は
呆
 あき

 れる。複雑な

噓

 うそ

 には身構えることができるが、単純で瞬間的な噓
 は防げない。テュラスが俺から離れる。歩道を後ろ向きに進んでいく。

「じゃ、またね」

　スカートを
翻
 ひるがえ

 してテュラスは去っていく。足取りは軽く、人の波に消えていった。

　一人に戻り、俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。噓
 と舌には自信があるつもりだったが、このところ連敗続きだ。
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 に少女、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 に砂漠の
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
者
 しや

 に、俺の相手は強敵ばかりだ。

「ガユス・レヴィナ・ソレルさん、お話しよろしいかしら？」

　聞きなじんだ声。首を後ろに向けていくと、白金の髪、頭の左右に位置する
尖
 とが

 った耳が、怒りを示すかのように小さく動いていた。
翡
 ひ

 
翠
 すい

 色の瞳が俺を見つめていた。

　ジヴーニャさんの顔が発見できた。

「もしかして？」

「なにがもしかして、なのかしら？」

　ああ、疑問形で返すという墓穴を掘った。

　もう俺は自分の不運を呪うしかなかった。ジヴは右手を伸ばしてきた。俺は
怯
 おび

 える。

　ジヴの指先は、俺の目の前で止まる。下に向かって動き、俺の左手を握る。

「では早く行きましょう」

「あれ？」

　俺は拍子抜けしていた。

「怒ら、ないの？　いつもだったらすっごい怒りが来るのですけど？」

「怒らないわよ。ガユスは理由もなく浮気する男でもないでしょう？　だからいつものように女の子に
悪戯
 いたずら

 されたんでしょう？」

「や、まぁその」肯定しておく。「それはそうだけど」

　浮気は理由というか、もう一人の、どちらかというと下のほうにいる俺の命令に従ってしまうだけだが。逆に言えば、泣いている女に会うという不運だか幸運だかに
遭
 あ

 わなければ、そうそう迷わない。

　俺は
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジヴに手を取られた。二人でエリダナの街を歩いていく。

　とても幸福な二人として。とても幸運な二人として。

　そこで俺の携帯が鳴る。ギギナからだった。

「ギギナとは、久しぶりだな」

「そうだったか？　よく街でガユスを見かけたが、ああ、あれは犬の
糞
 くそ

 か」

「ギギナの目は早く生ゴミの日に出しておけ。そして、おまえ、俺のことを忘れていたようだな」

　個人的には永遠に忘れておいてほしいが、仕事の相棒としては困る。

「仕事は忘れていない。ガユスが行方不明の間に、休みなく〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と戦っていた」

　声には闘争の喜びが
滲
 にじ

 んでいた。

「ああ、新聞で見た。ウガース教会で戦ったらしいな。事務所に
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 が入って、ギギナにしては上出来だ」俺は論理
矛
 む

 
盾
 じゆん

 に気づく。「そうだ、俺を忘れていたギギナが、わざわざ連絡してきた理由はなんだ？」

　ギギナが続ける。

「言うのを忘れていたが、戦闘の際にウガース教会を少し壊してしまってな」

「少し、ってどれくらいだ？」

　背筋を
悪
 お

 
寒
 かん

 が
一
 ひと

 
撫
 な

 でしていった。

「ほんの少しだ。外壁と
鐘
 しよう

 
楼
 ろう

 と礼拝堂と地下室と十字印くらいだ」

「……あのギギナさん？　それだけ壊したら、教会にはなにが残るのですか？」

　経済的恐怖で敬語になる。

「安心しろ。教会の
椅
 い

 
子
 す

 は、木材の下敷きにはなったが無事だ。救出のために教会本体を犠牲にしただけだ」

　
凄
 すさ

 まじいアホ論理をギギナが述べる。俺の口は返事を
紡
 つむ

 ぐこともできず、開いたままだった。

「そういう理由で教会が法的に
起
 き

 
訴
 そ

 するそうだ。依頼してきた役所も激怒している」ギギナが笑う。「私はこれから巨人の生き残りの
討
 とう

 
伐
 ばつ

 戦線に参加する。あとはガユスが処理しておいてくれ」

「ちょっ」

　俺が怒る前に、ギギナは通話を切った。急いでかけなおすも、通話を拒否されている。携帯を握る手が落ちた。

　壊された教会の
僧
 そう

 
侶
 りよ

 どもの
起
 き

 
訴
 そ

 は激烈だろう。警察も文化財保護の観点から動くだろう。教会から突きあげをくらったサザーラン課長が、俺へとどれくらい怒っているかは想像したくもない。

　隣ではジヴが渋い顔をしていた。

「二人で楽しむ場合ではなさそうね」

「いや、その……そうだ」

　急いで対処しなければ、俺の立場がなくなる。ジヴが笑う。

「ガユスなんか知～らない」

　ジヴが俺から離れていった。美しい後ろ姿は、エリダナの
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 へと消えていった。

　俺はエリダナの路上で立ちつくしていた。

「不運にすぎる」

　街に目を戻す。ビルの角から手が伸びていた。握られた手が開かれる。そこには石があった。

「そこで不運なあなたには、このウッソクサ石ＭａｒｋⅢ
 がおすすめです」

　街角から、
眼
 め

 
鏡
 がね

 のチーンキイが顔を出してきた。

　俺はエリダナの路上で空を仰いだ。右手に握った携帯は鳴りっぱなしだ。教会や警察や役所から問いあわせの電話が交互に来ているようだ。

「この石はですね、前のＭａｒｋⅡ
 よりさらに幸運が倍増していて……」

　俺の前ではチーンキイだかキーンチイだかが石の説明を始めていた。

　
溜
 ため

 
息
 いき

 が出る。重い重い溜息だ。

　俺が幸運だとしたら、地上に不幸な人間などいないのかもしれない。
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　夏の暑い日射しが、ビルの屋上の縁を
掠
 かす

 めて、路地に射しこむ。

　路地は光と闇に切り分けられていた。

　
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と
戴
 たい

 
冠
 かん

 
式
 しき

 に向かう王侯のように、戦地に
赴
 おもむ

 く将軍のように、ギギナが歩く。午後の光のなかでは、銀を溶かした髪がビルの谷間に吹く夏風になびく。闇のなかで
刃
 やいば

 の眼が輝く。

　俺とギギナは歩を進める。複数の足音がコンクリで固められた簡素な大地に響く。

　ビルとビルの谷底、エリダナの路地で、三人の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士たちと俺たちが向かいあっていた。

　荒い息を吐いた賞金首は、それぞれ
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に魔杖
槍
 そう

 を構えて、後退していく。能動的な沈黙。張りつめた空気が路地に満ちる。

「エリダナの夏は私には暑い。早く終わらせよう」

　ギギナは三人の賞金首の後退に合わせて、歩みつづける。右手に握られた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の切っ先が路地のコンクリ床を
擦
 こす

 り、赤い火花を散らす。

　横手を進む俺は魔杖剣の先端に咒式を
紡
 つむ

 ぐ。狭い路地で爆裂咒式は使えない。
雷
 らい

 
撃
 げき

 か投槍か。

「相手はただの賞金首ではない」

　俺は自らの左肩の傷の痛みを確かめる。

「事務所に所属していた、
歴
 れつき

 とした咒式剣士たちだ。とくに左の
雷
 らい

 
剣
 けん

 
士
 し

 は剣の冴えがある」

　
電
 でん

 
磁
 じ

 加速した剣技は、古代のどんな達人よりも早い剣速を誇り、俺の左肩を
貫
 つらぬ

 いていた。相手の剣筋は、どこぞの正統剣術を受け継いでいる。

「中位から高位、九
階
 かい

 
梯
 てい

 の咒式士が商店への強盗か」

　俺のつぶやきに、前方の三人の顔に
苦
 く

 
渋
 じゆう

 が満ちる。彼らには彼らの動機と事情があるのだろうが、知ったことではない。

「どう行く？」

「斬って殺す」

　無感情に答え、ギギナの屠竜刀が跳ね上がる。前方の三人は覚悟を決めて急停止。魔杖剣や魔杖槍を構えて前進してくる。絶望的な反転突撃だった。

　急激に詰まる双方の間合い。中央の
錬
 れん

 
成
 せい

 
士
 し

 が
紡
 つむ

 いだ〈
矛槍射
 ベリン

 〉による投槍は、
一
 いつ

 
閃
 せん

 した屠竜刀の無効化で消失。銀の破片と量子の光を路地に散らし、後方へ流れていく。

　続いてギギナに向かう三方からの同時攻撃は、本来ならば防げない。

　だが、咒式剣士はそれぞれ力量、純粋な筋力や反射神経において常人から超人ほどの差がある。この場においても同様だった。

　屠竜刀が軽い突きを放つ。巨大な刃の圧力で、中央の錬成士が止まる。ギギナの左右から狙った相手へ、突きからの
薙
 な

 ぎ払い。魔杖槍の
柄
 え

 ごと、右の
剛
 ごう

 
槍
 そう

 
士
 し

 の胴体が水平に両断。左からの鋭い刃をギギナが半身になって回避。

　間合いを詰めた中央の錬成士へ、屠竜刀が跳ね上がる。左脇から右肩へと
残
 ざん

 
酷
 こく

 な刃が抜けた。

　空中に
溢
 あふ

 れる血と肉を貫き、左からの
雷
 らい

 
撃
 げき

 咒式。ギギナはすでに四足獣の姿勢となって回避。銀の後ろ髪を雷撃が
焦
 こ

 がす。

　一瞬で間合いが詰まり、下から上へと跳ねる屠竜刀。巨大な刃を、
雷
 らい

 
剣
 けん

 
士
 し

 の刃が受けて
轟
 ごう

 
音
 おん

 と火花。ギギナの剛力を受け止めるとは、やはりかなりの腕の剣士だ。

　互いに
刃
 やいば

 を旋回させ、
交
 こう

 
錯
 さく

 。またも闇に散る火花。隠れるように刃を追いかけていたギギナの左足が、
雷
 らい

 
剣
 けん

 
士
 し

 の
鳩尾
 みぞおち

 に叩きこまれる。

　砲弾にも等しい一撃で、体を折った雷剣士の足が浮く。自由となった
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が、空中に浮く相手へ向かって旋回。雷剣士の胴体を
鎧
 よろい

 ごと水平に両断し、返す刃で右腕と鼻の上から上の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 を斜めに斬る。

　巨大な刃が落雷のように落下。頭頂部から
股
 こ

 
間
 かん

 へと、分断されている人体をさらに縦に両断。七つに分かたれた人体が、
内
 ない

 
臓
 ぞう

 と血とともに地面に落ちた。

　死者たちは、ギギナを中心に咲く、巨大な血と
臓
 ぞう

 
物
 もつ

 の花となっていた。

「接近戦では、やはり
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士の制圧力だな」

　俺は息を吐く。
堕
 だ

 した咒式士を金と交換するために殺す。自らの心を
抑
 よく

 
圧
 あつ

 し、
欺
 あざむ

 くことに、慣れることはできない。

「現代咒式戦争は高機動、大火力戦闘となっている」

　ギギナは屠竜刀を振って、
血
 ち

 
糊
 のり

 を払う。

「そのなかで刃を振りまわす意味は、高機動と盾、そして無効化能力。言ってしまえば、戦場での
露
 つゆ

 
払
 はら

 いで、後衛系の巨大咒式を放つ手助けをし、最後に切りこんで勝敗を決定づけることだ」

　ギギナの言葉が止まる。

「どうした？」

　俺は問うてみた。屠竜刀から血を
拭
 ぬぐ

 った
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 の目は、自らの
袖
 そで

 
口
 ぐち

 を見つめていた。

　わずかに
耐
 たい

 
刃
 じん

 
繊
 せん

 
維
 い

 の袖が
斬
 き

 れ、手首の白い肌から出血していた。剣技の心得がある雷剣士の刃は、剣の
応
 おう

 
酬
 しゆう

 のなかでギギナの体を
掠
 かす

 めていたのだ。

「わずかに私の剣筋が乱れていたらしいな」

　
美
 び

 
姫
 き

 のような
唇
 くちびる

 が
苦
 く

 
渋
 じゆう

 に
歪
 ゆが

 む。俺の疑問の声を待たずに、ギギナが暗い道を歩いていく。ビルとビルの峡谷の底にある路地を抜け、そして、ギギナの姿はエリダナの街角に消えていった。

　現場処理の
放
 ほう

 
棄
 き

 をした相棒に呼びかけようとした俺の左肩に、痛み。刃に電熱が宿っていたらしく、痛みは熱に変わる。

　死者たちを放置したままでは賞金にならない。警察の到着を待ったほうがいいと判断し、俺は路地の階段に腰を下ろした。携帯で
逮
 たい

 
捕
 ほ

 時刻を確認しておく。
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九七年七月二十八日。暑いわけだ。

　あの恐ろしい古き巨人やウォルロットの事件から、まだいくらも経過していないことに驚く。

　負傷の痛みに耐えつつ、目線が上がる。相棒が去っていった通りの奥、深い闇を見つめる。

　そういえば、俺はギギナのことをよく知らない。出会ったというか俺が
襟
 えり

 
首
 くび

 を

摑

 つか

 まれて拾われたときから、凶暴で残忍なドラッケン族の剣舞士だった。

　俺としてはギギナの私生活がどうであろうと、どうでもよかった。

　世の中には、知らなくてもいい、知りたくないことがあるのだ。









　エリダナ南西部。ベラル地区には、客引きの威勢のいい声と、店から
溢
 あふ

 れる音楽が混ざりあってひとつの和音となっていた。

　夕方の街を、ギギナが歩く。繁華街から道を外れると、雑居ビルの群れがそびえる。
賑
 にぎ

 わいの声が遠くなり、静かな通りとなっていた。

　電飾が消えた看板が掲げられた雑居ビルの前で、ドラッケン族の剣士の歩みが止まる。壁には小さく第七ハテンドビルと書かれている。見上げたギギナは、目的地である五階を探す。ギギナの顔に
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情が
掠
 かす

 める。

「ビルの屋上に人影があった、ような気がしたが」

　より大事なことを思い出し、足を進める。曇ったガラス扉を抜けて、棟内に足を踏み入れる。階段に転がる空き
瓶
 びん

 を避けて、ギギナは上っていく。

　五階に達したギギナの足は、
廊
 ろう

 
下
 か

 を進む。両開きの扉の前で、再び足が止まる。

　ウコウト大陸では珍しい東方式の引き戸だった。木製の扉の横手には、小さな板が掲げられている。
墨
 ぼつ

 
痕
 こん

 も鮮やかな東方の毛筆での文字が描かれている。文字は「
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流」と描かれていた。ドラッケンの戦士の目は、看板に気を留めもしない。

　ギギナの大理石の両手が引き戸にかかり、一気に開く。

　広がるのは、広い部屋だった。体育館ほどの広さがあるが、天井は高くない。床は一面の板張りだった。ワックスの輝きなどなく、板は黒光りしている。板のあちこちに、削られたように
窪
 くぼ

 んでいた。

　ギギナは後ろ手に扉を閉める。
靴
 くつ

 のままで道場に足を踏み入れた。

「テンゼン、まだ生きているか？」

　銀の
刃
 やいば

 のように、声が道場の空気を
貫
 つらぬ

 く。

「死んでいるよ、クソドラッケン族。いつも死んでいる」

　奥から老いた声が響く。道場の奥には「剣即無」と書かれた紙が壁に下がっていた。東方でいう掛け
軸
 じく

 の下、灰色の背広を着た老人が横たわっていた。

　左の
肘
 ひじ

 を床について、

頰

 ほお

 を左手で支えていた。白いシャツの
襟
 えり

 
元
 もと

 は
緩
 ゆる

 められ、
肋
 あばら

 が浮いた胸板が
覗
 のぞ

 いていた。白髪を後方に
撫
 な

 でつけ、
干
 かん

 
魃
 ばつ

 の大地のような
皺
 しわ

 が顔を
覆
 おお

 っている。

　二つの目だけが、異様な精気を
孕
 はら

 んでいた。

「そういえば、今日はおめえへの指導の日か」

　テンゼンと呼ばれた老人は、寝転がったままの姿勢で
欠伸
 あくび

 をする。周囲の床板の上に、空き
缶
 かん

 と
煙草
 たばこ

 の空箱が転がっている。

　ギギナは無言で道場を進む。
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を切り裂く、硬質の沈黙。靴のままで歩む足の裏が板張りの床を
蹴
 け

 る。
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 しつつ、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 が背中の刃に連結。一瞬で間合いを詰め、振り下ろす。

　銀の
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 が床を叩き割り、爆音。

「いいね」

　木片の舞い散る道場の隅に、テンゼンの
裸足
 はだし

 が着地する。老人の動きに遅れて、木片が道場の床に落ちていく。

　テンゼンの右手が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
鯉
 こい

 
口
 ぐち

 を切って、
刃
 やいば

 を引きだしていく。
白
 しら

 
々
 じら

 とした刃は、
緩
 ゆる

 く
湾
 わん

 
曲
 きよく

 している。見るものが見なくても分かる、
大
 おお

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級の名刀だった。

　魔杖刀の
鮫
 さめ

 
皮
 がわ

 巻の
柄
 つか

 を握るテンゼンが口の
端
 は

 を
歪
 ゆが

 めた。顔を
覆
 おお

 う
皺
 しわ

 が複雑なものとなっていく。悪鬼のような表情は、老人なりの笑みだった。

「剣技を教わりにきて、いきなり斬りつけるか」

　薄暗い道場で、ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を構える。刃の白さが唯一の光源のようにも見えた。

「
貴
 き

 
様
 さま

 がそうしろと言っただけのことだ」

「そのとおり。達人はまた違うのだろうが、俺が師匠より教わった〈
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流〉は人殺しの技だ」

　老剣士が刃を
正
 せい

 
眼
 がん

 に構える。

「師匠を殺して弟子が名跡を名乗る、最高にイカしたイカれた剣術だ」

　屠竜刀に答えるように、魔杖刀が鈍く光る。

「もちろん俺も師匠である
悟
 ご

 
郎
 ろう

 
左
 ざ

 を殺し、一刀流の後継者の
証
 あかし

 であるこの魔杖刀〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を手に入れた」

　刃の横で、テンゼンの目に殺意が輝く。ギギナも屠竜刀を正眼に構える。老人は、一撃で押しきれるような簡単な相手ではない。

「じゃ、そのイカしたイカれた殺しあいを始めるか」

　背広姿のテンゼンが歩を前に進める。気負いも
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 もなく、散歩をするような歩調だった。

　間合いに入られたギギナは、準備していた突きを放つ。最速にして最短の直線。

　テンゼンは初撃にして必殺の切っ先を受けずに、右へと逃げる。ギギナの突きが連続して放たれる。老人は、風に舞う木の葉のように
軽
 かろ

 やかに
白
 はく

 
刃
 じん

 を避けていく。

　東方の刀術においては、無闇に刃を打ちあわせない。ましてや相手はギギナの屠竜刀、竜をも殺す巨大質量。魔杖刀〈鶯鳴き〉の
強
 きよう

 
靱
 じん

 さならば簡単には折られない一方で、軽い体と老人の腕力では、衝撃を受けきることができないというテンゼンの判断だった。

　テンゼンは風のように右へ動き、ギギナの死角に回ろうとする。ギギナは突きで追撃する。両者は
円
 えん

 
弧
 こ

 を描くように刃と、回避を続ける。テンゼンの刃が放たれ、ギギナは刃の
弾
 だん

 
幕
 まく

 を防御に変える。

　火花と金属音。

　再び攻勢に出たギギナの刃を、老人は刀で柔らかく受ける。テンゼンの左手が跳ねて、屠竜刀を握るギギナの手を下へと叩き落とす。同時に屠竜刀の刀身が下がり、テンゼンの刀が無防備な空間へ進む。首筋に迫る鋭利な刃を、超反射で左手によって抜かれたギギナの短剣が防ぐ。赤い火花が咲く。

　右手の屠竜刀を下、左手の短剣を防御として両腕が交差したギギナは刃の軌道を反転。反撃として
鋏
 はさみ

 のように左右から
狭
 せば

 まる刃を、テンゼンが後退して回避。

　ギギナは防御用の短剣を捨てて、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を両手で構える。道場の床板に短剣が刺さる。

　対する老人は笑っていた。
喉
 のど

 の奥で笑っていた。

「
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の裏手の三十三手である〈
葛
 かずら

 
刃
 ば

 〉を」老人の目に
残
 ざん

 
酷
 こく

 な光が
灯
 とも

 る。「まさか反射神経だけで防がれたか」

　テンゼンは邪悪な笑みを浮かべる。
対
 たい

 
峙
 じ

 するギギナも
獰
 どう

 
猛
 もう

 さを含んだ
微
 ほほ

 
笑
 え

 み。
頸
 けい

 
動
 どう

 
脈
 みやく

 の上の白い
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 が破れ、薄く血が
滲
 にじ

 んでいた。

「
初
 しよ

 
手
 て

 でこの技をやられたら、ほとんどの剣士は首が飛んでいるだろう」

　血を
拭
 ぬぐ

 うこともせず、ギギナの
紅
 くれない

 の
唇
 くちびる

 が
紡
 つむ

 ぐ。

「おまえのサガミイットウリュウは、東方の剣技には珍しく、
刃
 やいば

 を受けて交差させてからの変化が多い」

　たとえ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として十三
階
 かい

 
梯
 てい

 、到達者と呼ばれる境地に達するギギナであっても、テンゼンの刃を完全に回避することは不可能だった。

「致死の一撃を避けさせたのは、ドラッケン族の訓練と身体能力、そして俺に教わった剣技の知識だな」

　テンゼンは冷静にギギナの生存理由を分析した。ギギナも老人の分析が正しいことを理解していた。

「さあ、もっと多くの剣技を私に見せてくれ」

　ギギナが道場に歩みを進める。
呼
 こ

 
応
 おう

 するようにテンゼンも進む。

「先ほどの技で死ななかった剣士は、数人ほどしかいない」

　老人は年齢に似合わぬ
下
 げ

 
卑
 び

 た表情で
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を握る。
殺
 さつ

 
戮
 りく

 を楽しみ、血を
啜
 すす

 り、
慟
 どう

 
哭
 こく

 に耳を澄ませる悪鬼の顔だった。

「だが、最後には全員を殺してきた」

「それは楽しみだ」

　二人の剣士が無造作に進む。長大な屠竜刀と長身を持つギギナの殺傷圏が先に触れた。

　長身と
膂
 りよ

 
力
 りよく

 を生かした雷光の突きが放たれる。長大な刃が
閃
 せん

 
光
 こう

 となって伸びて、テンゼンの

頰

 ほお

 をかすめる。膂力と速度において、ドラッケン族の剣技は圧倒的だった。

　速く重い突きの速射砲となった連撃に、老剣士は防戦一方となる。崩れた態勢へ、ギギナの突きからの
薙
 な

 ぎ払い。受けたのはテンゼンが道場の床板に立てた刃。受けきれずに跳ねた刃を背後に、テンゼンは前へ飛んでいた。

　
裂
 れつ

 
帛
 ぱく

 の気合いとともに放たれる正面からの
白
 はく

 
刃
 じん

 。半身となったギギナの肩口を
掠
 かす

 める。さらに
翻
 ひるがえ

 る刃は、屠竜刀が盾となって受ける。魔杖刀を握るテンゼンの手は右だけ、左手は
貫
 ぬき

 
手
 て

 となって前に突きだされる。目を狙う指先をギギナが回転して
逃
 のが

 れる。

「剣技に目つぶしを組みあわせるか」

　目尻に薄く血が
滲
 にじ

 む。笑いつつ、ギギナが下がる。

「実戦では死んだやつがすべて悪いのさ」

　老人は再び距離を詰める。二人はそろって心から
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そのものといった表情。

　ギギナに
飛
 ひ

 
燕
 えん

 の速度で追いすがるテンゼンが、
蛇
 へび

 のような
息
 い

 
吹
 ぶき

 とともに
刃
 やいば

 を放つ。突き。突きからの
斬
 ざん

 
撃
 げき

 がギギナの手首を狙った。相手の防ぐ動きの手前で跳ねた刃が、さらに落雷となって首筋を襲撃。ギギナの旋回した刀身に防がれると反転。足下を狙う
鋼
 はがね

 の
猛
 もう

 
禽
 きん

 となる。これもギギナが刃を反転させて、
辛
 かろ

 うじての防御。

　両者の間に散るのは、火花と金属音の多重奏。老人の攻めは、嵐の激しさと、機械の
精
 せい

 
緻
 ち

 さの刃だった。巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を盾として、ギギナが防戦一方になる。

　屠竜刀と
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が、互いの制空権を狙う。精緻な方程式を解いて、屠竜刀が魔杖刀の嵐を抜ける。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。テンゼンの手から、魔杖刀が離れた。ギギナの剣技と剛力に、老人の握力や力を逃がす技術が敗北したのだ。さらに老人の
[image: ]

 そう

 

軀

 く

 が空中に浮く。空中制御など不可能な老人へ、ギギナの非情の追い打ちが迫る。

　空中で老人の左足が背後に振られる。追撃を放とうとしたギギナは、絶対の好機に
悪
 お

 
寒
 かん

 を感じた。一秒を百分割し、さらに分割していく銀の瞳は、老人の脇差しが左の腰から消失していたことに激しい違和感を抱いた。

　再び前へ振られたテンゼンの足先は、刃をともなっていた。脇差しの
柄
 つか

 を左足の親指と人差し指で挟んで、振りぬかれる。

　通常の剣技ではありえない方向、真下から真上への
太
 た

 
刀
 ち

 
筋
 すじ

 。ギギナは腰の後ろから抜いた短刀で受ける。衝撃を受けきって反撃に移ることはできず、流れのままに下がる。手で着地した老人は逆さとなり、左足と先にある刃が水平回転。逃げる途中のギギナの胸板を
掠
 かす

 める。

　血の
霧
 きり

 とともに、両剣士の距離が離れる。

　ギギナの首筋には、朱線。先ほどとは反対側の
頸
 けい

 
動
 どう

 
脈
 みやく

 の上の皮が切れて、血が
滲
 にじ

 んでいた。胸板の衣装が切断され、血が
零
 こぼ

 れた。

　板張りの道場には、
素
 す

 
足
 あし

 のテンゼンが着地している。右手に魔杖刀を握り、左手に脇差しを下げる。

「まさか、
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流でも裏手の八十一手〈逆さ
雲雀
 ひばり

 〉からの〈
横
 よこ

 
雲雀
 ひばり

 〉を回避しやがるというのか」老人の灰色の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 には驚きの色があった。「おめえはどこまで怪物だ」

「どちらが怪物だ」

　右手は屠竜刀を握ったまま、ギギナの左手が上がる。指先が自らの胸板から首筋を
撫
 な

 でる。赤い血の
滴
 しずく

 が白い大理石の指先を染める。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士の咒式に体の各所から刃を出すものがあるが、速度と角度は比べものにならない。寒河江一刀流が特異な剣技だと知らなければ、
殺
 や

 られていた」

　銀の瞳には、老人への
畏
 い

 
怖
 ふ

 と賞賛。そして強敵を見つけた喜びがあった。テンゼンが操る寒河江一刀流の
神
 しん

 
髄
 ずい

 は、変幻自在の刀術からの精緻な詰めによる殺人術。〈一刀流〉という名前がすでに
詐
 さ

 
術
 じゆつ

 なのだ。まさに殺す以外に使い道がない技術だった。

　ギギナは指先を濡らす血を振り捨てる。両手で屠竜刀を構える。刃の先に鋭角の
美
 び

 
貌
 ぼう

 があった。甘さが存在しない、刃の美しさだった。

「東方の剣士はおもしろい。おもしろすぎる」

「俺程度の剣士は東方ならいくらでもいる」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を無造作に構えて、老人が笑う。

「本当の達人はおっそろしいぜ」

　ギギナの目に興味の色が浮かぶ。

「もし達人に出会ったら？」

　テンゼンの顔に刻まれた
皺
 しわ

 が深くなる。灰色の目には、真剣な色があった。

「戦うな。逃げろ」

「なんだそれは」

「俺がこんな大陸まで逃げてきていることが、その証明だろうが」

　テンゼンが苦笑した。

「剣聖ノブツナにボクデン、剣鬼イットウサイ。政権を支える
旗
 はた

 
本
 もと

 
衆
 しゆう

 に指南役のセキシュウサイ。武神の血脈であるサナダ一門。あいつらは怪物のさらに上、魔神に鬼神だ」

　苦い過去を笑ってみせるしかなかったのだろう。ギギナの目は、眼前の老人より上だという
異
 い

 
邦
 ほう

 の戦士たちの
技
 ぎ

 
倆
 りよう

 に思いを
馳
 は

 せていた。

　老人の魔杖刀の構えが解かれて、
刃
 やいば

 が旋回。切っ先が床板を
貫
 つらぬ

 く。
柄
 つか

 の上に、老人の両手が重ねられる。

「そして今日でおまえの相手は終わりだ」

「どういうことだ？」

　ギギナが反射的に問い返す。
玩具
 おもちや

 を取りあげられた子供のような顔だった。テンゼンが首を小さく左右に振る。

「知るかぎりの東方の刀の技と対処方法は教えた。俺もギギナからウコウト大陸の剣技の一端を知ることができた」

　そこでテンゼンの顔に
苦
 く

 
渋
 じゆう

 の色が浮かぶ。

「単純な腕なら、ギギナより俺のほうが上だ。七十五年もの間、大小四十五の
戦
 いくさ

 に参加し、九十七度の果たし合いをしてきた俺のほうがな」

　ギギナを見つめる老人の目には、自負があった。続いてテンゼンの灰色の目が伏せられた。一転して深い
翳
 かげ

 りがあった。

「しかし、剣士の技を支える握力、腕力、持久力、耐久力。反射神経に情報処理能力に、脳まで老いてきた」

　自らの両手、そして垂直に立つ魔杖刀を
眺
 なが

 める。
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 きの柄を握る手の指は、細い竹のような節となっていた。かつては
筋
 きん

 
骨
 こつ

 
隆
 りゆう

 
々
 りゆう

 としていたであろう手首や腕は、枯れ枝のように細くなっている。

「この老いた肉体が、すでに
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の技を再現できぬ。できぬのだよ」

　魔杖刀の上で重ねられていたテンゼンの左手が離れ、上っていく。腕は細く、筋張っている。
掌
 てのひら

 には血管が浮いていた。

　細い指と手が、
拳
 こぶし

 を握る。かつては
逞
 たくま

 しく
無
 ぶ

 
骨
 こつ

 であったであろう小さな拳が前に伸ばされる。

　ギギナの厚い胸板に拳が当てられる。ギギナは黙って受けた。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 補強をしてさえ、おまえの筋力とは十倍の差がある。これは技では埋められないほどの差だ。次に立ち合いをすれば、おまえを失望させることになる。それは耐えられない」

　拳は小さかった。長身であるギギナと、
小
 こ

 
柄
 がら

 で
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 や

 せたテンゼンが同等に渡りあっていたことは、むしろ老人の
凄
 すさ

 まじい技量を理解させた。

　テンゼンは
鶴
 つる

 のように細い首を振る。白い前髪が
額
 ひたい

 に落ちる。

「だから、今日でおまえに東方の剣技について教えることは終わりだ」

　老剣士が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を反転させ、
刃
 やいば

 を握る。
柄
 つか

 は前方、ギギナのほうへ差しだされる。

「できるなら、ギギナ、おめえにこの
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流を継いでほしい」

「テンゼン、それは」

　ギギナは続けられなかった。寒河江一刀流を継ぐということは、テンゼンを殺し、魔杖刀〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を奪わねばならない。ギギナであっても、軽々しく決断できることではなかった。

　
焦
 じ

 れたようにテンゼンが続ける。

「おめえが
何
 なに

 
人
 びと

 であるかは関係ねえ。本当に
強
 つえ

 え野郎が寒河江一刀流を継ぐべきだ。それが初代寒河江
志
 し

 
雲
 うん

 
斎
 さい

 から受け継がれてきた
掟
 おきて

 だ」

　老人の重い言葉にギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を旋回させ、背中に回す。

「この三か月のご指導、痛み入る。だからこそ、それはできない。死に場所が欲しいなら、自分で探せ」

　ドラッケンの戦士の敬意に、テンゼンは静かな湖のように無表情だった。

「そうか」

　自らに道理を納得させるように、老人がつぶやいた。

「そうだな。おめえは一時の客人で、俺の弟子じゃねえもんな。命と流派を受ける義理がねえ」

　テンゼンが魔杖刀を鮮やかに旋回させ、
鞘
 さや

 に納める。魔杖刀〈鶯鳴き〉は、小さく鞘鳴りの音を響かせた。

「おめえに
殊
 しゆ

 
勝
 しよう

 な態度は似合わねえよ。師匠すら
敬
 うやま

 わない
傲
 ごう

 
岸
 がん

 
不
 ふ

 
遜
 そん

 な男でいろ」

「一級の剣士や
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 には敬意を払う。それだけのことだ」

　ギギナが不機嫌そうに返し、テンゼンは弱々しくうなずいた。弟子を追い払うように、細い手を振る。ギギナは道場を歩いていく。

　出入り口で、ドラッケン族の戦士は道場を振り返る。

　道場に座すテンゼンは、小さな姿となっていた。
傍
 かたわ

 らには、寒河江一刀流の
名
 みよう

 
代
 だい

 であることを示す魔杖刀〈鶯鳴き〉が転がっていた。

　黒塗りの鞘と黒染めの
鮫
 さめ

 
皮
 がわ

 の柄の魔杖刀は、老人と同じように死に場所を探しているようにも見えた。









　ベラル地区の第七ハテンドビルの屋上には、給水タンクと看板が交差していた。

　給水タンクの上で、人影が踊る。アガメス社製の最高級の黒い背広に身を包み、白い手袋に包まれた指先が躍り、黒い
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 が跳ねる。

　顔は白。包帯で目鼻を
覆
 おお

 って、表情を隠した異常な姿だった。月夜にビルの屋上で
異
 い

 
形
 ぎよう

 が踊る。包帯の間から赤い大口だけが開いていた。

「夜の墓場に
燦
 さん

 
然
 ぜん

 と燃えるは、そもいかなる王と、神の
忌
 い

 み
名
 な

 を唱えしや」

　手足をそれぞれの方向に動かす。

「
汝
 なんじ

 がゆゆしき
天
 てん

 
秤
 びん

 を
危
 あや

 ぶむも、死者と踊るには、あと一日あればいい」

　包帯に覆われた顔から、大口から赤い舌が
閃
 ひらめ

 く。

「千億の夜を
啜
 すす

 って、なお
飽
 あ

 かずというのなら、さすれば
供
 く

 
犠
 ぎ

 を求めよ」

　ビルの屋上で異形が踊る。

「供犠とならしめよ」

　音楽の代わりに、自らが
奏
 かな

 でる無意味な
詞
 ことば

 を伴奏としていた。

「誰が神を殺すのか。神殺しの信徒となるのか」

　ビルの屋上、給水タンクの上での奇妙な歌と踊りが止まる。右手が伸ばされて、止まる。包帯で包まれた人差し指の先が、一点を示していた。

「それは剣。一振りの
刃
 やいば

 」

　手袋に包まれた指先はビルの屋上から、エリダナの街へ向けられていた。

　ビルから去る、ドラッケン族の背中を示していた。









　
群
 ぐん

 
青
 じよう

 色の雲を赤に染めて沈みゆく太陽は、ビルや歩道の並木、道を行く人々の

頰

 ほお

 に、
薄
 うす

 
紅
 べに

 の彩りを足していた。夕方から闇が迫るエリダナの街角、カルデアノ通りはいつもの夜を迎えようとしていた。

　夜を迎えようと、人類諸族の活動が止まることはない。歩道では人々が歩く。隣の連れと、さらには携帯電話で遠方の誰かと話しつつ、人々が歩む。車道では車の群れが
忙
 せわ

 しなく行き交っている。

　
喧
 けん

 
噪
 そう

 の路肩には、ヴァンが停車していた。古いながらも改造が
施
 ほどこ

 された、アシュレイ・ブフ＆
 ソレル
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所のヴァンだった。

「この前の賞金が入って、この借金を返して」

　運転席で、ガユスが携帯を操作する。複雑な入金に出金を繰りかえしていく。

「今週の財政は、あと一人だけ賞金首を捕まえればなんとかなりそうだ」

　ガユスは目算が立ったように息を
吐
 は

 く。車道に立つギギナは、ヴァンに背を預けている。銀の目は、エリダナにある公園を
眺
 なが

 めていた。

　夕方の公園では幼い少年たちが遊んでいた。さすがに棒っきれではなく、最新式の
玩具
 おもちや

 の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を振るって遊んでいる。少年たちが玩具の剣を振るうたびに、機関部が光って音が出る。

　それぞれを英雄や悪漢の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に見立てて、斬りあっていた。少年たちは
邪
 じや

 
気
 き

 もなく笑っている。男の子の遊びはいつの時代も変わらない。原始時代から現代にいたっても、同じようなものだろう。

「最初はそんなものだったな」

「ギギナ、聞いているのか死んでいるのか、はっきりしてくれないか？」

　ガユスの呼びかけで、つぶやいていたギギナの視線が戻る。

「次の相手はどれにする？」

　
鋼
 こう

 
玉
 ぎよく

 のような冷たい眼は、ガユスの携帯の立体光学映像に据えられた。
唇
 くちびる

 は息を漏らす。

「賞金首とは、捕まっても捕まっても減らないものだな」

　相棒の指摘にガユスが苦笑した。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を通して、視線は次の標的を探す。

「今のところ、エリダナ市内でいえば、ダナカン宝石店への強盗犯に、
虐
 ぎやく

 
待
 たい

 していた父を殺した学生咒式士。〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉だと、魚人によるコーヘン通りの殺人事件に、地下迷宮から抜けでて交通事故を起こした
大鬼
 トローレ

 の
討
 とう

 
伐
 ばつ

 だな」

　立体光学映像では、賞金首となった彼ら彼女らに〈異貌のものども〉が起こした事件が並ぶ。

「ダーゾー
卿
 きよう

 密室殺人事件の犯人にも賞金がかかったし、東方系の人間だけを狙った連続殺人事件もあるな。民族憎悪なのか。ああ、一部の情報ではザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 の
仕
 し

 
業
 わざ

 というものもいるな。めんどくせー」

　ガユスの目は、表示される
名
 めい

 
簿
 ぼ

 から追うべき相手を探す。

「さすがにうんざりするな」

「この世はいつも変わらず、人が争い、殺しあう」

　ギギナは感情を込めずに独白した。公園では子供たちが遊びに
飽
 あ

 きたらしく、帰りはじめていた。もう少しすれば、電子機器での遊びに熱中しだすだろう。ドラッケン族の戦士の目は子供たちの後ろ姿を
眺
 なが

 めていた。

「だからこそ、我ら攻性咒式士の仕事も絶えない」

「商売
繁
 はん

 
盛
 じよう

 、とでも言いたいのか？」

　
車
 しや

 
窓
 そう

 の横に背を預ける男を見つめるガユスの眼には、皮肉なものがあった。

「我らの
生
 なり

 
業
 わい

 が繁盛しないほうが世のためだろう。しかし、世界が楽園になる可能性も今のところ〇％
 だ」

「統計学的にもっとも正確な確率だな」

　ガユスは
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな感情を青い目に浮かべ、即座に感情を
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の奥に隠した。

「楽園が来ないからおもしろい。天国の永遠は退屈だが、地獄の一日は飽きないと言う」

　ギギナは腰にある
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 を手で叩いてみせる。

「読み物としての話だろうが。自分で地獄を経験しておもしろいと、誰が思うか」

　ガユスは指で立体光学映像を示し、窓の外の相棒に問う。

「話を戻すと、ギギナはどのクソ野郎と
外
 げ

 
道
 どう

 女がお好みだ？」

「より強い相手ならどれでもいい」

「
鸚
 おう

 
鵡
 む

 が返してくるより分かりきっていたことを、わざわざ
訊
 き

 くべきではなかったな」

　予測された言葉に苦笑しつつ、ガユスは携帯を閉じる。ヴァンに背を預けたギギナの
唇
 くちびる

 には、深い笑みが刻まれる。ガユスが口を開く。

「そういえば今日は携帯が通じるまで時間がかかったが、どこにいた？　また
稽
 けい

 
古
 こ

 相手のところか？」

「そんなところだ」

「実戦だけだと剣筋が荒れると聞くが、精が出ることで」

　ガユスは考えこむ。

「今エリダナにいる使い手だと、おまえの修行相手は剣技のペロポネスかシジリヒ、格闘技だとングウェかキヘイジくらいか」

「今日はテンゼンのところだった」

「テンゼンか」ガユスは即座に記憶検索を完了する。「たしか東方系の剣術じーさんだったな」

　ギギナは答えない。複雑な感情が横顔に交じり、答えを迷っていた。

「あのおっそろしーじーさんはまだ元気なのか？　
煙草
 たばこ

 と酒を
辞
 や

 めず、
剣
 けん

 
殻
 かく

 
竜
 りゆう

 を斬ったり、賞金首の眼球を指で
抉
 えぐ

 るという、九十歳を越えてもまったく枯れない悟らないじーさんだったが」

「ああ」

　ギギナの横顔に
寂
 せき

 
寥
 りよう

 とした風が
掠
 かす

 める。肯定とも否定ともとれない声だった。同時にガユスの
窺
 うかが

 うような眼に気づき、
唇
 くちびる

 が付け足す。

「ついでに今日は家具の会に出ていた。あそこでは
無
 ぶ

 
粋
 すい

 な呼びだしを受けないように、体内通信も完全に止めている」

「聞きたくもないが、家具の会とはなんだ？　邪教？」

　興味もなさそうにガユスが問い返す。驚いたように、ギギナは相棒に視線を向ける。

「知らないのか？　家具
蒐
 しゆう

 
集
 しゆう

 家や家具評論家が集まり、家具について会議を重ねる。公平性を守るために、
覆
 ふく

 
面
 めん

 を
被
 かぶ

 って開催される組織だ」

「なんだその秘密組織形式。家具についてなにを話すと言うんだ？」

　ガユスの脳裏には、三角
頭
 ず

 
巾
 きん

 を
被
 かぶ

 って家具について熱く議論している変態たちの図が浮かんだ。問いかけられても、ギギナは平然としていた。

「先週の議題は『十二家具占いを流行させることは、家具界の
振
 しん

 
興
 こう

 につながるが、非科学的な占星術を広める悪になるのではないか？』というものだ。十八時間、三回の中断と五回の
殴
 なぐ

 りあい、八人の重傷者を出して、まだ決着がつかない。来週に持ち越しだ」

「たまにギギナが消えることがあると思ったら、毎週そんなことをしているのか」ガユスの顔と声には、
呆
 あき

 れの成分しか
含
 がん

 
有
 ゆう

 されていなかった。「この星の人類の歴史で、もっともムダな時間だと保証できるな」

　ギギナは無理解を示すガユスを鼻先で笑う。

「家具の高尚さを、道具である
眼
 め

 
鏡
 がね

 台に分かるはずがあるまい」

「高尚、
高
 こう

 
邁
 まい

 、高潔の三兄弟は俺から縁遠くてね。あとギギナの変態趣味とも絶縁している」

　ガユスは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 する。哲学を語るかのようだったギギナの顔が曇る。

「来週の議題も大変だ。試座か
輪
 りん

 
座
 ざ

 か、どちらがより正しく定義しているのかという深淵な命題が議論される」

「聞きたくはないが
訊
 き

 いておくと、なんだそれ？」

「試座と輪座とは互いに
椅
 い

 
子
 す

 を持ち寄って座る品評会のことだが、家具道具室内史学会や椅子学の
学
 がく

 
閥
 ばつ

 によって呼び方が分かれる」ギギナは学者の目で告げる。「前者は座らねば椅子の良さは分からぬという主流のエミュレン派の学説に
依
 よ

 った呼称で、後者は自分の子供とも言える椅子を、他人に座らせることは
輪
 りん

 
姦
 かん

 、輪座に等しいと避けるゴグレズ学派による
蔑
 べつ

 
称
 しよう

 だ。双方の理論は、それぞれある程度は正しい。この悲劇的な
相
 そう

 
克
 こく

 を回避するために、物理四大力を
合
 ごう

 
一
 いつ

 するかのような理論的統一が求められている」

　論理的難題にギギナが悩む。ガユスは理解できないといった顔をしている。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の下の青い目には、
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に聞く気がなくなってきた。青年の
唇
 くちびる

 から
欠伸
 あくび

 が放たれる。

「そういえば、椅子と犬の判別方法を知っているか？」

「なにを言っている？」

　ギギナが不思議そうな顔をする。ガユスの目には冗談を
紡
 つむ

 ぐ色があった。

「初級編。椅子も犬も、捨ててある場合には拾ってきてよいが、置いてある場合と混同してはならない。あった場所が判断基準となり、公園や道にある場合は捨ててある可能性が高い。絞首刑を受けている人間の足下にある椅子は、捨ててあるものではないので注意」

　ギギナの苦い顔を気にせず、ガユスは続ける。

「中級編。椅子も犬も、いろいろな
用
 よう

 
途
 と

 に使える。椅子は人を乗せることにかけては専門家で、たまに椅子に乗られて喜ぶ人間もいるが、これは変態である。また、犬は首輪から伸びた
縄
 なわ

 を人に握らせて、その人間の間抜け顔を街に知らしめる大事な使命を持っている」

　聞いているギギナも欠伸をしている。

「上級編。椅子も犬も人の役に立つ。人々が争うのが権力の椅子。弱者を叩きのめす権力の手先は、犬と似ているが、犬に劣る権力の犬という人間なので注意すること」

「なるほど、
貴
 き

 
様
 さま

 にしては悪くない説だ。今度の椅子学の学会で発表しよう」ギギナの目には学者が興味深い現象を見た瞬間のような知性の光があった。「おそらく椅子文化分類学のテレンバイン博士か椅子生態学のハスキュレイ博士あたりは興味を持ってくれるはずだ」

「冗談が冗談として通じない場合の恐ろしさを、今さらながら俺は理解した」

　ガユスは心底から嫌そうな顔をする。ガユスが言葉の
矛
 ほこ

 
先
 さき

 を変える。

「ええと、そのなんだ。前から思っていたのだが、椅子の
雄
 おす

 
雌
 めす

 ってどこで見分けるんだ？」

「見たままだろうが？　男か女かを判別するのに、いちいち聞いて確認するほど貴様の視力は低いのか？」

　ギギナの即答に、ガユスは苦い顔をする。ドラッケン族の家具愛好家の横顔には
憂
 ゆう

 
愁
 しゆう

 の色が
掠
 かす

 める。

「嘆かわしいことだが、最近は
闇
 やみ

 の家具勝負が発生していて、家具会も胸を痛めている」

「家具、勝負？」

　未知の単語を、ガユスが舌先で転がす。

「互いに自慢の家具を持ちよって、全力で叩きつける。そして壊れたほうが負けとする勝負で、闇の家具勝負、家具武闘とも呼ばれている」

　相棒の
恬
 てん

 
淡
 たん

 とした解説に、ガユスは指で
眉
 み

 
間
 けん

 を押さえる。

「えーと、バカにも細かい分派があるという事実に、頭痛がしてきた」

「家具武闘は家具の評価基準を美しさや文化でなく、強度と戦闘性能に求めている。あまつさえ、家具武闘で勝つために
椅
 い

 
子
 す

 や机に、
刃
 やいば

 や
角
 つの

 や
爪
 つめ

 、
装
 そう

 
甲
 こう

 や感覚器官、動力機関や飛行装置まで装着させている。それはもはや家具と呼べるのか」

　ガユスの頭痛は強くなる。角や爪を持った椅子と、刃を握った机が地上を
疾
 しつ

 
駆
 く

 し、空を駆けて激突する。それはもはやガユスという個人の想像の限界を超えていた。

　ギギナは深い苦悩を秘めた
眼
 まな

 
差
 ざ

 しで、
虚
 こ

 
空
 くう

 を見上げていた。目には
義
 ぎ

 
憤
 ふん

 の炎があった。

「このような家具武闘は、愛すべき家具を傷つける
残
 ざん

 
虐
 ぎやく

 行為として、家具会でも、異端家具審問官が取り締まっている」

「単語の一個一個がもう放送禁止用語だな。人生も禁止してほしいところだ」

「闇の家具勝負を開催するのは、闇の家具会。
率
 ひき

 いるは家具七将軍。我が
生
 しよう

 
涯
 がい

 の宿敵だ」

　ギギナの解説を聞くガユスの顔には、完全に理解不能といった感情が満ちていた。自分が今まで相棒としていたギギナが、実は宇宙人だと知ったような表情だった。

「ギギナの私生活にはまっっったく興味なかったが」顔には恐怖があった。「これからも興味がない、いや、持たないようにする」

「私も
貴
 き

 
様
 さま

 には興味がない」

　ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を肩に担ぐ。

　人工の
灯
 あか

 りの園の上に広がる、夜空を見上げた。









　エリダナの夜の街。
煌
 こう

 
々
 こう

 とした人工の
灯
 とう

 
火
 か

 が夜を
駆
 く

 
逐
 ちく

 し、星空も弱々しい。

　夜であっても、エリダナの人々はそぞろ歩きをしている。

「
流
 る

 
浪
 ろう

 のものどもが集まる最果ての街、ここがエリダナか」

　光に
溢
 あふ

 れる夜道を進むのは、人影。水平の直線で整えられた黒い前髪。東方系の平坦な顔。

　顔の
輪
 りん

 
郭
 かく

 から飛び出そうな大きな
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下で、黒い目が前を見ている。
縦
 たて

 
縞
 じま

 の背広。肩には
長外套
 コート

 を引っかけ、両
袖
 そで

 が夜の街に揺れている。

　
小
 こ

 
綺
 ぎ

 
麗
 れい

 な旅装を裏切るように、左腰には大小の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が下がっていた。魔杖刀の
柄
 つか

 は、黒ずんでいる。左手に握るのは、長い箱。無造作に入れられたさまざまな魔杖刀の柄が突きでている。

　異相であっても、エリダナにおいてはさほど目立つものではない。仮面を背負った
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や、全身が光る最先端の衣装をまとった若い男女などに比べればおとなしいもので、人波に
埋
 まい

 
没
 ぼつ

 していた。

「ここにヨシキヨが狙うものがいるのだね」

　剣士の
傍
 かたわ

 らには、黒犬が従う。男の腰まである大型犬で、
軽
 かろ

 やかに尾を振っている。
喋
 しやべ

 る犬といっても、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 による知能強化犬であるだろうと、道行く人々の誰も驚かない。エリダナにおいては、奇妙や奇怪であることが日常で平凡なのだ。

「ヨシキヨは勝つね。勝って偉く強くなるね」

　
喋
 しやべ

 る犬の言葉にヨシキヨと呼ばれた男が笑う。立ち止まると、犬も停まる。ヨシキヨの右手が伸びて、犬の頭に触れる。

「
黒
 くろ

 
丸
 まる

 よ、大変な旅路によくついてきてくれた」

「ボク、いつもヨシキヨといっしょ。ずっといっしょ」

　ヨシキヨを見上げて、黒丸と呼ばれた犬が告げる。濡れた鼻先の上にある、黒い目が輝いていた。男とともにいることが、よほど
嬉
 うれ

 しいらしい。

「そうだな」

　ヨシキヨがさらに頭を
撫
 な

 でると、黒丸は尾を振って喜ぶ。剣士は手を犬から離す。犬は残念そうな顔をする。

「
喰
 くう

 
刃
 ば

 
壬
 み

 流の本来の使命を果たしにいこう」

　ヨシキヨが歩みを再開。黒丸は跳ねるような足取りでついていく。

　街を進むヨシキヨが笑う。口角に刻まれた笑みは、殺意に満ちていた。

　黒手袋に包まれた手が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
鞘
 さや

 に触れる。一人と一頭は、裏通りに進む。

「斬ることだけが我が望み」

　ベラル地区にある雑居ビルの前で、ヨシキヨの足が止まる。

　ビルには第七ハテンドビルという看板があった。









　夕方のエリダナの街。

　ポロウス軽食店の屋外席で、ギギナは昼食を
摂
 と

 っていた。
匙
 さじ

 でスープを
掬
 すく

 い、
食叉
 フオーク

 でレタスや
胡瓜
 きゆうり

 やトマトを刺して
囓
 かじ

 る。
鶏
 にわとり

 の
腿
 もも

 
肉
 にく

 から伸びた骨を

摑

 つか

 み、肉を
囓
 かじ

 りとる。

　眼前の食卓にはすでに
空
 あ

 いた皿が積み上がっている。向かい側には、ガユスが座している。ガユスも同じように食事をしていた。

「賞金首の情報が、完全に途絶えたな。ダナカン宝石店への強盗犯や父殺しの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 も
逮
 たい

 
捕
 ほ

 され、魚人に
大鬼
 トローレ

 も
討
 とう

 
伐
 ばつ

 された。他の事件の追加情報、新たな事件の発生もなし」

　確認した携帯を戻す。ギギナが答える。

「たまにこういう瞬間がある。
凪
 なぎ

 の時間だ」

「今だけはエリダナの平和な午後の一瞬、というわけか」

　言い捨てたガユスの手が伸びていく。

「情報屋のヴィネルとナテッロに、新着情報があれば即座に回すようにとだけは言っておいた」ガユスは淡々と続ける。「エリダナではどうせすぐになにかが起こる。エリダナの犯罪者は、犯罪を起こすことにかけては世界有数の勤勉さだからな」

　中央にある
茸
 きのこ

 と
鶏
 とり

 
肉
 にく

 のパスタへ、ガユスの
食叉
 フオーク

 が刺さる。ギギナの側からもパスタに
食叉
 フオーク

 が差しこまれた。互いに
食叉
 フオーク

 を動かして巻きとろうとする。ガユスがまとめて手前に寄せようとすると、ギギナが巻き返す。

　双方の力が
拮
 きつ

 
抗
 こう

 。二人の間、食卓の上空で引っ張られたパスタが張りつめる。

「ギギナ、もうすでに脳以外は育ちすぎたおまえは
遠
 えん

 
慮
 りよ

 しろ。どうせ
人
 じん

 
糞
 ぷん

 製造器なんだから、成長期の俺に
譲
 ゆず

 れ」

「なにが成長期だ。永遠の未熟児は、前衛である私に譲って死ぬがよい」

　左右からの力で弾性限界に達して、パスタが千切れる。

　互いに痛み分けとして、それぞれの皿にパスタを取る。そしてそれぞれの口で
啜
 すす

 っていく。食事であっても、絶対的に仲良くならなかった。

　牛肉の赤ソース
和
 あ

 えを、ガユスが

頰

 ほお

 
張
 ば

 る。もう一口を食べようとして、
食叉
 フオーク

 の先の香ばしい肉片に眼を留める。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の奥にある青い瞳には、疑問の色が混じっていた。

「そういえば、俺たちは家畜を食うよな」

　ガユスの唇がつぶやく。眼前では肉が肉汁を
滴
 したた

 らせ、湯気をあげている。

「それがなんだ？　家畜である自分に気づいてしまったか？」

　白い犬歯で野獣のようにパンを
囓
 かじ

 り切って、ギギナが返す。

「いや、俺たちは
鶏
 にわとり

 や
羊
 ひつじ

 や豚を殺して食べる」

　
食叉
 フオーク

 の先で、ガユスは軽食屋の外、街路を示す。

「だけど、犬や猫は喰わない」

　視線の先には、街の歩道で犬を散歩させている女の姿があった。背景にある家の屋根では、猫が寝そべっていた。ギギナは退屈そうに答えを口に乗せる。

「鶏や豚や羊は家畜として囲っている食物だ。対して犬や猫は元々狩猟のために飼っていたが、ある時期からはいわば隣人のような存在となっている。生きているぬいぐるみのような扱いだが、それだけのことだろう？」

「それは言わなくても分かる。では、騎手が乗る馬を食肉としたときや、農夫がともに農作業で働いた牛を食べるときは、家畜と隣人扱いが混ざっていないか？」

　ガユスの言葉にギギナは黙りこむ。

「情愛より利便が上回ったときに、心理を
抑
 よく

 
圧
 あつ

 し、
分
 ぶん

 
裂
 れつ

 させているのだろう」

「これを
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に考えると、同族である人類を殺す俺たちの基準はどうなっているか、とも言える」

　ガユスはさらに答える。

「もちろん敵と味方の分類で、俺たちも賞金首という同族を殺すことも多い。誰を殺して誰を殺さないかの基準が国家や社会から、または個人から発生している」

　
食叉
 フオーク

 が皿に下ろされ、肉も戻る。

「そこで、家畜と
愛
 あい

 
玩
 がん

 動物、敵と味方と分けるなら分かるが、愛してなお殺して喰らう、という俺たち人間の心理はかなり屈折している」ガユスの言葉が続く。「意識すべきものを
抑
 よく

 
圧
 あつ

 し
分
 ぶん

 
裂
 れつ

 させるという不誠実さによって心理的な防衛を果たしているのだろうが、同胞と見なしたものを同胞と見なしたまま殺害するのは、かなり変な心理機構だよな」

　ガユスは自らの言葉で、自己の心理を分析していく。興味もなさそうに、ギギナは
鶏
 にわとり

 の
腿
 もも

 
肉
 にく

 を白い歯で
囓
 かじ

 る。

「安心しろ。私はガユスを同胞だと思ったことはない。敵か便利な
掩
 えん

 
護
 ご

 道具だ」

「あ、そ。俺も自分と同じ人類の
範
 はん

 
疇
 ちゆう

 にギギナを入れたことがないから、そこは気が合うね」

　二人は問題を避けるように軽口にした。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の奥にあるガユスの青い眼に、またも疑問の深い色。

「ついでに言えば、命の取りあいを娯楽にしている剣士ってのはどうなってんだ？」

　自らの疑問の声で、さらにガユスの表情に疑念が強く含まれていく。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 も剣技も、俺や
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士にとっては飯の種だ。咒式で手品や大道芸をするものもいる。だが、咒式剣士だけは独自の奇妙な論理で動いている」

　ギギナに向けられたガユスの視線は、まったく理解できない存在を見ているようなものだった。

「憎悪も意味もなく、富も
名
 めい

 
誉
 よ

 やまた女の取りあいということもなく、なぜ殺しあう？　どちらがより強いか、比べっこをしてどうなるというのだ？」

「
貴
 き

 
様
 さま

 には分からぬよ」

　断言するようにギギナがつぶやく。夕日に照らされて、大理石の横顔は
橙
 だいだい

 色に染められていた。古代の神殿に座す、神像のような姿だった。

「分からぬのだ」

　拒絶されるかのように、続く答えはなかった。ガユスは夕日に暮れる食卓に座っているしかなかった。

　二人の間の空白を埋めるように、着信音が響く。ギギナを放置して、ガユスはまた携帯を取りだす。

　携帯に耳を当てて、ガユスは応答する。表情が曇っていく。

「なんだ？」

「いや、咒式剣士の老人が
瀕
 ひん

 
死
 し

 の重傷を受けたらしい」携帯からの続報に耳を澄ませながら、ガユスが告げる。「どうやらそれが一連の
辻
 つじ

 
斬
 ぎ

 り犯の新しい犯行らしく、エリダナ市当局が賞金をかけた」

「よくある話だな」

　ギギナは即座に興味をなくし、
椅
 い

 
子
 す

 の背に深く身を沈める。

「斬られた老人、タカシナ・テンゼンも災難だ」

「テンゼン、だと？」

「テンゼン、そうか、ギギナの
稽
 けい

 
古
 こ

 相手の老人のことか？」

　ガユスの意外そうな問いに答えることなく、ギギナは歩み出していた。即座に単車に
跨
 またが

 り、発進させる。

　背後の路上では、事情が分からないガユスが立ちつくしていた。









　病院の緑の
廊
 ろう

 
下
 か

 を進んでいく、美しい人影。
美
 び

 
貌
 ぼう

 の剣士に
見
 み

 
惚
 と

 れて、若い女性看護師が足を止める。

　ギギナが病室の前で歩みを止めた。白い扉には、面会謝絶という札が下がっていた。

　
遠
 えん

 
慮
 りよ

 なくギギナは戸口に手をかける。

「意識不明で面会謝絶なんです！　字が読めないのですか！」

　熟練の女性看護師が止めようとすると「足音で分かるから、入れ」と室内からの声。

　なおも食い下がろうとする看護師に、ギギナはうなずいてみせる。「一分だけですよ？」と看護師は引き下がるしかなかった。

　剣士は室内に無音で足を踏み入れた。後ろ手で扉を閉める。

　白い病室の白い
寝台
 ベツド

 に、テンゼンが横たわっていた。大きな枕に、
白髪
 しらが

 頭が沈みこんでいる。
寝台
 ベツド

 の横手の機械が、心拍や血圧を表示する。機械から伸びた輸液管が、テンゼンの左腕や
喉
 のど

 につながっていた。老人の顔の右半分は、包帯と
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 で
覆
 おお

 われている。

　閉じられていた左の
瞼
 まぶた

 が開かれ、灰色の瞳が現れる。夢見るような瞳が、病室に立つギギナを
捉
 とら

 える。

「やはり、廊下を進む
虎
 とら

 のような静かな足音はおめえ、か」

　
痰
 たん

 が
絡
 から

 むように、テンゼンの舌が言葉を
紡
 つむ

 ぐ。意識不明の状態でも、接近する存在の足音で目覚める。剣士の本能だった。

「
襲
 おそ

 われたと聞いたが、まさかテンゼンほどの剣士を誰が……」

　断続的な機械音だけが支配する病室に、ギギナの問いが放たれた。

「海外に脱出した我ら剣士たちを追う、祖国である
日
 ひ

 
凪
 なぎ

 からの武芸者がいたらしい」

　ギギナの知ることといえば、
央
 おう

 
華
 か

 
帝
 てい

 
国
 こく

 のさらに東方、ヒナギの国は長きにわたって戦乱を続けていた。ヒナギは新しい支配者によって統一され、敗れた
大
 だい

 
名
 みよう

 や武士の一部は海外へと
逃
 のが

 れたという。

「本人はヨシキヨと名乗っていた。
縦
 たて

 
縞
 じま

 の背広に大きな
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 。大きな黒い犬を連れていた」

　木枯らしが吹きこむような声で、老人がつぶやく。

「あれは若いながらも恐ろしい使い手だった。
皇
 すめらぎ

 
八
 はち

 流、
将
 しよう

 
七
 しち

 流の支流のうち、大陸に逃れた
稔
 ねん

 流、
双
 そう

 
虎
 こ

 流、
吉
 きつ

 
法
 ぽう

 流などが、すでにヨシキヨによって奪われているようだ」

「なぜヒナギの剣士が、遠くウコウト大陸まで逃れた武人たちを追って、剣技を奪う？」

　ギギナが疑問をさらに投げる。

「武人の
性
 さが

 だろうさ」

　テンゼンが天井を見上げていた。

「本国の
日
 ひ

 
凪
 なぎ

 ではすでに失伝したいくつかの刀術を、自らのものにしたいという恐ろしいまでの凶気だ。それだけでこの星を半周してきたのだろうさ」

　剣士の凶気を理解するように、テンゼンがつぶやく。

　銀の目が室内を見回す。
寝台
 ベツド

 に横たわるテンゼンの
傍
 かたわ

 らにある壁には、灰色の背広が下がっている。肩や胸元の布地が大きく切り裂かれ、右
袖
 そで

 にいたっては途中から消失していた。
椅
 い

 
子
 す

 には脇差しが立てかけられていたが、黒い
鞘
 さや

 と
拵
 こしら

 えの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の姿が消えていた。

「あの名魔杖刀〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉が、どこにもないようだが？」

「もう三十年若ければ、もう少し体に力が残っていれば、このようなこともなかったが」

　テンゼンが動く。シーツの下に
潜
 もぐ

 っていた右手を掲げる。
肘
 ひじ

 から先は無惨に断たれていた。

「ご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に、ヨシキヨは俺から〈鶯鳴き〉を奪い、右腕、さらに脳と神経系まで破壊していきやがった」

　腕は最先端の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 医療で回復できる。包帯に
覆
 おお

 われた頭部は、剣士の微細な神経系を、わざわざ破砕していったことを示していた。肉体的に前と同じように回復しても、以前とまったく同じ
精
 せい

 
妙
 みよう

 な動きができるとはかぎらない。

　そして、傷つけられた脳の回復は絶望的だった。

　剣士としてのテンゼンは、完全に命脈を断たれていた。

　ギギナは沈黙していた。通りすがりの人間にかける言葉などない。テンゼンにも言うべき言葉はない。敗者に語るべきことはなかった。

「命まで取られなかったことでよしとする、か」

　ギギナは
安
 あん

 
堵
 ど

 する。テンゼンの片目に、険しい光が宿る。

「おめえ、生きているつもりか？　剣士が生きていると思っているのか？」

　老人の目は、鬼火となっていた。

「剣士は生きる死人だ。呼吸して飯食って
排
 はい

 
泄
 せつ

 して女を抱いているが、死んでいる。自分の腕がどこまで通用するか、どこまで強いのかを確認したがる。その一点でしか自分が確認できないんだよ」

　老人の激烈な言葉を、ギギナは無言で肯定した。病室に存在するのは、負傷者と見舞い客ではなかった。

　
老
 ろう

 
虎
 こ

 と竜、二匹の凶獣だった。
労
 いたわ

 ることもなく、ただただ剣の道を進んでいる
修
 しゆ

 
羅
 ら

 と、進めなくなった
羅
 ら

 
刹
 せつ

 だったのだ。

「分かったら、もう行け」

　テンゼンが目を
逸
 そ

 らした。目は病室の外、エリダナの空を見つめていた。

「おめえに敗残の身を見られることが
辛
 つら

 い」

　
長
 ちよう

 

軀

 く

 を
翻
 ひるがえ

 して、ギギナは病室をあとにした。二人の看護師がギギナの非礼を
咎
 とが

 めようとして、動きが止まった。早足で進むギギナに、
廊
 ろう

 
下
 か

 を空ける。

　剣士が発する圧力が、物理的な力をもって二人を押しのけたかのようだった。

　ギギナの顔に、師の
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 に向かう
気
 け

 
高
 だか

 い表情はなかった。

「テンゼンを倒す剣士か」

　
紅
 くれない

 の
唇
 くちびる

 からは、
真
 しん

 
珠
 じゆ

 色の犬歯が
覗
 のぞ

 く。
鋼
 はがね

 の瞳には
刃
 やいば

 の光。

　強敵と、倒す理由を与えられたことに対する、剣士の
喜
 き

 
悦
 えつ

 があった。









「老剣士を殺した東方からの剣士で、名前はヨシキヨ。
縦
 たて

 
縞
 じま

 の背広に大きな
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 で、多くの刀を持ち歩いている。ついでに黒犬を連れ歩いている、か」

　ガユスが携帯を
眺
 なが

 めている。夜に入ったエリダナの街では、車や人々が行き交う。ビルや建物から放たれた人工の
灯
 あか

 りは、
煌
 こう

 
々
 こう

 と
灯
 とも

 る。

　数人が殺された程度では、誰もなにも変わらない。

「情報のように目立つ格好をしていても、エリダナでは普通にすぎる」

「エリダナの人間は眼が悪いのか？」

　エリダナの街、停車した車の扉にギギナは背を預けている。月光の髪に瞳、地上に降りた武神のような
美
 び

 
貌
 ぼう

 。背中には、巨大な幅と長さを誇るドラッケン族の対竜戦闘用の戦術兵器、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 。

「どちらかというと、おまえのほうが目立つんだよ」

　相棒の客観的な指摘の意味が分からずに、ギギナは不思議そうな顔をしている。

　ネオン灯の下で、ガユスはさらに携帯で情報を検索する。立体光学映像で情報が表示される。

「エリダナ当局は、名前をヨシキヨとまでは分かっていないが、
央
 おう

 
華
 か

 と七都市同盟で四人を殺し、二人の利き腕を斬っている男と、エリダナでのテンゼンじーさんの事件を連結した。それで賞金額が上がってきている」

　二人の目が情報を
精
 せい

 
査
 さ

 していく。連続殺人及び傷害強盗事件を示す光点は、東から西へと向かっていた。ついにエリダナに到達していた。

「ヨシキヨの名前を通報しておいたが、東方からの人間も多すぎて、現在位置はまだ不明だ」

　ガユスの分析にギギナが返す。

「奪われた〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉は
大
 おお

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 だ。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 も道を行く同業者の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は気になって見ているはずで、それが大業物級なら少しは記憶に残るはずだ」

　ギギナからの情報をガユスが
電
 でん

 
網
 もう

 上に流す。情報は賞金稼ぎの
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士たちや情報屋、街の物見高い連中に回る。一気にエリダナの猟犬たちが活性化する。

「ひとつ
訊
 き

 いておきたいのだが」確認するようにガユスが問うた。「テンゼンという老人の
仇
 あだ

 
討
 う

 ちをしたい、ということか？」

　ガユスの問いに、ギギナは
謎
 なぞ

 めいた表情で立ちつくすだけだった。

「はいはい、俺には言いたくない、といつものギギナというわけでございますね」

　
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥でガユスは苦笑していた。ギギナも多くは語らない。二人の間を、街の雑音が流れていった。

　車中のガユスの手に握られた携帯に着信音。

「
早
 さつ

 
速
 そく

 それらしき人物の情報が入った」ガユスの眼が立体光学映像を見つめる。「ネレス通りにハウア地区、ハイハン通りにアーメッド坂か。正反対だな」

「おそらく
風
 ふう

 
体
 てい

 が似ていて
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を持っている人物が、それだけの数でエリダナにいて、誤認されているのだろう。そのうちのどれかがヨシキヨである可能性がある」

「それぞれの発見者に尾行をさせている。今は押さえているが、他の賞金首に情報が売られる前に、俺たちが二手に分かれて確認に向かったほうがいい」

　ガユスの手が
運転環
 ハンドル

 を握る。

「俺は皇国地区のネレス通りとハウア地区の情報を確認しにいく」

「ならば私は同盟地区のハイハン通りにアーメッド坂を担当しよう」

　車体から背を離し、戦地に
赴
 おもむ

 こうとしたギギナの足が止まる。戦士の顔には
怪
 け

 
訝
 げん

 な色。

「
貴
 き

 
様
 さま

 、めんどくさいから遠いほうを私に任せていないか？」

「いいえまったく完全無欠に気のせいですよ」

　ガユスの心のない応答。言いたいことと言うべきことを飲みこんで、ギギナはうなずくしかなかった。ガユスはヴァンを発車させる。逃げるような急発進だった。

　車が車道の車の列に向かうと同時に、ギギナは歩きだす。自分の大型単車を
探
 さが

 し、裏路地に向かう。









　繁華街の裏の静かな道だった。単車に向かって、ギギナが歩む。

　路地の奥、雑居ビルの裏手に大型単車が停まっていた。怪物のような大型の単車だった。二五〇キログラムルを超えるギギナとさらに装備の重さを支え、なおかつ疾走させることを可能にする単車だった。

　夜を行く、ドラッケン族の歩みが止まる。

　ギギナの足下には、背後から伸びる長い影。ドラッケンの戦士が振りかえる。

「良い夜ですな」

　後方の路上に、人影。最高級の背広に白手袋、黒い
靴
 くつ

 。
糊
 のり

 が効いたシャツの
襟
 えり

 の上には、白い顔。目鼻ごと顔全体を包帯で
覆
 おお

 っていた。包帯で覆われた顔の下半分には、巨大な口が開いていた。

「月は中天。墓場で死者と踊るには、これ以上ないほどの夜です」

　夜気を切り裂く水平の銀の
閃
 せん

 
光
 こう

 。ギギナの足が瞬間的に距離を詰め、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が
一
 いつ

 
閃
 せん

 。男が飛び
退
 の

 く。空中で華麗に回転して、後方の路上に着地する。ギギナの追撃をも回避する超
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 だった。

　月下の路上でギギナと包帯男が
対
 たい

 
峙
 じ

 する。悪夢のなかにしか登場しない包帯の男が実在することで、大気と次元が
歪
 ゆが

 む。

　銀の
刃
 やいば

 から離れた男の包帯の口元に、感情の雷が
閃
 ひらめ

 いた。

「あなたの
常
 つね

 
日
 ひ

 
頃
 ごろ

 の剣の間合いを前もって調査し、充分以上の速度で回避した、はずですが」

　男の目が自らの胸元を見つめる。服が切り裂かれ、胸板から鮮血が
零
 こぼ

 れている。

　ギギナの手は、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
柄
 え

 の後方、
石
 いし

 
突
 づ

 きの部分を握っていた。瞬間的な抜き打ちで、相手を追いきれないと判断したギギナが、柄の後方を握り、さらに柄を伸ばすことで刃の半径を大幅に伸ばしたのだ。

「誰だ？」

　巨大な屠竜刀が油断なく構えられる。路上に立つギギナの眼は、疑問の光で輝いていた。

「殺意があったから斬ってみたが、ヨシキヨ、ではないようだな」

「斬ってから問う。さすがギギナさんですな」

　胸から鮮血を流しながら、奇妙な男が笑う。
痙
 けい

 
攣
 れん

 する肩や腕から分かるように、苦痛を感じていないわけではない。苦痛があっても、態度には表われないのだ。包帯で顔を
覆
 おお

 った男が白手袋に包まれた手を体の前に掲げてみせる。

「申しおくれましたが、私はヨシキヨというものではなく、いわゆる〈ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 〉。殺人者たちの黒き
福
 ふく

 
音
 いん

 のひとつで『左の中指のマレンコ』と呼ばれているものです」

「聖使徒の名を
騙
 かた

 るものが、よりにもよって、凶王ザッハドの信徒どもの一人か」

　回りくどい言葉を
翻
 ほん

 
訳
 やく

 したギギナの眼に、嫌悪の
刃
 やいば

 が宿る。殺人王に仕える使徒が、眼前に現れていた。相棒であるガユスの前にも現れたと察していたが、自らの前にも現れた。奇妙な
符
 ふ

 
号
 ごう

 にもギギナの心は揺るがない。

「
囚
 とら

 われの殺人王の狂信者が、私になんの用だ？」

　刃が旋回。
正
 せい

 
眼
 がん

 の構えをとる。不動の態勢となった戦士は、すべてを納得した表情となる。

「ああ、言わずともいい。罪を
悔
 く

 いて殺されにきたなら、斬ってやることに
遠
 えん

 
慮
 りよ

 はしない」

　ギギナの言葉と刃は、路上の男に向けられる。足の指で、ギギナは距離をミリからセンチ単位で詰めていく。一瞬の動きと
一
 いつ

 
閃
 せん

 の距離を測っていた。

「それが剣士の
流
 りゆう

 
儀
 ぎ

 ですか」

　刃を向けられた男は、ギギナの微細な接近運動から距離をとった。最初の
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を受けた以上、充分以上からさらに間合いを取らねばならぬと理解せざるを得ない。

「殺人者として、剣士は、あなたは信念がありすぎる」男が独白し、唯一見える
唇
 くちびる

 だけが
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。「いや、さらに救いがない存在であるかもしれないですな」

　男は少しずつ後退する。ギギナの
摺
 す

 り
足
 あし

 はおそろしく小さな距離を詰めていく。殺人者と剣士は、一定の距離を保っていた。両者の間で夜の路地の大気が張りつめる。

「しかしこれでは、我らの同胞にお迎えすることは叶わぬでしょうな」

　演技めいた言葉に、ギギナは問い返しもしない。眼前にいる存在を敵と認識していた。

　吐く言葉は殺人者の毒。存在が邪悪。ならば斬るべしと理性が告げていた。

「ならば別の存在、別の刃を引きこみましょう」

　男が後方に跳ねると同時に、張りつめた大気がガラスの破片のように砕けた。割れた大気の
欠片
 かけら

 の幻視を
貫
 つらぬ

 き、ギギナが瞬時に間合いを詰める。

　闇を切り裂く銀の
円
 えん

 
弧
 こ

 。黒い血。

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げた姿勢で、ギギナが止まる。足下では削られた地面が白煙をあげる。男は跳躍で路地の壁に着地し、さらに後方へと
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。

　ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 は、壁の屋上へと到達していた。包帯の下からの視線が、ギギナを見下ろしていた。ギギナの左手が腰の後ろに回されていたのを見て、屋上をさらに横移動。屋上の角に爆裂。
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。側転する
使
 し

 
徒
 と

 を、投剣の銀の矢が追いかける。
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 して、隣のビルに到達。

　ギギナとの安全距離が取られた。使徒は腹部の傷を手で押さえていた。

「あなたは、信じられないほど
獰
 どう

 
猛
 もう

 ですな。まさに刃そのものだ」

　最悪の殺人者であっても、最強の戦闘者を相手にしては分が悪すぎた。路上とビルの間で、使徒とギギナの視線が斜めに結ばれる。使徒の言動はどこまでも演技めいていた。

「では、またどこかで」

　苦痛の声を発し、使徒は屋上に身を
翻
 ひるがえ

 す。

「
逃
 のが

 したか」

　巨大な
刃
 やいば

 の切っ先からは、血の
滴
 しずく

 が落ちる。夜色のアスファルトの上で、滴は小さく跳ねる。

　怪人と出会い、去られても、月光に
冴
 さ

 え
冴
 ざ

 えと
映
 は

 えるギギナの
美
 び

 
貌
 ぼう

 に変わりはない。邪悪であっても、戦闘能力はギギナを楽しませるほど強力なものではなかった。

　ただ、自らが斬りつけられても無感情で、すべてが演技という存在は、ギギナにも不気味だった。

　体内通信の着信に、ギギナが耳を澄ます。相棒の声にギギナがうなずく。

「そうか、ガユスが向かった皇国方面にヨシキヨはいないか」

　屠竜刀を振って、血を払う。

「ならばこちらが向かっている場所に、まだ可能性があるな」

　分割して刃を背に、
柄
 つか

 を腰に納める。先ほどのことなど忘れたかのように、ギギナが走る。

　大型単車に向かい、
跨
 またが

 る。起動させて、重い車体を軽々と回転させる。タイヤがアスファルトに黒い輪を描く。

　夜を
貫
 つらぬ

 く銀の矢となって、ギギナが単車で疾走する。









　巨獣の心拍のような音を立てて、大型単車が徐行する。

　繁華街で楽しんでいた会社帰りの勤め人や、男女の恋人たちは、顔に一面の恐怖を貼りつけて走っていた。

　逃げまどう人の波に逆らうように、ギギナを乗せた単車が
緩
 ゆる

 く進む。人の波を抜け、単車が停まる。ギギナの
長
 ちよう

 

軀

 く

 が降りて、
靴
 くつ

 の裏がアスファルトを踏みつける。

　エリダナの街角は戦場となっていた。金属で構成されているはずの自動車が中央部で両断されていた。車体は前後から中央の切断面に向かって、傾斜している。アスファルトや建造物の壁には、深い刃の
溝
 みぞ

 が
穿
 うが

 たれていた。切断された
消
 しよう

 
火
 か

 
栓
 せん

 が、断面から水を噴き上げていた。

　そしてアスファルトには鮮血の大河。

　血の源流には、男が
膝
 ひざ

 をついている。東方の着流しに、
草
 ぞう

 
履
 り

 。右腕は
肘
 ひじ

 から先が消失している。利き腕の断面を左手で押さえた男の顔は、
苦
 く

 
悶
 もん

 に
歪
 ゆが

 んでいる。背後には、娘がいた。父らしき男の負傷に青い顔をしている。

　男の前方、路上に立つのは、
縦
 たて

 
縞
 じま

 の背広の男だった。

　水平の直線で整えられた黒髪。顔から飛びだすほど大きな
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下で、細い眼があった。眼に浮かぶのは
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 。そして狂気。

　肩には
長外套
 コート

 を引っかけ、両
袖
 そで

 が夜の街に揺れている。左腰には大小の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が下がっていた。右腰にも
大
 た

 
刀
 ち

 。左手には箱を提げている。箱に収まるのは、七本の魔杖刀。

「これで
駕
 が

 
備
 び

 流も我が物となる」

「ヨシキヨ、強い。ヨシキヨ、偉い」

　
傍
 かたわ

 らでは黒い犬が
嬉
 うれ

 しそうに跳ねまわっている。

　
異
 い

 
邦
 ほう

 の剣士と犬の前で、腕を無くした男と寄り添う娘は動けない。腕からの出血を
堪
 こら

 える男の顔が
苦
 く

 
渋
 じゆう

 に
歪
 ゆが

 む。

「私は、もう、駕備流、を捨てた」

　男の
唇
 くちびる

 が必死の言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「私は、戦乱の祖国から大陸に
逃
 のが

 れて、貿易商とな、った」負傷で息が荒い。「もう剣術とは関係、ない。いっさい、ないんだ」

　腕から大量失血して
蒼
 そう

 
白
 はく

 の顔で、男は叫んだ。

「剣士が引退なんて、勝手なことを抜かすなよ。そんなら魔杖刀を下げてんなよな」

　ヨシキヨは
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 する。遊ぶように手で
刃
 やいば

 を揺らす。

「駕備流の
右
 う

 
衛
 え

 
門
 もん

 といえば、
日
 ひ

 
凪
 なぎ

 では鳴らした剣士じゃねーか。てめえが戦場や立ち合いで斬った相手がその言葉を聞いたらどう思うね？　そして関係ないとおまえが思うのは勝手だが、俺が斬るのも勝手。剣士は自分の意志では辞められないんだよ」

　ヨシキヨが魔杖刀を振り上げる。ウエモンと呼ばれた男は唇を

嚙

 か

 みしめる。

「分かって、いる。私の言葉は、勝手だ。しかし」刃の下でウエモンは覚悟を決め、それでも
懇
 こん

 
願
 がん

 する。「娘の、シノは見逃してく、れ。四日後に
祝
 しゆう

 
言
 げん

 、を控えて、いる。娘は駕備流、とは関係ない。剣技という殺人術も教えていない」

「あ、そ」

　ヨシキヨの右手に握る魔杖刀が反転し、切っ先が下を向く。
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 なく、男の背後にいる娘の首から上が消失した。

　言葉にならないウエモンの獣の絶叫。左手が
閃
 ひらめ

 き、腰に残った脇差しを抜きはなつ。

　旋回したヨシキヨの刃が、ウエモンの一撃を軽く受ける。銀光が抜ける。直線の刃は、ウエモンの開かれた口から後頭部を
貫
 つらぬ

 く。

　男は口から
苦
 く

 
鳴
 めい

 を叫び、手足を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させる。叫ぶ男の舌が刃に触れて、さらに切れる。

「なんだそれ？　剣士ならせめてカッチョよく死ねよ」

　ヨシキヨが吐き捨て、男の
口
 こう

 
腔
 こう

 から後頭部へ抜けた
刃
 やいば

 が旋回。

　口から上へと頭部を縦に切断し、さらに
翻
 ひるがえ

 った刃が耳から耳へと水平に両断。頭部の破片と、
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と血が大地に
零
 こぼ

 れた。続いて、天高く上がっていた娘の首が落下する。恐怖のままの表情だった。

　娘の首の隣では、男の左目を宿した頭部の破片が夜を見上げていた。娘の死と自分の死に血涙を流す無念の顔だった。東方の剣士は、
異
 い

 
邦
 ほう

 の地で無様な死に様をさせられた。

　
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下から、
凍
 とう

 
土
 ど

 の目でヨシキヨは死者たちを見下ろしている。

「娘を生かしておけば、その息子、孫が
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 に来るだろうが。剣術狩りをするなら、一族皆殺しが常識」声には静かな怒りすらあった。「平穏な貿易商や娘の結婚など、剣士が望むな」

　ヨシキヨの目が上げられる。

「待たせたな」

　視線は前に向けられる。前方には、ギギナが立っていた。ギギナの大理石の横顔には、昆虫の争いを見るような冷たさがあった。ドラッケンの戦士は、路上の惨殺が存在しなかったかのように立ち止まっていた。ヨシキヨの
唇
 くちびる

 に笑みが乗せられる。

「というより、俺の隙が見つからなかったといったほうが正解だろう？」

「おまえがヨシキヨか」

　ギギナは相手の挑発には答えず、自らの問いを投げた。

「
左
 さ

 
様
 よう

 」

　刃を振って血を飛ばしつつ、ヨシキヨが肯定する。

「俺の名を知るドラッケン人は珍しいな」ヨシキヨは即座に推測する。「殺し損ねた剣士の弟子か？」

　ギギナの視線は最初から一点に据えられていた。ヨシキヨでも、惨殺された父娘でもなく、剣士が右手に握る、
白
 しら

 
々
 じら

 とした刃を見つめていたのだ。
緩
 ゆる

 い
湾
 わん

 
曲
 きよく

 に、波打つ
刃
 は

 
紋
 もん

 。黒い
鍔
 つば

 には梅の枝と
鶯
 うぐいす

 の
意
 い

 
匠
 しよう

 が施されている。

「やはり
大
 おお

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 〈鶯鳴き〉か」

　ギギナの唇が苦い確認を行った。

　返答代わりにヨシキヨが刃を振って、空中を斬って見せる。空気分子を切りさけそうなほど、鋭利な風切り音だった。

「
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流に伝わる〈鶯鳴き〉はいい魔杖刀だ。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
刀
 とう

 
匠
 しよう

 である
鯉
 こい

 
村
 むら

 
伝
 でん

 
次
 じ

 
郎
 ろう

 の腕の冴えが、刀身から鍔、
柄
 つか

 から
鞘
 さや

 にまで凝縮している」

　止まった刃に、街の灯が映る。夏だというのに、刀身は
凍
 こご

 えるように冷たい
鋼
 はがね

 の色をしていた。波打つ刃紋には血の跡すらない。

「そして寒河江一刀流の剣技も、この体で体験して奪った。あれもなかなかおもしろい剣術だ」

　刃を体の前に構えて、ヨシキヨが笑う。心から楽しむような顔だった。

「テンゼンの剣士としての
命
 めい

 
脈
 みやく

 を絶ったのはおまえか」

　ギギナの声には、怒りも悲しみもない。ただ事実を確認するための平静さだけがあった。

「
左
 さ

 
様
 よう

 。腕を奪い、脳を壊すことでほぼ同じことが果たせた」ヨシキヨが笑う。「ぶっちゃけとどめを刺す前に川に飛びこまれて逃げられただけなんだけどね。エリダナは川が多くて困る」

「なぜ、東方の剣士たちを追って、
極
 ごく

 
意
 い

 と
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を奪う」

　ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 と問いの切っ先をヨシキヨに向ける。静かな問いと切っ先だった。

「それが我が流派、
喰
 くう

 
刃
 ば

 
壬
 み

 流の教えだからだよ」

　東方からの剣士はこともなげに言った。

「戦国時代に生まれた
久
 く

 
慈
 じ

 
玄
 げん

 
雄
 ゆう

 
斎
 さい

 を
始
 し

 
祖
 そ

 とする喰刃壬流は、他流派の技と剣士を喰らい
己
 おの

 が流派の技とする。軍事集団として各地の勢力を取りこみ、発展してきた」

　顔の
輪
 りん

 
郭
 かく

 から出るほどの
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下で、ヨシキヨの目には遠い祖国が映っているかのようだった。瞳の感情が反転する。

「だが、安定の時代に入った喰刃壬流
宗
 そう

 
家
 け

 は、流派を政治的に
隆
 りゆう

 
盛
 せい

 させる方向に転じた。宗家の意向は、統一戦争で海外へ脱出して
散
 さん

 
逸
 いつ

 した流派など、放っておけとのことだった」

　ヨシキヨが続ける。

「俺は各流派と刀剣を異国で
朽
 く

 ち果てさせるには忍びなかった。ならば私が回収してやろうと、流派を脱してこの大陸に渡ってきた。いや、俺こそが祖に近い、真の喰刃壬流剣士だ」

　
異
 い

 
邦
 ほう

 の狂剣士の目が、ギギナを見据える。輪郭から出そうなほど巨大な遮光眼鏡の下にあるヨシキヨの目は、暗い洞穴だった。

「
稔
 ねん

 流に
双
 そう

 
虎
 こ

 流、
足
 あし

 
柄
 がら

 流に
吉
 きつ

 
法
 ぽう

 流、さらにいくつかの剣技を
蒐
 しゆう

 
集
 しゆう

 していき、俺は満たされていった」

　手に握られた
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 きの刀身が、
禍
 まが

 
々
 まが

 しさを増す。先ほど殺した二人の命で、輝きを増しているかのようだった。ヨシキヨの狂気を吸収して、さらなる血を刀身が剣技が望んでいるのかもしれない。

　軽い口調とは裏腹に、構えからは高圧の鬼気。構えは微動だにせず、前方のギギナを見据えている。

　
呼
 こ

 
応
 おう

 するようにギギナも屠竜刀を構える。
刃
 やいば

 の向こうにあるヨシキヨの眼に、疑念の色が宿る。

「おまえがここに現れた理由は、テンゼンの
仇
 かたき

 を取りたい、というわけか？」

「いや」

　ギギナの口角が吊り上がる。

「ただ単に、強敵と戦えて
嬉
 うれ

 しいだけだ」

「なんだ、同類か」

　ヨシキヨの足が進む。
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 がアスファルトを踏みしめる。

「この大陸で高名なドラッケン族の剣技と屠竜刀も、私の収集癖が欲している」

　ヨシキヨが鶯鳴きを横に構える。月夜に刀身が
白
 しら

 
々
 じら

 と輝く。

「さあ、見せてみろ。戦闘民族の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣術を！　殺して奪ってやろう！」

　ギギナの足が進む。ヨシキヨも進む。

　互いの
殺
 さつ

 
傷
 しよう

 
圏
 けん

 が触れた。
電
 でん

 
光
 こう

 
石
 せつ

 
火
 か

 の
刃
 やいば

 が激突。激しい火花が散り、刀身が
軋
 きし

 る。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 強化された腕力から放たれる刃は、音速を超え、
鋼
 はがね

 をも切断する。

　咒式剣士の超剛力と超速度でも、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 は折れない。ギギナが前に詰める。ヨシキヨが刃を
鞘
 さや

 に戻す。腰を落として、重い構え。間合いを詰めていたギギナの背筋に、極大の
悪
 お

 
寒
 かん

 が疾走する。

　爆音。ヨシキヨの刀が抜かれ、前に伸びている右腕に握られていた。切っ先から周囲には、
硝
 しよう

 
煙
 えん

 が漂っていた。ギギナは背後に下がっていた。
凄
 すさ

 まじい
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を受けた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の表面からは、白煙があがっていた。刃の
軌
 き

 
跡
 せき

 を完全には防げず、左の肩口が大きく切り裂かれていた。
滴
 したた

 る血が大地に染みを作る。

　居合いの一種だったが、速度が異常すぎた。音速などという段階ではない。

「
稔
 ねん

 流から奪った
奥
 おう

 
義
 ぎ

 、〈爆炸刀〉という技だ」

　化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉によってトリニトロトルエンを
鞘
 さや

 の内部で
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させ、秒速六九〇〇メルトルという高速の爆風を放つ。鞘の内部で圧縮された爆風の力を刃に乗せて放つと、気温十五度下では秒速約三四〇メルトルという音の速度すら
遥
 はる

 かに超える一刀となる。

　爆風を受ける刀身という質量と、鞘から放たれて相手に向けるという動作のために、爆速のままに秒速六九〇〇メルトルとはいかない。それでも、放たれる刃は、もはや人間の技術で回避できる速度ではなかった。

　超音速の刃をギギナが回避できたのは、以前に居合いの使い手と戦った経験があったからだった。

「あの
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士も、ひとつだけ役に立ったか」

　斬られた苦痛を
堪
 こら

 えて、ギギナが笑う。自らの負傷すら
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なことであるかのように笑っていた。

　ヨシキヨは単なる剣士ではない。トリニトロトルエン爆薬の爆速を刃に乗せるには、人間の限界を超えた手首と刃の方向転換を可能にする超
技
 ぎ

 
倆
 りよう

 が必要とされる。

　達人の域に達した剣士と言えよう。

　
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式を作動させて、ギギナは即座に左肩の傷を
塞
 ふさ

 ぐ。筋や
腱
 けん

 にまで達していないため、まだ動ける。

　屠竜刀を構えて、間合いを測る。ギギナは問いかける。

「それで終わりではあるまい？」

「もちろん」

　ヨシキヨも滴るような笑みを漏らした。









　病室は暗く静かだった。

　機械につながれたテンゼンは、暗い病室で天井を
眺
 なが

 めていた。

　顔の右半分と奥にある脳。そして右腕が痛む。老剣士は右腕を掲げる。破砕された右腕の再生手術は、生命維持を優先させるために先延ばしとなっていた。

　一生をかけた剣技は、もう現すことが不可能だった。永遠に技は失われた。

「違うな」

　自らの内心を、テンゼンは言葉で否定した。包帯と
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 に包まれた右
肘
 ひじ

 までの腕、かつてあった腕と五指の幻を
眺
 なが

 める。

「
老
 ろう

 
残
 ざん

 の身では、すでに
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の真の技を現すことが不可能だった。腕があってもなくても、それはもはや失われていたものだ」

　幻の五指が握りしめられる。目には
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の炎があった。自らに向けられた怒りだった。

「全盛期の、真の寒河江一刀流ならば、俺がヨシキヨごときに破れ、生かされる
恥
 ち

 
辱
 じよく

 を受けることなどなかった」

　呼吸器のなかで、老人の
唇
 くちびる

 が
苦
 く

 
渋
 じゆう

 に
歪
 ゆが

 む。老人には、自らの内臓を
灼
 や

 くような痛みがあった。

「いや、それだけではなく……」

　続けられなかった言葉は、叶わぬ夢だった。

　老人の目から
業
 ごう

 
火
 か

 が去った。力なく、
白
 しら

 
髪
 が

 に
覆
 おお

 われた後頭部を枕に深く沈める。

「かつての力を取りもどせるとしたら？」

　病室に響く声。テンゼンは耳を澄ませる。自らの願望が、幻聴となっていたのだ。弱気になりすぎ、自らが精神の
均
 きん

 
衡
 こう

 を失いつつあることを自覚することになった。

「かつての力を取りもどせるとしたら、どうします？」

　今度の声は、確実に音波で耳の
鼓
 こ

 
膜
 まく

 から聞こえている音だった。

　テンゼンは
寝台
 ベツド

 の上で跳ね起きて、脇差しを左手で構える。

　窓辺では
紗
 しや

 
幕
 まく

 が揺らめいていた。窓辺には、看護師を呼ぶための通話口があった。

「私ならば、あなたに与える力があります。だとしたらどうします？」

「おまえは誰だ？」

「誰でもあり、誰でもありません。ただ、
使
 し

 
徒
 と

 のなかでは『左手の中指のマレンコ』とだけ呼ばれています」

「使徒、〈ザッハドの使徒〉か！」

　テンゼンは全身の苦痛を
堪
 こら

 えて、脇差しを構えなおす。殺人王、狂王ザッハドの使徒といえば、最悪の存在。人斬りの老人であっても、会えば殺すべき邪悪な賞金首だ。

「私が誰かなどどうでもいいでしょう？」

　声は
朗
 ほが

 らかに続ける。

「問題はあなたが私からの提案を受けるか、受けないかです。私からあなたに力を授けるかどうかです」

「
愚
 おろ

 か者め。いくら
修
 しゆ

 
羅
 ら

 
道
 どう

 に落ちた剣士といえども、おめえのような
外
 げ

 
道
 どう

 の助力など聞く耳もたぬ」

　テンゼンの脇差しが
一
 いつ

 
閃
 せん

 。通話機は両断された。

「お
伽
 とぎ

 
噺
 ばなし

 にあるだろうが。悪魔と取り引きをしても、いいことなどなにもねえ」

「そうでしょうか？」

　破壊された通話機の隣、別の通話機から声が漏れる。

「果たしてそうでしょうか？」

　声は
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 の響きを帯びていた。

「一生をかけて練りあげた剣技を、このまま
朽
 く

 ちさせてもよろしいのですか？　誰にも伝えられず、最高の境地に達することなく？　善悪などという小さな観点のために、己の人生すべてを否定すると、理性と感情のどちらが言わせているのですか？」

　
畳
 たた

 みかけるような声は、冷たい熱があった。テンゼンは笑う。

「それでもだ。俺は俺の力で生きてきた。最後の最期に
外
 げ

 
道
 どう

 の力など借りて、剣士としての生き方を曲げたくねえ」

「剣士だからこそ、ではないでしょうか？」

　重ねた問いかけに、テンゼンの脇差しを握る手が震える。血管が浮いた老いた手には、
凄
 すさ

 まじい力がこめられていた。

「それでも、俺は……」

　やがて老人の
刃
 やいば

 が振り上げられ、通話機に下ろされた。決別の刃だった。









　通りに面した店の
幌
 ほろ

 
屋
 や

 
根
 ね

 の上を、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を担いでギギナが走る。

　一歩ごとに屋根を支える鉄管が砕け、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 していく。落下した幌が店先を破壊していく。逃げおくれた人々の悲鳴や怒号が、通りに
溢
 あふ

 れていた。

　警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 の音は近く、遠くなる。高速で激変する戦場に、警察が追いつけないのだ。

「逃げることが、ドラッケン族の剣士とやらの戦いかたか？」

　街路を挟んだ向かい側の幌屋根の上には、追いすがるヨシキヨの姿があった。ヨシキヨの疾走が変化。左手に続くビルの壁面を左足で踏み、
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。向かい側にいたギギナも跳躍。

　街路の上空で屠竜刀と
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が交差。重い鋼の音が響く。

　飛翔の終点で、ギギナは左のビルの看板を砕く。
樹
 じゆ

 
脂
 し

 の嵐とともに、壁面に着地。ヨシキヨは右の壁面を粉砕しつつ着地。場所を入れ替えた両者は、即座にまた幌の上の
併
 へい

 
走
 そう

 を再開する。

　通りの端は突き当たりで、街路が左右に分かれていた。幌屋根は途切れている。先行するギギナの足が幌屋根の最後の鉄管を砕く。途切れたビルの角から飛翔し、空中を渡る。空を行くギギナを、逃げまどう人々が見上げていた。

　
飛
 ひ

 
燕
 えん

 となったギギナの長身は、突き当たりにある雑居ビルの壁面に着地する。長い足が
畳
 たた

 まれ、伸ばされる。空中を折り返していくギギナが、幌屋根から跳躍しようとするヨシキヨの頭上を取る。

　振り下ろされる屠竜刀。ヨシキヨが〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉の刀身を掲げて防ぐ。金属音と火花の散華と同時に、幌屋根が折れる。二人の剣士を巻きこんで、幌が店先に落下していく。木箱や
棚
 たな

 が砕け、
林
 りん

 
檎
 ご

 が果汁をまき散らし、
蜜
 み

 
柑
 かん

 がアスファルトの上を転がっていく。

　落下した
幌
 ほろ

 に二条の
閃
 せん

 
光
 こう

 。厚い布地を突き破って、二人の剣士が転がりでる。

　路上で向かいあうのはギギナとヨシキヨ、
災
 さい

 
厄
 やく

 の剣士たちだった。同時に動き、さらに
併
 へい

 
走
 そう

 。ギギナが
踵
 かかと

 でアスファルトを削って、急停止。弾丸となって敵に向かう。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
刺
 し

 
突
 とつ

 が放たれる。ヨシキヨは後退。身代わりとなった背後の鉄骨が、一瞬で切断。

　幌を引きつつ
崩
 ほう

 
壊
 かい

 する屋根。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を
華
 か

 
麗
 れい

 に回転させてヨシキヨは体勢を整える。繰り出されるのは、速射砲のような突き。

　重い屠竜刀を握るギギナは防戦一方となる。屠竜刀を
一
 いつ

 
閃
 せん

 して距離をとった。腰の後ろの
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 を指で握る。

　薄く笑ったヨシキヨは、魔杖刀を前に掲げたままで左手を掲げる。指先が握るのは、奪った剣豪たちの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が納められた長い箱だった。

　ヨシキヨの左手が
霞
 かす

 む。ギギナの足下に向かって魔杖刀が放たれる。封咒榴弾を投げる機を
逸
 いつ

 して、ギギナは後方へ退避。さらに魔杖刀の
弾
 だん

 
幕
 まく

 が突き立ち、ギギナが後退していく。アスファルトに、八本の魔杖刀が突き立っていく。
刃
 やいば

 が途切れ、足を大地に突き立ててギギナは緊急停止。空中に脱ぎ捨てられた
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 。

　ヨシキヨはすでに
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 しており、
柄
 つか

 と
鍔
 つば

 の上を
素
 す

 
足
 あし

 でわたってくる。

「これが
足
 あし

 
柄
 がら

 流の刀歩術よ！」

　魔杖刀の上、大上段からの一撃。ギギナが屠竜刀を頭上に掲げて防ぐ。常の剣技ではありえない急角度からの攻撃に、ギギナは防戦するしかない。続いてありえない地面から、ギギナの
顎
 あご

 への一撃。体を
捻
 ひね

 り、顎を上げて回避。

　胸板と顎先から鮮血を
跳
 は

 ねさせながら、ギギナは屠竜刀を放つ。空中で重ねられた刃が受けて、後方へ跳ねる。

　ヨシキヨは、
軽
 かる

 
業
 わざ

 
師
 し

 のように大地に突きたつ魔杖刀の柄の上に着地する。

　
異
 い

 
邦
 ほう

 の剣士が左足を掲げる。右手に握る刃の他に、左足の親指と人差し指の間に刀の柄を挟み、
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を放ったのだ。

「足柄流の刀歩術に
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の〈逆さ
雲雀
 ひばり

 〉を
喰
 くう

 
刃
 ば

 
壬
 み

 流が吸収し、組みあわせてみた」

　右手と左足に魔杖刀を握り、高所から異邦の剣士が告げる。魔杖刀の歩みで、ヨシキヨが動く。

　祖国を遠く離れた大陸各地で
稔
 ねん

 流、
双
 そう

 
虎
 こ

 流、
吉
 きつ

 
法
 ぽう

 流、寒河江一刀流と、数々の流派を狩ってきた事実は、運や策略ではない。絶対的な
技
 ぎ

 
倆
 りよう

 、そして使命感と執念、狂気が可能にしたのだ。

　ヨシキヨの右足が伸び、大地に突き立つ魔杖刀の鍔を親指と人差し指の間で挟む。右足が前に振られ、魔杖刀が跳ねる。ギギナは屠竜刀を盾にして受ける。

　ヨシキヨは次々と魔杖刀を砲弾のように放つ。ギギナは屠竜刀を旋回させ、魔杖刀の豪雨を弾く。続いて攻勢に転じようとして止まる。

　弾いた魔杖刀は、ギギナの四方を囲むようにアスファルトに突き立っていた。ヨシキヨは魔杖刀の上を渡っていく。右手と左足の魔杖刀が放たれる。

　ギギナが受けると、大地に突き立った
刃
 やいば

 に右足をかけて砲弾として放つ。耳を
掠
 かす

 めさせながらも、ギギナは刃を回避。

　さらにヨシキヨが四方からの高速立体攻撃を開始する。手と足、そして大地に突き立つものを合わせて、九つの刃が自由自在に放たれる。多重多層の
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を防ぐだけで、ギギナは動けない。左の二の腕や右肩口、左
脛
 すね

 や右
太
 ふと

 
腿
 もも

 が刻まれ、鮮血が噴出する。

　空中からのヨシキヨの右手の一撃を受けると、連動して左足からの刃。空中と地上で左足の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 とギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の力が
拮
 きつ

 
抗
 こう

 。

　ギギナは剛力でヨシキヨを吹き飛ばす。ギギナは後方へ逃げた敵の追撃に走らず、前に出る。屠竜刀を
一
 いつ

 
閃
 せん

 させて、大地に突き立つ魔杖刀の群れに叩きこむ。

　三本の魔杖刀が折られて、銀の破片が散る。さらに振り返りつつ一閃し、さらに三本の魔杖刀を砕く。

　振り返ると、ヨシキヨは大地に降り立っていた。大地に突き立つ七本のうち、六本を折られてはもはや立体多重攻撃は不可能。左足に握っていた刃を捨てて、
素
 す

 
足
 あし

 でアスファルトに立つ。

　ギギナは特攻していた。東方の初見の剣技を受けては、詰め負ける。前に出て、正統剣術、力と速度と技の勝負に持ちこむしかない。
呼
 こ

 
応
 おう

 するように、ヨシキヨも右手の魔杖刀〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を両手で構える。

「そしてこれが
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の技なり」

　ヨシキヨの刃がギギナの突進の威力を乗せた屠竜刀を受ける。剛力を流しつつ、旋回。ヨシキヨの左手が跳ねて、屠竜刀を握るギギナの手を下へと叩き落とす。屠竜刀の刀身が下がり、ヨシキヨの刀が無防備な空間へ進む。首筋に迫る鋭利な刃を超反射でギギナが回避。

　右肩が大きく切り裂かれ、出血する。

　テンゼンの〈
葛
 かずら

 
刃
 ば

 〉では首の薄皮が斬られる程度だった。しかし、ヨシキヨの力と速度は、老いたテンゼンの比ではない。

　ギギナの剛力を、
精
 せい

 
緻
 ち

 な東方剣術が上回ったのだ。

「ヨシキヨ、強い。ヨシキヨ、偉い！」

　惨劇の街路では、黒犬が跳ねまわっている。

「そんなことは分かっているさ」

　犬に
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、ヨシキヨが左手を伸ばす。大地に突き立っていた魔杖刀の
柄
 つか

 を握り、二刀流となる。無造作に進み、ギギナとの間合いに入る。

　銀の刃が上下と左右と二つの光条を描く。右手が放つ上下の
軌
 き

 
跡
 せき

 が先、と見切ったギギナが受ける。
刹
 せつ

 
那
 な

 の遅れで迫る左右の刃を、柄を傾けて受ける。

「
双
 そう

 
虎
 こ

 流の二刀剣技を受けるか。なかなかおもしろいな」

　ヨシキヨが両手を交差させて、右手が左腰に、左手が右腰に向かう。ギギナと間合いを詰めると同時に、
鞘
 さや

 に納めた刃が爆裂。超音速の刃が放たれる。

　ギギナは一瞬早く背後に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。傷が
塞
 ふさ

 がった胸板に、今度は交差する刀傷が刻まれ、空中に鮮血の
筆
 ひつ

 
致
 ち

 が跳ねる。

　肉体は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で
治
 ち

 
癒
 ゆ

 できても、衣装までは手が回らない。ギギナの胸板が外気に
晒
 さら

 された。

「
双
 そう

 
虎
 こ

 流の
奥
 おう

 
義
 ぎ

 である〈
交
 こう

 
虎
 こ

 〉に、
稔
 ねん

 流の奥義である〈爆炸刀〉を組みあわせた。馬鹿が名付けるように、〈双爆刀〉とでも呼ぼうか」

　ヨシキヨは笑っている。東方の剣技は独特の
術
 じゆつ

 
理
 り

 を持つが、さらに複数の剣技を組みあわせての技は、
変
 へん

 
幻
 げん

 
自
 じ

 
在
 ざい

 。
卓
 たく

 
越
 えつ

 した剣士であり、テンゼンから東方の剣技への対応の教えを受けたギギナであっても、予測ができない。一太刀一太刀がすべて未知の軌道だった。

　通りには人影が絶えていた。店先やアスファルトが刻まれ、惨状となっていた。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士同士の戦闘の
殺
 さつ

 
傷
 しよう

 
圏
 けん

 に入れば、ありとあらゆるものが両断されるしかないのだ。

　夏の夜風が
渺
 びよう

 
々
 びよう

 と吹く街路で、ギギナとヨシキヨが向かいあっていた。遠くでは黒犬が見守っている。

　ギギナは腰を落とし、後方に
刃
 やいば

 を引く。全体重を乗せた
斬
 ざん

 
撃
 げき

 の構え。

　ヨシキヨは右手に握る
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を掲げていく。左手を
柄
 つか

 
尻
 じり

 に添えて、大上段の構えをとる。

　互いに防御を無視した、一撃必殺の構えだった。

「おもしろいな」

「ああ、おもしろい」

　二匹の刃の獣たちは、双生児のような笑みを浮かべていた。人ではなく、悪鬼でもなく、ただ一個の暴風、心なき刃として。

　アスファルトの上に巻き上がる砂煙。二陣の
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 となった二人の剣士が疾走していた。

　通りの中央で両者が激突。水平の斬撃からの返し刃が、ヨシキヨの右上腕を
掠
 かす

 める。ヨシキヨの上から下、さらに下から上への刃がギギナの
左
 ひだり

 

頰

 ほほ

 や肩を切り裂いていく。

　位置を入れ替えた二人が、さらに
白
 はく

 
刃
 じん

 を放つ。頭部ほどの高さで激烈な金属音をあげ、
翻
 ひるがえ

 った白刃が左で火花を散らす。互いの間で交わされる数十の銀の光。

　空間を埋めつくす
刺
 し

 
突
 とつ

 に
薙
 な

 ぎ払いに返し刃。互いに剣技を尽くす。

　左に回避したギギナが、
渾
 こん

 
身
 しん

 の突きを放つ。
彗
 すい

 
星
 せい

 となった銀の光をヨシキヨが刀を旋回させて弾きながら後退。

　剛勇が呼んだ絶対の好機。ギギナの手首が
捻
 ひね

 られ、空中で
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の柄が伸びていく。全長二九五〇ミリメルトルの長槍が
全
 ぜん

 
貌
 ぼう

 を現し、落下。後退するヨシキヨの刃の防壁を越えて左肩を
貫
 つらぬ

 き、血の花弁を散らす。衝撃で
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 が外れる。

　屠竜刀の刃の縁を、貫いたヨシキヨの
鎖
 さ

 
骨
 こつ

 に引っかけ、ギギナの左手が強引に引きよせる。

　ヨシキヨの細い体が引きもどされ、踏みとどまる。ギギナの右手が伸び、屠竜刀の柄の上に
拳
 こぶし

 を振り落とす。

　拳の衝撃で、ヨシキヨの左肩から
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 の半ばまで屠竜刀が埋まる。
異
 い

 
邦
 ほう

 の剣士はさらなる激痛に
苦
 く

 
鳴
 めい

 をあげた。横の力比べを瞬時に縦方向の衝撃に切り替えられたため、ヨシキヨであっても対応できなかった。

　右手に残忍な力を乗せて、ギギナは刃を引き下ろしていく。ヨシキヨは刃を反転。屠竜刀の下に当てて、心臓へ
刃
 やいば

 が降りていくことを全力で防ぐ。すでに左手が死んでいるため、片手だけでは刃の進行を止められない。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 は左の
胸
 きよう

 
郭
 かく

 を斬り下ろしていく。

　吠え声。黒い毛皮がギギナの右腕に激突する。白い下腕に立てられる白い牙。黒い犬がギギナの腕に牙を立てていた。

「ひょしひよほ、ほろはへはいっ！」

　

嚙

 か

 みながら犬が悲愴に叫ぶも、ギギナの視線は前のヨシキヨから
逸
 そ

 らされない。黒犬の牙は剛腕の
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を食い破ることはできても、
強
 きよう

 
靱
 じん

 な筋肉の層を
貫
 つらぬ

 くことができなかった。一人と一頭の抵抗を、ギギナの非情な剛力が押しきっていく。

　ヨシキヨが
吠
 ほ

 えた。押し上げていた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を解除。支えをなくして、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が一気に下へ疾走。ただし、ヨシキヨが体を
捻
 ひね

 って
逃
 のが

 れたため、刃の軌道は心臓を
逸
 そ

 れて左脇腹から抜けた。

　左肩から左腕が血の
円
 えん

 
弧
 こ

 を描いて、宙に舞う。月下のアスファルトに落下し、跳ねて、転がる。

　肉片を挟んで、ギギナとヨシキヨが向かいあう。
異
 い

 
邦
 ほう

 の剣士の左肩があった場所からは、
夥
 おびただ

 しい血液が漏れる。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 による
治
 ち

 
癒
 ゆ

 が発動し、噴出する血液の量が弱まり、やがて止まる。

「ヨシキヨ、ヨシキヨ！」

　左肩と左腕を失ったヨシキヨの
傍
 かたわ

 らには、ギギナの腕から逃れた黒犬が戻っていた。主人の負傷を理解しつつもなにもできず、周囲を行ったり来たりしている。

　ヨシキヨは敗れた。組織閉鎖と治癒咒式で生命を
辛
 かろ

 うじて維持しているが、すでに戦闘力は半減している。前を見据える
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、黒い虚無となっていた。黒犬が飼い主を守ろうと、
前
 まえ

 
肢
 あし

 をアスファルトに突き立てて吠える。

　黒犬の
威
 い

 
嚇
 かく

 など、ギギナの眼中にない。

　ヨシキヨの腕の再生のための時間など、ギギナは与えない。屠竜刀は無慈悲な戦旗のように掲げられる。一秒の百分の一で間合いを詰めて、斬って、終わる。

　踏みだそうとしたギギナの足が止まる。帯電するように、ギギナの横顔は緊張感に満ちていた。

　孤影。灰色の背広姿が、路上に立っていた。

　大気に灰色の髪が豊かになびく。

　ビルの谷間の底を歩く存在は、テンゼンだった。ギギナの瞳が一点を凝視する。テンゼンの右肩から先に背広の
袖
 そで

 が続き、失ったはずの右腕があった。右腕が掲げられていく。

　袖口から伸びるのは、五指。枯れ木のような五指ではなく、力強い壮年の五指。背広に包まれた体もかつての老人の
矮
 わい

 

軀

 く

 ではなかった。布地を押し上げる厚い胸板、
逞
 たくま

 しい
太
 ふと

 
腿
 もも

 。
虎
 とら

 のような足首。
草
 ぞう

 
履
 り

 が大地を踏みつける。

　
爛
 らん

 
々
 らん

 とした
双
 そう

 
眸
 ぼう

 。灰色を帯びた左目と違い、失ったはずの右の眼球は青い鬼火を宿していた。変わり果てていても、テンゼンだった。

　ギギナは理解できずに立ちつくしていた。ありえない復活と欠損の修復どころか、老人だったテンゼンは壮年の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 となっていた。

「どういうことだ？」

　疑問を口にするギギナも、自らの幻覚を疑うしかなかった。

　
威
 い

 
風
 ふう

 
堂
 どう

 
々
 どう

 としたテンゼンが進む。顔には晴れやかな表情があった。

　
膂
 りよ

 
力
 りよく

 を秘めた右手が伸ばされる。アスファルトの前方に突き立つ〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を求めて、五指が
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 となっていた。

　黒い
鮫
 さめ

 
皮
 がわ

 巻きの
柄
 つか

 を握る手。先には血に
塗
 まみ

 れた男の顔。ヨシキヨの手が、テンゼンの手より先に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を握っていた。

　魔杖剣を
杖
 つえ

 として上体を起こしたヨシキヨは、後方に跳ねる。愛用の毛布を手放さない幼児のような必死さだった。

「テンゼン、なのか？」

　ヨシキヨの目が大きく見開かれていた。

「その姿、はどういうことだ？」

　壮年の姿となったテンゼンは再び歩む。答えなどない。ヨシキヨは左腕を失った姿のまま、魔杖刀を右手で握りしめていた。

　テンゼンの右手は〈鶯鳴き〉を求めて、前に突きだされていた。ヨシキヨは動けない。怪異な剣士は前に進む。

　ヨシキヨの足腰に力が込められる。両者の放つ圧力が近づくことで、大気の密度が急上昇する。ついに双方の間合いが接触。若き剣士は、傷ついた体に残る力を解放。前方に跳ねる。

　
斬
 ざん

 
光
 こう

 。テンゼンに向かって水平となった銀の半月が描かれる。
刃
 やいば

 の
軌
 き

 
跡
 せき

 は剣技に命と
魂
 たましい

 をかけたヨシキヨの
生
 しよう

 
涯
 がい

 において、最高の
一
 いつ

 
閃
 せん

 だった。テンゼンの右脇腹に銀の光が吸いこまれていた。

　しかし、半月が満月となることはなかった。テンゼンの右脇腹に打ちこまれた刃は、制止していた。

　テンゼンの右手の指が、魔杖刀の柄を握るヨシキヨの右手を握っていた。高速
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 された刃を回避し、一歩踏みだして根本を

摑

 つか

 んだのだ。常識外れの力と技だった。

「遅い。遅すぎるし、弱すぎる」

　触手のようにテンゼンの指が
閃
 ひらめ

 き、手首が回転する。次の瞬間、魔杖刀の柄はテンゼンの右手に握られていた。

　
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 自失となって、ヨシキヨは目をさらに大きく見開く。テンゼンの右手は垂直に掲げられていた。刀身は夜空の月に向かって突き立っていた。

「おめえごときの腕で〈鶯鳴き〉は使いこなせない。おめえによる
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の
真
 ま

 
似
 ね

 
事
 ごと

 もお笑いぐさだ」

　テンゼンの刃が消えた。次の瞬間には、アスファルトの紙一枚ほどの上空に切っ先が停止している。すでに斬撃は終わっていたのだ。

　上空からアスファルトの間にあった、ヨシキヨの
額
 ひたい

 から鼻筋、
口
 こう

 
腔
 こう

 を通って
顎
 あご

 に朱線が描かれていた。朱線はさらに
喉
 のど

 から胸、腹部から腰、
股
 こ

 
間
 かん

 までつながっていく。

「そん、な」

　続くヨシキヨの言葉は血泡とともに
零
 こぼ

 れた。朱線が太い赤の糸となり、二本となった。

　分かたれたヨシキヨの左半身と右半身は、それぞれ真横に倒れていく。アスファルトに落下し、小さく跳ねる。衝撃で両断された左脳と右脳が
頭
 ず

 
蓋
 がい

 から零れる。
胸
 きよう

 
腔
 こう

 の
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 の間から、血液とともに肺と心臓、鮮烈な赤の
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 が跳ねた。途中で切断された小腸が、それぞれの方向に
撒
 ま

 き散らされる。

　悲しい叫び声。黒犬が両断されたヨシキヨに駆けよる。左と右のどちらのヨシキヨに駆け寄ったらいいかと迷い、動きまわる。

　頭頂部から股間まで両断された左右の半身が傾き、アスファルトに血を零す。心臓が一瞬で停止したため、動脈血が噴き上がることもない。

　悲鳴も苦痛の声も許されない、
静
 せい

 
謐
 ひつ

 そのものであるヨシキヨの死だった。主人の死にどうしていいのか分からず、黒犬が悲しげに動きまわる音だけが孤独に響く。

　無音の惨劇を、ギギナは凝視していた。

　テンゼンの一刀は、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 も奇策もない。ただ、純粋な腕力と技、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の極限の鋭利さが生みだした殺人。芸術のような
一
 いつ

 
閃
 せん

 だった。

　下ろされていたテンゼンの魔杖刀が、無音で上がっていく。自らの体の前に、魔杖刀を掲げる。灰色と鬼火の目は、自らの腕と手、血の
滴
 しずく

 ひとつない
白
 はく

 
刃
 じん

 を
眺
 なが

 めている。

「マレンコと名乗った
使
 し

 
徒
 と

 が言ったことは、どうやら本当らしいな」

　魔杖刀はいつの間にか水平に掲げられていた。途中の動作がなかった。

「あの咒式で全盛期の筋力、反射能力が戻っている」

　テンゼンの声は満足そうな響きを帯びていた。眼前の異変に次ぐ異変にギギナは対処しはじめた。刃を構えて、間合いを計測する。

　ようやくギギナの存在に気づいたかのように、テンゼンは視線を動かす。それぞれ別の温度の笑みを
湛
 たた

 えた
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が、正面を
捉
 とら

 える。

「なに、悪魔に俺の
魂
 たましい

 を売りわたしただけのことだ。意外と高く買ってくれたようだな」

　魔杖刀は
正
 せい

 
眼
 がん

 に構えられる。

「さて、どうでもいい前座は去った。使徒に支払う
代
 だい

 
償
 しよう

 としてだけでもないが、あのときの続きを始めるか」

　テンゼンは静かに動く。流水のような前進だった。

「イカしたイカれた、殺しあいを始めようぜ」

　剣士の進撃に対して、ギギナは動かない。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げた姿勢のまま、迫りくるかつての老剣士の姿を見つめていた。

　
鋼
 こう

 
玉
 ぎよく

 の両目の温度が下がっていく。疑問もなく、哀しみもなく。ただ、冷厳な理解があった。

「そうか、ならばよし」

　ギギナも歩を進める。脳裏からは、ヨシキヨやザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 や、
束
 つか

 の
間
 ま

 の師弟といった関係など、完全に焼却されていた。

　
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 のないドラッケンの剣士の歩みに、テンゼンの
唇
 くちびる

 は笑みを
象
 かたど

 っていた。

「いいね。理由も原因も聞かず、斬ることしか頭にない。それでこそ俺が
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の一端を教えた男だ」

　テンゼンの歩みは止まらない。ギギナも歩く。両者の顔には、晴れやかな表情があった。正気と狂気、どちらであっても成立する清々しさだった。

「では一手目」

　テンゼンが奇妙な構えを取る。右手に
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 きを掲げて、左手で腰の脇差しを抜きはなち、背中で構える。両者の
刃
 やいば

 の
制
 せい

 
空
 くう

 
圏
 けん

 が触れる。

　右の鶯鳴きの
凄
 すさ

 まじい速度の刃を、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が反射で受ける。火花と
轟
 ごう

 
音
 おん

 。

　さらにテンゼンの刃が旋回。風切り音が聞こえたが、刃が見えない。

　ギギナはさらなる反射で左体側に屠竜刀を掲げる。間にあったが、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の切っ先が左
肘
 ひじ

 の上を
掠
 かす

 めて、血が跳ねる。

　長年の経験と野性の
勘
 かん

 が、守勢に回っては死ぬだけだと判断させた。負傷を無視してギギナが突きを放ち、テンゼンが下がる。二人の間には、ギギナに弾かれた脇差しが落ちる。左手に握られていたはずが、途中から完全に消えて、今現れた。

　屠竜刀を構えなおすギギナの顔には、薄い驚きの色が
滲
 にじ

 んでいた。

「なんという速度だ」眼は心からの感心を示していた。「そして真正面から打ちあった相手の剣筋を完全に見失うことは、初めての経験だ。左からの消える刃とは、どういう奇術だ？」

「そう驚くな」

　テンゼンが笑う。

「爆薬や電磁加速を使わなくても、筋力強化でもこれくらいの速度は出せるんだよ。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使えばおめえには予測されちまうから、純粋な強化咒式で本来の右の力を引きだしただけだが」

　左手の指で自らの左目を示す。

「消えた左の刃の技ってのも手品に近くてな。人間の目には、生物の仕組みとして生理的盲点ってものがある」

　足が
緩
 ゆる

 やかに右へと差しだされる。

「ほとんどの生物は、光を
網
 もう

 
膜
 まく

 に映して物体を見る仕組みになっているが、眼球の裏で視神経がつながっている一点だけは映す機能がない」男は、師匠のように告げる。「その視覚的な盲点は、網膜の中心から耳側に約十五度、五ミリメルトルほどにある。視角にして約五度、
長
 ちよう

 
軸
 じく

 が垂直方向にある円に近い
楕
 だ

 
円
 えん

 状となっている。」

　剣士はかつての口調で続ける。

「もちろん、普段は左右の立体視や盲点周辺の視覚情報で視覚は
補
 ほ

 
完
 かん

 されるが、右手の鶯鳴きでおめえの視線を誘導して、さらに屠竜刀と重なった瞬間に盲点が発生する」

　テンゼンが先ほどのように右の鶯鳴きを大きく掲げる。左手が動くも、ギギナの視角からは消える。

「一メルトル離れて、だいたい直径八センチメルトルの円の地点からの俺の左の突きの
刃
 やいば

 、点となった攻撃は視界に入らない。非常に限られた状況でしか使えないが、
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流の裏手の六十三手にある〈
陰
 かげ

 
燕
 つばめ

 〉って技だ」

　テンゼンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、右へ動いていく。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げたまま、ギギナも右へ動く。

「生物学までふまえた剣技か」

　自らを狙った技であろうと、ギギナは感心するしかなかった。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士は相手の命を最効率で奪い、必要に応じて身動きを封じるために、生物学や医学に関心を持ちやすい。東方の剣技は徹底的に人体の仕組みを解明し、利用してくる。どこまでも理論的で、恐ろしく合理的な技術だった。

「私が習ったことは、まだまだ東方の剣技の初歩にすぎなかったようだな」

「そういうこった。これからたっぷり教えてやる。代価はおめえか俺の命だ」

　間合いを測る足が止まり、双方が動く。

　師の顔面を破砕する突きと、弟子の
眉
 み

 
間
 けん

 を
貫
 つらぬ

 く刃が、途中の空間で激突。火花と
鋼
 はがね

 の音を散らす。お互いに致死の一撃を阻止、阻止された二つの刃は空中で反転。

　ギギナの
胴
 どう

 
薙
 な

 ぎは、テンゼンの左脇、右の逆手が握る
白
 はく

 
刃
 じん

 で受けられた。左
肘
 ひじ

 が
峰
 みね

 に添えられて、超衝撃を完全に殺す。

　テンゼンが半歩を踏み出しつつ反転。背中を見せつつ、竜巻となった左肘がギギナの
鳩尾
 みぞおち

 に向かう。長い腕の内側の致死の距離から、ギギナは右へ逃げる。

　逃げつつ、頭を下げる。竜巻の終点から放たれた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の一撃が、ギギナの頭上を水平の落雷となって過ぎ去る。切断された銀髪が一房、剣風に舞う。

「裏手の三十五手〈
重
 かさ

 ね
嵐
 あらし

 〉をよくぞ
躱
 かわ

 した」

　路上では、テンゼンが楽しそうに笑っている。長い腕を引きもどして、ギギナは屠竜刀を体側に戻す。一連の戦闘だけで、ギギナの息が乱れていた。

　一撃一撃が、かつてのテンゼンとは違っていた。壮年の咒式剣士の筋力や反射神経に、さらに老剣士の熟達の技の
冴
 さ

 えと経験が合わさったのだ。

〈重ね嵐〉の技にしても、相手の剣の運動質量と角度をミリ単位以下で見切らねば発動できない。東方の精密無比な剣技と咒式剣士の強化された視覚と脳、筋力がそろって、初めて完全に発動する絶技だった。

「さて、続けるぞ」

　背広の剣士は、無造作に距離を詰めていく。

　ギギナの
裂
 れつ

 
帛
 ぱく

 の気合いとともに、巨大な刃が放たれる。

　テンゼンの刃が屠竜刀を受ける。

「では、こいつはどうだ？」

　屠竜刀を左に
逸
 そ

 らして、左手が交差した刃の上に伸び、ギギナの右手首に向かう。手は
蛇
 へび

 のように相手の右手首の下を
潜
 くぐ

 り、屠竜刀を外に流す。開いた空間を
翻
 ひるがえ

 った右手がもう一匹の蛇となって絡みつき、ギギナの肘の後ろで手首が回転。外から中へと旋回したテンゼンの刃が、ギギナの
喉
 のど

 
元
 もと

 へと向かう。右肩と右
肘
 ひじ

 の関節を外して、ギギナが体を反転。
白
 はく

 
刃
 じん

 を避ける。

　回避と同時に放たれた左の裏拳。テンゼンは
屈
 かが

 んで回避。剛腕が
掠
 かす

 めて、後頭部の髪が数本ほど引きちぎられていく。回転に続く右下段斬りに反応し、老人は横転。

　立ち上がると同時に
刃
 やいば

 を掲げる。追撃に向かっていたギギナが足を止める。

「裏手九十三手〈
双
 そう

 
葛
 かずら

 〉はまだ知らなかっただろう？」

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 に
額
 ひたい

 を
掠
 かす

 められたテンゼンの顔に笑み。まるで自分の秘蔵の
玩具
 おもちや

 を自慢する、子供のように無邪気な笑みだった。

　
外
 はず

 れた肩と腕の関節を
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で強引に
治
 ち

 
癒
 ゆ

 して、ギギナが屠竜刀を構える。
美
 び

 
貌
 ぼう

 の剣士の
顎
 あご

 に線が浮かぶ。赤い
滴
 しずく

 が生まれ、重力に引かれて小さな血液の滝となる。あらゆる野生動物の能力を超え、人智のかぎりの剣技を体得するギギナでさえ、完全には回避できない技だった。

「ようやく理解できた」

　ギギナの白い喉から鮮血が生まれ、傷ついた胸板、腹筋の
隆
 りゆう

 
起
 き

 の間を落ちていく。

「
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 でもなく、どうしてここまでヨシキヨを追ったのか、ようやく理解できた」

　新たな血は、胸板の血の上を流れる。ギギナの顔にも、テンゼンと同じ笑みが浮かんでいた。未知の秘境に足を踏み入れた冒険家や、
人
 じん

 
智
 ち

 の極限に達した思想家も、このような笑みを浮かべていただろう。

「私は
貴
 き

 
様
 さま

 を、テンゼンを倒したかった。だが、まだ
遠
 えん

 
慮
 りよ

 があったため、ヨシキヨに先を越された。だからこそ追い求めた」

「俺もおめえを、ギギナを倒したかった。どうしても剣から離れられなかった」

　テンゼンが優しい声で告げた。

「救いがねえな。剣士ってものはよ」

「まったく救いがない」

　ギギナも優しい目で返した。互いに互いを気遣うかのような言葉と表情だった。

「俺らに、いやすべての人間にとって、離れることが生きることや幸せではない。そこが浮き世の難しさだな」

　テンゼンが〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉を
正
 せい

 
眼
 がん

 に構える。

「ま、難しいことは俺らにゃ分からねえ。とっととやるか」

　二人の剣士の顔から、感情が消える。一瞬にして殺人のみに生きる剣士の横顔になる。

　両者は距離を取りつつ、相手の左に回ろうと動く。
緩
 ゆる

 やかな
楕
 だ

 
円
 えん

 の軌道は、互いに重力で引きあう惑星の周回運動のようだった。惑星の公転半径を決定するのは、互いが互いに向ける純粋な殺意による巨大重力。

　殺意に殺意が重なり、重力
崩
 ほう

 
壊
 かい

 を起こしたかのように、二人の剣士の公転半径が崩れる。絶対致死の中心点へ向かって、直線軌道をとる二つの
彗
 すい

 
星
 せい

 となっていた。

「さらば」

　テンゼンの顔は、星のように
煌
 きら

 めいていた。

「さらば」

　ギギナの
美
 び

 
貌
 ぼう

 は、太陽のように輝いていた。

　愛も哀しみも、憎悪も殺意もなく、ただの剣と刀として、両者の軌道が真正面から激突する。瞬時に
交
 こう

 
錯
 さく

 する
刃
 やいば

 。
閃
 せん

 
光
 こう

 だけを残して、左上方で打ちあう。音が追いつけないうちに、右下方で激突。

　互いに互いの手を封じた。老剣士の熟達の技に全盛期の力を取りもどしたテンゼンが、最後の一手を早く放った。

　テンゼンの斜め左上からの刃をギギナが受ける。止められたテンゼンの刃が変化。切っ先の
峰
 みね

 に左手を添えて、一気に首筋を狙う。ギギナの体が左を前に半身となり、迫る刀の中程に左
掌
 しよう

 
底
 てい

 が叩きこまれる。逆に前へ伸びた右手が刀を握るテンゼンの手をさらに握って、下へ引く。

　放たれた刃は左手に
導
 みちび

 かれ、向きを逆にしてテンゼンの
喉
 のど

 
元
 もと

 に帰っていく。老剣士は自らに迫る刃を、左手で止める。

　だが、ギギナの右
膝
 ひざ

 が跳ねて、下に向けられた刀の
柄
 つか

 に激突。テンゼンの左手の防御を、爆発に等しい膝
蹴
 げ

 りを受けた切っ先が抜ける。

　刀の先端は、
掌
 てのひら

 の防御を抜ける。老人の喉を
貫
 つらぬ

 き、後頭部から抜ける。

　返し技の返し技に、さらに追撃を加えるという
電
 でん

 
光
 こう

 
石
 せつ

 
火
 か

 、
疾
 しつ

 
風
 ぷう

 
迅
 じん

 
雷
 らい

 の
早
 はや

 
業
 わざ

 だった。

　ギギナが自らの刃を後悔したように手首を戻す。テンゼンの喉から鮮血が噴出し、ギギナの白い顔や服を濡らす。倒れる剣士の体を左手で支える。血はさらにギギナを濡らす。

「てめえは、ヨシキヨを、さらに超える、な。我が
寒
 さ

 
河
 が

 
江
 み

 一刀流、の裏手に、良き続、きを加えた」

　ギギナの左腕に体を抱えられ、肩に乗せた老人の顔は自らの血に
塗
 まみ

 れていた。
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 な悪鬼の顔となっていた。

「ああ、そういえば、なんで俺、らは」

　テンゼンは血泡混じりの息をしながらつぶやいた。顔は童子のように無邪気な疑問に満たされていた。

「こんな無意、味な殺しあいを、してん、だ？」

　ギギナは無言で前方を見つめていた。老剣士はギギナの左腕の支えから
擦
 す

 りぬけていく。立ちつくしたギギナの
傍
 かたわ

 らの大地に倒れる。枯れ木が倒れるような、軽い音だった。

　自らが流した鮮血の海に、テンゼンは倒れていた。

　力に満ちていた全身から、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の
光
 こう

 
芒
 ぼう

 が漏れる。数百もの強化咒式が現れ、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 。
星
 ほし

 
屑
 くず

 となって散る。テンゼンの全身は、空気が漏れた風船のように
萎
 しぼ

 んでいく。
逞
 たくま

 しい腕は筋張った枯れ木となる。力強い指は骨と皮となる。顔には深い
皺
 しわ

 が刻まれていく。喉から後頭部を
貫
 つらぬ

 いた〈
鶯
 うぐいす

 
鳴
 な

 き〉が、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 にも耐えた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が、根本から折れた。まるで主人の命と流派の断絶とともに、自らの役目を終えたと知ったかのようだった。

　テンゼンの右目に宿った青い鬼火が揺れた。小さくなり、風のなかの
灯
 とう

 
火
 か

 のように、静かに消えた。

　眼球の表面には、半透明の
膜
 まく

 が張っていく。

　残ったのは、老剣鬼の執念の
残
 ざん

 
骸
 がい

 だった。

　テンゼンの老いた顔は、自分が死んだことにも気づかないような、疑問の表情をしていた。

　言葉もなく見下ろしていたギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を
一
 いつ

 
閃
 せん

 。空中に鮮血。

　足音が跳ねて、ギギナから離れた場所で、夜の街角が
滲
 にじ

 む。
電
 でん

 
磁
 じ

 光学系第二階位〈
光幻軆
 イリユー

 〉による光学
迷
 めい

 
彩
 さい

 が解除され、夜風に包帯をなびかせた人影が現れる。背広と手袋以外のすべての肌を包帯で
覆
 おお

 った、男の姿があった。

　右手で押さえた胸元が深く切り裂かれ、血が流れている。

「不可視に近い私を斬りつけるとは、どういう知覚をしているのですか？」

「血臭と
屍
 し

 
臭
 しゆう

 を消す
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
併
 へい

 
用
 よう

 すべきだな」

　ギギナは屠竜刀を横に掲げたまま、冷然と告げた。周囲の風景を体に映すだけでは、ドラッケン族の剣士から
逃
 のが

 れることなど不可能なのだ。

「なるほど、結果を楽しみすぎて接近しすぎたということですね」

　ザッハドの
使
 し

 
徒
 と

 の口が笑みに
歪
 ゆが

 む。歪んだまま、ザッハドの使徒が傾斜していく。胸板を押さえた指が落ちた。続いて右手、さらに右腕が落ちる。胸板を切り裂かれたのではなく、腕や手ごと両断されていたのだ。

　鮮血の噴水とともに、ザッハドの使徒は倒れた。
胸
 きよう

 
腔
 こう

 の断面から
溢
 あふ

 れる血が、アスファルトと自らを朱に染めていく。

「やはりあなたは剣士で、テンゼンも剣士だ。剣士にすぎなかった。関わるべきではなかったかもしれないですな」

　変わらぬ声が響く。道端に立つ街灯の上に設置された、音声装置からの声だった。ギギナが大地に倒れる使徒の死体を
眺
 なが

 める。包帯が解けて、顔の一部が現れる。平凡な男の顔で、眼球が消失していた。

「私は最初から姿を現してはいなかった。先の出会いも、哀れな指先をテンゼンと同じように咒式で強化して、自らの代理として動かしていただけですよ」

　声が
嘲笑
 あざわら

 う。ギギナは興味もなく屠竜刀を掲げた姿勢だった。殺人王の使徒に憧れた
愚
 おろ

 か者を斬ろうと、剣士の心が揺るぐことはなかった。

「だが、それでもあなたの根底にはどこかに闇がある。深く暗い闇がね」音声装置は不吉な声を夜に放つ。「剣士としての
刃
 やいば

 の
宿
 しゆく

 
業
 ごう

 とやらは、やはり我らに近いものがある、と分析できました」

　ギギナの屠竜刀が
一
 いつ

 
閃
 せん

 。街灯が切断され、火花とともに倒れる。音声装置が耳
障
 ざわ

 りな雑音を
撒
 ま

 き散らし、そして電子の火花とともに沈黙した。

「刃の宿業は救いがない」

　遠くにある別の街灯からザッハドの使徒の声が響く。それは夜に響く笑声だった。

「救いがないんですよ」

　笑声は街灯の音声装置を次々と渡って遠ざかっていき、やがて夏の夜に消えた。遠くに響く、警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 の警報が届くようになった。

　ギギナは息を吐く。街路で
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を分解し、
畳
 たた

 む。まだ遊び足りないといった顔だった。

　
名
 な

 
残
 ごり

 惜しそうにしたギギナが、振りかえる。

　惨状となった路上には、ヨシキヨだった両断死体が転がったままだった。左半身と右半身の間で、黒い犬が
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。鼻先でヨシキヨの右半面に触れ、悲しげに瞳を曇らせる。

　濡れた黒い瞳がギギナを見上げる。犬を
顧
 かえり

 みることなく、ギギナは足を進める。黒犬は訴えるようにギギナを見つめている。ギギナは二歩で止まった。左腕が腰の後ろに回される。

「救いはなく、離れることが生きることではない、か」

　左手が
霞
 かす

 み、戻される。

　微かな鳴き声。黒犬の
眉
 み

 
間
 けん

 に、銀の点。投剣が頭部を断ち割り、
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 まで
貫
 つらぬ

 いていた。犬の口から舌が下がり、首が傾く。

　黒い毛皮は安らかに眠るようにその場に倒れた。ヨシキヨの間に、黒犬の
死
 し

 
骸
 がい

 が転がる。

　血はゆっくりとアスファルトに広がっていった。









　エリダナの街角にタイヤが
軋
 きし

 る音が響く。人々や警察が集まっている街角では、一人の
異
 い

 
邦
 ほう

 の剣士が首から上を無くして倒れていた。
傍
 かたわ

 らには女の首なし死体。

　さらに街角を抜ける。いくつもの角を抜けて、相棒の姿を捜す。

　車体を右折させて、ヴァンを急停車。俺は外へと飛びだす。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の位置を指先で直しつつ、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げる。

　鮮血の大河が
溢
 あふ

 れる街角には、血刀を下げたギギナが立っていた。屠竜刀と
長
 ちよう

 

軀

 く

 を、
紅
 くれない

 に染めていた。ギギナの周囲には、ヨシキヨらしき
縦
 たて

 
縞
 じま

 の背広の男、黒犬の死体が転がっていた。さらに背広に包帯の奇妙な男の死体もあった。

　戦場が終結したことを確認できて、俺の手が反転。魔杖剣を
鞘
 さや

 に戻す。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の奥の眼が
凍
 い

 てつく光景を見つけた。視線の先、ギギナの
傍
 かたわ

 らには老剣士の死体が転がっていた。

「そこに転がっているのは、テンゼン、だよな？」

　テンゼンが血の海に倒れていた。

　老人の
喉
 のど

 には、墓標のように折れた魔杖刀が突き刺さっていた。傷口からは、血が大量に
零
 こぼ

 れて大地に広がっていた。

　見開かれた眼球には、早くも
蠅
 はえ

 がたかっていた。感情が存在しない
複
 ふく

 
眼
 がん

 が俺を見上げる。

　死者たちの間に立つギギナと、俺の眼が合う。俺は歩む。自分でも、一歩一歩に激情が満ちていたことが分かる。

「なぜ、おまえが、ギギナがテンゼンを殺す？」

　理解できない現状を、乾いた舌で言葉にする。歩みはギギナの前で止まる。テンゼンや死者たちにたかっていた蠅が散って逃げる。

「テンゼンはおまえの剣技の
稽
 けい

 
古
 こ

 をつけてくれた、師匠の一人みたいなものだろうが？　それをなぜ？」

　押し殺した俺の叫びが、ギギナの胸板に当たる。跳ね返された言葉は、街角に落下する。

　ギギナは答えない。答えられない。

　鮮血の街角で、ギギナは立ちつくしていた。

　無言のまま、剣士は
佇
 たたず

 んでいた。銀の眼は、倒れたテンゼンの死体を見ていた。次に夜空を見上げる。

　
刃
 やいば

 のような月は、
冴
 さ

 え
冴
 ざ

 えと青白く輝いていた。見上げるギギナの顔も、死者の血に
塗
 まみ

 れてなお青白かった。

　哀しみも感情もなく、ただただ月とギギナは
残
 ざん

 
酷
 こく

 なまでに美しかった。






されど極道は仁義と踊る
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　道に
渺
 びよう

 
々
 びよう

 と吹き荒れるのは、
荒
 こう

 
涼
 りよう

 とした風。木の扉が風に泣き、
野
 の

 
良
 ら

 
犬
 いぬ

 が悲しい叫びをあげる。

　
極
 ごく

 
道
 どう

 
者
 もの

 が群れつどう
襟
 えり

 
棚
 だな

 の街を俺は進む。
侘
 わび

 しい街の外れにある
邸
 てい

 
宅
 たく

 で足が止まる。俺は
阿
 あ

 
修
 しゆ

 
礼
 れい

 ・
武
 ぶ

 
布
 ふ

 一家の敷居を
跨
 また

 いだ。

　出迎えたのは、銀髪に長ドスの着流しの男。

　ようするにギギナだった。

「どこの組のカチコミだ。とにかく顔と
眼
 め

 
鏡
 がね

 が気に食わないから殺す！」

　いきなり長ドスの一撃とともに登場したので、俺も回避しておく。

「当然というか、まったく行動に違和感がないな」

　素直な感想が口を
衝
 つ

 いてでたが、いきなり自分から世界観を壊すこともないだろう。ええと、設定はなんだっけ？　ああ、そうだそうだ。

「ええとその、今日から父親の借金のカタに売られてきて、ここでお世話になるガユスです」

「聞いてないな。やはり死ね」

「まあまあ、そこまでにしときやギギナはん」

　見ると、奥には組員らしき着物姿の女が笑っていた。
緋
 ひ

 
牡
 ぼ

 
丹
 たん

 と龍があしらわれた着物が美しかった。

　
尖
 とが

 った耳に白金の髪には、どこか見覚えがある。まさか……。

　女の緑の目が俺に
据
 す

 えられた。

「おんどれがガユスか。話は聞いている。ウチはここの
若
 わか

 
頭
 がしら

 のジヴーニャじゃい」

「まさ、かジヴ!?
 」俺は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 する。「君まで、このアホ世界にいきなり染まってしまうなんて!?
 」

「せいぜいネブたい絵を描きくさっておけや。うちん組が苦しいからシノギに使ってやるが、イモ引いたら海の底に沈めてやるけぇ、覚悟しときや」

　そんなこんなで、俺はジヴとギギナの元で
極
 ごく

 
道
 どう

 の道を歩みはじめた。思うことはひとつ。

「こういう、安易でふざけた設定はイヤだなぁ……」









「
椅
 い

 
子
 す

 ないか椅子かたないか？　机ないか机かたないか？　椅子と机、出そろいました。では勝負！」

　威勢のいい男の声とともに、椅子と机が投げ上げられ、落下する。椅子が机の上に乗り、
賭
 と

 
場
 ば

 を囲んでいた客たちが歓声と悲嘆の声をあげる。

「ええと、これはなんですか？」

　俺の素直な疑問に、ギギナがうなずく。

「うちの組はこの家具
賭
 と

 
博
 ばく

 でノシてきた」

　まったく
凄
 すご

 い世界です。なにが凄いって、意味不明さが。

「先代がハジかれてからは、うちの組も小さくなってしまっている。今は組長代行の私と若頭のジヴーニャとで組を維持しているのが実際のところだ」

「はぁ」

　眼前で広げられる
珍
 ちん

 
妙
 みよう

 な賭博を
眺
 なが

 めてみる。何回か見ていても、椅子と机を投げて、なにがどうやったら勝ちになるのかさっぱり分からない。分かりたくもないけど。

「
貴
 き

 
様
 さま

 に期待はしていないが、組の一員としてシノギを覚えておけ」

　言われた俺は、ギギナに勧められて応接椅子と事務机を
担
 かつ

 ぎ上げる。どこのバカが家具を投げて賭博にしようと考えたのかを、考えたくない。思考を投げた俺は、事務机と椅子を賭場に投げる。転がる。

「家具を粗末にするなっ！」

　怒鳴るギギナに
蹴
 け

 られた。じゃあどうしろと？

　俺が家具賭博を理解する日は、永久に来ないと思う。









「おう、カスクズなガユス。今日はウチのところで、お遣いをやってもらおうかいの」

　組事務所に帰ったら、ジヴに
鞄
 かばん

 を渡された。中身が気になった。開けてみると、数十個の砂時計が詰まっていた。

「白い砂が入っている砂時計って、メルヘンだね」

　ジヴがまともな商売をしていることに少し安心した。ジヴは俺を見て笑っている。

「それは〈メルヘンな砂〉が入った砂時計じゃなくて〈メルヘンになれる、なぜか異常に高価な粉〉じゃがの」

「ひいっ！　お医者さんが処方しないほうの不思議な粉ですか!?
 」

「本気で本当に、死ぬ気で運べよ？」

　
怯
 おび

 えながら、いけない砂時計が詰まった鞄を運びだす。俺は玄関の段差につまずいて鞄を落とす。砂時計が割れて中身の白い粉が地面を染めた。俺の顔も白くなる。

「だ、台無しにしてすいませんジヴ、いや
姐
 あね

 さん！　必死に働いて
弁
 べん

 
償
 しよう

 します！」

　絶叫する俺の肩に、ジヴの白い手が回される。見ると、
若
 わか

 
頭
 がしら

 は真剣な顔をしていた。

「おまえにケガがなくて良かった。おまえという財産が残っておるから充分じゃい」

「あ、姐さん！」

　ジヴは優しい心を失っていなかった。感動している俺の
傍
 かたわ

 らで、ジヴが携帯で話しはじめていた。

「ああ、もしもしゲス医者ツザンか？　おう、新鮮な
内
 ない

 
臓
 ぞう

 のひとそろいを売るぞ」相手の返答を聞いたジヴの顔に
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の色が浮かぶ。「
舐
 な

 めるな、そんなはした金では、小遣いにもならんじゃろがいっ！」

「俺ってリアル財産!?
 　つーか、俺を売っても小遣い程度なのっ!?
 」

「ウチを舐めてもらっては困る」

　ジヴが
艶
 えん

 
然
 ぜん

 と
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「おんどれを売り飛ばした金を元手に、どこぞのヌケ
作
 さく

 に生命保険を掛けて、海に沈んでもらう。これがジヴ流
財
 ざい

 テクじゃわい」

　ジヴが
喉
 のど

 を鳴らして笑う。

「まったく、これほど利益が出る投資はないわい。株だの
債
 さい

 
券
 けん

 だの、そんな不確実で
儲
 もう

 からん投資なんぞ、小心なウチはようせんのう」

　ジヴ、君ってゲヒゲヒとか笑う女でしたっけ……？

　俺が知るジヴとは違う、と思いたい。かなりこの世界がイヤになってきましたよ。









　幾日かすぎまして。組事務所では、使えない俺を囲んで、ギギナとジヴの話しあいが始まっていた。

「ここまで使えないと、鉄砲玉の
楯
 たて

 にでも使うしかないが、薄い体だしな」

「ホンマに見事に使えんのう。ＡＶ男優に使うか、どこぞの変態に売り飛ばすか？」

　二人の話しあいは、俺の黒い進路相談になってきました。座ったままジヴが寄ってくる。白い手が伸ばされ、俺の

頰

 ほお

 に触れた。

「じゃが、かわいい顔をしとるから、まずはウチが味見をするかの」

「ジヴの、商品に手を出すのは
仁
 じん

 
義
 ぎ

 に反するぞ」ギギナが押し殺した声をあげる。「それに
貴
 き

 
様
 さま

 が他人のシマにちょっかい出しに精を出していることに、こちらが気づかんとでも思っているのか？」

「固いこと言いなや、ギギナの」

　ジヴが挑むような目でギギナを見据える。

「あの
王
 おー

 
地
 じ

 
江
 え

 
巣
 す

 組のモルディーンが
襟
 えり

 
棚
 だな

 に進出してきておるんじゃ。やつらが襟棚でシノギをかまして太うなってからでは手遅れなんじゃ。だったら弱い組を吸収して連帯するしかなかろうが！」

「ジヴーニャ、おんどれの強欲こそが襟棚の
極
 ごく

 
道
 どう

 の連帯を乱しとるんじゃ！」

　ギギナの
刃
 やいば

 が放たれ、ジヴの
喉
 のど

 に突きつけられる。だが、ジヴは余裕の笑みを浮かべていた。ギギナの刃は冷たく輝く。

「先にあった
羅
 ら

 
留
 る

 
権
 ごん

 
金
 きん

 組のオジキの暗殺、そしてうちの先代ジオルグ組長も貴様が
殺
 や

 ったという
噂
 うわさ

 も届いておるぞ？」

「敵の組長をオジキ呼ばわりとは、狂犬ギギナも丸くなったの。おんどれは襟棚の天下取りを
諦
 あきら

 めたと見える」

「なんだと？」

「どヘタレがっ！　この絶好の機会に乗らずして、なにが極道じゃ！」

　ジヴが
緋
 ひ

 
牡
 ぼ

 
丹
 たん

 の着物から右足を差しだし、
啖
 たん

 
呵
 か

 を切る。
烈
 れつ

 
火
 か

 の言葉だった。

「そこまでにしとけよ
外
 げ

 
道
 どう

 ！」

　ギギナも長ドスのネレトーを返しつつ、叫びかえす。

「ワシのところの若い衆は気が短い。だが、ワシはもっと短い。後からイモ
曳
 ひ

 いても、襟棚の極道の
喧
 けん

 
嘩
 か

 は現ナマでは片ぁつかんのやぞ!?
 」

「ポン
刀
 とう

 ひけらかして、このゴンタクレが。その吐いた
唾
 つば

 、飲まんとけよ？」

　ジヴが苦々しい表情になる。刃ではギギナに
分
 ぶ

 があるらしい。ジヴが立ち上がる。

「ここは一度引くが、覚えとれよ。
跡
 あと

 
目
 め

 はおんどれに取られたが、本来の席次は同等じゃ。ウチはヌケ
作
 さく

 の風下に立つ気はないけんの！」

「ええと、もうなにがなんだか分かりませんし、分かりたくないです」

　俺は、この設定が心底嫌になってきていた。ジヴの
姐
 あね

 さんがそっと寄りそってくる。

「気分が悪いから、ちょっと外に出よやないの。変なことしーひんから、ちょっとついてきや」

　突然戸口が開けはなたれる。現れたのは、二人組の鉄砲玉。ギギナが刀を向けながら、
睨
 にら

 みつける。

「どこのゴンタクレじゃい！　長ドスのギギナの預かり場と知ってのアヤ付けか!?
 」

「俺はポン刀二刀流のイーギー！　おんどれにタマ
殺
 と

 られたラルゴンキンの
親
 おや

 
父
 じ

 の
敵
 かたき

 
討
 う

 ちに来たんじゃい！」

「ワシはムショ帰りのジャベイラ！　
親
 おや

 
父
 じ

 の死の糸を引いていたのは、おんどれだと
密告
 チクリ

 があったんじゃいっ！」

「そんなふざけたチクリを信じるとはな！」

　ギギナの顔に理解の色が広がる。

「待てよ、あまりにも都合が良すぎている……」

　ギギナが叫ぶ姿を後ろに、俺はジヴに手を引かれて外に出た。

　組事務所からは、ギギナの声が響いてきた。

「そうか、絵を描いたのはあの
外
 げ

 
道
 どう

 
女
 おんな

 かっ！」

　ギギナが叫ぶ。しかし室内には、すでに炎の臭気が漂っていた。









　
紅
 ぐ

 

蓮

 れん

 の炎に包まれる組事務所。中ではギギナと二人の鉄砲玉が燃えているのだろう。

　眼下に見下ろす丘に俺とジヴが立っていた。

「この
田
 た

 
吾
 ご

 
作
 さく

 どもが！　
仁
 じん

 
義
 ぎ

 だ
渡
 と

 
世
 せい

 の義理だとか薄らネブたいこと抜かしとるから、ウチに寝首かかれるんじゃ！」

　ジヴが
喉
 のど

 を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせて笑う。ええ、もうこんなことでは俺は驚きませんよ？

「
上
 う

 
手
 ま

 くいったようだな」

「サックリコとやったみだいだね」

　声に振りかえると、
隻
 せき

 
眼
 がん

 の男と軽薄そうな青年が立っていた。

「イェスパーにベルドリト、
羅
 ら

 
鬼
 き

 の双子の鉄砲玉がどうしてここに!?
 」

　俺は驚きの声をあげる。

「簡単なことだ」

　隻眼の男が苦い笑みを口の
端
 は

 に刻む。

「そこの
女
 め

 
狐
 ぎつね

 は、こちらのモルディーンの親父とカラクリを仕組んだわけだ。狂犬ギギナと
羅
 ら

 
留
 る

 
権
 ごん

 
金
 きん

 組の残党を

嚙

 か

 みあわせ、
襟
 えり

 
棚
 だな

 の強力な武闘派の始末をすることが狙いだったのだ」

「大部分のシノギはモルの親父がピョロっともらうけど、お
零
 こぼ

 れをいただいてでも、その女は生き延びたかったってわけ」

「最初はウチも対抗しようとしていたんやけどな。どうにも勝てへん
喧
 けん

 
嘩
 か

 をするよりは、長いものに巻かれろっちゅーことじゃい」

　ジヴーニャが静かに
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、隻眼と青年も笑う。

「怖いが
賢
 かしこ

 い女だ」

　言い終わった瞬間、隻眼の男が
苦
 く

 
鳴
 めい

 を漏らす。

　腹には、長ドスが深々と突き立っていた。
柄
 つか

 を握っていたのは、ジヴーニャの白い手だった。

「兄貴っ!?
 」

　ハジキを抜こうとする弟の首筋を、ジヴーニャの長ドスが切り裂いた。倒れていく兄弟の鮮血に
塗
 まみ

 れて、ジヴーニャが
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 する。
苦
 く

 
鳴
 めい

 をあげながら、男が
隻
 せき

 
眼
 がん

 でジヴを見上げる。

「
女
 め

 
狐
 ぎつね

 、裏切ったな！　
王
 おー

 
地
 じ

 
江
 え

 
巣
 す

 組に逆らうとどうなるか分かっているのか!?
 」

「ウチはな、最初から誰の風下にも立つ気はないんじゃっ！」

　ジヴの目に
烈
 れつ

 
火
 か

 の意志が燃えあがる。

「モルディーンに伝えろ。
襟
 えり

 
棚
 だな

 に来たら、ウチと戦争じゃとな！」

　兄弟は
悔
 くや

 しげに去っていく。ジヴだけが高らかに笑っている。血に濡れた長ドスが、炎に
焦
 こ

 がされる空に掲げられる。天にまで届かんとするジヴの野望のようだった。

「さあ、金と力で襟棚を乗っとったら、戦争じゃっ！　
極
 ごく

 
道
 どう

 の熱い血が騒ぐわいっ！」

　炎上する襟棚の街を見下ろしながら、俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。

　本当にこの設定だけは
止
 や

 めてほしい。

　だけど、いつもの日々とあんまし変わらないような気もするな。





「我の出番がないな」

　ヨーカーンが
林
 りん

 
檎
 ご

 を
齧
 かじ

 りながらつぶやいた。白と黒に塗り分けられた着流し姿だった。

「そういうなヨーカーン君」向かいの
椅
 い

 
子
 す

 に座るモルディーンが、杯を回す。「私たちには、こういう設定は似合わないよ」

　モルディーンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、ヨーカーンが肩を
竦
 すく

 める。





　次回予告「極道頂上血戦、襟棚の夜が血の色に染まるったら、染まるんじゃい！」






　※刊行時に阿災・☆
 ・羅墓先生は急死なされました。
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